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一美しく幻想的な大迫ダム放流

その裏では … … ( 本文 9 頁参照)

▲ 大迫ダムの 日常管理 の
一 端

｢ 近畿 農政局発足30 周 年記念行事

美術展覧会 金賞受賞作晶+

刀

利
ダ
ム

の

流
木
処
理

一

(

本
文
2 2

頁
参
照
)

ト新
川
河
口

排
水
機
場
の

ケ

ー

シ

ン

グ

内

部
(

貝

殻
の

付

着
状
況
)

(

本
文

53

頁
参
照
)



綾川地区 パ イ プライ ン の事故 と補修 工 法 ( 本文81 頁参照)
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農業土木技術研究会賞の発表 (編集委員会)

第2 3 回農業土木技術研究会賞は ､ 第89 ～ 9 2 号 に掲載された報文のうちか ら ､ 任意に全国か ら抽出された

会員の ア ンケ
ー ト を も とに編集委員会で選考 した結果 ､ 下記のとおり決定され ま した ｡

( 企画
_
･ 計画部門)

会 賞 ｢直轄明渠排水事業にお ける魚類生息環境等調査に つ い て+

北海道開発局帯広開発建設部 池内 国夫

( 企画 ･

計画部門)

奨励賞 ｢｢ 新 しい 農村景観+ 計画に関する 一

考察

一

農道景観設計に係る計画論的アプ ロ
ー チ の研究- +

( 社) 農村環境整備セ ン タ
ー

湯浅 眞介 米野 篤度 量岡 徹

( 企画 ･ 計背部門)

奨励賞 ｢石垣島に お ける農業農村整備事業の農業外部効果に つ い て+

沖縄総合事務局石垣農業水利事業所 青山 卓二

( 設計 ･ 施 工部門)

会 賞 ｢宮古島の自然条件を生か した水資源開発+
一

砂Jll 地下ダム建設の施工技術一

農用地整備公団宮古地下ダム事業所

( 設計 ･ 施 工部門)

奨励賞 ｢中山間地嘩の活性化農道 = ｢ 水兼農道++

宮崎県東臼杵農業振興局 宮下 教典

( 設計 ･

施 工部門)

奨励賞 ｢高幡開拓の環境保全工法+

中国四国農政局高幡開拓建設事業所

山田 哲郎

狩集 義門

佐山 えり子

廣川 厚

廣内 債司

受賞報文の選考に あた っ て

｢ 直轄明渠排水事集におけ も魚類生息環境等調査につ い て+

こ の報文は ､

近年､ 都市住民は自然環境や農村景観を特に注目 してお り､ 農業農村整備の実施にお いて も重要な課題

とな っ て い る ｡ こ の ため ､ 直轄明渠排水事業の実施に当たり
､
自然 を加味 した各種工法の調査

･ 検討 を実

施 し､ 具体的効果等をとりまと
_
め た もので ､ 今後の設計にと っ て非常 に有益なもの とな っ ており､ 多くの

読者か ら高い評価を得たもの と考 えられ る ｡

水 と土 第 95 号 19 9 3



｢｢新 し い農村景観+ 計画 に関する 一 考轟 → 遠景載設計 に係る計画論的ア プロ ー チ の研究 - +

こ の報文は ､

こ れ か らの農道景観整備のあるべ き姿を ｢新 しい 農村景観+ 形成と い う農村計画的視点か ら検討 した も

ので ､ 展開され る方法論に社会科学的理論の導入 を試み ､ 諸施設の相互関係性 に着目した農村景観計画論

の仮説を考案した もの とな っ て おり､ 多くの読者か ら高い評価を得た ものと考えられ る｡

｢ 石壇島に おけるよ蕪よ村亜億事蕪の点集外部効具につ い て+
こ の報文は ､

農業農村整備事業は農業生産 へ の直接効果の ほか ､ 国土保全 ､ 環境保全､ 地域関連産業の誘発効果な ど

様々 な外部効果を有して い るが
､
石垣島にお ける農業農村整備事業の外部効果に つ い て調査検討 し､ 地域

経済の観点か ら評価を試み たもので ､ 多くの読者か ら高い評価を得た ものと考えられ る｡

｢ 宮古島の自然条件を生か した水資源開発 一 砂川地下ダム建設の施工技術 r +
こ の報文は ､

沖縄県の宮古島で農用地整備公団が 日本に お ける本格的な大規模地下ダム の建設を実施 しており
､ 原位

置攫拝工法に よ っ て水密性の高い柱列式地下連続壁を施工 して い る｡ こ の施工 にあた っ て実施されて い る

最新の施工管理技術を細介した もので ､ 多くの読者か ら高い評価 を得た もの と考えられ る｡

｢ 中山同地域の活性化よ道 = ｢水兼よ道++

こ の報文は､

特殊土壌地帯で ある宮崎県では､ 農地保全事業が多く実施 されて い るが ､ 中でも道路と水路を兼用した

『水兼農道』に着目し､ 管内の事例か らその効果と課題につ い てと りま とめたもので ､ 多くの読者か ら高

い評価 を得たもの と考え られ る｡

｢ 高格開拓の環境保全工法+

こ の報文は､

最後の清流四万十川の中
･ 上流域を開発地区に持 つ 高幡開拓建設事業 に と っ て環境問題 ､ 特 に濁水の処

1

理対策はなくては ならな い 条件で あり ､
3 年間にわた る環境保全対策検討委貞会の検討をもと に環境保全

工法と して工種 ごとヰこ具体的に検討された もので ､ 多くの読者か ら高い 評価を得た ものと考えられる｡

今回の受賞は､ 会賞が 2 報文 ､ 奨励賞が 4 報文 とな っ た が ､ 本誌 に投稿された ものには ､ 他 にも興味あ

るもの ､ 優秀なもの が多数 あ っ た｡ 今後とも農業土木技術者が日頃研辞されて い る技術 に つ い て ､ 各分野

か ら多くの報文が本誌 に投稿され ､ ｢ 水 と土+ が農業土木技術者の技術の発表の場とな る こ とを期待 してや

まなし) ｡

94 号の 訂正 とお詫び

農業土木技術研究会編集委貞会

94 号 の報文にお い て ､ 印刷 ミ ス がありま した｡ 深 くお詫びを申し上 げると共 に､ 下記の ような訂正 をさ

せて い ただき ます｡

誤

目 次

景観 ･ 自然環境 に配慮 した水路工法に つ い て

矢吹 輝明 重量 俊治

斎藤 晴美 黒瀬 忠勝

正

目 次

景観
･

自然環境に配慮 した水路工韓に つ い て

矢吹 . 輝明 昼昼 俊治

斎藤 晴美 黒瀬 忠勝
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水 と土 第95 号 報文内容紹介

水管理制御と施設機械

市野 吉造

水管理 に 関わ るゲートや ポン プ等 の施設機械設備は , 農業

水利施設 の近代 化 と共に 高度化 し , 数多 く設 置 されて きた
｡

機能維持 の ため の 適切な保守整備を行 ない つ つ , 運転 操作す

る こ と に よ っ て
,
これ ら設備 は そ の機能 を発揮 する もの で あ

る
｡
そ こで

, 設備 の 特徴 を踏ま え
, 役割機能 を果た すため の

考慮す べ き事項 に つ い て
,
計画か ら運用管理 まで の段 階を と

ら えて記 し た
｡ ( 水 と土 第95 号 199 3 P. 2 )

刀 利 ダム の管理 に つ い て

寺 田 保 五十嵐 誠

多目的ダム と し て建設 さ れ , 管理をは じめ て2 6年目を迎 え

る 刀利ダム の 管理体制 ･ ダム貯 水計画 ･

今後の ダム施設及 び

管理に つ い て
,
また 富 山県 に て建 設さ れ平成 5 年度 よ り統合

管 理を進め て い る 日中ダム に つ い て の 現状 や 実例, 今後 の課

題 等を符介す る ｡ (水 と土 第9 5 号 19 93 P.2 2)

明治 用水頭首 エ の 施設管理 に つ い て

田中 覚 村松 静男

こ の頭首 工 か らは 西三 河地域 の農業用水 と上 工 水を取水 し ,

幹線水路 の水管理 とあわせ て 管理 をし て い る ｡

本稿 で は
, 今後 の施 行計画 に反映 され れ ばと 思い , 管理の

実情 と問題点, 改善 点等紆介す る ｡

( 水 と土 第95 号 199 3 P.4 1)

両線用水と揚水機場管理

林 敬 大塚 智 伊藤 力行

十津川 ･ 紀の 川地区の ダム 管理技術

塩田 克郎

農業水利施設 の複 雑か つ 高度な管理 を必要 と する地 区の 参

考 に , ま た施設 の建 設段 階 にお ける教訓 の一助 となる よう ,

国が 直轄管理 して い る地 区 は全国 に 6 地 区しか ない が
,
その

う ち の十津川紀 の 川地区に お ける地区
･

施設 の概 要, 管理体

制
･

組織 , 管理 の 内容, 管理上の 問題点 ･ 改善点 や今後 の 方

針な ど に つ い て報告 する ｡ なお
,
当地区で 実施 して い る 管理

の うちで も主 に ダム 管理 に 焦点 を当て た も の と する ｡

( 水 と土 第9 5 号 1 99 3 P. 9 )

新 田原井堰の 施設管理 に つ い て

賓藤 晴美 清水 勝也 重康 勝美

昭和63 年度 に完成 した 国営造成施 設で あ る岡 山県吉井川 に

位置する 新田原井堰 (全可動鉄筋 コ ン ク リートフ ロ ー テ ィ ン

グタイ プ 堰高8.20
m 堰長2 20 m ロ ー ラ ー ゲ ー ト 5 門) 施

設管理 に つ い て 事業紹介 に は じま り施設概要, 管理の 内容,

過去 7 年間の 管理実績及 び管理体制 等を掲 載 し
,
実際管理 し

て き て 維持 管理費低減の
一

挺案 をあげて み た
｡

(水 と土 第9 5 号 19 93 P .3 2)

新川 河 口 排水機場 の維持管理 ･ 補 修 に つ い て

宮坂 公男 西須 泰吉

本機場 は排水 ポ ン プ の 大き さで は東洋一と 言われて い る ｡

昭和4 5 年 に 河口 に 設置 され
,
ポ ン プ施設 は海水 潮風の 影響

を受 け2 3年が経過 して きた ｡

この よう な状況 の な か で , 本機場 の管理 の現状 と補修 の 経

過実態 を紹介 し, 今後 の課題 や方向性 に つ い て報 告する もの

で あ る ｡ ( 水 と土 第9 5 号 1 99 3 P.5 3)

香Jtl 用水 地区 の水路施設管理 に つ い て

鈴木 孝
一

本 報文 は , 両総用水事業 の生 い 立ち 及び施設 内容 の紹介 を 香川用水 は
, 吉野川 か ら農水 及び都市用水 と し て年間 2 億

記載 し , 1 で 揚水機場 の ポン プ設備 の 概要 を記述 して い る ｡ 4
,
7 0 0 万 血 の 水 を導水 す る計 画で ある が

,
共用 水路 (4 7k m)

2 で 維持管理の 状況 を管理組織体制 ･ 運転管理 ･ 定期整備及 は , 昭和50 年か ら水資源開発公 団が , ま た , 農水専 用水 路(5 9

び補修関係 として 述 べ た｡ 3 と して 問題点 と今後 の維持管理 ≡ 血) は , 昭和56 年か ら香川用水土地 改良区が それ ぞれ維持管
を述 べ , 築造以来30 ～ 4 0 年経過 し

,
老朽化が 進ん だ施設 の具 ≡ 理 に 当た り, 両者の 緊密な連携 の もと に 円滑な配水管理 を行

体 的な問題点を列記 し
,
又維持管理費 の 節減対策や, 見直 し っ て い る と こ ろで あ る

｡

事業 と して 実施 す る場合の , 建設時留 意事項 等 を記載 した
｡

し か し
, 通 水開始か ら約1 9年を経過 し , 造 成施 設の 一

部 に

(水 と土 第9 5 号 19 93 P.6 3) 老朽化 に伴 う劣化等の 問題が み ら れ , 今 回は 管理の 状況 と施

設 の老朽化 に対 す る対応等 に つ い て報 告する もの で ある
｡

(水 と土 第95 号 19 93 P .72)

- 1 - 水 と 土 第 95 号 19 9 3



綾川地区の パ イ プライ ン 施設管理 に つ い て

槻木 賓 岩切 徳充 長友 要

宮崎県に お け る綾川総合開発事業 の一環 として 企画 された

綾川地 区土地改良事業は, 国営か ん がい 排水事 業と して , 昭

和3 2年度 に着手 さ れ , 昭和45 年度 をもっ て 完了 した ｡ その 間

併行 して 県営以下 の 関連事業も進 めら れ , 全国的に も早 い 時

期 の パ イ プライ ン に よ る畑地か んが い 事業 として , 事業の 効

果 を見 る一方, 施 設の 維持管理 に盾々 課題 も発生 し, 多くの

対策が 講 ぜ られた｡ その 間の 状況 と施設管理 の立場 か らの 今

後の 課題 に つ も) て報 告す る ｡ ( 水 と土 第94 号 199 3 P.8 1)

農 業集落排水施設の 維持管理

下舞 寿郎

農業集落排水施設 の維持管 理は , 施設の 運転管理 など技術

的な管理作業と, 管理作業に 必要な経費等 の収入 ･ 支 出を会

計管理す る遷宮管理 に分 けられ, 適正 な運転管理 と健全 な運

営管 理を並行 して 行 なう こ と が必 要で あ る
｡

本 文 は
,
農業集落排水施設 の維持 管理の 広範 な内容, 維持

管理 の 実態 ･

課題等 に つ い て とり ま とめ た もの で ある ｡

(水 と土 第9 4 号 1 99 3 P ,10 0)

遠 方 ･ 遠 隔 操作訓練装置

中堀富三男 堀川 直紀

遠方制御 や 遠隔制 御シ ス テム が 多く の 農業水利施 設 に設置

され て い る ｡ これらの 装置 を有効 に利 用して施 設を操作す る

に は有 る程度 の経験 が必要で あ る ｡ こ の経験 を短期 間 に積み

上 げるた め に
, 遠 方

･

遠隔制御 シ ス テ ム の模擬操作を行 い ,

操作の訓練 を行 う装置を作成 した ｡

( 水と土 第95 号 19 93 P.92)

-
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【巻 頭 文】

管理の 拡充 へ 更なる 一

歩を

金 森 信 夫
( N o blユ0 ⅠくA N A M O R I)

2 1 世紀は管理 の 時代と い われ て久 し い 0 次世紀が手の届く と ころ へ 来た今, 基幹的土地改良施設も1 8 , 0 0 0
を超 える に到 っ て い る0 そ の 資産評価 は 7 兆 4 千億円と言われて い る｡ 土地改良施設の 維持管理 に要する
年間費用は概ね6 30 億円 に も達 して い る

0
そ の 殆 どは地元団体 である土地改良区, 関係市町村が点検整備,

操作運転等を行 い 負担 して い る 0
こ れ は, 土地改良法に お い て, 委託管理制度を設けて い る こ と, 管理受

託者 は管理 に必要な費用を負担しなけれ ばな らな い 等の法制度 によ るも の である｡ こ の よ う に, 土地改良
施設の管理 に つ い て, 自治的調整機能を有す る土地改良区が 中心的な役割を担 っ て い く こ とが期待されて
い るが, 施設条件, 社会条件等が, 施設 の 近代化と農業 ･ 農村 の 変容により大きく変化 し, 施設の種類 ,
規模等によ っ て は土地改良区が, こ う した事態の変化 に技術的に も財政的に も十分対応 し得ない と い う問
題が生 じて い る0 こ の ような状況の中で, こ れ まで国 ･ 県の公的管理, 土地改良区, 市町村等 へ の公的関
与施策の充実に努めてきた と ころであるが, 管理施策の

一

層 の強化 ･ 拡充を目指して の今後の施策の課題
のうち, 主な も の は次の とお りであ■る｡

1
･
公的管理 の 拡充の うち, 直轄管理事業は治水, 利水面の公共性を有 し 2 県にまたが る要件 に縛られた
限定的な運用に昭和3 5 年度以来置かれ てきたが, こ れ の実質的拡充と して ｢ 水系単位 の基幹水利施設群
の

一

元的管理+ を要件と して加え, 総合管理事業 とし て平成元年度に拡充され た｡ しか しなが ら, 直轄
管理事業は極めて限られた地区であ り, 今後の総合管理事業地 区の着実な取り込 みが当面の 目標と なろ
うが, 単独直轄管理事業の あり方及び県管理補助事業の見直 し等の 公的管理 の拡充強化に , 適切な候補
地区が生まれた時点で新たな展開を摸索してはと考える｡

2
･ 地 方財政措置の 充実 へ 向けて継続的な努力を続 ける こ とが緊要である｡ 土地改良施設 に対す る助成制
度は,

一

定 の整備補修や技術指導な どに限定されたもの とな っ て い る｡ 直接的な経常管理費に対する助
成措置は困難な状況 に置か れて い るため, こ れ ら の施策の

一

助 と して , 維持管理費に対す る地方財政措
置の充実強化を進めて い ると こ ろで ある｡ 都道府県分に つ い て平成 4 年度か ら普通交付税で措置され,
市町村分 に つ い て は平成 3 年度 3 月分か ら特別交付税で措置さ れて い る ｡ 維持管理 に つ い て の 地方財政
措置に つ い て は, 市町村分の普通交付税化ある い は, 算 入率を引き上げる等更なる拡充強化の必要性は
高い 0 普通交付税化に 向けて の課題 に つ い て は, 農業農村整備事業制度研究会に お い て検討を頂い て い
るが , 課題 の

一

つ は市町村助成の実績 を数及び額 にお い て引き上 げる ことで ある
｡
こ の 点の各地域･ レ ベ

ル で の努力が必要で ある｡

3
･ 平成 4 年 6 月 に新政策が打ち出され, 農家 の経営規模拡大が促進され る こ ととな っ た が , 管 理 の 技術
上 の 問題点と して次の ことが考えられる 0 規模拡大 に伴 い 農家数が減少する こ と に より, 土地改良施設
を管理す る土地改良区の組合員農家が減少し, 従来の農家の出役 によ る分水施設の操作がお こ なわれる
こと を前提と した管理体制では管理が困難と なる こと, ま た規模拡大に より営農形態が変わ る こと に よ
り, 用水 の 利用形態が変化 し, 従来か らの慣行的用水管理か ら, 計画的な用水配分計画に従 っ て行う緻
密な水管理 を行う必要がある0 こ の た め, 水管理施設は, よ り複雑高度なシ ス テ ム を構築する こ ととな
ろう0 こ の ような将来的に予想され る管理上の問題点に対 して , 土地改良区技術者の 管理技術向上対策
が 一

層必要と なる｡

4
･ 先 に述 べ たとお り, 土地改良施設の 管理 に対す る助成制度は限定的なも の で あるが施設を適期, 的確
に整備禰修する こ とは

, 施設機能の維持保全, 耐用年数の確保 に つ ながり, 新 たな大規模投資の 抑制に
資す るも のである ので , 土地改良施設の整備補修 に対す る助成措置に つ い て は, 今後も更に充実 して い
く必要が ある｡
ま た

,
土地改良区の 技術職貞に対する技術指導も既存の事業制度を活用 し, 着実 に推進 して い /く必要

が ある ｡

5
･ 管 理 の施設は, 受益団体である土地改良区をタ

ー

ゲ ッ ト とす る団体施策でもある ｡
こ の こ と は今後と

も管理 の大宗を担う土地改良区の ソ フ ト面の 強化等に成否 はかか っ て お り, 適 正規模 へ の合併等の推進
を中心とす る広範な施策が待たれて い る｡
また , 土地改良区での 当面する課題 は, ①安全管理対策の強化と して法的資格者の 確保, 転落事故の
防止対策, ②末端水利組織の 機能低下に対応す る管理機能の見直 しと強化対策, ③維持管理費の 増嵩と
組合費の徴収確保 へ の対策と されてお り, 各方面か らの援助と助言が大切 とな っ て い る

｡

6 ･ 最後 に , 農業農村整備費の 管理関係予算の充実が急がれ て い る
｡ 性格が類似 して い る他 の公共事業 で

は道路整備費で1 8 % , 治水事業費で 8 ～ 1 2 % 程度とされて い る｡ 建設と管理が更に有機的に そ の つ なが

㌻ 濫 二二ニ
ー
ニニニニニニニ
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1
. は じ め に

農業水利施設は, 1 9 60 年代か ら農業用水の安定

供給 の向上及び水資源の有効利用等 を目的と して,

施設 の近代化が進 められ, こ れ に伴 い施設機能の

高度化が , 特 にダム ,
頭首工, ポ ン プ場等の水利

施設 にお い てされ てきた
｡

そ して こ れまで に , 国営及び県営事業で造成さ

れた これ ら農業水利施設は, 約2 4
,
0 0 0施設 (平成

2 年度末現在) に 達し, さ ら に団体営造成施設ま

で含め ると数万施設に も及んで い る｡ ま た ,
こ れ

ら施設の 管理主体 は, ほ とん ど土地改良区で あり,

規模 の 大き な国営及び 県営造成施設に つ い て みて

も, 約 7 割の数の施設は土地改良区(連合も含む)

が管理 して い る状況で ある｡ そ し て土地改良区数

も約8 ,2 00 に の ぼ っ て い る ｡

近年, 混住化, 産業化, 農産物の自由化等の農

業 ･ 農村 をとりまく内外の諸情勢か ら, 農業生産

に お い て お い ては, 合理化, 効率化, コ ス トダウ

ン化が重視され て い る の に対 し, 農業者の 高齢化,

後継者不足とい っ た状況が生 じて い る｡

こ うした状況にあ っ て
,

一

方で は, 施設の大規

模化, 高度化が進み, 施設 の運転操作, 水管理,

対外協議や調整な ど, 管理 の 内容が高度化, 多様

化, 複雑化 して , 今 まで以上 に緻密な管理, 公共

性を重視 した管理 が求められるよう に な っ て きた ｡

しか しなが ら, 施設の管理 や水管理の 中心を担

う土地改良区は, 3 00 人未満の組合員数の と こ ろが

総数の約6 0 % を占めると い うように
7 零細な地区

が多 い ｡ こ の た め, 施設 の 規模, 種類 によ っ て は,

*

構造改善局建設 部設計課

市 野 吉 造
*

(K ic bi z o I C Ii l N O )

6
.
設 備 の保守

･ 整 備 … ･ … ‥ … ･ … … ‥ ･ … ‥ … ･ ‥ ‥ ･

6

7
. 設備 の 計画 か ら運用管理 に お ける 留意点 ･ ‥ … 7

8
.
お わ り に

土地改良区は管理技術者の確保, あ る い は, 増加

す る維持管理費の 捻出に困るな ど, 技術的, 財政

的に十分な管理体制をとる ことがむ つ か し い 状況

を生 じて い る｡

そ こ で,- こ う した状況に対 して は, 土地改良施

設の適正管理 に 向けた各種施策(｢ 土地改良施設維

持管理適正化事業+ や ｢ 基幹水利施設技術管理強

化特別指導事業+ な ど) が講 じられ てきて い るが ,

こ こ で は こう した支援策とは別 に, 施設そ の もの

に つ い て
,
計画設計面か ら の課題 を, 水管理 に関

係深 い施設機械を対象に して述 べ て みる｡

2 . 水管理に関係する施設機械設備と特徴

ダム, 頭首工 ,
ポ ン プ場等の個々 の 農業水利施

設に , そ の機能を分担す るものと して設置されて ,

水管理に深く係わ る施設機械設備に は, ゲ
ー ト設

備 ,
バ ル ブ設備, ポ ン プ設備, 除塵設備が ある ｡

さ ら に , 地域全体の水管理 に関係する ものと して

は, これ ら個 々 の設備 をネ ッ ト ワ
ー ク で結んで監

視, 制御する水管理制御施設が ある ｡ ま た, 各設

備の 主な動力源を確保
･

供給す るため の 受酉己電
･

電源設備も含む こ とが でき る｡

そ して , こ れ ら施設機械設備は, そ の 設備の目

的に応じて必要な機能 を持 っ た , 大小様々 な機械,

電気及び電子機器 ･ 部品で構成され た装置等を,

い く つ か組み合わせ て 1 つ の設備になる ことから,

構成部品が数千 にも及ぶ ものも ある｡

次 に各設備に共通す る特徴 を示す｡

(1)機械的, 電気的に稼働するも の であり, 摩耗
･

劣化す る｡

(2)水 を扱う環境下にあるため, 錆 に よる腐食や絶

縁抵抗の低下が生じる｡
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(水 利施設)

ダ ム

頭 首 工

ポ ン プ 場

水 路

水管理制御施設

ゲ ー ト 設備

バ ル ブ設備

ポ ンプ設備

除塵設備

周 一 1 水利 施設 に設置される施設機械設備

表 -

1 施 設機械設備の 構成 内訳, 目的等

受配電, 電源 設備

(低 圧
,
高圧

, 特別高圧)

設 備 構 成 目 的 制 御 内 容 制 御 方 法

ゲ
扉体 洪水吐

,
土砂吐

,
放流 水位 ゲ ー ト開度

戸 当り 排砂
,
取 水, 分水, 防 流量

l

ト
設
備

開閉装置

操作制御設備

(受配 電, 電源 設備)

(油圧 装置)

潮舟通 し, 魚道, 修 理

ノヾ 弁本体 分 水, 放流 水位 バ ル ブ 閲度

ノレ 開閑装置 施設保護 (排泥, 速水, 流量
ブ (操作制御設備) 逆流防止

, 安全) 圧力
設
備
(受配 電設備) 調整 (水位, 流量, 庄

( ス ト レ ー

ナ) 力)

ポ
ン

プ

設

備

主ポン プ 用 水 水位 ポン プ 台数

原動機 ( エ ン ジ ン , モ ー

タ) 排水 流量 吐出弁開度
パ ル プ 類 (吸 込 側, 吐 出側) 加圧 圧力 ポン プ回 転数
補助機械類 (封水

,
冷却水

, 潤滑水,
燃料, 満水, 始動, 場内

排水系続)

操作制御設備

受配電, 電源設 備

(天 井ク レ ー ン)

(除塵設備)

イ ン ペ ラー巽角度

除
塵
設

備

除塵機

付帯設備 (ス ク リ ー ン
,
搬 出装置)

操作制御設備

受配電設備

除塵 ゴ ミ量 運転

重安 受変電設備 動力及び制御用電源の 電圧 変圧

琴配 配 電設備 確保 ･ 供給 電流 発電装置 の 運転
設 電
備
電源設備 (予備発電, 直流電源装置) 他

水
計測装置(雨量, 水

,
流量

,
圧 力開度) 遠 方監 視 , 制御 ゲート, バ ル ブ , ボ ン ゲ ー

ト , パ ル プ , ポ ン プ設

管
理

制
御
施
設

テ レ メ
ー

タ ･ テ レ コ ン トロ ー ル 装置
伝送 回線 (私 設, 無線, N T T 回 線)

情報処理装置

表示記録装置

操作卓

受配 電, 電源設 備

プ設備等 備等 の 遠方監視 ･ 制御

- 3 - 水 と 土 第 95 号 19 9 3



(3)電子機器類は, 雷害を受け易 い ｡

(4) コ ン ク リ
ー

ト構造物に比 べ 耐用年数は短 い ｡

(5)機能維持のため , 適 正な保守整備が必要である ｡

(6)部品や組み立てた装置の 品質及び維持管理 の 程

度の違い に よ り, 故障や耐用年数が大き く左右

され る
｡

(7)構成機器 ･ 部品の種類, 数が多く, ま た複数の

メ ー カ ー の も ので構成され て い る ｡

(8)設備の機能を発揮するた め に は, 使用部品や機

器及び装置間のイ ンタ
ー フ ェ ー ス ( 整合) が必

要で ある ｡

(9)設備そのもの の ハ
ー ド面以外 に, 機能を発揮す

るため の 運転 ･ 操作等の ソ フ ト面が必要である｡

qゆ運転 ･ 操作や管理技術 の レ ベ ル に応 じて , 柔軟

な設備設計 ( ハ ー ド, ソ フ ト面) が可能である｡

山水利施設に設置する ことから, 土木構造物等と

協調の とれ た機能 を持 つ 必要がある｡

(12)か ん が い 期や非かんが い期, 洪水期や 渇水期等

の 時期 により稼働率が変動す る｡

(13)設備費であるイ ニ シ ャ ル コ ス ト以外に , 電気代

等の ラ ン ニ ン グコ ス ト及び保守整備の ため の メ

ン テナ ン ス コ ス トがかか る｡

仏心新製品, 新素材等の技術進歩が早 い ｡

3
. 設備 の 最近の技術動向

機械
･ 電気分野にお ける技術は多様化 してお り,

そ の技術は日進月歩 して い る｡ そ こ で, こ れ ら機

械 ･ 電気技術 を利用 して い る施設機械設備の最近

の技術動向に つ い て述 べ る｡

(D 信頼性, (診安全性, ③保守管理の容易性, (彰

効率, 能率の向上 , ⑤経済性, ⑥環境 へ の適合性

な どが
一

層求め られ てお り, こ れ ら ニ
ー ズ に応 じ

て , 種 々 の技術が開発されて い る｡

ハ
ー ド面 の技術で は, 高性能, 高機能の機器の

開発や新しい形式の装置の 開発, 新素材な どの新

材料の採用等が, ま たソ フ ト面の技術 にお い ては ,

保守 ･ 管理支援 シ ス テ ム , 自動化
･ 集中監視化な

どがあり, 特 に ソ フ ト面が重視されてきて い る ｡

表 -

2 各設備の 最近 の 技術開発例

設 備 最 近 の 技 術 効 果

ゲ
ー ト設備

ノ ヽ

l
新形 式 の 魚道 ゲ

ー トの 開 発 環境 へ の 対応

ド
技
術

新材料 ( F R P) の 採 用 省 メ ン テナ ン ス

無動力 ( 水位差利用) や ソ ー ラ ー シ ス テム 利 用 省 エ ネ ル ギ ー

才女 ソ

節 子 フ

ト 設備診断, 故 障予知 シ ス テム 信頼性, 省 メ ン テナ ン ス

ボ ン 7
0

設備

ノヽ

高効率ポ ン プ の 開発 省 エ ネ ル ギ
ー

低騒音 ･ 低脈動ポ ン プ の 開発 安全性, 環 境 へ の 対応
l

ド

技

新素材 (セ ラ ミ ッ ク ス) 軸 受 の 開発 信頼性, 省 メ ン テナ ン ス

無注水軸封装置 の 開発 //
I

/ /

術 管内ク
ー ラ の 開発 省 メ ン テナ ン ス

空冷式歯車減速機 の 開発 //

ソ 設備診断, 予 防保全技術 信頼性, 省 メ ン テナ ン ス
フ

ト
技
術

先行待機運転技術 緊急排水対応

最適運転監視 シ ス テム 省 エ ネ ル ギ
ー

受配 電,

電源 設備

ノヽ

太 陽電池 の 利用 省 エ ネ ル ギ ー

l プ
ロ グラ マ プリレ コ ン ト ロ ー ラ の利 用 信頼性, 省 メ ン テナ ン ス

ド オイ ル レ ス 化 //
)

//

技

術
ガ ス 絶縁開閉装置の活用 //

〉
//

保護 継電器 の静止化 //
)

/ /

技 ソ
術 フ
ト

設備診断, 予 防保全技術 信頼性 , 省 メ ン テ ナ ン ス

自動力率改善 経済性

水管理

制御施設

技 ハ

術 l
ド

素 子 の 高密度化 と実装技術 の向上 経済性 , 保 守性

ワ ン チ ッ プ マ イ コ ン の 性 能向上 //
〉

//

技 ソ イ
ン タ

ー

フ ェ
ー

ス 技 術 の 開発 保守性

術 7 設備診断技術 信頼性 , 省 メ ン テ ナ ン ス

ト 大容量伝送方式 の 採用 高能率
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4
. 設備 の役割 ･ 機能

ゲ ー ト設備な どの各施設機械設備 は, 土木構造

物と協調 して統合的に水利施設と しての役割 を果

すもので あり,

があげられる
｡

(D 水 の有効利用

その役割 としては次の ようなも の

過大取水の規制, 無効放流 ･

管理用水量の軽減, 降雨の有効

利用, 複数水源の使用調整等

②水の合理的配分 使用割合の維持 (配分の公平

化) , 時期的需要変動 へ の対応,

区域的需要変動 へ の対応, 水路

系の応答特性 へ の対応等

(多施設の保全と災害の軽減 施設及び装置 ･ 機器

等の異常の早期発見 (施設の 損

害及び2 次災害の軽減 ･

防止)

④管理費の節減 設備の 運転動力費の節減, 管

理労務費の節減 (監視操作労務 ,

各種デ
ー タ作成労務 等の 省 力

化)

⑤その他 連絡 ･ 通報 ･ 対応処置の即時

性等

そ して, 地域の水管理上から, 各設備は個々の

役割 を担う場合も あれば, 複数 の役割 を担う必要

がある場合もある｡

従 っ て, そ の た め に各設備が持 つ機能も様々 に

なり, 例 えば同じポ ン プ設備で あ っ ても , 揚水利

用の場合と加圧利用の場合とで は制御方式が異 っ

てくる ｡ ま た, その 同じ揚水利用であ っ て も, 微

小流量か ら大流量の範囲まで制御する場合と,
一

定流量を揚水す る場合とで もポ ンプ設備の機能 は

異 っ てく る
｡

こ の よう に機能が異なれ ば
, 当然それ に伴 っ て

設備の ハ
ー

ド面, ソ フ ト面も異 っ てくる こ とから,

施設計画時に お い て は, こ れ ら設備の役割 ･

機能

に つ い て十分検討 し, 明 らか に して お く ことが大

切で ある ｡

5 . 水管理制御施設の 現況

水管理制御施設は, 地域内の個々 の 水利施設 を

ネ ッ ト ワ
ー

ク で結合 して, こ れ ら施設 に設置され

て い るゲ ー ト設備, ポ ン プ設備, バ ル ブ設備等を

主に遠方か ら監視 ･ 制御 して, 地域 の総合的な水

管理 ･ 施設管理 を行う上 で, 重要な役割 を担う電

気通信施設 である｡ 土木, 機械, 電気, 通信等と

関係す る技術の 分野が多岐にわた るた め に , 全体

の 総合調整 をと っ た施設とす る ことが重要である｡

ま た, 最近 の 電子通信機器は エ レ ク ト ロ ニ ク ス

の進歩 により, 益々高度で複雑な機能 を持 つ こ と

が でき るようにな っ て きたが, 反面, 専門的な知

識や技術が要求されるように な っ て も い る
｡
そ こ

で, 水利施設の 不備を補うた めとか, 制御施設の

高度化 を前提 とす ると か, 制御施設 へ 特 に 高精

度 ･ 多機能を持たせ る こと の な い よう に, 地域全

体の施設管理及び水管理体制 を考慮 して, 各水利

施設も含め た整備水準の整合 を図る ことが大切で

ある｡

これ まで に国営事業で設置 した水管理制御施設

の状況を表 - 3 , 表 - 4 , 表- 5 に 示 す ｡

* 1

か ん が い排水事業地区に多く設置され ており,

表 -

3 施 設装置地区概要

農政局

管理主体別地区数 国営事業別地 区 水管理施設導入 後経過年数別地 区数 受益面積別地 区数

国 県等
土 地改

その 他 計 かん 排
農用地

干拓 計
2 年 3 ～4 5- 9 1 0 ～

1 4 1 5 年
計
10 00 h a 1 00 0～3 0 0 0”50 0 0

～

100 00h a
計

良区等 開 発 以 下 年 年 年 以上 未満 3 000 b a 50 0011 a 1000 仙a 以上

1 東 北 1 1 4 1 5 1 2 3 15 2 2 5 4 2 1 5 2 1 5 5 2 1 5

2 関 東 8 1 9 8 1 9 2 3 2 2 9 1 3 4 1 9

3 北 陸 2 5 7 4 2 1 7 1 1 3 2 7 1 2 1 1 2 7

4 東 海 4 4 8 7 1 8 1 3 1 3 8 1 1 1 5 8

5 近 畿 2 1 4 7 7 7 2 2 1 2 7 1 2 3 1 7

6 中四国 1 5 6 4 2 6 1 1 2 2 6 1 4 1 6

7 九 州 4 4 3 1 4 2 1 1 4 2 2 4

計 3 8 44 1 5 6 4 5 8 3 56 6 1 0 1 9 1 1 10 5 6 4 7 14 2 4 7 5 6

( 注)

1 . 国欄 は直轄管理地区の み示し継続 1 . 農用地開発欄 に は総合農 1 . 経過年数は機器導入初年度よ り平成元 年 1 . 受益面積は 田 ･ 畑の 合計面積
地区は 予定管理 者で計上
2

.
土 地 改良区欄 には連合を含む

3 . そ の 他は企業局等

用地開発を含む までの 期間を示す

書

1 平成1 ～

2 年度実施 した農業用
･

水管理制御施設実態調査 (東海農政局土地改良技術事務所) 結果よ り

- 5 一 水と土 第 9 5 号 19 9 3



表 - 4 設置経過年数 か らみ た施設費率及 び機器構成

( 単位 : 地 区数)

設置後の 経過年数 地 区数

水管･哩 施設費率 ( % ) 管 理 レ ベ ル 伝 送速度 (b p s) 伝送回線

10 %

以上

6 %

以上

3 %

以上

1 %

以上

1 %

未満

Ⅹ Y Z 5 0

b p s

2 00

b p s

12 00

b p s

その他自営線N T T 繰 無線

Ⅹ一2 Y - 1 Y- 2 Y - 3 Y- 4 Z - 1

15 年以上 10 4 4 2 1 5 2 2 1 5 2 2 4 7

10 ～ 14 年 11 1 1 3 5 2 2 3 3 2 1 7 1 1 8 4 5

5 ～ 9 年 19 1 1 2 6 1 1 1 1 4 2 1 15 1 7 1 7 7

5 年未満 16 1 7 5 2 1 7 1 5 1 12 1 4 10 6

合 計 56 1 1 9 2 8 15 6 5 26 9 8 2 3 3 9 1 5 21 35 2 5

注) 地 区数 の合 計が56 地区 にならな い 項目 が るが , 同一地区
で 複数採 用されて い たり

,
調査で き なか っ た 理 由に よる｡

表 -

5 受益 面積 か らみ た管理人員

受益面積 地区数

施設管 理者 ( 全体) 技 術職員数 子局 ･ 孫 局数

20 人 15 人 10 人 5 人 5 人 3 人 1 人
な し

40 局 30 局 20 局 10 局 10 局

以 上 以上 以上 以上 未満 以上 以上 以上 以上 以上 以上 未満

10
,
0 0 0 h a 以上 7 2 2 2 1 1 3 3 1 1 4 1

7
,
5 0 0 h a 以上 9 1 4 4 1 8 1 3 2 3

5
,
0 0 0 h a 以上 15 1 2 9 3 6 2 7 6 5 4

2
,
5 0 0 h a 以上 15 1 4 7 3 1 7 7 2 6 3 4

2
,
5 0 0 h a 未満 10 1 1 2 6 4 6 1 9

合 計 56 3 4 1 0 2 3 1 6 8 1 7 3 1 2 3 19 1 1 2 1

注) 施設管 理者 は , 水管理 に 直接係わ っ て い る者で , 操作員,
パ トロ ール 員, 保守点検 員, 配水計画担 当者等 で ある｡
緊急時 の み携わる者 は除く｡

従 っ て大規模な受益地区 へ の施設の導入 が多い と

い える｡ 昭和40 年代 か ら設置され始め, 50 年代中

頃か ら多くな っ て きて お り, 設置後1 5 年以上経過

して い る地区も1 0 ヶ 所 に の ぼり, 電気通信機器の

寿命か らみ て
, 更新を迎え つ つ あるとみ られる

｡

約 8 割が土地改良区等の 管理 とな っ て い る
｡

管唾 レ ベ ル は , 中央管理所側に つ い て み ると,

Y レ ベ ル が多く, そ の 中でも Y - 2 レ ベ ル が多く

採用されて い る状況である
｡

伝送速度 は2 0 0 b p s ( ビ ッ ト/ 秒) が多く, 伝送回

線 と しては, 伝送デ ー タ量
, 信頼性, 経済性な ど

と, 地域 の水利施設の種類や , 稼働状況, 管 理体

制等の 諸条件 を考慮 して, 各種回線方式が とられ

て い る ｡

施設 を管理 する技術職貞は, 約 6 割 の 地区が い

な い状況に な っ て お り, い て も 1 ～ 2 名 の 状況で

あり, 管理技術面の弱い 傾向にある｡

6 . 設備 の 保守 ･ 整備

2
.
の 施設機械設備の 特徴のと こ ろで述 べ たよ

一 6

う に , 設備は稼働する ことか ら, 摩耗
･

劣化を生

ずるも の で あり, ま た水を扱う場所に設置され る

ことか ら, 鍔 に よる腐蝕や絶縁抵抗の低下も生 じ

て くる ｡ 従 っ て機能維持のため に は, 適切 な維持

管理 つ ま り保守 ･ 整備が必要である｡

こ の保守 ･ 整備 は, 設備の種類や劣化 ･ 損傷等

の程度 によ り, 必要な専門技術や経費も様々 に違

っ てくる
｡
しか し, 保守

･ 整備 を適期に行う こと･

に より, 個々 の設備 の耐用年数の 延伸が図れ るば

か りでなく , 地域全体の水管理 に閲 した機能の確

保に重大な影響 を及ぼす ものである｡

従 っ て管理者 は, どの設備の ど の機器 ･ 部品が

劣化や故障 して い るか等に つ い て , 常 日頃か ら十

分把握 し, 1 つ の機器
･ 部品の保守 ･ 整備の不良

か ら
, 施設全体 の機能停止 , ひ い て は, そ れ に起

因す る災害 を引き起 こす こ とのなりように留意 し

な けれ ばならな い ｡

そ こ で参考と して, 各設備 に お い て こ れ まで主

に どの ような保守 ･ 整備がされ てきたか ,
そ の 内

容 を表 - 6 に 示す ｡
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表 - 8 設備 の 主な保守 ･ 整備内容

ゲート設備 バ ル ブ 設備 ‾ボ ン7
0

設備 受変電, 電源設備 水管理制御施設

補修塗装 パ
ッ キ ン取替 グ ラ ン ドパ ッ キ ン , シ ー ル 取替 経年劣化機器取替 劣化計測機器取替

水密 ゴ ミ取替 バ ル ブ 取 替 潤滑油交換 雷害機器変更 雷害機器変更

ロ
ー

ラ回串云不良補修 開閉装置補修 ポ ンプ オ ー バ ーホ
ー ル

油圧装置, 油圧配管補修 モ
ー

タ オ
ー バ ー

ホール

ワ イヤー ロ
ー プ取 替 エ ン ジ ン オ ー バ ー ホール

開閑装置補修 軸受, ス リーブ補修
水中モータ, ケ

ー ブ ル オ ー バ ーホ ー ル

補助機械類補修

丁
. 設備の計画から運用管理段階における留意点

設備を計画す る場合に は, 運用管理段階まで を

念頭に入 れて行う ことが大切である｡ 管 理主体 は

土地改良区が多く, そ の 規模, 体制も様々 な こ と

もあり,
一

率的な計画 ･ 設計は行う べ きでな い ｡

ま た 2 で述 べ たような設備の特徴を考慮 して計

画 ･ 設計す る ことも必要である ｡

そ こ で , 計画から運用管理まで の 各段階に お け

る留意点に つ い て以 下 に記す｡ な お , 詳細な内容

は, ｢ 土地改良事業計画設計基準+ や ｢ 水管理制御

方針技術指針+ 等 に 記述されて い る の で利用され

た い ｡

(1)計画段階

(丑水利施設と総合的な協調を図 っ た上 で の 役割

機能 とす る｡

②水位, 流量等 の 計測, 制御精度を確保 でき ,

運転操作や保守整備の しやす さを考慮 した適

切な設置場所 (管理用道路, 作業 ス ペ
ー

ス 等

の 用地も含む) を選 ぶ ｡-′

③将来の 管理体制 を, 予定され る管理主体の組

織, 財政を考慮 して想定す る｡ 運転操作や保

守整備を行う管理要員の技術力の程度, 財政

状況, 地域 の水利慣行等の 水利使用ル
ー ル や

末端施設を含めた施設管理分担等に つ い て,

予定管理者の考 え方と調整 して把握する必要

がある｡

④イ ニ シ ャ ル コ ス ト, ラ ン ニ ン グコ ス ト, メ ン

テナ ン ス コ ス ト面か らの経済性を考慮す る｡

⑤設備が周辺環境 に及ぼす影響 (振動 ･ 騒音等)

も考慮し, 必要な場合は対策を講 じる ｡

(2)設計段階

(丑安全で確実に機能を発揮す る｡ 災害時, 設備

の故障時等の異常時に対 して も, バ ッ ク ア ッ

プ ( 人 で対応, 機器で対応, 土木構造物 で対

応する方法等) を考慮 して おく ｡ ･

(卦操作が しや すく, 誤操作の起き に く い操作方

法, 装置とする ｡

③点検や修理 の しやす さを配慮した設備の構造

とする｡

④イ ン タ ー

フ ェ
ー

ス を と る ｡

特 に水管理制御施設の 導入に 当 っ て は, 施 工

業者が , 対象設備で あるゲ
ー

トや ポ ン プ設備

の施工業者と異なり, 又施工時期も異なる こ

とが多 い こ とか ら, 事前に信号の授受等のイ

ン タ ー

フ ェ
ー

ス を と っ て お く こ とが重要で あ

る ｡

⑤経済性 を考慮する｡

効率の良 い 機器や省 エネル ギ ー

, 省メ ン テナ

ン ス機器等の採用も場合に より考慮す る｡

⑥運転操作, 保守整備作業上必要と なる安全櫛 ,

手摺, 梯子等の付帯施設を配慮す る｡

(3) 製作段階

①信頼性の ある良質な機器 ･

部品を採用する ｡

②設計条件に基づ い た材料 ･ 機器 ･ 部品とす る｡

③発錆, 腐蝕等に配慮す る｡

④入手 しやす い部品等を採用す る｡

(4)据付段階

①埋設機器室等の 排水, 防湿対策を考慮す る｡

②異常な振動や騒音を生 じな い 据付方法 をとる｡

(5)運用管理段階

①管理体制 ( 要員, 財政) を整備, 確 立す る｡

②運転操作, 保守整備に対す る技術習得を図る｡

③適切な保守整備 を行う｡

④運用管理 を行 っ て い く の に つ れ て, 地域 に適

した水管理の ノ ウ ハ ウ を積み重ねて確立 して

い く よう に 努める｡

- 7 - 水 と 土 第 95 号 19 9 3



( 設備計画の基本検討事項)

(1) 役割 ･

機能

(2) 設置場所

(3)管理体制

○技術力

○財政

○ 水利用 , 施設管理 ル
ー

ル

(4)経済性

○ イ ニ シ ャ ル コ ス ト

○ ラ ン ニ ン ク
ー

コ ス ト

○ メ ン テナ ン ス コ ス ト

(5)環境 へ の 適一合

0

(施設機械設備)

ゲ ー ト 設 備

バ ル ブ 設 備

ポ ン プ 設 備

除 塵 設 備

受配電, 電源設備

水 管 理 制 御 施 設

0

( 運用段階 の 設備 へ の要求事項)

(1)安 全で確実な機能発揮

(2)操作 の 容易性

(3)保守整備の 容易性

(4) 耐久性

(5)経済性

○ ラ ン ニ ン グ コ ス ト

○ メ ン テナ ン ス コ ス ト

園 - 2 設備の 計画及 び運用上 の検討事項

8 . お わ りに

これまで述 べ てきた よう に, 水管理 に 関する施

設機械設備は, 各 々 の設備が単独で稼働 して機能

す る場合 ばか りでなく, 地域全体の 水管理上か ら

は, 地域内の 各施設が適切に連携され稼働す る こ

に よ り機能 して , は じめて所期の 目的を果たすも

の で あ る｡

そ の た めには, 土木, 機械, 電気施設の 総合的

な協調 (基本的な内容に つ い て) を計画段階か ら

図り, そ れ に基づ い て各施設 を設計, 施 工す る こ

とが重要である｡ こ れ まで施設機械設備は, こ の

協調が計画段階で十分検討されな い まま に , 土木

施設の設計後や施工段階に入 っ てか ら検討されて

きた傾向に あ っ た ｡ 改 めて協調に つ い て留意 しな

けれ ばならな い
｡

設備 の特徴の と こ ろでも述 べ た ように , 運転操

作や保守整備が必要なこ とか ら, 各設備と･ は人が

介在 してく る｡ ま た, 設備を構成す る機器
･

部品

は, 技術の 日進月歩 によ り変化 し, そ の サイ ク ル

も土木構造物 に比 べ短 い ｡ こう した ことか ら, 運

用開始後, 時の経過に つ れ て, 地域の情勢, 管理

体制の変化な どにより, 計画設計時点の設備機能

に対す る要求の変化や設備更新等が生じてくるも

のである｡

こ う した運用管理上 から生じ て くる課題 は, 当

該地区に お い て対策 を講じな けれ ばならな い が ,

それ に留ま らず, 他地域 へ の対策検討に も反映さ

れて いく ことが大切であり, ひ い て は, よ り良 い

施設計画に も結び付くもので ある ｡

その ため に も, 運用 管理段階の課題 を把起 し,

計画, 設計, 製作, 据付段階 へ ラ ィ ー ド バ ッ ク さ

せ る シ ス テ ム を今以上 に充実させ , 実行して い く

ことが必要である ｡

参 考 文 献

○ 水管理制御方式技術指針 ( ダム ･ 頭首工 ･ 用水

路編) , 農林水産省構造改善局設計課水利課
○ 土地改良区運営実態等統計調査, 農林水産省構

造改善局
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Ⅰ
.
は じめ に

農業農村整備事業で造成す る施設は, 言うまで

もなく作る こと に本来の 目的が あるので はな い ｡

長期間効果的に機能 し, 農業生産や経営の合理化

に
, ま た地域の環境保全等 に寄与する と こ ろ に あ

る ｡ す な わち, 施設 の機能 を長期間維持するため

の保守, 点検, 補修等が容易に でき, 安全で経済

的に使い やす く, か つ 地域環境 に配慮 した施設 を

造成する必要が ある｡ しか し, 表- 1 に 示 す よう

に国や県が事業主体で造成 した施設であ っ て も,

その大多数 (9 8 % ) は市町村や土地改良区等に管

理委託されてお り, 施設管理 の経験 を計画, 設計

に十分反映す る機会に 乏し い ｡

ま た, 近年, 農業水利施設は大規模化
･

高度化

し, 地域 に与 える影響が大きく な り, そ の管理も

複雑か つ 高度 にな っ て い る ｡

本報で は, 全国に 6 地区しか な い 国が直轄管理

表 - 1 造成 主体 ･ 管 理主体別農業水利施設数

造成 主体

管理主体

国
事1

都道府県
暮2

団 体

基幹施設
* 3

基 幹施 設
* 3

国 27 18

25 2 137

: 数 万:

都道府 県 222 10 5

市 町 村 2
,
382 8 9 3

,
4 7 4 1

,
0 9 8

土地改 良区 6 ,305 859 10
,
762 3

,
27 6

そ の 他 71 ‾18 10 6 4 4

計 9 , 007 1
,
089 1 4

,
5 9 4 4

,
55 5 数 万

( 農林水産省 施設管理室の 資料 よ り作成)
* 1 平成 4 年3 月31 日現 在

* 2 昭 和5 8 年3 月 3 1 日現 在

* 3 基幹施設と は ､ ダム
､
ため池 ､ 頭 首工 ､ 揚 水機場の こ と で あり ､

水路 を含 まな い ｡

注) 農業水利施 設 と して は ､
こ れ以外に 水資源開 発公団の 施設 が 数 1 0

あ る｡

* 近畿農政局 南近 畿土地 改良調査管理 事務所

塩 田 克 郎
*

(E at u r o SI O D A )

次

Ⅴ
.
利 水管理

… …
… … ‥ … … … ‥ ･ … ･ … ‥ = ‥ … ‥ … ･

1 9

V I
. 環境管理 ･ ･ … ‥ … … ‥

… ･ … ･ … ･ … ･ ･ … ‥ ‥ ･ … ‥ … 2 0

ⅥⅠ
.
お わ りに ‥ ‥ ‥ ‥ … … … … ･ … ‥ ･ … … ･ ･ ･

･ ‥
… ‥ =

‥ 2 1

し て い る数少な い 地 区に お け る管理実態, 特 に

様々 な課題に対 して ど の ように対応や工夫をして

い るか に つ い て述 べ る ｡ 他 の管理地区の参考に,

そ して施設の建設段階にお ける教訓の
一

助 となれ

ば幸い である ｡

具体的に は, 国営造成施設管理事業十津川紀の

川地区にお ける地区 ･ 施設 の概要, 管理体制
･

組

織, 管理 の 内容, 管 理上の問題点 ･ 改善点や今後

の 方針な どに つ い て報告する｡ な お, 当地区で実

施 して い る管理 の うちでも主に ダム管理 に焦点を

当てたも の とする ｡

ⅠⅠ
. 直轄管理事業十津川紀の川 地区 の概要

1
. 十津川 紀の川総合開発事業の概要

第 2 次世界大戦後の経済復興計画と して, 無傷

で残 っ て い る水資源 を利用 した総合開発構想が打

ち出された ｡ そ の
一

つ に日本版 T . Ⅴ. A 計画と呼称

され る ｢十津川紀の川総合開発計画+ が あり, 本

総合開発事業 の実施に係 る協定 (通称 , プ ル ニ エ

協定) が , 奈良 ･ 和歌山両県の長い 間に渡 っ ての

確執 の末, 昭和2 5 年 に締結さ
､
れ , 大和平野農民の

3 00 年来の悲願であ っ た吉野川分水が現実の も の

とな っ た のである
｡

本事業は, 図- 1 の よう に大和 ･ 紀伊両平野の

農業用水及び上工水を確保す るととも に水力発電

を行うとい う串の である ｡ そ の ため, 大迫 ･ 津風

呂 ･ 猿谷 ･ 山田 の 4 ダム や頭首工, 水路等を築造

する もの である ｡ 猿谷ダム は, 十津川の 水を流域

変更 して紀の 川に持 っ てく るも の であ り, 河川統

制事業と して建設省が施工 したが , そ の他 に つ い

ては ｢国営十津川紀の川土地改良事業+ で農林水

産省が施工 して い る｡
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図- 1 国営 十津川紀 の川 土地改良事業の概要

2
. 直轄管理事業の概要

農林水産省が直轄管理 して い る施設は, 大迫ダ

ム
, 津風呂ダム , 下渕頭首工 の 3 施設 (表一 2 参

照) である｡ 昭和5 8 年 2 月 1 日 に発足 した十浮川

紀の 川農業水利施設管理事務所で管理 してきた こ

れ ら の施設は, そ の 後, 平成元年度に調査計画部

門を加 え, 再発足 した南近畿土地改良調査管理事

務所に引き継がれて い る｡

表 -

2 管 理施設 の概要

項 目 大 迫ダム 津風 呂ダム 下 渕頭首工

型 式 不等厚ドーム 型

アーチダ ム

70 . 50 m

直線重力式

コ ンクリートタム

5 4 .30 m

全面 可動式

境 南 4
. 4S

m

堤 長 22 2 . 30 m 24 0.
0 0 m 58 .6 0 rn

有効貯 水量 26 ,7 00 千 皿
3

24 , 60 0 千 m
8

設計洪水量 3 ,6 74 1 n
8/ s

流 域 面 積 1 14 . 8 l(げ 3 8 . 8 lくが 最大取水量 1 0.
98 ぜ/ s

設計洪 水量 2
,
30 0 J℃

a/ s 32 5 ∫叫/ S うち上水 1 .0 7 ∫｡ゾs

設計洪水 任 398 . 50 皿 23 6. 5 0 皿 下流責任放流量
常時満 水位 39 臥00 Ⅱ l 23 6 .50 rD 4

.
0 0 J℃ゾs

計画堆砂 量 1
,
0 50 千 m

き 1
,
05 0 千 m 3

1 ) 施設管理

3 施設の点検整備を通 じ, そ の機能 を維持保全

し, さ ら に運用上必要な施設の 更新, 改築, 追加

工事 を行 っ て い る ｡

三

重
県

大 滝ダム

大 迫 ダム

奈良県

2 ) 洪水管理

大迫ダム は, 紀 の川 (奈良県内に つ い て は吉野

川と呼ばれ て い る ｡) 本川 に築造され てお り, そ の

流域 に は日本有数の多雨地帯で ある大台 ヶ 原を擁

して い る( 表∬ 3 参照) ｡ そ の洪水管理 に は最新の

技術 を駆使 し, そ の予想予測を行い , 関係機関等

との連絡調整等を実施 して万全 の措置を講 じて い

る ｡

表 - 3 大 台ケ 原 の 特殊気象 ( 雨量)

項 目 雨量( m m) 国内順位 生起年月( 日)

最大日 雨量 1
, 0 1 1 3 T . 1 2

. 9 .1 4

最大3 時 間雨量 312 7 S . 2 8. 9 . 2 5

最大 1 時間雨量 118 ? S
.
2 8 . 9

､
2 5

最大年雨量 8
,
21 4 1 T . 9 . 1 ～ 1 2

最大月雨量 3
,
51 4
′
1 S . 1 3 . 8

3 ) 利水管理

大和
･ 紀伊両平野の農業用水及び奈良県上水 へ

の安定か つ 合理的な配分には, 土地改良施設で あ

る大迫ダム , 津風 呂ダム に加えて建設省所管の猿

谷ダム の水利用と併せて , 発電用水や下流に お け

る上工用水と多目的な水の 利用 に関連が あり, そ

の取水機構全体の 調整を実施 して い る｡
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ⅠⅠⅠ
.
施設管理

他地区に参考とな ると思われ る施設管理の改善

点をい く つ か挙げる ｡

1
. 設備機器

1 ) 観測設備

①津風呂ダム の流域内には, 3 個所の雨量局が設

置され て い る ｡ 吉野地域 は ｢吉野杉+ で有名な杉

が多く植林されて い る ｡ 雨量局設置当時は支障な

か っ た が , 管 理が開始され て30 年も経 つ と回りの

木々が成長 し, 雨滴が雨量計にうまく入らなくな

っ た局舎が 1 個所生 じた
｡

雨量局の設置場所に つ い て は, 将来 を見越 した

周辺 の状況を把握 し, 風 に よ る影響等も考慮 した

適切 な位置に設置しなけれ ばな らな い ｡

②大迫 ･ 津風呂両ダム とも流入量を把握す るため

の水位局設置地点の河床が, 1
～ 2 個所 , 大 きな

出水の度に変動 して い る｡

｢ ダム の標準操作規程+ に あるように, 流入量は

ダム水位の増減と放流量より算定さ れた値 を公式

記録と し, 流入河川の流量から算定された値 は補

助デ
ー タ と して の利用に と どめる こ と に な っ て い

る
｡
ま た, 出水時にお いて も流入量はダム水位の

増減等か ら求めており , 水位局の水位と して はそ

の 上昇度合 い か ら流入量の増加程度の見当を つ け

る程度に しか利用 して い な い ｡

した が っ て, 河床に溜ま っ た砂礫の除去や H -

Q カ
ー ブ の作 り直 しで対応して い る と こ ろである

が, 水位局 を設置す る際には河床変動の少な い 適

切 な場所 を選択する か, 数1 0 m の 区間 を コ ン ク

リート三面張 り等に しておく ことが望ま しい ｡

2 ) 機械設備

写真 - 1 洪 水 放流中 の 津風呂ダム

①洪水吐ゲ ー トの開閉は, ワ イ ヤ ロ ー プ に より上

下させて い る｡ こ の ワ イ ヤ ロ ー プ は常時風雨に さ

らされ, また水中に没 し, ゴ ミ , 砂塵等が付着し

発辞するた め, ウ ェ ス 等で清掃 し, 三年 に
一

度 は

旧油 を取 り除き, 新曲 ( グリ ス 等) を塗布 して い

る｡ こ うい っ た作業は手の届かな い 所もあり ,
か

つ 高所であるた め, 危険を冒して実施し 削ナれば

な らな い ｡

こ の た め
,
で き るだ け安全に作業でき るよう,

ゲ ー ト製作当初 か ら, 作業場 ス テ ッ プ等 を設 け

(図- 2 ) , 保守管理 に配慮 した構造と してお く必

要がある｡

ヤ ロ ープ

作業場 ス テ ッ プ

〟

‾図- 2 洪 水吐 ゲ ー トの 作業場 ス テ ッ プ

(多大迫ダム の洪水吐ゲ ー ト等 の機器の制御用ケ
ー

ブ ル は, 地中とかダム堤体内に埋設して い る｡ ま

た, こ の制御ケ
ー ブ ル は保護管の中に配線 し, 屈

曲部等には ハ ン ド
ー

ホ
ー

ル を設置 して い る｡ 保護

管の 径の大きさ は, そ の 後 の ケ
ー ブ ル の増設, 更

新等を考慮 し余裕を持 っ て決められて は い るが,

現在は保護管に余裕 は少なく, ケ
ー ブ ル と ケ ー ブ

ル がね じれて取り出す こ とが 困難 となり, 増設,

更新で きな い状況とな っ て い る｡

また , 堤頂部に設置して い る ハ ン ド ホ
ー ル の蓋

の受粋が壊れ補修を しな けれ ばな らな い状態で あ

る ｡ しか し, 堤頂部 は県道に認定され ており, 日

常の生活道路 としてある い は木材の 搬出や バ ス路

線 として使われ て い るた め, 交通止 めして工事 は

で きな い状況に ある｡

保護管の 径の大きさ は十分に余裕 を取り, ハ ン

ド ホ ー ル の位置は, 後 々 の 維持管理を考慮 して 決
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めな けれ ばならな い ｡

3 ) 取水設備

こ の こ と に 関して は, 既 に当時当事務所の管理

課長であ っ た松原氏が農業土木学会誌5 6 巻 9 号で

報 じて い るので, ごく簡単 に述 べ る｡

大迫 ･ 津風呂両ダム の取水設備は, あ る
一

定 の

水位 まで低下す ると最下段のゲ
ー トか らしか取水

でき な い ｡ そ の た め, 水温躍層下の低温水を取水

する ことにな り魚, 特に鮎 に影響 し, 漁業協同組

合等か ら苦情が出るので, 実態と して最下段の ゲ

ー トか ら取水しな い で済む よう貯水位管理 をす る

必要がある ｡ こ の対策を検討す る上で 間欠式空気

揚水筒の試験設備 を導入してダム 湖水の攫拝を試

みたと こ ろ躍層の消滅に良好な結果を得てい る｡

した が っ て, 現在地区調査 を行 っ て い る十津川

紀の川 二期事業 ( 以 下 ｢ 二期事業+ と いう｡) を実

施する際に は, 取水設備を選択取水塔に改築す る

ととも に, こ の間欠式空気揚水筒を導入 する方針

で ある ｡

2
. 流 木 の処理

流域内の 山林に仮置きされた木材や 間伐材は,

台風等 によ る大出水 となれば, 貯水池に 流入 して

く る
｡
こ れ らの流木 は貯水池内に設置された網場

に より止 まるが, も し, 網場が切断されれ ば, ゲ

ー トの 開閉が困難 に なる こと はも とより, ダム下

流に
一

気 に流木が流され , 堤防 の決壊や橋の 流失

の原因とな り, 大惨事を招くこ ととなる ｡

大迫ダム にお い て も, 平成 2 年9 月の1 9 号台風

に よる ダム 完成以 来最大の 出水 ( ピ
ー ク流入量1

,

94 5 Ⅰぜ/ s) で多量の 流木が貯水池に流入 し, 処 理に

苦慮 して い る｡ こ う い っ た流木に は, 砂礫が噛ん

でお り, 木材等と して使 い物 に ならな い ｡

大迫ダム での処理方法は, 張 り ワ イ ヤ
ー

に よ り

風によ っ て谷部に 集合 した流木の流出を防止 し,

水位低下後ス ト ッ クヤ
ー ドま で ダン プ トラ ッ ク に

よ り搬 出し焼却 して い る ｡ こ の ス ト ッ クヤ
ー ドと

焼却炉 の設置場所と しては, ダム直下の 空き地に

しか求められなか っ た｡ こ こ ま で迂回して下りて

い く必要が あり, 運搬岸巨離が い ささか長 い こ とと

広さが十分でな い ｡

大迫ダム で は, 供用開始後の当初か ら流木の 流

入が生じて お り, こ の ような所では建設時に流木

の搬出方法を検討 し, 適切 な ス ト ッ クヤ
ー ド を確

保 し, 焼却炉の設置を行 っ て おく必要が ある｡

写実- 2 ｢ 吉野川分水+ 施 設 に相当する下渕頭首工

3 . 確砂 の処理

大迫ダム に お い ては, 表- 4 に 示 すように堆砂

が進んで い る ｡ 平成 4 年度までの累計で8 31 , 0 0 0Ⅰぱ

と な っ て お り, こ れ は計画堆砂量 (1 , 0 5 0 , 00 0 Ⅰぜ/

1 00 年) の7 9 % に相当す る｡

表 - 4 大迫 ダム に おける最近 の堆砂状況

:頃 日 累計堆砂量 累計堆砂 率 年間堆砂量 年 間堆砂 率

平成元年 度まで 5 29 千 m
耳 5 0 . 4 % 35 千 m

ミ
3. 3 %

平成 2 年 度 7 18 6 8 . 4 1 89 1 8 . 0

平成 3 年 度 7 92 75. 4 74 7 .0

平成 4 年 度 8 31 79. 1 39 3
.
7

ダム 完成以来平成元年度ま で1 5 年間の 平均堆砂

率3 . 4 % に対 し, 平成 2 年度以降 4 年度 まで の平均

堆砂率 は9 . 6 % で 約 3 倍 とな っ て い る｡ こ れ は, 平

成 2 年 9 月 の 台風1 9 号 に よる大出水を はじめとす

る相次 ぐ台風襲来の影響 によ るものであり, 平成

2 年度 に集中した結果とな っ た ｡ しか し, 平成元

年度まで の1 5 年間で既に50 % の 堆砂率とな っ て ) )

る こ と か ら, 計画時点におけ る見通 しが甘か っ た

と言わざるを得な い 面が ある ｡

最近 2 年間の堆砂 は減少傾向にあるが, ダム 湖

入 口部 に多く堆積 してお り, ダム の深部に達す る

まで に 除去す る必要が ある｡ こ こ の堆積土砂は骨

材等と して の利用価値が高い もので あり, 骨材業

者等が搬出で きるよう道を付 ける等の対策 を検討

して い る ｡

ヰ
. 水管理施設の耐用年数

管理制御機械装置や通信施設と い っ た水管理施

設の主な部分を構成す る の は先端技術製品で あり,

メ ー カ ー

自身でも具体的な耐用年数を手囲んで い な

い
｡ こ こ で , 水資源開発公団の 協力を得て 調査 し

た結果と当事務所 にお けるも の を表- 5 に 示 して

お く｡
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表 - 5 水 管理施設 の耐用年数 の具体例
(単位 : 年)

装 置 の 種類

水 資 源 開 発 公 団
串 1

加 重

平 均

十津川轟己の川地区
* 2

加 重

平 均G 地 区 T 地 区 E I 地区 E A 地区 範囲 更新数 使用年数 装置数

観測計器 : 水位 ､

流 量
､ 流速 ､ 開度

14 ～

2 0 1 1
～

2 0

1 1

8 ～ 1 3

9
～

1 5

1 0
～

1 4

9 ～ 2 0 1 5 7 1 3 ( 1 3 ～ 1 4) ( 8 )

1 9タ イプライタ ー

1 4 8 ～ 1 4 1 3 1 2 1 9 9

T M / T C 装置 14
～

1 8 1 2 1 0
～

1 8 3 2 1 2 1 8
～

2 0 7 1 9

1 9

無線装置 14 ～ 1 8 1 0 1 4

1 3

1 3
～

1 8

1 0

1 6
～

1 7

1 1
～

1 4

1 0 ～ 1 4

1 6
～ 1 7

1 0
～

1 8 2 4 1 4 ( 1 3 - 1 9) ( 7 )

警報装置 14
～

2 0

1 8
-

1 9

1 4
～

2 3

1 1 1 1 ～ 2 0 8 1 6 1 9 (1 8 ～

1 9) 1 ( 2 )
I T V 装置 10 1 0

～

1 3 4 1 1 1 9( 1 9 ) 1 ( 1 ) 1 9

クラ フイ ツ クパ ネル 20 2 0 1 2 0 1 8 (1 8 ) 2 ( 1 ) 18

1 8

直流 電源装置 1 2
～

1 9 1 0 - 1 9 3 0

8

7

1 3 (1 3 ～

1 9) ( 2)
ケ

ー

フ
ー

ル

通信 設備

T M / T C 局舎

1 1 ～ 2 0

1 0
～

1 3

1 0 ～

2 1

1 1
-

2 0

1 0
-

1 3

1 0

1 6

1 2

1 0

(1 3
-

1 9 )

1 8( 1 9)

( 7 )

2 ( 5 )

予備発電装置 14
～

2 3 4 1 7 . 5 1 8 (1 9) 1 ( 1 ) 1 8

機渕操作盤 18 - 2 3 1 1 1 0
～

2 3 7 8 1 4 1 9 1 1 9

注) * 1 : 平成 2 年 8 月現 在

* 2 : 平成 5 年 10 月 現在 に おける更新予定計画 か ら算定 した使用年数 ｡
こ の う ち ( ) は､ 今後 の 更新計

画 が未定 の装置の現在 まで の 使用年数と装置数

写真 - 3 十津川 ･ 妃の 川結合管理 シス テ ム (更新前)

同表か ら明らかなように, ｢ 土地改良事業 にお け

る経済効果の測定に 必要な諸係数+ で は, 水管理

施設を
一

括 して, そ の標準耐用年数を10 年 と して

い るが, 適切に維持管理 して い れ ばそれより長持

ちす る こと に なる｡ た だ し, 標準耐用年数を越 え,

長く使用 して い ると ス ペ ア 一

部品が少なくな り,

補修が難 しく なるととも に , トラ ブ ル が発生す る

頻度も高くなる の で , 重要な装置が こ の ような こ

と に なると危険で ある｡

ⅠⅤ
.
洪 水管理

1
. 昭 和5 丁年の事故後の 改善点

昭和5 7 年 8 月 1 日 の10 号台風の際, 紀の 川 に お

い て 7 名の死者が出た ｡ こ れ に閲 し
,
大迫ダム水

害損害賠償請求が出され , 裁判 に な っ た が, 平成

3 年 3 月に和解が成立 して い る｡ こ の事故後行 っ

てき た主な改善内容 を列挙する ｡

1 ) ダム 管理体制の強化

(1)宿 日直の実施

大迫ダム管理所で5 8年度より出水期間には国職

員も宿日直 を実施 ｡ 平成 4 年度から は, そ れ まで

の改善状況と洪水管理実凄か ら判断 し, 事務所(下

渕頭首工 の前に位置 して い る｡) で実施す る こと に

変更 ｡ な お, 管 理関係職員の み ならず, 全職員で

実施 して い る｡

(2)管 理技術の 向上

① ｢ ダム管理技術検討委貞会(委員長 : 角屋 睦

元京都大学防災研究所教授) + を設け, 58 年度より

洪水予測等の 管理技術 を検討｡

② 農政局に ｢ダム 等基幹水利施設管理技術推進

委貞会+ を設 け, 全国建設研修セ ン タ
ー

に お ける

ダム 管理技術研修 に参加及び管内技術職員のダム

管理研修を実施 ｡

2 ) 気象情報収集の 強化

(1)奈良地方気象台との連携を強化し, 59 年度より,

大雨, 台風情報を迅速に入手する ととも に , ダ ム

流域の降雨状況に 関す る情報を提供｡

(2)6 1 年度よ り, 日本気象協会の ｢ 気象情報 シ ス テ

ム+ を導入 ｡ 河川情報セ ン タ ー の オ ン ライ ンサ ー

ビス は, 6 3 年度か ら導入 ｡

(3)5 9 年度に北股雨量局 を増設｡

3 ) 管理施設の 改善
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(1) ダム諸量計算や記録の自動化

流入量 ･ 放流量
･

貯水量計算の自動化 を行 い ,

雨量, 水位等を加 えた ダム諸量 の 測定, 記録及び

表示間隔を60 , 3 0 , 1 5 , 10 分 に切替え可能 に59 年

度か ら62 年度に か け大迫ダム管理所, 事務所共に

実施 ｡

(2) 雨量
･ 水位 ･ 流入量警報 シ ス テ ム の導入

各雨量局の雨量, ダム貯水位, 流 入量 の どれか

が 一

定 の基準値に達する ごと に , 大迫ダム管理所

で警報アラ
ー

ム を鳴ら し, そ の内容 を自動的に電

話で事務所と所長他 4 名の官舎に通報す る シ ス テ

ム を61 年度か ら62 年度 にか け導入 ｡ こ れ は, 音声

応答装置でもあり, 電話す れば, そ の時点にお け

る これ らの諸量が聞けるも の である｡

4 )
一

般 周知措置の 強化

(1)放流連絡会の発足

5 7 年1 1 月 に奈良県, 沿川市町村, 所轄警察署等

の関係機関及び農政局, 事務所をメ ン バ ー と す る

放流連絡会を発足 ｡

(2)警報区間の延長

ダム 操作規程上の
一

般周知措置区間よ り倍以上

長 い , 和歌山県との堺の 五条市ま で ( サ
ー ビス 区

間) サイ レ ン吹鳴及び警報活動を実施｡

(3)サイ レ ン の増設

58 年度に 5 個所, そ れ以降今年度まで に 5 個所

計1 0 個所 の増設｡ そ の 結果, 現在 のサイ レ ン設置

数は20 個所 ｡

(4)立札 の 増設と啓発普及活動の 実施

①58 年 度 に 立 札 の 増 設 (3 4 本) 及 び 補 修 (12 1

本) , ｢ キ ャ ン プ危険+ の表示板 (40 本) の新設｡

(塾5 9 年度から ｢大雨に よる急増水に 注意+ 等のチ

ラ シ, 御絞り, 風船を夏休み期間中の 土 , 日 に 入

川者や沿川住民に配布 (写真- 4 参照) ｡

(5)警報車の増加

警報車 2 台を5 8 ･ 59 年度 に追加配備｡ 現在の保

有台数は, 大迫ダム 2 台, 津風呂ダム 1 台, 事務

所 3 台で広報車は
‾
4 台｡

(6)水位観測所の 追加

大迫ダム下流の警報活動強化のた め, 紀 の川本

流とそ の 支流高見川に水位観測所を60 年度七平成

2 年度 に追加設置 ｡

5 ) 内項の 制定

｢洪水時等非常時に お古プる統合管理体制の整備

要領+ を制定 し, 5 9 年度から運用｡ そ･ の概要は図-

写真- 4 大雨による急増水に注意 ･

/ … 吉野川で啓発活動

｢近畿農政局発足30 周 年記念行事

美術展覧食 餌贅受賞作品+

3 の と おり｡

こ れ らの改善を行 っ てきたが , 次節で はその必

要性 の根拠 を補足す ると とも に , 技術的に特 に重

要と思われる こ とを取り上 げ説明す る｡

2 . 管理水位

洪水調節用ダム等 にお ける洪水調節の 方式 は,

次の 3 通りある｡

(丑サ ー チ ャ ー ジ方式

洪水調節の た めの容量を常に確保 しておく方式

②制限水位方式

洪水期のみ制限水位 を設け, その水位以上 に 潜

水 しな い 方式

③予備放流方式

洪水のた びごと に , そ れ に先立 っ てダム 放流を

行V ゝ , 洪水調節の ため の容量 を確保す る方式

しか し, 大迫, 洋風呂両ダム は利水専用ダムで

あり, 洪水調節機能はな い ｡ ま た , 予備放流も認

められて い な い ｡
一 応, 管 理目標水位 (図- 4 )

を定 めて おり, ②の制限水位方式に近い も のを取

り得 な い こ とはな いが , 潅漑期に はでき るだけ,

前述 した ように 低温取水で きな い こ ともあ っ て,

水位 を高く保 つ ように して い る｡ ま た , 前述 した

ように大迫ダム は紀の川本流に設置さ れており,
一

時 に大量の 水が流入 してくるので空き容量があ

る程度あ っ たと しても, わずか な時間しか持たな

い ｡

洪水が発生す る恐れがある場合, 現状 の貯水位

と関連させて洪水の放流を行うか どうか判断す る

が , 河川法第46 条 ( ダム の操作状況の通報等) に

基づ い て, 河川管理者及び関係県知事に通報す る

とと も に , 要貞の確保, 気象水象の情報収集, 機

器の点検等が必要となる ｡ また , 放流の開始とな
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通常管一哩体制 1 号 体 制

( 予備警戒体制)

D 大雨 注意報 発令 時q

D 台風 の 危険範囲接近q

2 号体制～3 号体制
事3

レ大雨警報発令時 q
D 台風 の 影響 大 q

洪 7k 放 流

統合管理 事務所

( 下渕頭首工)

大迫 ダム 管理所

津風呂ダム 管理 所

管理 員 ( 委託) × 1
＋ )

匿岩垂田 ) 管理 関係 鮎 全員･
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職
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事 1

ダ ム 技術員 ( 委託) × 1

③サ イ レ ン 吹鳴

屋
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･･ダム 危険水位, 雨量 流入 量等 * 1 : 1 0 分以内で配置に つ け る場所で待機

≧豊ぎ一 一気象情報提供 システ ム 及び 河川情 新 一ビ ス によ る監視 * 2 ∴状況に応 じ配置

[コ : 国職員
注) 人員配置は , 夜間と休日 にお ける

最少人数の 場合である ｡

* 3 : 3 号体制は 洪水流量3 5 0 皿ゾs 以上 の 時

: 視; く J 気象庁一斉F A X 通 報 ( ア ラーム 付)

気象状況の 把握 【

管理 関係磯臭担塵選+
___
+

流入 ･ 放流予測量の算定

⊂至垂転変臣]

放 充1 時間前か ら警報活動開始 ( 7 班)

囲 - 3 内規 に 基 づ く管理体制と人員配置

れ ば, 河川法第4 8 条 ( 危害防止 の ため の 措置) に

お い て ｢ ダム を操作す る こと に よ っ て流水の状況

に著 し い変化 を生ずると認め られ る場合 にお い て ,

こ れ に よ っ て生ずる危害を防止す るため必要が あ

ると認められると きは, あらか じめ, ( 放流予定時

刻, 予定放流量等を) 関係都道府県知事, 関係市

町村及び関係警察署長に通知す るととも に,
一

般

に周知させ るため必要な措置 をと らなけれ ばなら

な い ｡ + と さ れ て い る ｡ しか し, 危害発生の有無を

事前に把握する こと は困難であるので , 放流量の

大小に かかわ らず, こ の 通知と警報活動が必要と

な る
｡
ダム操作規程に は, 放流開始 の少なく とも

1 時間前 に, 関係機関に通知するよう定められて

い る｡

こ の ような条件下 で , 常時満水位 を越えな い よ

う に貯水位管理 を行うため に は
, 放流決定後に お

い て 少なくとも法4 8 条 に よ る通知所要時間 ( 当所

の場合, 23 機関 に通知するの に30 分近くか か る｡)

プ ラ ス 1 時間分の 流入量が貯留で きる容量を控え

た水位 を管理水位 としなければ, 現実 に対応困難

である｡ した が っ て , 大迫ダム の管理水位は過去

の経験 も加味 し, 常時満水位39 8 . O m よ り3 . 00 m 低

い39 5 . 0 0 m に して い る
｡
な お, こ の 水位で あれ ば,

気象台が発表 して い る奈良県南部の 大雨注意報の

発表基準値 ( 1 時間降雨量30 m m 以 上 また は総降雨

量1 0 0 m m 以上) の降雨が急に生 じたと
､

し て もダム容

量的に は確保できる状況に ある ｡

こ こ で, 管理水位 を常時満水位よ り低く設定し

て い る こ と に関す る問題 と対策に つ しゝ て検討 して

み る｡

問題は, 図一 4 の よう に有効貯水量が3
,
1 50 千 血

減 り, ダム の機能が十分 に生か されな い こ とであ

る｡ そ の対策 として次の方法を検討 した ｡

主 に利水用と して の放流管の ホ ロ
ー ジ ェ ッ ト バ

ル ブ (¢1 , 3 00 m 皿, 最 大放流量20 Ⅰぜ/ s) を大 き く

し, 無害放流の 範囲内で実質的に予備放流を行 え

るように する ｡

ち な み に , 放流能力を 3 通り に上 げた場合, 降

雨 に よ る流入 が始 まるまで に常時満水位3 9 8 . 00 m

か ら現在の管理水位39 5 . 00 m ま で貯水位を下げる

た め に は, そ れ ぞれ何時間前か ら放流を開始す る

こと に な るか 図- 5 か ら見てみ る｡ た‾だ し, ダム

下流で の 急激な水位上昇を避けるよう , 放流量2 0

血/ s ま で は現在採用 して い る増分の3 0 分毎 に 1
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図- 5 放 流管 の 放流能力と管 理水位

血/ s と し, そ れ以降は図に 示 し て い る10 血ソs 毎 に

0 . 5 Ⅰぜ/ s追加した量 を3 0 分間の増分量と して い る ｡

放流量5 0 Ⅰぜ/ s の場合は2 9 時間前, 7 0 Ⅰぜ/ s の場合

は2 5 時間前, 90 Ⅰぜ/ s の 場合 は2 4 時間前 に放流 を開

始すればよ い こ とと なる｡ す な わ ち, 常時 は39 8 .

00 m で 管理 し, 降雨 に よる流入が十分予測さ
.
れ る

場合の み放流管か ら こ の放流を行 い , 39 5 . 0 0 m と

す る こ と に より, ダム の有効貯水量を十分生か す

ことが可能となるわ けで ある ｡ こ の対策案は, 二

期事業で実施に 移す予定である｡

こ の よ う に , 利水放流管の径の決定 に当た っ て

は, 利水放流量 の みでなく ダム の 流入 の状況 を考

慮した管理水位等を検討 の上 , 決定した方がよ い ｡

3 . 今 年 の 放流経験から の 反省

これ まで に述 べ てきた こ とから分か るように,

洪水管理 に と っ て最も重要な こと は, 洪水放流開

始時刻の決定で ある ｡

こ れ が遅れれ ば, 満水位を越す こと に なる ｡
ま

た
, 初期対応を余裕 を持 っ て行 えなくなる ｡ 早す

ぎれば, い わ ゆる空振りとな っ て , 関係2 3 機関や

職貞に迷惑をか ける こ と に なる ｡

こ れ らの こ と を, 今年 の1 4 号台風の影響 によ る

洪水放流実績 ( 図一 6 ) か ら見て みる｡ 結論を先

に 言えば, 常時満水位を 6 c 皿 オ
ー バ ー した だ け で

事なき を得, こ れ は こ れで良か っ た が, 放流決定

が遅れた例である ｡ と いうのも , 更 に雨が降り続

けば, か なり危険な状態とな っ た からである｡

な お , 図 を見 る時注意 して ほし い の は, 雨量等

の 表示 ･ 印字間隔を7 時30 分 か ら10 分間隔に変更 し

てお り, そ れ 以前の値は3 0 分間のも の である｡ 例

えば6 時1 5 分頃 に雨が最も多く降 っ たように見 え

るが, こ れ を 7 時30 分以降の雨量 に比 べ れば1/3 に

しな けれ ばならず大 した雨量で はな い ｡

5 時30 分 に放流す る こ とを決定 し, 予定最大放

流量等を関係機関に通知 したが , そ の 後 2 度 に 渡

っ て こ れ を増加 , 変更 しなけれ ばな らな か っ た ｡

当初 の2 0 0 Ⅰぜ/ s か ら60 0 Ⅰぜ/ s そ して1 , 0 00 Ⅰぜ/s に ｡ と

い う の も, 10 分間毎に流入量が倍々 と増えてきた

ように , 急激な雨と流入量の増加があ っ た の であ

る｡ こ の ような事態の予測は, 次 に説明す る当地

区で実施 して い る い かな る予測方法を持 っ て して

も, な し得な い ものである｡

7 時30 分 か ら洪水放流 を開始 した｡ 操作規程で

は放流の大原則 と して ｢ 下流の水位の急激な変動

を生 じなし) よう+ 行うこ と に な っ て い る｡ た だ し,

｢ 流 入量が急激に増加 して い る ときは, 当該流入量

の 増加率の範囲内にお い て , 放流量を増加する こ

とがで きる ｡+ と な っ て お り, 洪水時 (洪水量であ

る3 50 Ⅰぜ/ s 以 上 の流入量に な っ た時) に は, ｢ 流入量

に相当する流量の流水を放流 し,
‥ …

･

+ と な っ て

い る
｡
した が っ て

,
流入量が洪水量を越 えた 7 時

3 0 分以降は放流量をも っ と増加させ てもよ い こ と

になるが, 8 時20 分 まで は い わゆ る無害放流を続

けた｡ と い う の は, 大迫ダム の 流域で は 1 時間雨

量73 m m を記録 した雨量局が出る等, 大量 の 雨が降
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図- 6 H 5 . 9 . 9 出水 時 の ダム 諸量グラ フ (大迫 ダム)

っ て い るが , 河川の下流では雨と流量が少な い た

めである｡ 8 時2 0 分か らはそれ まで の 雨量や流入

量か ら今後を予測 して , 放流量 を増加させ る こと

に し, い わ ゆる擦 り付け に入 っ た が , 図 に表わ れ

て い るように約 1 時間ずれ て い る｡

結果と して, ピ
ー ク 流入 量 は1 ,01 8 . 5 Ⅰぜ/ s に な

り, ピ
ー ク放流量 は8 2 2 . 8 Ⅰぜ/ s で, ほ ぼ満水位に収

束させる こ とが できた ｡ な お, ピ ー ク放流以後に

流入量よ り若干多い放流が続 い て い るが ,
こ れ は

い わゆ る1 0 分遅れ操作 (10 分間前の流入量 に基づ

く放流) に よるも の で あり, 問題な い ｡

後 に こ の 時の反省 を行 っ たと こ ろ, 4 時3 0 分か

ら放流開始すれ ば, 洪水量以降 ほぼ擦り付 ける こ

とが可能であ っ た｡ しか し, 図か ら分か るように

それ以前は降雨量も少なく, 流入量 , 貯水位 の上

昇もわずかで あ っ た ｡ 数 日前か ら, 少量 で はある

が雨が降り続 い て お り, 1 4 号台風の 接近に伴 い ,

洪水放流 を実際は前 日の夜半か ら行 い た い と思 っ

て い た と こ ろであるが , 流入量が なかなか増 えて

乗ず, 後 で説明する シ ス テ ムⅠⅠで流入予測 をして

も , こ の 頃は満水位 を越える こと に ならなか っ た

ので ある ｡ 今後は, も っ と経験と勘 も重要視 し,

勇気を持 っ て早め に決断しなければならな い との

教訓を得た と ころである｡

4
. 放 流計画の決定

当地区の場合, 具体的に は い か に して放流開始

時刻を決定 して い るか, 図- 7 の フ ロ
ー

に 従 っ て

説明する ｡ な お, 予測計算は, パ ソ コ ン で行 い得

る
｡
ま た

, 図≠ 7 の手順に入 る前, つ ま り図 で は

時刻

流入予測 シ ス テムⅠⅠか ら始ま っ て い るが , 実 は流

入予測シ ス テ ム Ⅰと称 して い るも の が ある｡ それ

は, 過去 の実績デ
ー タか ら総雨量と総流入量 の相

関図 を作成し, さ ら に これ を基 に貯水位別貯水限

度総雨量曲線図を作成 して, ラ フ か つ 簡便に 洪水

放流の有無を検討 して い るものである｡

1 ) 予測貯水位と予測流入量

これは, 角足ら によ っ て提案された長短期流出

両用タ ンク モ デル法 に よ っ て, 類似気象の挿入に

よる長時間流入予測 を行うもの である｡

こ の 方法を用 い る に は, そ の 年の 初日か ら順次

前日までの デ
ー タ を入力し, 3 段 の 各タ ンク の 貯

留水深を求め, 準備 してお く必要が ある｡ こ の た

め, 現在当地区に お い て進めて い る水管理施設の

更新及び追加に併せて , こ れ を自動化す る方針で

ある
｡

当 日 に は1 時 か ら現在時までの実測降雨を, 今

後 は当日 の残時間分の 予測降雨 を入力す ると, 毎

正時 の予測流入量が出力で きる ｡ ま た , 想定 (予

定) 放流量を入力すれ ば予測貯水位 も出力させ る

こ とが できる ｡

予測降雨は, 過去 の 降雨原因別に 降雨パ タ ー ン

等を フ ァ イ リ ン グした降雨台帳から作成 した ｢類

似気象抽出シ ス テ ム+ に よ り, 類似気象を検索し,

こ の 降雨パ タ ー ン を 入力した上 , 降雨状況の 変化

に応 じて降雨パ タ ー ン を適宜修正 し
,
よ り的確な

流入予測が行 えるよう運用して い る ｡

こ の 出力結果か ら概ね の 放流開始時刻を判定で

き る
｡
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1 . 予測貯水位 と

予測流入 量

(流入 予測 シス テム ⅠⅠ)

2
. 実測貯水位 と

予測流入量 ( 3 時間後)

(流入 予測 シス テ ム 1ⅠⅠ)

3 . 実測貯 水位 と

実測流入 量

(現 時点の:状況)

ピーク流入 量 に

対応 する 限度貯水位 を越え るか

( 下図参 照)
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,
こ の 時の ピーク流入 量 に対応する貯水位が 限度貯水任

図一丁 放流計画決定手順

な お , こ の 予測方法を用 い た場合の 実績で は,

通常 , 予測流入 量が少なめ に算出されるた め, 十

分注意す る必要がある｡

2 ) 実測貯水位と予測流入量

これ も長短期流出両用タ ンク モ デ ル法 に よ っ て,

現時点の 降雨強度継続に よる短時間流入予測を行

うも の で ある｡

放流開始時刻の 予測制度 を向上 さ せ るた め, 直

前 1 時間 の降雨強度が 3 時間後 まで継続す ると仮

定 して, 3 時間後 まで予測流入量を30 分毎 に算定

す る｡ 本予測には, 洪水流出時に卓越する の が表

面流出と速 い 中間流出で ある こ と に着目 して , カ

ル マ ン フ ィ ル タ
ー 理論を適用 した状態量補正 を組

み込んで い る
｡

3 ) 実測貯水位と実測流入量

過去の 流入実績 か ら次の 図表 を作成 して い る｡

す な わち, ピ
ー ク 流入量 に達 した時点の ダム の空

容量か ら求まる, 空容量が埋ま るピ
ー ク流入量と

その時の 限度貯水位との 関係 を表わ したもの ｡
こ

れ を用い て, 現時点に おけ る実際の貯水位と流入
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量から将来を予想す る｡

4 ) 放流計画決定上の判断

洪水警戒時には, 前述 の 3 手法全てを検討し,

い ずれかが常時満水位 を越えると予想されれ ば,

放流計画の 決定を行う｡ そ の際, ピ
ー ク流入量に

達す る以前に ピ
ー ク流入量を予測す る場合は, 2 )

の 短時間予測結果を用 い る｡

なお , 3 90 m と は, ク レ ス ト高(洪水吐 ゲ ー トの

敷高) で ある ｡

Ⅴ
. 利水管理

1
. 利水管理 の実際 ( 実運用)

当地区の利水管理 は, ｢ 水利使用規則+ , ｢ 十津川

紀の川農業水利施設水管理規程+ , ｢ 同細則+ 等に

基づき行う必要が ある｡ こ れ らに定め られて い る

水量等を確保す る上 で の 実際の利水管理 は, こ れ

まで の 実績から, 次 の 方法に よ っ て お り
,
こ れ が

い わ ゆる当地区に お ける実運用である ｡

1 ) ダ ム補給水量の算定

(1) 下渕頭首工地点

大和平野の農業用水及び奈良県の水道用水の必

要水量 に当地点 に お ける下流責任放流量( 4 Ⅰぜ/ s)

を加 えた値から自然流量 を差引き, 不足量をダム

か らの補給水量とす るム

(2)隅 田地点と岩出頭首土地点

隅田基準点での 流量13 .0 Ⅲf/ s と , 岩出頭首エ で

の越流量 1 血ソs の 双方を同時に確保す れば, 紀伊

平野に お ける利水 に影響がな い こ とか ら, こ の 2

地点 の 流量に よりダム か ら の補給 の必要性 を判断

す る
｡

2 ) ダム放流の決定

(1) ダム放流の原則

①紀伊平野の農業用水の うち西吉野頭首工掛りは,

猿谷ダム か ら放流する ｡

②紀伊平野の農業用水の うち紀の 川掛りは, 猿谷

ダ ム か ら放流し, 不足す る場合は大迫ダム 及び津

風 呂ダム か ら放流する ｡

こ れ ら の猿谷 ダム へ の 放流要請 は, 毎週
一

回公

文書に て行う｡

(2) ダム の放流順序

大迫ダム と津風呂ダム の利用順序は, 通常, 回

転率 の高い大迫ダム 先便 い と して い る｡ しか し,

利水放流水の 到達時間は, 大迫ダム か ら下渕頭首

工まで約12 時間かか る上, さ ら に大和平野の幹線

水路末端まで約1 2 時間, 紀伊平野の 新六 ヶ 頭首工

まで約1 8 時間かか る ことか ら, 急 に増量す る必要

が生 じた場合は, 大迫ダムか らの放流水が 到達す

る まで の間の 繋ぎと して津風呂ダム か ら放流する

等, 弾力的な運用を行 っ て い る ｡

以上が当地区に お ける実運用の概要であるが ,

紀伊平野関係の流量把握のため に は, 西吉野頭首

工 と隅田地点に水位計 を設置 し, 無線また は N T

T 公衆回線に より事務所と結んで い る｡

2
. 低水管理 シ ス テ ム の構築

紀伊平野 にお い て今年の 田植 え始期に渇水とな

り, 渇水対策会議が開かれ たり した ｡
こ の原因は

下記の と お りで ある (図- 8 参照) ｡ な お , 近年,

田植えが早く なる傾向に ある ｡ そ のた め, 水利権

上 は 6 月1 0 日 か ら取水開始であるが , 試験通水の

た め実際は 6 月 1 日か ら取水開始 して い る ｡
そ の

た め の放流を大迫ダム か ら行 っ て い るが, 建設省

管理の猿谷ダム は 6 月1 0 日 か ら放流す る｡ ( こ の 時

は渇水対策会議の 結果を受け, 当方 の放流増加よ

り約 1 日半遅れて 6 月 8 日 の1 6 暗 から放流して い

る
｡)

今年の春先は , 雨が少なく支川か らの流入が少

なか っ た こ とと ,
6 月 9 日 が皇太子殿下の 結婚を

祝う休 日とな っ た た めそれ に向けて代掻き等が進

んだ こ と に より, 6 月 4 日 ( 金) の夕方か ら紀伊

平野の小田頭首工以下 4 頭首工 に おける流量が不

足 してきた ｡
しか し, 連絡体制が悪く , 紀 の川土

地改良区連合か ら当事務所 に放流量の増加要望が

なされた の は, 月曜日の 6 月 7 日 で あ っ た こ とが

原因して い る｡

こ の ような利水管理上 の改善方法と して は, こ

の渇水が生ずる前か ら既 に検討して い た こ とでは

あるが , 次 の とお りである ｡

(1) 4 頭首工全ての流量, 取水量等が リア ル タイ ム

に把捉で きるよう, 水位計等を設置 し, 紀 の川土

地改良区連合の 事務所 へ 結び , さ ら に 南近畿事務

所と結ぷ ｡ こ の 工事は, 今年度に発注済で ある ｡

(2)紀 の川水系総合水管理運用シ ス テ ム検討委貞会

の発足

これ まで本水系に お い て は, い わ ゆ る農水主導

で水管理 を行 っ てき た｡ しか し, 他事業(建設省)

施工の多目的ダム で ある大滝ダム , 紀 の川大堰,

紀伊丹生 川ダム 等が 建設 ま た は計画 中で あ り

( 図
- 1 参照) , 近 い 将来水系の 水管理 が錯綜す る
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こと に なる
｡
ま た , 今後着工予定の 二期事業に よ

る受益面積の変動や上水 へ の転用 に伴 い , 使用水

量に 変更が生 じ水道用ル ー ル に変更が生 じる｡

そ こ で , い わ ゆ る低水を対象と して, 事業主体

や管理主体が異な り, か つ ま た利用目的が異なる

複数の ダム や頭首工等の水利施設の管理 ･ 運用方

法を整備 し, 安定 した水供給 を行う条件 を整える

ため に検討委貞会 (委員長 : 丸山京都大学教授)

を平成 4 年度に発足させた ｡ 本妻貞会で は, 主 に

次 の こ と を検討する ｡

①渇水 に対す る中長期的な河川流量予測 シ ス テ ム

の開発

②大迫 ･ 津風 呂両ダム の合理的な運用曲線の作成

③農業用の各 ダム (大迫, 津風呂, 猿谷) 間で の

低水の合理的水道用操作方法の 開発

④他機関との 水道用ル ー ル の統
一

ⅤⅠ. 環 境管理

ダム管理 に と っ て忘れて ならな い 重要な こ とは,

水量の管理 の みならず水質の管理である｡ 特 に,

そ の 水が飲み水す なわち水道水源 である場合 は尚

更 で ある
｡ 大迫ダム の流域 に は, ほ とん ど人家が

なく山ばか り であ り, 富栄養化 の問題は発生 して

い な い
｡ 津風呂ダム にお い て こ の 問題が懸念され

る｡

1 . 津風 呂ダム を取 り巻く状況

津風呂ダム とその周辺 は奈良県立吉野川津風呂

自然公園に指定され, 県内及び京阪神か らの年間

約10 万人 の観光客 と太公望で賑わ っ て い る｡ しか

し, 観光客の増加 に伴うゴ ミの 増加, 流域内に建

設された ゴ ル フ場等の 影響, 生活様式の変化に伴

う家庭排水の増加等に より, 水質 の汚濁 を始 めと

す る環境の悪化が徐々 に進行 して おり, 早急な対

策が必要とな っ て い る｡

2 . 津風 呂湖の水質状況

津風呂湖の水質状況は図- 9 の と おりであり,

C O D は ほ ぼ横 ば い であるが , 窒素, 燐 が最近で は

悪化傾向に ある｡ 具体的に みれ ば, C O D は琵琶湖

北湖や阿寒湖に相当す る値を示 し, 清浄な湖で あ

ると い える
｡
しか し

,
窒素, 燐等の 栄養塩類 に つ

い て みる と環境基準のⅠⅠⅠ
～ ⅠⅤ類型 に相当し, や や

高め の値 を示 して い る ｡
ま た , 近年, カ ン テ ン コ

ケ ム シ ( 触手動物, ヒ メ テ ン コ ケ ム シ科) と呼ば

れる直径1 5 c m ほ ど の寒天状の 生物が綱場, 取水ゲ
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- ト等 に付着して い る ｡

3
. 津 風 呂ダム 環境保全対策協議会の設立

これ ら に対処す るため に今年度, 津風呂ダム 環

境保全対策協議会を設立 した ｡ 本協議会は, 関係

機関, 団体及び地元に よ っ て構成 し, こ れ らが
一

丸 とな っ て総合的か つ計画的に津風呂ダム とその

周辺の 環境保全 を推進するもので ある ｡

ⅤⅠⅠ
.
おわ りに

国営十津川紀の 川土地改良事業で行 っ た本水系

の水資源開発は, わ が 国でも代表的な広域水資源

開発であり, そ の 歴史 ･

規模 の い ずれ に お い ても,

農業土木 を代表するも のである ｡ 我々 は, 大和 ･

紀伊両平野の経済発展の礎とな っ て きた, こ の水

資源の管理 を預 っ て お り
,
し っ か り管理 し, 望 む

べ く姿で来る2 1 世紀 に引継い で行く使命を負 っ て

い る
｡
そ の際, 重要となるの は, 次 の こ とである

と考える｡

洪水調節 を主要目的と した大滝ダム が完成す れ

ば, 大迫ダム の洪水管理が比較的容易 に なる｡ し

か し, そ れ に は まだ時間がかか り, 依然と して日

本
一

難 し い と言われ て い る こ の洪水管理 を適切に

行 っ て い く必要が ある｡ こ の こ と に 関して は, 報

告 した ように これ まで力 を入れ て, か な り の改善

や体制作り等を行 っ て おり, 当地区に お ける洪水

管理 シ ス テ ム は成熟 してきて い る｡

今後, 特 に重要と なるのは ,
い わ ゆる高水管理

よりも低水管理であると思われ る｡ 本報で述 べ た

ように , 当水系に お ける低水管理 の ため の 理論的

か つ実際的な水管理 シ ス テ ム を構築す る必要が あ

る
｡
こ れ は何も当水系に限 っ た こ とで はなく, 近

年, 水受給が逼迫 し, 同
一

水系 にお い て様々な目

的を持 っ た水資源開発施設が築造され てきてお り,

他 の利水や治水をも含めた水系 (流域) 統合管理

が必要とな っ て い る ｡ こ の シ ス テ ム を構築する必

要が あり, 特 に情報収集と他機関との 協定 ･ 調整

(水運用ル ー ル の統
一

) が重要とな る｡

当地区に お い て こ の 実現を図る方途 と しては,

｢ 紀 の 川水系総合水管理運用シ ス テ ム検討委貞会+

に お ける検討結果と二期事業に関する河川協議 を

通 じて行おうと して い る ｡

また , 今後 に おける施設管理の 改善方針 に つ い

て も述 べ てきたが , こ の実現に つ い て は直轄管理

事業の 中ででき るもの は実施 し, 多額の費用がか

か る等それ以外の ものは 二期事業で実施す る こ と

に して い る
｡

こ の よう に 二期事業は, 正 に管理 の 経験を事業

に フ ィ
ー

ド バ ッ ク す るもので あり, 現在 こ の地区

調査 を実施中である｡ 読者諸氏 のご指導ご鞭捷を

お願 い した い ｡

本報 をまとめる に 当 っ て は, 当事務所の元職員

を含む職員の方々 の協力を頂 い た ｡
こ こ に 深謝し

ます｡
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刀 利 ダ ム の 管 理 に つ い て
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1
. は じめ に

刀利ダム は, 富山県の南西部に位置 してお り,

そ の本川で ある小矢部川は, 富山 ･ 石川県境の大

門山に源 を発し, 途中幾 つ か の支川と合流 しなが

ら富山湾に注ぐ
一

級河川で ある｡ ダム サイ ド周辺

の 地形は, 富山 ･ 石川県境の大門山系に属 し大門

山を主峰と した1
,
00 0 m 級 の 諸連峰を擁 し, 地質的

に は輝石角閃安 山岩の 良質堅硬な岩盤 を主体と し

て い る｡ こ の地形は冬期 に は強 い季節風ととも に

多量の降雪 をもた ら し, 年間平均降水量は3
,
00 0 m m

を越 える｡ こ の ような地形及び気象条件を活か し,

農林水産省で は全国初ア ー チ式ダム と重力式ダム

を組合せた複合ダム と して, 同省が昭和35 年 か ら

ダム の建設に着手し, 昭和4 2 年 に完成 した も の で

ある｡ そ の後, 富山県に管理委託され現在に至 っ

て おり築造後2 6 年を迎えて い る｡

今回は, ダム貯水使用計画, 管理体制 ･ 管 理内

容, 今後 の ダム施設及び管理等に つ い て, また富

写真- 1 刀 利ダム 全景

* 富山県小矢部川 ダム 管理 事務所

保
*

五十嵐 誠
*

( M al王Ot O I G A R A S E I)

5
. 日中ダム との統合管理 ･ … ･ ･ ･ … = … = … ‥ ‥ ‥ … ･

2 6

6
. 刀 利 ダム の 管理内容 … ‥ ‥ ‥ ･ … t ･ … ‥ … … … ･ ･ ‥ 2 7

7
. 今後の ダ ム管理

‥ … … l … … ･ … … ･ ･ ･ ･ … ‥ … ･
…

･

2 9

8 . お わ り に ･ … ‥ … ‥ ･ … … ･ ･ ･ ･ … ‥ … = ･ … …

-
‥ ･ ･ … ‥

3 1

山県 に て建設され平成 5 年度 より統合管理 を進め

て い る日中ダム の事例を混 じえて紹介する ｡

2
. 事 業及 び施設の概要

刀利ダム 建設事業 は, 富山県西砺波郡福光町を

中心とす る城端町
･

福野町
･ 小突都市の 1 市 3 町

に対 し水資源の総合的な開発 を図るものであ っ た｡

こ の地域 を流れる小矢部川及び支川は, 融雪期の

4 ･ 5 月 は豊水であるが , 6 月下旬以降は急激 に

河川流量が減少する ｡ こ れ は急流河川特有の 河川

流量の変動が大きい こ と に起因す るもので, 毎年

受益地区で は, か ん が い期 に しば しば干ば つ に よ

る被害を受 けるととも に , 洪水時 に は莫大な被害

を受けて い た ｡ 本事業は , こ の ような状況を改善

し, 水資源の有効利用を図るためかんが い用水の

補給 , 洪水調節 , 発電を目的とす る多目的ダム と

して建設されたもの である ｡

ダム 概要は, 表- 1 の とお りである ｡ 観測施設

はダム 上流域に雨量局を 3 局, 水位局 を 1 局設 け

表 -

1 刀利 ダム 施設 の概要

ダ ム 粒 体 放 流 設 備

型 式 ドーム 型 ア
… チ ダム 洪水 吐 ダム 越流式 ローラゲート

8
.
20 1n * 2. 90

m 6 門 .堤 項 高 10 1
.
0 エl

境 項 長 229. 5
m 放流管 ハ

ウ エ ル
パ ンガーバ ル ブ

非常用 ロ ー ラーゲート
各1 門堤 項 体 積 146 ,0 00 丘1さ

貯 水 地 取 水 設 備

集 水 面 積 45 .9 如 型 式 傾斜型

満水位標 高 354 .5 m 寸 法 高き 47.
0 皿 暗 7. O

m

利 用 水 深 33 .O m ゲ ー ト 高さ 8.
O m 幅 4. O

ln

4 門

貯 水 面 積 103. 0
もa 使 用 水 童

暴悪貯 水 量 31 , 400 千 が 発 電 最 大 使 用 水 量 16 .0 Ⅰ℃ソ5

有効貯水量 2 3 ,4〔)0 ′/ かんが い 最大使用水量 臥3 3 1n $/ S
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号
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E L 34 5.
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m 低水位
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皿 堆砂面

E L 3 58.0 皿
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.
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〃
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周 一1 刀利 ダム 断面図

ダム へ の流入予測の ため の 観測 を行 っ て い る ｡ ま

た
, ダム下流域に は, 水位局を 3 局設け河川水位

の観測を行 っ て い る｡

警報局 は, 現在ダム局 をはじめ警報区域約1 9k m

間 に 5 局 を設 け, 放流時にサイ レ ン, 拡声器 によ

り
一

般 に通知 して い る
｡
ダム放流設備と して3 0 m ソ

S放流可能な ハ ウ エ ル バ ン ガ
ー バ ル ブ 1 門, 洪水吐

ゲ ー ト 6 門 がある ｡ ま た, 取水設備と して は 4 門

の多段式取水ゲ
ー ト を設け

, 発電取水後か んが い

用水 として補給 して い る ｡

3
. ダム貯水使用計画

ダム 貯水使用計画は, 図- 2 に 示 した貯水計画

に 基づき行 っ て い る｡

m

3 54 .5

3 5 0 , 0

34 5
.
0

34 0 .0

33 0 .0

321 .5
3 2 0
.
0

3 1 0. 0

l
満7水位

‥1 0 3 11 a･ -

洪 水 期
.
間 <

く⊃

く⊃

く⊃

制 限水位

6
.
2(;- 9 .3 0 く⊃

く⊃

く>

⊂
h

く ⊃

く>
く >

/
く⊃

く >

`くIl
M

N

低7水位

l か
.
ん が い 期 間

l
‾ '4 .

6～9.
5

t l
か んが い 補給 ′期

5. 1
-

9 . 5

チイ 1
●

2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 11 1 2 容 量 取 水面積

図 - 2 ダム 貯 水使用計画
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1 2 月中旬 ～ 3 月中旬の冬期問は, 渇水期に相当

する の で12 月中旬に満水位 とし, 発電取水に よ り

春季出水時ま で に低水位( E L = 3 21 . 5 m ) に な るよ

う取水す る｡

3 月中旬 ～ 4 月下旬の期間は
, 融雪期で流入量

か非常に大きく , 発電 しなが ら貯留 し4 月下旬ま

でにダム 水位 を
,
か んが い 開始必要水位 である標

高34 7 , 貼 m 以 上 に なるよう貯留す る｡ ま た, か ん

が い 用水確保の為 こ の期間の融雪量の把握 は, そ

の 年の 貯水使用運用の基礎と なる ことか ら, 毎年

3 月末 ごろ にダ ム流域の 定めた場所で の積雪量調

査を行な い , 流域流入相当水量 を算出して い る ｡

流入相当水量 = 積雪相当水量 * 流出率 * 流域面積

積雪相当水量 = 積雪深 * 積雪密度

* 流出率 0 . 8 8

5/1 ～ 6/2 5 の 期間は, か んが い補給期で ある こ と

か ら最小限のか んが い必要水量の放流は必ず確保

す る ことを原則 とする ｡ また , 6/2 6 か ら は洪水期

に は い る こ とか ら, そ れ まで にダム 水位を制限水

位 で ある標高3 4 5 . O m 以 下なるよう放流す る｡

6/ 26 ～ 9/3 0 は, 洪水期間と して9 , 00 0 千 血以 上 の

洪水調節容量を確保 し洪水に対応す る｡ 以降は,

冬期 (渇水期) の発電に 備えダム 水位 を満水位 に

す るよう発電をしながら貯留する ｡

以上 の と お り, 貯水使用計画に 基づ い た運用を

行 っ て い るが, ほ場整備事業の進展や営農形態の

変化に より近年水需要が増加 し, か んが い 用水の

確保が より必要とされてきた ｡ 本ダム で は年間総

流入量 が約1 60 , 00 0 千出 と見込 まれ るが , そ の4 0 %

が冬期間の降雪による ｡
その ため, 融雪期の貯留

及びか んが い 期間の水使用計画の効率化が非常に

重要に ことか ら, 1 市 3 町を代表とす る関係土地

改良区, 発電所及びダム 管理事務所の 3 者で構成

す る水量調整委貞会で調整を図り年間の ダム貯水

使用計画 を立て運用 して い るも の である｡

4 . ダム 管理体制

ダム の管理 は, 先述した ように低水管理( E L 34 5

m J女下) は貯水使用計画 に基づ き運用 して い るが,

高水管理 (E L 3 45 m 以上) に つ い て は迅速か つ 的確

な情報収集 ,
監視, 流況予測判断, 操作が必要と

され る｡

ダム 管理 に お い て , 気象情報の収集が非常に重

要と なる｡ と く に大きな降雨をもたらす時期や台

風が接近 して い る時 に は職貞
一

同重大 な関心 を持

っ て 雨量 ･ 流入量の監視 をす るととも に , 気象台

か ら発表される大雨洪水注意報
･

警報, 台風 に 関

する情報等を, テ レ ビや ラ ジオ , ま た県消防防災

課か ら発表され るF A X 等 か ら収集して い る｡ ま た

富山県で は平成 5 年度より通信衛星 を利用した高

度情報通信ネ ッ トワ ー ク シ ス テム の活用に より,

災害時で も的確な気象情報等の 収集が行 えるよう

に な り, よ り地域条件に応 じた防災保全対策に効

果を発揮して い る｡

監視
･ 流況予測に つ い て は, 気象状況を把握す

る こ とはもち ろん, ダム 上流域及びダム地点の状

況監視が重要で ある ｡ 刀利ダム で は, 従来手計算

に て流入量 な どの計算を行な っ て い た も の を, 平

成 4 年度の 農林水産省補助事業 に お い てダム 局 の

管理制御機器の更新 を行 い監視
･ 流況状況等の管

理体制の 充実を図 っ た と ころである｡

機器構成は, 各観測局及び警報局の監視制御に

お けるデ ー タ収集, 演算, 記憶, 表 示記録, 警報

及び制御処理 を行なうためデ
ー

タ処理装置を設 け

F･W･ L 3 54･ 5 m ∇

W･ L 3 47･
6 5 m

､ , 洪水調節容量

9 ,0 0 0 千 皿
3

℡
W
.
L 3 4 5,0

0 m
有効貯水量及び発電容量

総貯水量
3 1

,
4 0 0 千 皿 8

か んが い 容量
亡

1 7
,
0 0 0 千 m 3

L.W. S 32 1, 5 t℃

洪水期(6 /26
-

9 /3 0)
かん が い 容量

14
,
4 0 0千 m ヨ

23
,
4 0 0千 ロ さ

死水量
5
,
4 0 0 千 皿 き堆砂面 E L 3 0 5. 0

皿

貌∴ア十二串三車き
3

.
:∴

l

園- 3 刀利 ダム 容量配分図

一 24 一 水 と土 第 95 号 19 9 3



通信衛星

スーパ ー バード

住民等

図- ヰ 富 山県高度情報通信ネ ッ ト ワ ー

ク ( 防災 行政無線) 構成図

各 デ
ー

タ に お い て はC R T 画面及 びタイ プ出力 を

行ない 情報収集に活用 して い る｡ ま た, 流入量が

増加 しは じめる時は, 上 流域の雨量 ･ 水位テ レ メ

ー タ の情報収集間隔を10 ･ 1 5 ･ 3 0 分( 平常時は6 0 分)

と して流入量 の 予測を行な っ て い る｡ こ れ らの情

報は, 通信ネ ッ ト ワ
ー

ク に て富山県水防本部に デ

ー タ を転送 して, 県内のダム 及び河川水位の デ ー

タ を水防本部が集中して管理 を行な い 防災対策に

努めて い る｡

ま た, 洪水警戒体制 としては, 気象台か ら大雨 ･

洪水 に 関す る注意 ･ 警報が発表され , 更 に 洪水が

発生す ると予想され る時に水防配備に 入るようダ

ム 操作規定に義務付けて い る｡ 刀利ダム で は, 制

限水位 ･ 予備放流水位以下に低下させ るような放

装荘

流 の必要がある場合は所長の判断の も と職員全貞

体制に入 り, ゲ
ー ト操作及び警報活動を行なう｡

放流 の 際の とる べ き措置と して, 関係機関及び

下流住民 へ の 通知及び警報活動がある｡ ま た, 放

流 に備え操作設備, 機器の点検整備 を行な い常 に

良好 な状態を維持 しな けれ ばならな い ｡ 放流 に お

い て は, 下流 に急激な水位の変動が生じな い よう

放流す ると共 に , 発電所の使用水量 を確認 し放流

時期及び放流量を決定する ｡
こ の放流は, 洪水期

間に あ っ て は制限水位( E L = 3 4 5 . O m ) を , 非洪水

期間に あ っ て は予備放流水位(E L = 3 53 .O m ) に 等

しく なるよう, 最大発電使用水量1 6 . 0 汀f/ s と ハ ウ

エ ル バ ン ガ ー バ ル ブ より1 4 . 0 Ⅲf/ s を加えた無被害

放流量で ある3 0 . 0 Ⅰぜ/ s 以内と して行 なう｡
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図 - 5 刀利 ダム 管 理 シ ス テム 構成図

また , 流 入量が増 え続 け設計洪水位 ( E L = 35 4 .
8

m ) を越 える ことが予測され る場合に は, た だ し書

き操作 へ移行す る｡ た だ し書き操作開始水位 は,

洪水調節容量の 8 割 に相当する貯水位と定めて お

り, 洪水期は標高3 52 . 7 m , 非 洪水期は標高35 4 . 2 m

の ダム貯水位 と し
, 放流量 が流入量 と等 しく なる

間は ハ ウ エ ル バ ン ガ ー バ ル ブ と洪水吐ゲ ー ト 6 門

は, 貯水位 に対応 したゲ
ー ト開度とす る｡ 流入量

が最大に な っ た時 を経て, 洪水量 に等 しくな っ た

場合 に はただ し書き操作を解除し, 先 の操作に移

行する ｡

刀利ダム で は, 過去洪水吐ゲ
ー ト か ら の 放流が

無く, 防災上 の下流域 へ の水被害も無 い こ とから

ダム効果が十分 に発揮されて い ると こ ろで ある｡

さ ら に , 放流時に速や かなゲ ー ト操作対応が不可

欠な こ とから, 毎年行なわれて い る洪水 を想定 し

たダム 演習等で模擬操作 を実施 して い る ｡ ま た関

係機関
･ 下流住民 へ の通知及び警報活動と して ,

河川法第48 条 ｢ 危害防止 の た め の措置+ で定め ら

れて い るダム 放流 1 時間前の通知及び1 0 分前の警

簡 易

C V C F

耐 舌

トラン ス

警報ま茎

商用電源

補助記憶 装置

C R T 装置

ハードコ ピ【

観測記録

操作記象

報局から の サイ レ ン, 警報牽か ら の警告 ･ パ ト ロ

ー ル を行 な っ て い る ｡
こ の よ う に洪水時 に は, 迅

速か つ 的確な情報収集, 流況予測, ゲ
ー ト操作,

通知及び警報活動 を実施する必要が あるた め, 刀

手リダム で は図- 6 の 管理体制 にもとづ い て実施 し

て い る
｡

ま た シ ス テ ム機能と して, 各警報局か ら同
一

の

ス ピ ー カ音声 にて知ら せ る場合は, 事前 にI C カ
ー

ドに 記憶 したメ ッ セ
ー ジ をサイ レ ンと組合せ , 全

警報局か ら順 に吹鳴す る シ ス テ ム を取組 む ことに

よ り職員の業務量の軽減 を図 っ た｡

5
. 日中ダム との統合管理

平成 5 年 4 月よ り統合管理 を進めて い る日中ダ

ム は, 刀利ダム と同
一

水系 の小矢部川支流打尾川

に刀利ダム と同じ目的をも つ 多目的ダム と して建

設され たもので ある｡ ダム の完成 によ り, か ん が

い 用水不足量及び隣接す るか んが い 受益の増加分

を含んだ4
,
3 54 h a が 刀利 ･ 日中ダム か ら, か ん が い

用水の補給 を受けると ともに, よ り適切な洪水調
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節が可能に な っ た ｡

管理体制と して は, 同
一

責任者所長申もと水系

全体 の状況 を総合的に考慮 し, か んが い 期 に は両

ダム の操作 を円滑, 適切に行なう こと に より有効

な水利用を図り, さ らに洪水期 に は, 洪水に対 し

適切な調節を行なう こと に よ り, ダム下流域 の洪

水被害を無くすよう努めて い る ｡

統合操作室で は, 遠隔地に位置す る日中ダム の

監視制御に つ い て衛生回線及 び N T T 回線で行な
い ダム周辺状況に つ い て もI T V 画像 に て監視 を行

な っ て い ると こ ろで ある ｡ また , 洪水時の管理体

制 は図- 6 の とお りで ある ｡

･ ダム 管理所

巨二二司

水文 ･気象係

通 知 係

操 作 係

警報 ･ 通信係

警 報 係

操 作 係

( 主任)

(技術員)

(技師 A)

(技師 B)

(業務技師)

* 平 成 5 年度よ り日中ダム 統合管理

に より職員9 人体制

平成 5 年度よ1) 統合管理 体制

･ 日 中 ダ ム

操 作 係

警報
･ 通 信係

警 報 係

換 車 係

(技師 C )

( 技師 D )

( 菜務技師)

写真- 2 日中 ダム 全景

所 長 ･ 警戒体制時の 指示 , 確認及 び関係機関 との 協議調整
･ 各担当業務の 指導, 監督

水 文 ･ 気象係 ･ 気象情報及 び水 利水 文情報を収集 し, 流入量
･ 洪水

(主任) 総 量等を予測 し洪水 調節計画 を樹立 する ｡

通 知 係
･

放流に 際し危険防 止の ため 関係機関に通知す る ｡

( 全 員)
与

操 作 係 ･ ゲート操作美希
(技術員)

警報 ･ 通信係 ･ 放流に 際 し危険 を周知 させ る ために各警報局の サイ

( 技師A ) レ ン ･ ス ピーカ に より警報 を発 する｡

警 報 係
･

住民 へ 危険を周知徹底 させ る ため に 警報単に よりサ
(技師 B ) イ レ ン ･

ス ピーカ に より巡 視 しなが ら警告 を発 す る ｡

操 作 條 ･

警報車の 操作業務

(業務技師)

周 一

8 刀利 ダム管理体制 ( 警戒時 の体制)

写莫一3 統 合 写 真

8 . 刀利ダ ムの管理 内容

通常の観測業務と して, 操作規定及び河川法第

4 5 条 の規定に よ りダム 及び観測局の デ ー タ の取 り

まと めを毎日A M 9 : 00 に 行な い , 水運用 の資料と

して, また年報の 基礎資料と して整理 を行 な っ て

い る
｡ 周期的な観測業務と して は, 月 1 回のダム

水温 ･ ダム 変位 ･ 漏水量観潮 を行な い , 年 1 回 の

観測と してダム の堆砂測量 を行う ｡
こ の ような観

測結果に つ い て は, 洪水時の管理状況報告 ･ ゲ ー

2 7 - 水 と土 第 95 号 19 9 3
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小矢部川第1 P S

刀利 ダム

形 式 アーチダム

堤 高 1 0 1 m

堤 長 229 m

総貯 7K 量 3 1
,
4 0 0 千 m

写

か んが い 容量 1 7 1 0 00 千 m
3

洪水調 節容 量 9
,
0 00 千 m 写

図
一 丁

卜操作記録 と同様北陸地方建設局 へ の報告と して

義務付けてある｡ 堆砂測量は, 毎年職員にて管理

船に音響測深器を裾付 け観測 して い るが , 平成4

年度の観測に お い て は10 0 年間で た まる と推定さ

れ る計画堆砂量2
,
6 00 千 血 に 対 し約59 % の堆砂が

観測されて い る現状 である｡ 刀利ダム に は土砂 を

流下させ る構造が無い ことか ら, 今後の 対応を検

1
. 整 備工事費 に係 る負担割合

･ 取水 設備を除く

施 設に つ い て

･ 取水 設備に つ い て

キ

率

ぃ

日中ダム
形 式 ロ ックフィルダム

堤 高 68
.
9 m

堤 長 238 . O m

総貯 水量 6
,
9 50 千 m

3

か んが い 容 量 4
,
77 0 千 m 8

洪水調節容量 1
,
300 千 m

8

刀利 ･ 日中 ダ ム 位置図

討 して い ると こ ろで ある ｡

施設管理 と して は, ゲ ー ト ･ バ ル ブ の 作動点検

や観測
･

警報局等の機器調整な どに つ と めて い る

が, 施設の重要性 また管理内容に も特殊性が あり,

当ダム で は 2 件 の 農水省補助事業に て点検及び整

備工事を実施 して い る｡

ひ と つ は, た め池等整備事業で主に施設機械等

冨 山 県 企 業局(発 電)

8 3
.
2 % 16. 8 %

富 山 県 企業 局( 発電)

38 .8 % 61
.
2 %

2 . 管 理 費に 係る負担割合

冨 山 県 企業局( 発電)

7 3 . 6 % 2 6. 4 %

国 -

8 ダ ム 整備及び管≡哩に か か る負担割合

- 28 - 水 と 土 第 9 5 号 19 9 3



表 - 2 ダ ム 管 理業務

く観測業務〉 く関係機関の 報告業務〉

日 常 観 測 = ‥ ‥ 気象 ･ 水象 ･ 漏水量 洪 水 時 の 報 告 … … ダム 水位 ･ 流入量 ･ 放流量 ･ 雨量
10 日 周 期 観 測 … …

ダム 水温 ( ダム 湖心 ･

地 点) /′ … … ゲート操作の 記録
30 日 周 期 観 測･ ･ ･

… 漏水量及び 水温 ･

ア ライ メ ン ト ダ ム 年 報 の 報 告･ ･ ･ ･ ‥ 気象 ･ 水象 ･ 海水量 ･ ダム 水温等
1 年1 回管理観測･

… ･ ･ ダム 堆砂量 ダム 堆砂量の 報告 = ‥ ‥

ダム の 堆砂量

〈安全管 理 の ため の 検査〉 くフ維持管理を要する ダ ム 建設〉

ダ ム 本 体 の 検 査 ‥ … ･ 建設省 3 年

発電貯水地 と しての 検査 ･ ･ ‥ ‥ 通産省 10 年

無 線 関 係 の 検 査 ･ … ‥ 郵政省 毎年

管理船の 中間 ･ 定期検査 … ･ ･ ･

小型 船舶検査機構 3 ･ 6 年

観測 ･ 警報装置 = ･ … 点検整 備 ･

機器更新
ゲ ー ト 関 係 … … 点検整備 ･ ゲート塗装
管 理 船 施 設 = = =

船 ･ 船 台塗装
管 理 棟 ‥ … ･ 防水処理 ･ 塗装

警 報 車 ･ ･ ･ ･ ･ ･更新

警 報 板 = … ･ 修理 ･ 更新

堤 体 施 設 … …

キ ャ ッ トウ ォ ー

ク塗装 1 ～ 5 F

写真 - 4 台風19 号状 況

の更新 を行い , 施設 の維持管理 と して は国営造成

施設県管理補助事業 に て行な っ て い る｡ ダム の施

設は, 発電施設と共同事業である こ とから基本協

定に基づく負担割合 によ っ て, 整備工種及び管理

費用の割合 を変え取組んで い る｡ 年平均事業費と

して , 約70 , 00 0 千円の 予算の もと整備計画を作成

して 計画的に整備を行な い , 事務経費 に つ い て は

平均約7 ,00 0 千円とな っ て い る
｡

刀 利ダム では, 近年の記録的な洪水と して平成

2 年 9 月1 9 ～ 20 日 の台風19 号 がある｡ 台風通過に

伴う影響が最大に達 した の は2 0 日の未明であり,

最大流入量は約33 0 Ⅲf/ s をA M 4 : 00 に 記録 した ｡

当時, 除塵機整備工事の た め水位 を低水位以 下

に下げ作業を進めて い た こ とか ら, ハ ウ エ ル バ ン

ガ ー バ ル ブ より放流を行な い 作業可能水位の確保

に努 め, ダム へ の総流入量約9 ,0 00 千 血 , ダム の貯

水位変動が約2d m の 洪水 に対 し, ダム か らは3 0 Ⅰぜ/

S 以内の 放流で対応 した ｡ ダム施設の著 し い被害は

なか っ た が, ダ ム周辺で は土砂崩れ等の被害が生

じた ｡

- 2 9

ま た, 多 く の ダム で対応に苦慮 して い る流木処

理 に つ い て は, 水位が上昇 し始める 4 月 ごろか ら

堤体に 添 っ て網 を設置し, 流木が網に収納された

段階で管理船に て処理場に運搬す る｡ そ の後, 水

位が下降し網が陸に上が っ た状態の 時, 人 力 にて

焼却を行なうこ とと して い る｡ こ の ような処理方

法もダム周辺 に民家がなく, 処 理場 の 確保ができ

る こ とか ら可能 で あ っ た ｡ 年間処理量 は, 平均1 0 0

出程度で経済的に処理 して い る
｡

写真 - 5 流 木 処 理

7
. 今後の ダム 管理

刀利ダム は
, 本体は じめダム に係る管理設備は

幾度の検討や水利模型実験等の 結果完成 した ダム

で ある ｡ こ の ような施設の機能 を永く維持す る に

は適切な保守 ･ 点検 ･ 整備が不可欠で ある ｡ しか

し
, 洪水吐ゲ

ー ト ･ 取水ゲ ー ト はゲ ー ト据付 け後,

巻上磯の基礎 コ ン クリ ー トや取水ゲ ー ト建屋 コ ン

ク リ ー トが打設されて い る こ とか ら扉体等を吊上

げ
, 持 ち出す こ とが できな い ｡ ま た

, 管理棟が急

峻な山の斜面 に位置 し, 取水施設と同じ建屋に あ

水と 土 第 95 号 19 9 3



表 - 3 台風 19 号管 理 状況報告

1 . ダム 諸元

流 域 面 積
klf

4 5
.
9
貯 水 池 面 積

血f

1
.
0 3

予備放流水位
m 常 時 満 水 位 m

3 45
.
0 ( 10 月 1 日

- 6 月2 5 日) 3 5 4 . 5

計 画 高 水 位
m 洪 水 期 制 限 7松 任 m

3 54
.
8 ( 6 月26 日

～ 9 月3 0 日) 3 4 5 . 0

洪 水 量
皿
3/ s

30 .0
計 画 高 水 量

m
8/ s

43 5
.
0

2
. 洪 水

項 目 洪 水開始 ピ ー

ク 洪水終 了

時 刻 2 0 日 0 時20 分 20 日 4 時0 0 分 2 0 日2 0 時30 分

累 計 雨 量 82 m m 19 2 m m 2 53 m m

貯 水 位 30 7 . 00 m 3 16
.
4 1 m 32 5

.
66 m

流 入 量 54 .2 0 m 与/ s 3 29 . 54 m 8/ s 27 . 6 2 m 3/ s

ダム 放流量 4
.
6 m 8/ s 1 8 . 43 m 3/ s 24 .8 5 m 8/ s

使 用 水 量 一皿
3

/ s 一皿
8

/ s - m
】/ s

全 放 流 量 4. 6
皿
3/ s 1 8. 43

m ゾs 24. 8 5
1 n
3/ s

3 . 特 記事項

洪水 に 伴う被害

児道金沢 ～ 湯桶 ～ 福光線

県境 に て土 砂崩 れ

県道福光 ～ 上平線

立野脇
～

下小屋 間に て 土 砂崩れ

通行止め

日 時 累計雨量 貯水位 流 入量

放流量

適 要ダ ム

放流 量 使 用水量 計

m m m m
3/ s m

8/ s m
3/ s m

3/ s

19 1 4 0 / 0 3 06. 0 8

1 5 1 / 1 3 06. 0 6
1

.
11 3
.
4 1 3 .4 1

1 6 7 / 8 3 06
.
0 4 2 . 00 3

.
25 3 .2 5

1 7 1 / 9 3 06
.
0 0 1 . 03 3. 25 3 .2 5

1 8 1 / 10 3 06 .0 1 3 . 80 3 . 25 3 .
2 5

1 9 2 / 1 2 3 06 . 12 9. 79 3 . 4 1 3
.
4 1

2 0 8 / 2 0 3 06
.
10 2

.
30 3
.
4 1 3

.
4 1

2 1 2 /2 2 3 06
.
26 1 2. 32 3. 7 1 3. 71

2 2 16/3 8 3 06. 28 1 1. 48 3. 7
1 3

.
71

2 3 7 /4 5 3 0 6. 40
1 0 . 79 3

.
8 5 3 . 85

20 0 28/7 3 3 0 6.
69 2 3 . 19 4 ,3 0 4 . 30

1 44/ 11 7 30 8 . 08 9 6 .33 5 .7 3 5 . 73

2 2 7/ 14 4 31 0. 62 20 5 .70 12 .9 2 1 2
. 92

3 2 7/ 17 1 3 13 . 34 24 4. 0 6
15 . 73 1 5

.
73

4 2 1/ 19 2 3 16 . 4 1 32 9
.
5 4 18
.
43 18

.
4 3

5 1 3/ 20 5 3 18
.
24 18 0. 4 0 - 19.8 4 19. 8 4

6 9 / 21 4 3 19. 82 1 58 .2 2 2 1. 00
2 1

.
0 0

7 1 3/ 22 7 32 0. 96
1 55 .
6 6 2 1
.
77 2 1 .7 7

8 9 / 23 6 3 22
.
06 1 50

.
3 6 2 2
.
58 2 2 .5 8

9 7 / 24 3 3 22
.
8 4 1 19. 70 2 3. 03 2 3 .0 3

10 5 / 24 8 3 23. 4 6 1 0 1.8 1 2 3. 48
23 .
4 8

1 1 2 /25 0 3 23
.
9 8 86 . 58 2 3

.
80 23 .8 0

12 1 /25 1 3 24
.
4 0 78 . 49 2 4. 05 24 .0 5

13 2 /25 3 3 24. 7 4 68 . 13 2 4 . 24 24.
2 4

14 0 /25 3 3 24. 9 9 5 7 . 20 2 4 . 42 24
.
4 2

15 0 /2 53 3 25 .
19 5 2 . 32 2 4 . 54 24

.
5 4

16 0 /2 53 3 25 .3 4 4 4
.
04 2 4 . 60 24. 6 0

1 7 0 /2 53 3 25 .4 6 4 1. 38 2 4. 72 24. 7 2

1 8 0 /2 53 3 25 .5 4 3 5. 83 24. 7
2 24

.
7 2

1 9 0 /2 53 3 25 .6 0 3 0
.
35 24 . 79 24

.
79

2 0 0 /2 53 3 25 . 65 3 0. 40 24 .8 5 24. 8 5

2 1 0 /2 53 3 25 . 67 2 7. 62
24

.8 5 24
.
8 5

る こ と か ら増築 ･･ 改築す る に も大工事に な り, 事

務所で は限られた ス ペ
ー

ス に て施設機器 ･ 発電機

等を酉己置し手狭な現状で ある ｡

ま た堤]頁道路は, 県道福光 ～ 湯涌線の
一

部 に使

用され, ド ライ ブ をはじめ多く の 車両がダム サイ

トを往来し, 近年, 交通量 が非常に多くな っ て き

て い る ｡ 設計では, 数年後の 交通量の増加及び大

型化 を見込 み有効幅員5 . O m , 橋 梁設計過重1 4 . O t

を採用し施工 された もの ではあるが , 今 と な っ て

は施設整備時の大型関係車両の交通及び車両の交

通事情か ら して大幅な規制 をしなければな らな い

現状である｡ 堤体観測は, 高所か ら行 っ て い る が,

手摺等の安全対策が不十分等の 問題が ある ｡ ま た

観測局の 保守 ･ 点検で は, 局舎 に よ っ て は徒歩 1

時間程の 山Ⅰ削こ設置され て お り, 緊急時の 保守な

どに 苦慮 して い ると こ ろ である ｡

よ り適切な管理 を行うため に は, こ れ ら の 点を

改善する必要が ある ｡

ダム の 管理 は, 前述したように情報収集が重要

で あり, 刀利ダム で は高度情報通信ネ ッ ト ワ
ー ク

ー 3 0 - 水 と土 第 9 5 号 19 9 3



や地方気象台から の情報を活用 して い るが, ダム

が富山 ･ 石川 の県境 に位置する こ とか ら富山県内

の情報の みでは今後の降雨予測が たて にく い と い

う問題が ある｡ その た め, 石川県の気象を電話に

て収集す るな どして対応 して い る現状 である｡ 刀

利ダム で は こ の よう な対策と して , 気象情報シ ス

テ ム を導入 し, 県内はじめ福井 ･ 石川 の気象情報

をより迅速 に得られるよ う計画 を進めて い と こ ろ

で ある｡ ま た そ の他 の 県の 情報に お い ても, 衛星

通信を利用する な どして簡単に情報交換が 出来 る

よう期待 して い る｡

河川捕報センタ ー

北陸地方 ただ今の降雨状況

1 12 5 与1 2 1

1 よ だ軋 1 1

5 0 0 0 0 5 0 0 7
1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 '
9 l . 射19 7 : 00

l

ュ

▲

11 2 1 1 I

n l l l l
.

-
.
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郎
…

郡
山

●

▲

2
,
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図- 9 気 象情報 シ ス テム 表 示例

さら に 現在苦慮 して い る の は , 洪水期間が始ま

る6 /26 か ら制限水位以下の貯水位 に確保する こ と

である｡ 職員にと っ て は, 操作規程 に基づき管理

をす る こと は勿論であるが , 夏場 に向けてのかん

が い 用水の確保 の観点か ら, 無効放流をで きるだ

けさ ける こと に努めて い る ｡ 結局刀利 ダム では,

洪水調節方式と放流量 の パ タ ー

ン を, 数種類比較

検討 し最も経済性の高 い もの を採用 し, そ の時の

洪水調節容量 に 基づ き洪水期の 制限水位 とか んが

い 開始時の確保水位 を決定 した も の である
｡

8 . お わ りに

ダム管理 の 経験か ら, 刀利ダム の 管理 内容及び

今後のダム 管理 に つ い て気付 い た点を列挙 した ｡

従来ダム 工事の施工現場か ら の報告は数多く発表

され て い るが施設管理に つ い て は少な い ようであ

る
｡ 今 回, こ の よ うな機会に報告でき , 今後のダ

ム の施設管理に 参考に なれば幸 い である｡ ま た ,

本年度 より進め て い る日中ダム と の統合管理 に つ

い て は流況デ ー タ な どが まだ少なく, ダム 貯水使

用計画が不十分な状況で ある ｡ 今後より適切な統

合管理 に努めると共 に, よ り安全な管理 を行 える

よう施設等の改善 を図づて い きた い ｡
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【報 文】

新田原井堰の施設管理に つ い て

斎 藤 晴 美 *
( H a r tユm i S A I T O )
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1
.
は じめ に

新田原井壕が建設された吉井川 は, 岡山県の 東

部 を商流す る河川で流路延長13 1 k m 流域面積2 ,11 0

k㌦を有 し瀬戸内海 ･ 児島湾に注ぐ中国地方でも有

数の大河川である｡

新堰が建設された地点 に は寛文 9 年 (1 6 69) よ

り約30 年 の歳月をか けて造 られた石積みの ｢ 田原

井堰 (旧堰) + があり, 豊渇の著 しさ の 緩和と, か

んが い に利用され , 同堰 の 受益地は県内の 中心的

穀倉地帯と して発展 してきた ｡

しか しなが ら用水源である吉井川は河川開発が

遅れ, 流域 の治山対策も十分 とは い えず, 渇水期

にi享用水不足, 豪雨時には排水不良をきた し地域

住民は長年に亘 っ て早魅被害 と洪水災害に 悩まさ

れ ,
一

方で は旧堰や用水路等の 老朽化も甚だ しく,

清 水 勝 也
* *

( 瓦 at u y a S H I M I Z 口)

重 康 勝 美
* *

( E atl 皿 i S IiI G E Y A S U )

5 . 新 田原 井堰管理体制 ･

組織
= … … ･ … ‥ … … … ･

訂

6
. 管理の 内容 ‥ ‥ … ‥ … … ･ ･ ･ … … ･ … ‥ … ･ … ･ … ‥ ‥

3 8
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… …
･
･ ･
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8 . お わり に ･ ･ … … ･ ･ … ･ … ･ ･ … … ･ ･ … ‥ … …
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…

･

4 0

農業生産性 の 向上 と経営の近代化 を図るう えで抜

本的対策の実施が熱望さ れて い た ｡

こ の ような背景の も とで用水配分の合理化, 用

水の安定確保を図ると とも に , 地区内の排水改良

を実施 して地域農業の 発展向上 を図るため, 新 田

原井堰が旧堰の直下流に取水と貯水を目的と して

中国四国農政局吉井川農業水利事業所に より建設

され た
｡

新堰は, 河 口から上流3 2 . 5 5k m の 地点の地点( 岡

山県和気郡和気町田原上地先) に建設され, 農業

用河川水門としては国内で も最大級の もので, こ

れ により吉井川計画高水量 (7 , 50 0 Ⅰぜ/ s e c) を安全

に流下させ るととも に , 下流地区の農業用水と し

て2
,
00 0 ×10

3

Ⅰぜの水量を貯留す る こ とが可能と な

つ た ｡

写真- 1 新 田 原井堰全景

* 岡山県農林部耕地課
* * 岡山県東備地方振興局耕地課
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2
. 吉井川農業水利事業の概要

本事業 は岡山市外 1 市 6 町の 水田5
,
72 0 h a の 用

水改良 を行う と と も に普通畑66 0b a 果樹園5 50 h a

に 対 し畑地か んが い を行うため , 吉井川 に新 田原

井堰, 坂根合同堰 を新設改修 し, こ れ と併 せ て地

区内の幹線用水路 ( 6 路線) の改修, 新設 , 揚水

機場 6 カ所 の新設 を行うもので , 農業用水の安定

的な確保 , 供給を行う こと に よ り農業経営の近代

化を図る ことを目的と したも の で ある｡

事業概要図は図- 1 の と お りで あり主な施設は

次のとお りで ある ｡
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(1)事業期間 昭和4 3 年度 ～ 昭和6 3 年度

(2) 坂根合同堰

農業用水の 取水に必要な水位を確保 し, 河川開

発事業に よる河川洪水の調節又 , 急激 に増加 して
きた上 ･ 工水な どの確保を目的と して農水省 ･ 建

設省 ･ 岡山県三者の共同事業で行 っ た ｡

型式 全可動鉄筋 コ ン クリ
ー

ト フ ロ ー テ ィ ン グ型

堰高 4 . 90 m 堰長 27 9 .
2 m

(3)新 田原井堰

型式 全可動鉄筋 コ ン ク リ ー ト フ ロ ー テ ィ ン グ型

堰高 8 . 2 0 m 堰長 2 20 m

(4) 揚水機

新 田原井堰

田ヽ

■

′

‾

て

′
/

坂 根合同堰
●

/へ
.

ヽ
､′

路

和 気 町

一
一 l

′ ヽ

凡 例

● ■ ■ ■ ■l 井堰( 頭首工)

水 路

■ ‾‾｢ 排 7K 路

⑳ ポ ン プ 場

受益 地( 田)

⑳ 受益 地(畑)
′
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1
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片
上
鉄
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′
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吉井川農業用水管理 所
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′
一 ■

､

､
備 前 市

建設省坂根共 同管理 所

長船町

一

一

l

l

一

-

邑 久 町

牛 窓町

図ト+ 吉井川農業水利事業概要図
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6 揚水機場 7 フ ァ
ー ム ポ ン ド

揚水機 (¢15 0 m In
～

¢3 00 m m 1 4 台)

(5) 用水路

6 路線 47 . 7k m

3
. 造成施設の維持管理

前述の 国営造成施設の維持管理 は, 基幹水利施設

であ る井堰及び幹線用水路 に つ い ては国営事業発

足時に受益地全域 の土地改良区を設立 し て維持管

理する ことを定めて い た ｡ こ の た め, 事業の進捗

とあわせ 当時 2 市 6 町と 2 用水組合に よ り組織さ

れ て い た吉井川土地改良事業促進協力会で土地改

良区の 設立準備が進められ, 昭和58 年4 月19 日 に

吉井川下流土地改良区が設立認可された ｡

そ して
, 国営造成施設の 新田原井堰 と坂根合同

堰及び既設の 鴨越堰の 3 堰
一

体管理と幹線用水路

の
一

元管理 に努力して い る ｡

以 下, 各施設毎の 管理体制, 施設管理 の 概要 を

簡単に 記述 し, 以下は新田原井堰を中心 に若干触

れてみた い ｡

(1)坂根合同堰

農水省, 建設省, 岡山県の 三者に よる共同管理

を行 っ て お り, そ の 管理費に つ い て は建設事業費

の負担割合(農水34 . 5 % , 建 設35 . 9 % , 岡 山県2 9 .

6 % ) と して い る｡ また , 堰本体の 管理 の 実務は建

設省岡山河川工事事務所が行 っ て い る｡ 左右岸の

取水ゲ ー ト に つ い て は農水省管理で あり, 実務は

管理協定に基づき吉井川下流土地改良区が行 っ て

い る｡

1 1
.
0 0

E L

な お , 井堰 の 管理 は24 時間 2 名体制 で対応 して

い る ｡

(2) 鴨越堰

昭和42 年 に 完成した既存施設であり, 農業用水

の外, 上水道 をはじめ大蔵省印刷局等の工業用水

が取水されて い る｡

こ の井堰の 管理 に つ い て は岡山県か ら西大寺土

地改良区 へ 管理委託され, 早魅時に貯水位が堰頂

よ り60 c m 以 上低下すると上水道の取水が 困難とな

る の で この堰上水位 を常に把握 しておく必要か ら

坂根農業用水管理所で監視で きるように な っ て い

る
｡

管理体制 は昼間( 8 : 30
～ 1 7 : 0 0) は管理職貞1

名を配置 して い るが, 夜間 に つ い て は洪水時以外

は対応 して い な い ｡

(3)用水路

国営造成施設幹線用水路 6 路線約4 馳m に つ い て

は, 平成元年 4 月 1 日付で農水省より吉井川下流

土地改良区が管理委託を受け
一

元化管理 に 向け努

力 して い るが , 田原用水路と大用水路に つ い て は

水管理等慣行に従 い 田原用水組合及び旭乗用排水

組合が実務 を担当して い る｡

次 に , 岡山市関係の 倉安川用水路, 二股用水路,

樋 ノ ロ用水路及び大用水路 の関戸放流口下流地区

に つ い て は吉井川下流土地改良区が総て の維持管

理 に あた っ て い る
｡

ま た , 早魅時に対応するた め に建設された坂根,

倉安川揚水機に つ い ては, 都市用水 9 者 の 共同代

理 人 であ る岡山県か ら管理委託 を受け当土地改良

22 0. 0 0 (堰 長)
4 0 .4 0 4 0

.
40 1 6
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3 新 田原井堰図洪水吐標準断面図

区が維持管理 し て い る ｡

(4) 畑地かんが い 施設

国営事業発足時の決定 に基づ い て各地区毎に土

地改良区を設立して維持管理 に あた っ て い る｡

4 . 新 田原 井堰の概要

(1)水門

1 ) 設計仕様

表一1 設 計仕様表

可動堰

調 節ゲ ー ト 洪水 吐ゲート

型 式
シ ェ ル 構 造 ロ

ー

ラゲ ー ト

( フ ラ ッ プ ゲ
ー

ト付)
シ ェ ル 構造 ロ ーラ ゲート

設 置 数 2 門 3 門

純 径 間 40 .4 m 40
.
4 m

8 .2 1 n
8 . 2 m屏 ｢司

(上段扉2.
4 m

, 下段扉5. 8
m )

設 計 水 位 8
.
5 m 8 . 5 m

堆 砂 高 2. O
m 2 . O m

水 密 方 式 3 方 ゴ ム 水 密 3 方 ゴ ム 水密

操 作 水 深 8. 5
1℃ 8 . 5 m

開 閉機型式
2 モ ー

タ ･ 2 ドラム 2 モ ータ ･ 2 ドラ ム

ワイ ヤーロ ープ巻取式 ワイヤーロ ープ巻 取式

開 閉 速 度
上 段扉 15 m i n

下段扉0.
3 m / m i n

0. 3
m / m i n

揚 程 11
.
1 1n 1 1

.
1 m

停 止 装 置 手動操作 手動操作

操 作 方 法 横側 お よび 遠方 機側 および 遠方

主 電 動 機
上段 扉 2 × 5 .5 k w

下段 扉 2 × 2. 2
k w

2 × 18 .5 k w

予備電動機 下段 扉 2 × 2.
2 k w 2 × 2

.
2 k lV

3 5

取 水 工

左岸取水 ゲ
ー

ト 右 岸取水 ゲ
ー ト

型 式 ス ライ ドゲート 2 段式 ロ
ー

ラーゲート

設 置 数 1 門 2 門

純 径 間 1
.
5 m 2

.
7

有 効 高 1. 5
m

4 . 9 m

(上段扉1.4
m
, 下段扉3.

5 m )

設 計 7斥 深 4. 38
m 7 . 98 m

堆 砂 高 0 . 4 m

水 密 方 式 4 方 ゴ ム 水 密 4 方 ゴ ム 水密

操 作 水 沫 4. 38
m 7

.
98 汀1

開 閉機型式 電動 ス ピ ン ドル
2 モ ー

タ
･ 2 ドラ ム

ワイヤ ーロ
ー

プ巻取 式

開 閉 速 度 0
.
3 m / m i n

0 .3 m / m in (上段扉

自動操 作時 0.
15 m / m i n)

揚 程 3 . 9 m 7. 5
m

停 止 装 置 手動操作

操 作 方 法 機側 お よび 遠方 機側串よび 遠方

電 動 機 3 . 7 k w 1 . 5 k w ( 4 P / 8 P )

魚 道

魚道ゲート 魚道流入 ロゲ
ー ト

型 式 多段式 フ ラ ッ プゲート 桁構 造 ローラ ー ゲ ー ト

設 置 数 8 段× 2 組 1 門

純 径 間 3 .O m 3 .-O m

有 効‾高
2 . 誕 m

,
2 .09 m , 1 .79 m , 1 .49 m

1. 19
m
, 0.89

m
,
0
.
59 m

,
0
.
59 m

4. 2
m

設 計 水 深 扉高 ＋0 .4 1 皿 6. 1
m

水 密 方 式 3 方 ゴム 水密 4 方 ゴ ム 水 密

操 作 水 深 扉高 ＋0.
4 1 m 3 . 71 m

開閉機 型式 油圧 シリ ン ダ
2 モータ

･

2 ドラム

ワイヤ
ー

ロ ープ巻取 式

開 閉 速 度 1 0 m in 0 . 3 m / m i n

揚 程 7 0
0

- 0
0

7. O
m

停 止 装 置 手動操作

操 作 方 法 機側 お よび 遠方 機側 およ び遠方

電 動 機 3 .7 k w 1
.
5 k w
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2 ) 各部 の 構造

①調節ゲ
ー ト下段扉 ･ 洪水吐ゲ ー ト

a
. 扉体前面形状 は屈曲形 を採用 した｡ こ れ に

より, 扉体 の 断面性能をあま り低下させ る こ と

なく, 屈曲部に作用す る水圧 に より鉛直方向の

荷重 , 巻上荷重を減少すると とも に , 堆砂 に よ

る摩擦抵抗の軽減を図 っ た ｡

b
. 扉体上部上流端に は円弧部分を設 け, 越流

水脈が扉体上面か ら剥離する こ と に よる扉体の

振動を防ぐ構造と した ｡

C
. 扉体め下面板に は約2 0 度 の傾斜 を設け, 跳

水及び堆砂と扉体下面板との 干渉 を避 ける構造

と した ｡ ま た, 本堰では
一

部 の ゲ
ー トか ら放流

した場合, 下流側に かな り高 い水位が予想され

てお り, そ の 水が扉体内部 に も入 りゲ
ー ト を開

閉操作する際, 扉体内部の 水位が外部水位に対

して遅れを生じ, 鉛直方向荷重および開閉荷重

が増加する の を極力小さくするた め前述下面板

に , 適切な注排水孔を設けた｡

d . 洪 水吐 ゲ ー ト は扉高が8 .
2 m と 非常 に 高 い の

で全体の 剛度を増 し, 上下流板の 有効幅を大き

くす るため , 扉体の中間に水平板を設けた ｡ そ

れ に より扉体内部の 点検が容易 に な っ た ｡

e
. 従来 の 片側 2 ロ

ー ラ式では ロ ー ラ 1 個当り

に作用す る荷重が大き くなる の で , 各 ロ
ー ラ に

作用 する荷重を小さく , 均等 にす るた め ロ ッ カ

方式と した｡ そ れ に より, 戸清は小さく, 戸当

り金物を軽量化す る ことがで きた｡

②調節ゲ ー ト上段扉

a
. 扉体は越流径間と上段扉高の比 に最も適 し

た魚腹形フ ラ ッ プゲ ー ト と した
｡

b
.
上 段扉下部水密構造 は最も漏水の 少な い 上

段扉と下段扉 を
一

枚 の 平 ゴ ム で連結す る方式 を

採用した｡

C
. 軸受は下段扉ダイ ヤ フ ラ ム の位置に合せ2 .

7 m ピ ッ チ に設けた ｡ 軸受メ タ ル はオイ ル レ ス メ

タ ル を使用し, 面端の軸受は擁み角を吸収する

ため球面プ ッ シ ュ を採用した ｡

d
. 上 段扉内部の防錆の た め扉体内部 に気化性

防錆剤を使用した ｡

③調節ゲ ー ト, 洪水吐ゲ
ー ト開閉装置

a
. 扉体面側 に それ ぞれ独立 した開閉装置を設

けて, ゲ
ー ト を開閉する機構 ( 2 モ

ー

タ ･ 2 ド

ラ ム 方式) を採用した ｡
こ の方式は長径間ゲ

ー

ト で は最も
一

般的なも の である ｡

b
. 上 記機構で は左右の 開閉装置が 同速度で作

動 しな い とゲ ー ト を開閉する過程で ゲ
ー トが傾

斜 し, 開閉操作に 支障を生ずる こ と に なる ｡ そ

れ を防ぐた め に左右の 開閉装置よ りゲ
ー ト開度

を検出し, そ の差が設定値 に達す ると自動的に

それ を修正す る差動セ ル シ ン装置を設けた ｡

C
. 商用電源が停電した場合, 予備発電機が故

障 した場合または主電動機が故障したとき の た

め に ポ ー タブル発電機を設 け, そ の発電機で駆

動可能な小形電動機を予備馬区動機と して設置し

た
｡

予備動力と して内燃機関 を開閉装置に直結し

て使用す る例があるが , 2 モ
ー タ ･ 2 ド ラム 方

式の開閉装置の場合は左右の 同調を必要とす る

の で予備電動機方式が有利である｡

d
.
調節 ゲ

ー ト上段扉の開閉機構は, 上段扉 ･

下段扉が それぞれ独立した開閉装置 を持 ち, 両

者 を上段扉用 ワイヤ
ー ロ ー プ で連結 したも の で

ある ｡ こ の た め, 下段扉が い か なる位置 にあ っ

ても上段扉の 開閉が可能であり, 上段扉が い か

なる姿勢に あ っ ても そ の姿勢を変える こ となく

下段扉の 開閉ができ る特長 をも っ て い る ｡

④補修用ゲ ー ト

調節ゲ
ー ト , 洪水吐ゲ ー ト の補修時に必要と

な っ て く る仮締切用ゲ
ー トで, 径間40 .

4 m を 1

ス パ ン のゲ ー トと する角落 しゲ ー トや フ ロ ー テ

ィ ン グゲ ー ト等が考 えられ るが, 両者とも大 ブ

ロ ッ ク, 大重量 とな り, 戸当り へ の装着, 保守

点検が大変困難となる ｡ した が っ て
, 本堰で は

径間4 0 . 4 m を 7 分割するポ ス ト分割方式を採用

した
｡
そ れ に よ り, 組立 の ための ブ ロ ッ ク数は

多くなるが , 1 ブ ロ ッ ク の大き さ, 重量が小さ

くなる の で トラ ッ クク レ ー

ン に よ り架設, 撤去

が可能となる ｡

(9 魚道ゲ ー ト

a
. 満水位 T ･ P 2 6 . 6 1 か ら最低水位T .P 24 .8 1 の 間

の貯水位の 大き な変化4 . 8 m に対応で き るよ う

8 段の フ ラ ッ プゲ ー ト 2 組 を直列に設けた ｡

実際遡上調査を水産試験場等の協力を得て行

つ た と こ ろ遡上は確認され た
｡

b
.
4 . 8 m の 水位変化の うち の低水位時の通路と

して魚道流入 ログ ー トを設けた ｡

⑥取水工
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a
. 左岸取水ゲ

ー ト は ス ピ ン ド ル式 の ス ライ ド

ゲ ー トと し, 右岸取水ゲ
ー ト は流量を コ ン ト ロ

ー ル す るた め積重ね式の 2 段式 ロ
ー ラ ー ゲ ー ト

と した ｡ 常時 の取水は上段扉 を巻き上 げ, 上下

段扉聞か ら行 い , 渇水時に貯水位が低下した場

合 は水路内の 揚水機場まで補給するため, 下段

扉 を巻き上 げ, 下段扉下部か ら行う ｡

⑦放流工

a
. 放流工ゲ

ー

ト に は小流量時の 流量精度を高

め るた め, 土砂流に対 して強 い ジ ェ ッ ト フ ロ
ー

ゲ ー ト と した ｡ ジ ェ ッ ト フ ロ
ー ゲ ー ト の水密は

シ
ー ル リ ン グと ス キ ンプ レ ー トの間で行うが,

オー
その シ ー ル リ ン グと コ ニ カ ル ノイズ の 間は 0 リ

ン グをラジア ル 方向に圧縮 して水密を確保する
オー

の が 一

般的で あるが , 水深が浅 い と 0 リ ン グの

圧縮 によ る摩擦抵抗が水圧よ り シ
ー リ ングを ス

キ ンプ レ ー トに 押し付ける力より大きくな り,
オ

ー

水 密の確保が困難となる の で 0 リ ングの 圧縮方

法 を水流方向にす る こと によ り低水深で の水密

性の 向上 を図 っ た ｡

(2)制御設備

1 ) 制御内容

a
. 洪水時制御

出水時に洪水を安全 に流下させるた め の制御で ,

ゲ ー ト全開 に移行 し始める暗か ら全開を径て再

び平水時に戻る間を い う｡

( a )全開過程制御

ゲ ー ト を全開に移行す るため, あ らか じめ堰上

水位 を低下させ る制御

(b)全開放流制御

ゲ ー ト を全門全開と し自然河道と して洪水を流

下させ る制御

( c)貯留過程制御

洪水末期に ゲ
ー ト を閉 じ つ つ 貯留を開始し, 平

常時管理水位に 復帰させ るた め の制御

b
. 定水時制御

洪水時移行未満 の流量時 に河道貯流を目的と し

た利水上 の 要求に従 っ た制御で , 堰 上水位を
一

定 ( 管理水位) に保 つ制御

C
. 渇水時制御

貯水され た貯水量を無駄 なく合理的に放流する

制御

2 ) 制御方法の概要

ゲ ー ト制御す るた め の概略的な流れ を示すと次

の とおりと なる｡

デ ー タ 収集
･ … ‥ 水位デ

ー タ ･ 雨量デ ー タ

J 取水量デ
ー タ

至≡ 画 壇司
‥ … ･ 異常デ

ー タ検出

J デ ー タ補正

至‡麺 垂亘コ
･ … ‥ 制御使用水位

J ( 水位 → 流量 に置換え)

麺亘≡巨垂匪コ
… ‥ ･

自動制御
･ 半自動制御

上 手動制御

垂匪亘;≡重囲
… …

移行 パ タ
ー ン の 判別

J

開度計算

J

ゲ
ー

ト操作指示

J

記録の表示

フ ァ イ ル作成

‥
… ･

制御 パ タ
ー ン に よ り各

制御対象｡ ゲ
ー トの 開

度 を設定

‥ … ･ 開度計算結果による開

度となる様各ゲ
ー ト を

操作す る｡

デ ー タ収集資料, ゲ
ー ト

開度等 を自動的に フ ァ

イ ル作成す る｡

(3)揚水機

田原用水機

横軸斜流ポン プ¢1 0 0 0 皿 × 2 台

和気用水機

横軸両吸込渦巻 ポン プ¢3 5 0 m m X l 台

(4)予備発電設備

発電機37 5 K V A 4 4 0 V

デ ィ
ー ゼ ル エ ン ジ ン 6 気筒48 0 P S

(5) テ レ メ ー タ ー

局

周匝水位局, 大多羅中継局, 津瀬水位局

(6) 警報局

新田原井堰, 中江 , 荒内, 田原下, 原上 , 原下

吉原, 河田原, 勢力, 徳富, 二 日市 (1 1 ケ所)

(7)新 田原井堰管理所

鉄筋 コ ン クリ
ー ト地下 1 階 地下 2 階建2 93 Ⅲf

5
. 新田 原井堰管理体制

･ 組織

新田原井堰 は昭和61 年 5 月 7 日 に本川ゲ
ー ト を

閉鎖 して 供用開始 した ｡ 同年 9 月30 日ま で は吉井

川農業水利事業所に お い て直轄管理され ,
そ の後

1 0 月 1 日から は頭首工 としては全国で初めての県
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表- 2 制御内容表

制御 パ タ ー ン
管理水位

(通常設定値)
開始条件 操作ゲ ー

ト 制御内容

全 開課程制御

堰流入量≧4 0 0 血 8/ s ■洪水吐 ゲ ー ト使用 ゲ ー ト全開に備え, 放 流喝

又 は ■調節ゲ
ー

ト下段轟使用 加制御範囲内で放流 し, 堰
流域平均累加雨量 ≧6 伽 皿 l 調節 ゲ ー ト上段扉起 立 上 下水佼差を小さくす る｡

全 開放流制御

囁流入量≧400 m a/ s ▼ 洪水吐 ゲ ー ト全 開 すみ や か にゲ ー トを全 開 し

堰上 水位 ≒ 堰下水任 ▼ 調節ゲ ー

ト下段扉全開

l 調節ゲー ト上 段扉起立
流水を流下 させ る｡

貯留課程制御 T P.＋26 . 6 m 津瀬流量≦800 n a/ s
■洪水吐 ゲ ー ト使用

■調節ゲ ー ト下段扉使用

l 調節ゲート上段扉起立

定水位制御 に復帰 させ るた

め
, 堰上 水位を管理水位 に

戻す｡

是水位制御 T P . 十 2 6 . 6 m

堰流入量 ≧

取水量 ＋ 責任 放流量

堰流入量 ≦400 m 3/ s

堰上 水位 = 堰下水位

△ 調節ゲ ー ト下段扉全閉

■調節ゲー ト上段扉使用

堰上水を管理水位 に 保 つ

渇水時制御 T P. ＋26 . 6 m 堰流入量 <

取水量 ＋ 責任放流量 ■放流調整 口使用

責任放流量の 放i嵐を行 い つ

つ
, 堰上 水位を管理水位に

復帰させ る｡

■ ▼ 使用 ゲ ー ト

写真- 2 中江警報局

管理補助事業地 区と して採択された ｡
こ の事業制

度の 創設にあた っ て は地元土地改良区理事長小林

穀氏ある い は当時の 県耕地課長で現首席農業土木

専門官の江頭輝氏等関係各位の御努力と農水省の

御理解 によ るも の と深く感謝 して い る
｡ 管理体制

は下流 にある坂根合同堰及び鴨越堰との連携 を密

に して適切な維持管理 に努める こ とか ら平常時の

人員配置は, 昼間は下流の吉井川農業用水管理所

に 1 名, 新 田原井堰に 2 名の改良区職員が2 4 時間

体制で管理に当 っ て い る
｡ 洪水時に お い ては, 岡

山県が定める水防計画書に 基づ き対応す る ことと

し
, 県職員 4 名と改良区職員 4 名が制御設備の適

切な操作と河川上下流の警戒, 関係機関 へ の通報

連絡等を適切に実施 して い る｡ な お , 筆者も こ の

井堰管理の
一

貞 と して配属されて は い るも の の ,

▽ 全 開ゲート l 起立 ゲ ー ト

△ 全閉 ゲ ー ト ー

倒 伏 ゲ
ー ト

こ の水管理操作等作業 に関しては新田原井堰管理

所 に常駐は困難で あり, 指導的立場で関与 して い

る ｡

6 . 管理 の 内容

(1) 水管理

吉井川は上流に洪水調節用の大きなダム が建設

されて おらず, 洪水時に は急激に増水す るため ,

上流 5 地点のアメ ダス情報と 2 ∴地点の 水位局デ ー

タ に より河川状況を適切 に把握 し洪水の 安全流下

を図 っ て い る｡ 又 , 本川主ゲ
ー ト を全開にす ると

維持用水の 自然取水ができなくなるため , こ の点

に つ い て も注意 を払 っ て い る ｡
そ して洪水 に つ い

て, 管理連絡会議 を毎年梅雨期前に , 関係市恥

警察, 消防, 用水組合, ある い は農水省, 建設省,

土地改良区等の参加の も と開催 し, 施設概要, 管

理状況
, 洪水対応等説明 し周知徹底 と御協力をお

願 い して い る｡

一 方渇水状況 に つ い て は, 新 田原井堰の貯留量,

坂根合同堰に お ける流入量, 鴨越堰の堰上水位等

を常に掌握 しなが ら, 吉井川の流量が次第に減少

し坂根合同堰 へ の 流入量が2 0 . 0 Ⅰぜ/ s に 近くな ると,

毎日午前 9 時にお ける吉井川流況とアメダス 情報

を関係者 に知らせ 渇水対策の準備をお願 い して い

る｡ ま た, 状況 に 応じて 渇水調整会議を開催 し,

節水, 間断通水, 揚水機運転等協議して い る
｡

こ の渇水調整会議は, 吉井川下流土地改良区が
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事務局 を担当してお り農業用水, 都市用水2 2 団体

に よ っ て設立された吉井川下流水利用連絡協議会

にお い て対応 して い る｡ 過去 に は都市用水 を含め

節水, 取水停止, 揚水機運転等新 田原井壬匿の貯留

量 を効率的に放流しなが ら対応してきた｡

基本的に は, 建設省と の河川法95 条協議 に よる

水利使用規則, 管理規程, 操作規程に よ り水管理

して い るが主な内容 は次の とお りである｡

･ か ん が い期 に お ける各季別毎の最大取水量の厳

守

･ 常時満水位 (2 6 . 60 m ) 最低水位 (2 1 . 8 1 m ) の

水位調整

･

洪水警戒体制時操作

堰流入量400 Ⅰぜ/ s を越 える と堰上下流水位差を

4 0 c 皿 に 近づける操作を行い4 0 c m 以 下 に な ると全

開

･ 放流

堰下水位の変動が3 0 分前 に3 0 c m 以 内にな るよう

操作

･

貯留制限

上流津瀬水位観測所流量を基準に季別毎 に制限

貯留操作の実施

･
一

般 に対する警報

ゲ ー ト全開時等の ス ピ ー カ ー 放送
,
サ イ レ ン吹

鳴の 実施

(2) 日常管理

毎日の ラ ンプテ ス 下に始ま り, 貯水池内の ゴ ミ

写真 - 3 新 田原井堰操作室

取り, オ イ ル漏れ等のチ ェ ッ ク, 清掃, 塗装の修

繕 , 部品交換修理等を行 っ て い る｡

(3) 調査 ･ 観測

河川法9 5 条協議に基づく貯水池内堆砂測量及び

各用水路にお ける水質調査, 流量測定 を行 っ て い

る ｡

(4) 点検整備

大半は 1 年点検を実施 して おり, 緊急時の稼働

不安をとり除くた め, ゲ
ー ト, 制御設備, 無線設

備, 予備発電設備, 電気設備保守等実施 して い る ｡

(5)整備補修

各整備サイ ク ル に基づき順次実施 して い る｡

(6)情報収集

洪水 , 渇水予測等に利用す る 5 地点の ア メダス

情報 ｡ 新 田原井堰と吉井川農業用水管理所間の通

信回線費等であ る｡

(7)建物保守

表 -

3 維持 管理実廣表

(単位 : 千 円)

昭和 6 1 年 昭和 62 年 昭和 6 3 年 平成元年 平成 2 年 平成 3 年 平成 4 年

施 設 管 】墾 1 0 ,
2 47 2 0 , 88 9 2 1

,
9 17 2 2 ,5 68 2 4

,
23 5 25

,
50 5 30

,
2 26

月 常 整 備 1
,
62 7 2

,
99 2 6 ,

8 71 4
,
0 61 4

,
4 42 4

,
6 44 4

,
4 12

調 査
･ 観 測 1

,
0 71 3

,
05 0 3

,
9 55 4

,
6 59 4

,
3 42 4

,
8 41 4

,
135

点 検 整 備 3 , 6 13 7 , 73 4 9
,
3 15 9 ,3 68 8 , 8 82 10 , 0 54 1 1

, 464

整 備 補 修 3 7
,
5 95 4 3

,
2 50 39

,
2 08 40

,
376

情 報 費 1
,
1 51 2

,
2 26 3

,
4 07 3

,
1 63 3

,
1 20 3

,
1 19 3 , 116

建 物 保 守 4 40 60 0 6 43 7 04 6 56 4 3 1 9 59

電力料
･

油脂費 3
,
2 76 7

,
5 47 8

,
2 40 8

,
1 16 8

,
3 71 8

,
0 70 8

,
284

雑 費 1
,
2 47 2

,
3 36 2

,
4 72 4

,
3 07 4

,
5 11 4

,
5 42 4

,
8キ5

計 2 2
,
6 72 4 7

,
3 74 56

,
8 20 94

,
5 41 10 1

,
8 09 1 00

,
4 14 96 , 23ト

整 備 補 修 内 容

1 号調 節

ゲート塗装替
同上 ワイ ヤー
ロ ー 7

0

整備

3 号洪水吐

ゲ ー ト塗装替

同上ワ イヤ
ー

ロ ープ整備
農業用水管理 所

空調設備補修

1 号洪水吐

ゲート塗装替
同上 ワイヤ

ー

ロ
ー

プ整備

2 号洪水吐

ゲート塗装替
同上 ワイヤー
ロ ープ整備

- 3 9 - 水 と土 第 9 5 号 19 9 3



(8) 電力料 ･ 油脂費

(9) 雑費

丁
. 管理上 の今後の方針

毎年維持管理費 は増嵩す る傾向に ある ｡ 実際筆者

も当現場に配属され るまでは施設が完成すれ ば仕

事も終 りと思 い 込んで い たため, こ ん な に維持管

理 が大変だ とは思わ なか っ た ｡ こ の ような観点か

ら
, 将来の維持管理 を念頭に お い て, 調査, 計画,

設計を行う必要があると痛感 した ｡

しか しなが ら, 施設完成まで は負担金も惜 しま

な い が, そ の後 の管理費 に多大な額を投ずるの は
一

般的 に 理解を得るのが困難な状況に ある ｡

た と えば橋梁工事で は, 設計時 に は完成後の塗

装香の経済性 をあまり考慮 しな い で, そ の後鋼製

桁 の維持管理塗装費に相当の経費 を要 して い る例

が散見される
｡ 具体的に は, 鉄鋼構造物の塗装替

ある い は各部の 取替等維持費に 占める割合が大き

く水門に い た っ て は, 塗装替時期が非洪水期, 非

かんが い期に限定され, か つ 貯水池の 水位を低下

させ る ことが困難で あるため , 仮設備等で予想外

の費用が必要である｡ ま た, 水門では高耐食性の

開発材 の使用, ゴ ム 以外 の 水密材の使用等に より,

今後維持管理費の 軽減を図る こ とも検討に値す る

と思われ る｡

新 田原井堰にお い て は, 塗装替周期 は 7 年, 水

密 ゴ ム 取替周期 は1 0 年 と異な っ て おり, 同時 に整

備すれば多額の仮設備費が 1 回分不要とな り低減

に つ なが る｡ 単純 に ゴ ム の1 0 年 を1 4年 に す ればサ

イ ク ルが合致 し解消されるが , 現段階で は1 1 ～ 14

年 の 間の水密ゴ ム は異常事態の発生に脅 えるより

は安全性の追及の 方を選択 して しまう ｡
こ の事例

でも将来の 維持管理 を考えれ ば水密ゴ ム に匹敵す

る1 4年寿命の新製品や1 5 年 を寿命と した新た なワ

イ ヤ ー ロ ー プ な ども開発されてよ い ｡

要 する に , 建設時に完成後の 維持管理計画 (特

に整備補修) をも考慮した設計内容と し, 建設費

と維持管理費の低減 を図りた い ｡

次 に制御設備に つ い て感じた こ とを述 べ てみる

と
` `

si m pl e i s b e st
”

と 言われ るように シ ス テ ム を

構成す る各設備一機器, 装置とも使用す る側から い

つ て も単純なも の が望ま し い ｡

また , 自動制御設備に お い ては , 実際管理 の 試

行期間を長く し, 自動制御方式, 定数等の変更を

- 40

繰 り返 しなが ら安定度の高 い 制御 に移行 して行き

た い
｡
こ の ような移行プ ロ グラ ム費用も設置時 に

組み込 む ことも検討 して頂き た い ｡

さ ら に , 制御設備類は更新年を修理部品の在庫

等 を含 めメ
ー カ ー

側 も1 0 年 と定 めて い る ようで

｢ 日進月歩+ 製品しか も高価なも の に 巨額の更新

費 を投入す るよ りも, 今後リ ー ス 契約等による コ

ス トの 低減も検討しては どうか と考える ｡

もう
一

つ は, メ ン テ ナ ン ス である
｡ 水門, 制御,

電気等の 性能, 機構 を熟知 して い るメ ー カ ー に ユ

ー ザ の良き主治医とな っ て欲 し い ｡ そ の 方策 と し

て次の ような事項が考えられる ｡

①カ ル テ ･ 管理 カ
ー ド

点検整備記録等を刻明に フ ァ イ ル し瞬時にと り

だせ る ｡

②完成図書 ･ 取扱説明書

メ ー カ ー ･ ユ ー ザ と も誰で も い つ で も取り出せ

るような体制を整備 しておく ｡

③メ ン テナ ン ス マ ニ ュ ア ル

全国ネ ッ トで の メ ン テナ ン ス情報誌の発刊を行

い ユ
ー

ザ
ー

の情報増, 知識向上 を図る ｡

④メ ンテ ナ ン ス技術の レ ベ ル ア ッ プ

従来の 経験に基づく診断体質に メ ス を入れ , 新

計測器 の開発等質的向上 を図る｡

⑤緊急時の 即応体制の 確立

関連会社, 子会社 , 地元業者等とタイ ア ッ プ し

全国ネ ッ ト網を確立しメ ー カ ー

の 責任 にお い て

即応先 を確保する ｡

8
. おわ りに

｢造成+ か ら ｢管理+ の時代 と い っ て も過言で は

な い 今日, 施設管理 に対する認識は非常に 薄く施

設管理 の 重要性をも っ と関係者, 自治体等 へ P R

す る必要がある｡ そ して農業用施設の み に と どま

らず混住社会化 した農村にお い て, 環境保全 を図

るた め に も賦課金だけで はなく, 公共性の高 い 基

幹施設に つ い て今後とも管理費用の助成強化をお

願 い した い と思 っ て い る｡

執筆 の機会 を契機に施設管理 に係る原点を振り

返り
, 今後とも これ らの事業の 積極的な推進に努

めた い と考えて い る｡
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地勢は東西1 3k m , 南北22 k m , 標高 5
～ 9 m か ら

2 6 m
, 傾 斜は80 0 分 の 1 か ら1

,
50 0 分 の 1 で, 概 ね平

坦地 である｡

か つ て は日本の デ ン マ
ー ク と称せ られる先進的

な農業地域で あ っ た が , 19 6 0 ( S 35) 年頃か ら混

住化地域 へ と変容 し, 現在はほ とん どが兼業農家

(平均経営面積0 . 7 h a) で , 営農組合による受託農

業が盛んである｡

明治用水は, 18 0 8 年 に安城市に住む都築弥厚翁

が , 農民 の 貧困と水利の 不便を憂い , 矢作川の 水

を分流 し, こ の台地 に導き 開田する計画を立てた

のが始ま りで ある
｡
こ の計画は幾多の困難 を克服

し つ つ 多くの人々 に 引き継が れ, 1 87 5 ( M 12) 年

に 工事が着手され た ｡

矢作川の 取水施設も開削当初 は, 現在 の頭首工

よ り1 . 8k ln 上 流地点に , 粗菓や礫 を使用し川をせき

止 め
,
川中 に堤を作 っ て引き入 れ て い たが , 度重

な る洪水に よ っ て決壊 した の で, 1 90 1 ( M 34) 年

か ら1 9 09 ( M 4 2) 年 に か けて, 現在の 頭首工か ら

0 . 4 k m 上 流 に , 水利組合独自の財源 で総事業費1 5 万

3 00 円 ( 現米価換算 5 億6 , 00 0 万円) を投 じて, 人

造石 ( タ タキ) 造り の堰堤を完成 した ｡
こ の堰堤

はア ー チ式構造で , 堤延長1 1 6 . 36 m , 中央 に流筏

路と魚道, 左岸 に は船通し間門を設けた近代的な

も の であ っ た
｡

こ の堰堤の完成に よ り, 台地 の 開発も急 ピ ッ チ

に進み, 1 9 10 ( M 43) 年頃まで に は, 8 , 0 00 h a 余 り

の 水田 に かんが い された ｡

1 91 1 ( M 4 4) 年 に は水利組合は, 関西府県連合

共進会に , 水源工作物の模型 を出品し, 水利 に つ

い て の事業成績 を紹介 し, 農商務大臣か ら
一

等金

牌 を授けられた
｡

こ の 旧堰堤の
一

部 は現存 し, 設計図面等も保存

されて い る ことか ら, 貴重な産業遺産と して, 日

本産業考古学会か ら産業遺跡 と して推薦さ れて い

る ｡

現在の 頭首工 は国営事業で, 1 9 51 ( S 2 6) 年 か

ら1 95 7 ( S 32) 年 2 月 に か け, 事業費約 6 億円を

投 じて 完成 した ｡

そ の 後, 川床低下や都市用水との共用に よる維

持管理面か ら, 1 97 8 ( S 53) 年か ら19 84 ( S 59)

年 3 月 に か け事業費1 7 億 5 千万円を投 じて, 護床

工整備, 予備ゲ ー ト新設, セ キ柱上部に は上屋を

設置 し
,
既設ゲ ー トの 整備と, 制御操作 を容易に

し現在に至 っ て い る｡

2 施設 の概要

い) 頭首工

現在の頭首工の 概要は次の と お りである｡

◎取水量 右岸 農業用水 (明治)

工業用水 (県)

左岸 上水道 (県)

農業用水 (南部)

〃 ( 矢作)

計

3 0 . 00 Ⅰぜ/s

4 . 02 〃

1 . 23 ･ 〃

1 . 43 ノ/

5 . 50 〃

42 . 18 〃

◎規模等

形式 フ ロ
ー

ディ ン グタイ プ

堤長 1 67 . 3 0 m

洪 水吐 径間1 6 . 50 m 扉高 2 . 8 0 m

7 門 ( ロ
ー ラゲ ー ト) L = 13 3 . 0 0 m

エ プ ロ ンL = 35 . 5 0 m 苦 床L = 99 . 20 m

土 砂吐 径間5 .0 0 m 扉高5 .3 0 m

4 門 ( ロ
ー ラゲ ー

ト) L = 26 .0 5 m

エ プ ロ ンL = 35 . 5 0 m 護 床L = 1 25 .O m

そ の 他 (魚道他)

堤上高 (取水位)

L = 8
.
2 5 m

E L = 3 0 . 10 m

付 帯施設

取水工

右岸 径間 3 .1 0 m 扉高2 . 10 m

4 門 ( ス ル
ー

ス ゲ ー ト)

左岸 径間1 . 50 m 扉高2 .1 6 m

l 門 ( ス ル
ー

ス ゲ ー ト)

径間2 . 00 m 扉高2 . 1 6 m

l 門 ( ス ル
ー

ス ゲ
ー

ト)

魚道 右岸 階段式巾2 .0 0 m l ヶ 所

左岸 階段式巾3 .0 0 m l ヶ 所

沈砂池 幅員 10 . 00 m

4 連 L = 50 . 00 m

沈砂容量 7 40 Ⅰぜ

管理橋 幅員 3 . 6 0 m 橋長L = 1 7 .O m

操作制御 機側及び遠方操作

予備ゲ
ー ト

洪水吐 径間18 . O m 扉高2 . 8 m

l 門 ( 鋼製 フ ロ
ー

テ ィ ン グゲ
ー

ト)

土砂吐 径間5 .
O m 扉高5 . 30 m

l 門 ( 鋼製角落 しゲ ー ト)

(ロ) 水管理施設

水管理施設は国営事業 で造成され, 1 98 1( S 5 6)
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写真- 】 明治用水頭首工 の 全景

年か ら使用 し, 水源管理所で頭首工と明治用水幹

線水路の制御 と監視を
一 元的 に行 っ て い る｡

◎シ ス テ ム の 目的

国営事業で造成された幹線永路は明治本流, 中,

東 , 西 の各井筋総延長 は2 2k m に お よび, こ の ため

水路 に設けられた分水工, 制水門が, 広 い地域に

分散する こと となり, 管理 を複雑に して い る｡

明治用水管理 シ ス テムは, 水源管理所に設けた

中央藍視制御室か ら頭首工の操作監視 と, 分水工

(0 . 3Ⅰゴ/ s以 上) , 制水門1B カ 所 の操作監視お よび

分水工 (0 . 1 m ソs 以上) 1 0 カ 所 の 監視 を行 っ て い

る ｡

こ の シ ス テ ム の目的は次の とおりである｡

プ
ロ

セ

ス

設

備

薗
首
工

①頭首工取水施設か らの 適正 な取水 ｡

②幹線水路並び に支線水路 へ の最適配分｡

( 分水量把握率97 %)

③用水施設の無断操作, 並 びに操作 による トラ

ブ ル防止及び早期発見 によ る処置｡

④集中遠方監視制御に よる無人化等省力化｡

◎ シ ス テ ム の構成 とその機能

この シ ス テ ム は, 大 きく分けて (彰頭首工 自動

制御 シ ス テム ②監視警報 ･ 制御 シ ス テ ム ③デ
ー タ処理 シ ス テム ④情報伝送シ ス テ ム ⑤テ レ

ビ監視シ ス テ ム か ら構成さ れて い る ｡ こ れ ら の シ

ス テ ム を有機的に結び つ 仇 各用水施設の集中管

理によ る合理的な水の利用と, 災害の防止 を実現

する ｡

シ ス テ ム の構成は, 明治頭首工に中央管理所(親

局) を置き, 各利水施設を子局, 孫局 に分 けて親
～ 子 ～

孫の構成と し, 伝送路は全て有線回線 (私

設) とす る シ ス テ ム と な っ て い る
｡ 詳細は, 図叩

2 の とお りで ある｡ な お , 県営事業で造成された

施設の水位監視シ ス テ ム 3 ケ所は, 土地改良施設

維持管理適正化事業で設置した ものである｡

各 シ ス テ ム の機能は次の と おりである｡

①頭首工自動制御シ ス テ ム

明治頭首エ に は, 本川側 に汲水吐門が 7 門あり,

こ のゲ ー ト の開閉を調整する こと によ っ て上流水

水 腹 管 理 所
自動制御 シ ス テム

自動制御装置
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位を
一

定 に保ち, 取水量と放水量の適正な配分を

行う｡

本 シ ス テムで は, 最 も制御過程が簡単で , 計算

を簡単に行うこ と の できる専用機器に よ る設定水

位制御を採用, 洪水吐ゲ
ー ト 7 門の うち 1 門を選

択して自動制御を行う ｡
そ の他のゲ

ー ト は操作員

の手動操作 とす る ｡ 制御 に あた っ て は, 上流水位

を設定 し, こ の水位 を中心に, 水位 の変動が許容

され る範囲内にゲ
ー ト の動作点を設ける ｡ 上流水

位が上限水位, ある い は下限水位にな っ た時にゲ

ー ト を動作させ る｡ ゲ
ー ト は動作後,

一

定の不動

作時間を設けて い る｡

(参監視警報 ･ 制御 シ ス テ ム

水路の各分水工
･

制水門か ら送られて くる情報

は, 中央監視制御室の グラフ ィ ッ ク パ ネ ル と操作

卓に表示され る｡ 集 められ るデ
ー タ は, 時々 刻々

と変化する水位, 開度, 流量な どで , そ れ ぞれ整

理統
一

し て出力表示 されて い る｡ 例えば, 水路施

設に異常が発生 した場合には, 操作卓で異常項目

の ラ ンプ フ リ ッ カと ブザ
ー に よ り知らされ る｡ ゲ

ー トの開閉制御 は, 操作卓の選択操作によ り, 遠

隔制御す る ことができ る｡

遠隔制御に は 2 挙動方式 を採用 し, 操作ミ ス の

防止が はかられて い る｡

⑨デ ー タ処理シ ス テ ム ( デ ー タ ロ ギ ン グ)

中央監視制御室には, デ
ー タ処理 を行う コ ン ピ

ュ
ー タ を設置 し, ロ ギ ング

･ プ ワ ン ク 一

に よ っ て

水位 ･ 開度 ･ 流量な どの デ
ー タ を自動的に記録 し,

日報を作成 して い る｡

また , 水路, 施設, 主要機器な ど に異常が発生

した場合 は, そ の時亥すや 内容 を入出力プリ ン タ
ー

が記録す る｡ コ ン ピ ュ
ー タ は収集デ ー タ の ス ケ

ー

リ ング, 平均値, 最大値, 積算値な どの 演算, ロ

ギ ング ･ プ リ ン タ ー の 制御 を行 っ て い る ｡

コ ン ピ ュ ー タ に は, ミ ニ コ ン ピ ュ
ー タ と して定

評のある H I D I C O 8 - L を 採用 し, 将来の 施設拡

張と運用の拡充 に対処できる構成とな っ て い る｡

④情報伝送シ ス テ ム ( 遠方監視制勧装置)

か んが い水路 に設けられた制水門ゲ
ー トや分水

門ゲ ー ト設備 は, 互 い に裔れ て い るた め, 遠方監

視制御装置 を使用 して必要な計測デ
ー タ, 異常 デ

ー タ, 状態デ ー タ及び制御指令信号を中央監視制

御室との間で送受信 して い る｡ こ の装置は, 親局

1 対子局 N とす る 1 対N 対向方式を採用し, 時分

割に よるポ
ー リ ング ( ス キ ャ ン ニ ン グ) 方式で計

測 ･ 監視デ
ー

タ の収集を行うもの で , 機器 の 操作

を行うとき に制御指令を伝送する ｡ 伝送路に は私

設専用線を採用 し, 水路 に そ っ て布設 して い る｡

ま た, 将来 の施設拡充に備 え, 十分な拡張性を

もたせて ある｡

⑤テ レ ビ監視 シ ス テ ム

水源管理所で操作 した内容は, 1 5k m 離れ て い る

安城市大東町に ある土地改良区事務所で , モ ニ タ

テ レ ビを見な がら監視す る ことができ る｡ こ れ に

よ り土地改良区で は全体の 配水状況 を見なが ら,

状況 に応 じた適切な水管理を行うこ とが でき る｡

増水時の減水
･ 復水操作が迅速 にで きるように

連絡 を行う ととも に, 渇水時に はモ ニ タ テ レ ビを

通 じて, 矢作川の流況や各用水の配水状況 を映 し

出す ことが できる ｡

写真- 2 中央監視盤と操作卓

なお, 頭首工の上下流と ,
7 . 5 k m 下流 の 除塵機

にも監視テ レ ビを設置し , 操作 の安全 に努めて い

る
｡

◎監視制御方式

各局の監視制御方式の 考え方は次の とお りで あ

る
｡

①各局 へ の バ ル ブゲ ー ト操作 は, 全開, 全閉,

また は寸動可能と した手動操作で伝える ｡

②親局にて, 監視及び制御 に必要な各局の機器

状態及び計測地帯の施設情報は, 情報伝送柴草を

介して親局 に伝送す る｡

⑨親局に は, 本 シ ス テ ム の中核 をなすデ
ー タ処

理施設 を設 けて, 施設デ
ー タ の監視及び記録の自

動化を行 い , 明治頭首工 , 幹線調整水門, 左岸取

水工 は, 直接制御 を行う｡
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④親局 に集められた各局の デ ー タ は, 毎時毎に

プ リ ン タ ー

へ 印字を行う｡ 幹線水路の全系統把握

の た め に
,
監視 グラ フ ィ ッ ク パ ネ ル を設け瞬時監

視 を行う｡

◎監視制御項目

監視制御項目は表- 1 の と お りで ある ｡

3 管理体制 ･ 組織

㈹土地改良区の組織

明治用水 は, 民間人の発想, 民間人 の資金で開

削され た用水である｡ そ の 気運が開削当初か ら自

主的な組織である ｢井組総代+ , ｢ 土功会+ を組織

し, 村々 から総代を選出し運営されてきた ｡

当時 の組合規程に は 5 人の委員を選出し, 担任
は 4 分科 に分け

,
その 1 科 に 水源見張所事務が あ

り, 委員が常住 し
, 玖守, 常備人夫を使 っ て管理

して い た ｡-
こ れ ら の 費用も土木費支出法に

"

水源

玖前
一

切 の工事は組合費をも っ て支出する
”

と記

され て い る
｡
こ の よう に水源玖は長 い間組合の 委

員, 後 に は組合吏員の監督指揮のも と現地採用の

人 に よ っ て管理 されてきた
｡

明治用水地域 で大きく管理方法が変容 した の は

19 6 9 ( S 44) 年 か らである ｡ 地域内の混住化に よ

る水質汚濁と水利施設の安全性, 水管理 の 合理化

と土地の 有効利用等鑑み水利施設の管路化 に踏み

切 っ てか らである ｡
そ こ で土地改良区で は, 今 ま

で の地元 の 役員 (水路総代) に変り, 土地改良区

職員が樋管操作す る ｢直轄管理 方式+ を導入 した ｡

そ し て, 1 9 71 ( S 4 6) 年か ら着工され た国営事

業お よび県営水質対策事業の進行 に合わせ , 更新

されて い っ た施設を逐次直轄管理化に移行させ 現

在 に至 っ て い る｡ 現在 の 土地改良区の 管理組織 は

図- 3 の と お りである
｡

担) 水管理機構 と業務分担

水管理機構は図一 4 に 示す と お りである
｡
ま た,

水管理 に関する業務 の分担は次の と お りで ある
｡

◎ 水源管理所

①明治用水頭首工お よび付帯施設の維持管理 に

関する こ と｡

②集中制御施設の操作に より, 頭首工 の取水量

の調整, 明治用水の 幹線水位, 分水量の監視お よ

び調整に 関する こと ｡

③集中制御施設の維持管理 お よび明治用水水管

理施設 (局舎) の点検に 関す る こと｡

4 5

④水源管理所の 維持管理 に 関する こと｡

(参明治用水上 流部の 分水操作 と巡視に 関するこ

と｡

◎ 用排水課

(∋用水の 申し込み の 取りまと めおよび関係機関

へ の連絡協議に 関す る こと｡

(参水源取水量並 び に分水の遠隔操作の指示 に関

す る こと ｡

③分水操作と水路巡視に関する こ と｡

④水路 (井筋) および付帯施設の 維持管理 に関

す る こと ｡

､ ⑤水管理施設の維持管理 に関する こ と｡

⑥矢作川水系の水利調整に 関す る こ と｡

⑦直轄揚水機の維持管理 に関する こ と｡

(参補助揚水機 の助成 に関す る こと ｡

⑨川ざら えの 助成に 関す る こと｡

⑩臥守に関す る こと ｡

用水 の管理連絡系統は図- 5 に 示 され , そ の手

順 は次の とお りで ある｡

①組合員は, 地区 の配水総代, ま た は用水総代

等 へ 申し入 れ , 各総代は地区の状況 を勘案 し, 土

地改良区 へ 用水希望量を前日の1 6 時 まで に 申し込

む ｡

②土地改良区で は, こ の申し込 み量 を集計 し,

翌 日の明治用水水源取水量お よび遠隔操作を行う

ゲ ー トの操作を水源管理所 へ 連絡する ｡

③矢作川用水の 分水希望量 に つ い て は, 矢作川

沿岸土地改良区連合 へ 申し込み をす る｡

④明治用水水源取水量 の変更の ある場合 は, 年

間計画申し込 み量の範囲内に つ い ては, 前 日の1 0

暗 まで に中電㈱岡崎支社給電所 へ 申し込み, 大 き

な変更の ある場合は愛知県岡崎農地開発事務所用

水管理課経由中部地建矢作ダム管理所 へ 連絡す る｡

(参表- 2 の 職員配置に よ り毎日除塵機の操作,

水路の巡視, 機側制御施設の 操作 を行うと共に 配

水状況を記録す る｡

⑥水源管理所で の水源取水状況, 明治用水の分

水状況, 幹線水位, 操作状況は毎 日9 時 に報告 を

受 け, 確認 し合 い , 取水実績 に つ い て は, 愛知県

岡崎農地開発事務所 へ 報告し, 矢作ダム の 運用状

況 に つ い て報告を受ける ｡

⑦水源管理所で は, 所長 ( 日勤) を除く 5 名が

交替で昼夜勤務 を行 っ て い る ｡ 夜勤は 2 名交互 に

2 週間交替で行 っ て い る｡
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理

事

長

事務局長

参 事

工 務 部

水

源
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所

水

源

係
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用

排

水

課

業 用

排
務
水
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管

課
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埋 設

係 係
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名

配

水

総

代

153

名

水

終

結

代
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名

国 - 3 土 地 改良区の 管理組織

用排水委員会 6名

井筋連合 10 名

事務局長 41 名

工 務部

水路総代 2 95 名

配水総代 158 名

組合員 14 , 1 5 9 名

図- 4 土地改良区 の 水管理機構

4 管理 の 内容

打) 頭首工

①矢作川本川の管理水位 は平時30 . 30 m ( 標高)

以下で, ゲ ー ト頂か ら溢水させ な い こ とが基本で

あり, 基準水位30 .1 0 m の 水位で管理 して い る｡

総

括

監

事

監

事

5

名

組 合 員

正

副

議

長

改

良

区

総

代

100

名

用排 水課 1 1 名

事務所 5名

水源管こ哩所 6 名

②水位の 管理 は, 通常は土砂吐ゲ ー ト上部の フ

ラ ッ プゲ ー トで調整 し, 更 に, 本川流量が多 い 時

は, 7 門ある洪水吐ゲ ー ト のうち中央ゲ
ー ト か ら

逐次両岸の ゲ ー ト へ 開い て本川水位 を
一

定 に保 つ

よう調整する ｡

③洪水時で は中央から洪水吐ゲ ー ト を順次開き
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監視
･ 操作 ･ 巡視

取 水指令

申

込

二

日

後

の

明治用 水地 区

水 源管理 所

矢作川 用水地区

岡崎農 地開発 事務所

用 7k 管 理 課

(前日の 1 6 暗ま で)

事 務 局

用 排7k 課

翌

日

視巡
-

下酎

配水 総代

水路総代

(直轄樋営1 7 3 ヶ 所)

矢作川 沿岸土地

改 良 区 連 合

7阻 合 員

本流井筋 28 ヶ 所

西 井 筋 5 0 ヶ 所

東 井 筋 27 ヶ 所

中 井 筋 1 6 ヶ 所

鹿 乗井笛 52 ヶ 所

※矢 作川 用水地 区につ い ては前
々 日 の 1 5 暗まで に 日希望 配水 量 を連 絡す る 0

国 - 5 用水 の 管理連絡系統図

表 - 2 土地 改良区 における水管 理職員の 配置と施設数 199 3 年

施 設 数量 分水数 主要付帯施設数 人員 備考

東首工 1 ケ 所 沈砂池 1 , 魚道 1 , 調 整水門 1 5 昼夜 勤務

水源管理所本流 (上) 7 k m 1 3 制水 門 1 , 放水 門 1 1

広 畔調節所 1 ケ 所 除塵機 1 ,潮 水 門 1 , 沈砂 池 2

1

明 治用水

本流 ( 下) 4 k m 1 5 制水 門 1 , 中東分水工 1

西 井筋 14 k 皿 5 0 制水 門 6 , 除 塵機 1

中井筋 9 k m 16 工 業 分水 1 , チ ッ ク ゲ
ー ト 6

東 井筋 11 k m 2 7 チ ッ ク ゲ ー ト 6 1

明治 用7K 計 45 k m 1 2 1 3 1 ケ 所

矢作川用水 15 k m 5 2 チ ッ クゲ
ー ト 1 2 1 矢作 用水

幹線 は一
県管 理課長 ･ 予 備職員 2

合計 60 k m 1 7 3 4 5 ケ 所 11

な がら水位は管理水位に保 つ よう努めて い る｡

④魚道 は漁業組合と の 協定 に よ り固定堰上1 0

c m の 水深を保 つ よう放流 して い る ｡

⑤建設省管理の 矢作ダム の貯水位は常 に留意 し,

水利調整協議会で定めたダム の運用水位, 呼びか

け水位が下が り始 め, 河川流況悪化の傾向の ある

時は, 電力会社給電所または上流の ダ
ム 管理所と

連絡 を密に して, 頭首工で の 無効放流を無くす よ

う努める ｡

⑥取水量 は左岸の 農業用水と上水, 工業用水は

愛知県岡崎農地開発事務所経由の 申し込み量 を取

水 し, 明治用水の 取水量は次 に述 べ る方法で取水
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量を調整す る｡

桓) 幹線水路

(彰水管理の方法は, 頭首工か ら7 .
5 k m 下流の 管水

路入 口 に 位置する広畔調節所の水位 (27 .2 0 m ) を

基準とす る｡

(動こ の 水位調節に は, 下流 の 中井筋二本木ス タ

ン ド水位(2 0 . 9 0 m ) と , 東井筋赤松ス タ ン ド(1 9 .

1 5 m ) を基準 に ± 5 c m の 範囲内で , 中井筋工業分

水中井筋ゲ
ー ト と, 中東分水工東井筋ゲ

ー ト ( バ

イ パ ス) を操作す る｡

③ 二本木ス タ ン ド下流 ( 国営事業下流) の 中井

筋で は夜這池ス タ ン ド水位 (1 5 . 9 8 m ) , 東山田 ス

タ ン ド水位 (14 . 55 m ) を ± 5 c m の範囲内で操作す

る｡

④赤松ス タ ン ド下流 ( 国営事業下流) の東井筋

西城連絡ス タ ン ド水位 (1 1 . 4 5 m ) を ± 5 c In 範囲内

で操作す る｡

⑤以上 の ス タ ン ド水位を調整しながら, 広畔調

節所水位 を2 7 . 20 m ±3 0 c m の 範囲内にな るよ う水

源取水量 を調整する フ ィ ー ド バ ッ ク方式で行 っ て

い る ｡

¢う 施設の管理

①水管理施設は㈱ 日立製作所製で あるの で , 点

検整備は製作者である㈱日立製作所中部支店 へ
一

括依頼 してし) る ｡

②製作者が異なる場合は, そ の 施設の製作者に

再委託 を認めて い る の で , 日立製作所が責任分担

す る｡ ( 契約書第 4 条)

③費用の 算出は, 施設毎の点検整備 に必要な人

員を根拠に して算出して い る｡

④契約は県企業庁との 維持管理費の 分担の 関係

で
, 水源管理所(頭首工) , 水道ヒ の 共用水路, 農

水専用水路 に分けて い る ｡

(9 こ の シ ス テ ム は19 8 1 ( S 56) 年か ら使用 して

い るが , ㈱ 日立製作所と契約して い る現在まで の

定期点検整備費は表- 3 の とおりであ る｡ な お,

打 ち合わせの結果施設 に よ っ て は, 毎年点検整備

しな い施設も ある｡

な お , 契約書添付委託業務仕様書1 - 4 項 に は
"

定期点検以 外で も, 当該施設に異常が発生 し,

その 連絡 を受けた場合 は, 直 ち に施設の点検整備

修復 に あた らなければな らな い ｡ た だ し, 落雷,

地震等天災地変, 不可抗力に起因する事故に つ い

て は別途協議の う え処理 を決定す る
' '

と な っ て い

る ｡

な お , 定期的の整備 ( 塗装, チ ェ
ー ン や ロ ー プ

の 取り替え等) は, 土地改良施設維持管理適正化

事業で対応 して い る｡

5 管理上 の 問題点 ･ 改善点

こ こ で, 参考 に なるか どうか分から な いが , 私

共が管理 して い る頭首工 に つ い て, 問題点や改善

点に つ い て 思 い つ く ま ま列記する ｡

(彰雷 に 弱 い 矢作川本川水位監視施設｡

通常雷が近づくと事前に買電よ り, 自家発電 に

切り替え, 買電から の誘導雷を防止 して い る ｡ し

表- 3 年 度別点検整備費 (定期)

区分

年度

水源管 理所 共 用水路 専 用水路 計
備考

金額( 千円) 歩撒( 人) 金額( 千円) 歩掛( 人) 金額( 千円) 歩才卦( 人) 金額(千 円) 歩樹( 人)

昭 .
57 3 ,

2 0 0 67. 5 6 , 700 13 7 2
,
2 00 4 5

.
5 12

,
10 0 2 50

58 3
,
2 40 62

.
5 7

,
110 137 .5 1

,
1 50 2 1 11

,
50 0 2 21

59 6 , 100 1 11 6
,
6 00 1 13 2

, 00 0 36 1 4 , 70 0 26 0

60 6 ,
9 00 1 21 6

,
9 00 1 21 1

,
20 0 21

.
5 1 5

,
00 0 26 3

.
5

61 6
,
4 50 1 11 5

,
6 50 97 2

,
0 50 36 14

,
15 0 24 4

62 6
,
9 00 1 17 3

,
9 40 67 1

, 70 0 29 1 2
,
54 0 2 13

63 6 , 4 00 1 08 2
,
8 00 47 .5 2

,
40 0 40

.
5 1 1

,
60 0 19 6

平 . 元 6
,
23 1 .5 10 2. 5 5 , 50 0 .2 90 . 5 1

,
2 15 .4 20 12

,
94 7 . 1 21 3

2 5 , 55 1 .7 8 8 . 5 6
,
83 9 .2 10 9 1

,
81 2

. 8 29 14 ,2 0 3 . 7 22 6 . 5

3 6 , 0 56.
4 95. 5 8

,
2 81. 2 1 31 1

,
23 6 19

.
5 1 5

,
57 3
.
6 24 6

4 8
,
6 10 .8 13 3 7

,
30 2
. 7 1 12 .5 1 , 68 9 .2 26 1 7

,
6 0 2 . 7 27 1. 5

5 9 , 16 7 14 0 . 5 8
,
12 6 .7 12 7 . 5 1

,
32 8 . 7 22

.
5 18 ,6 2 2 . 4 29 0. 5
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か し
, 付近に直雷があ っ た時は, そ の 影響は避け

られず, 操作制御シ ス テ ム の 停止事政は
一

瞬 に し

て起き る｡

一

方, 河Jt一に お い ては雷雨に よる増水が始まり,

放流開始右ミ刻々 と迫る中, 操作員は機器の異状回

復操作を試み るが ,
一 旦 故障した機器 は回復 しな

い
｡ 落雷被害の程度を調 べ 自分の手 に負えな い状

況を知り, 非常呼集を か け, 応援者が到着するま

で更 に 点検 を繰り返 し行う｡ そ の 間3 0 ～ 40 分 を経

過す る｡

例 えば, 199 2 ( Ⅲ 4 ) 年 8 月24 日 の 被害状況は

次の と お りである｡

1
. 矢作川本川水位計故障｡

2
. 操作室監視盤 ( グラ パ ネ) 中, 頭首工関係

の表示が停止 ｡

3
. 頭首工 , ゲ

ー ト全部が遠方操作不能｡

4
. 監視用I T V ( 工業用テ レ ビ) が故障｡

5
. 電源回路の ブ レ ー カ ー 数 ケ所が切れる ｡

6
. 左岸取水工水位計 (流量計) 故障｡

7
. 右岸流量( 取水量) , 沈砂池 , 調整水門水位

計 , 開度計故障｡

8
. 子 局孫局で 2 局の テ レ メ

ー

タ ー 故障｡

放流操作 を機側操作で行う際, 現在 の頭首工水

位が , どの程度上昇中であるか は, 目標物に よ る

判断 しか なく, 30 . 1 0 m の 水位維持に は程遠 い 状態

の水位維持となる ｡

頭首工の水位は, 現在測柱式水位計のデ ー タ を

監視 して い る｡ そ の 他 に , 洪水吐と土砂吐の 間の

ピア ー 上流面に水位目盛板が有り, I T V で も見る

ことが出来る｡ 今 回 の 事故で古ま, I T V も故障して

使う ことが出来な か っ た ｡ 従 っ て , 夜間のた め懐

中電灯 を使用 したが, 読 み取り は出来なか っ た ｡

頭首工 の 河川水位 は管理の基準で , 河ノーt の流況を

とら える上で , 大変重要であ り, 防災面 にお い て

も無視す る ことが出来な い デ
ー タで ある ｡

電気式測柱水位計 は, 故障の 際, 直読でき な い

欠点がある｡ もう
一

つ 機械式 フ ロ ー トタ イプで ,

しか も直読式の水位計を非常用として設置し,
一

方 が故障の際は, 切 り替え ス イ ッ チ に よ り切り替

え使用が出来れ ば, 安全性が増す 二系統化 を考え

る べ きであ っ た ｡

②水位調整ゲ ー

トの 度重なる トラブ ル ｡

頭首工の河川水位 は, 当初 は洪水吐ゲ ー ト ( 径

間1 6 . 5 皿) を開 い て調整 して い たが, 河川流況が

悪くなり, シ ビアな水位管理 が必要な とき に は対

処で きな い ｡ そ こ で, 国営造成土地改良施設整備

事業 ( S 5 8 年完了) で従来の土砂吐ゲ
ー ト の 上部

を改造 し
, 維持放流 をゲ

ー ト上段 より越流させ る

方式に換 えた ｡
上段ゲ ー ト の タイ プは ワイ ヤ ー 式

フ ラ ッ プゲ ー ト であるが , 下段土砂吐ゲ
ー トの ワ

イ ヤ
ー を兼用使用 して い る｡ 従来 の土砂吐ゲ

ー ト

を全閉状態に した後 ,
ワ イ ヤ ー の弛みを使用し,

上段 フ ラ ッ プゲ ー ト の重量 を利用 し開閉を行うも

の であるが, 開閉操作を繰り返 し利用すると , ワ

イ ヤ ー 弛み検出装置が働き異常表示が でて, 遠方

操作不能に なる｡

ゲ ー ト業者によ る年次点検の 際, 調整 を繰り返

し行 っ て い るにもかかわ らず, 毎年 トラブ ルが発

生 して い る｡ 機構上 の欠陥があるの で はな い かと

思われ る｡

(卦予備ゲ ー ト曳船の着岸施設が狭 い ｡

洪水吐予備ゲ
ー ト を曳航す るため, 2 隻 の作業

船が配備されて い る｡

常時は船台に 上乗され格納庫に入 っ て い るが ,

使用す るとき船台を水面 に降ろ した位置が , 河岸

よ り奥ま っ て い るた め, 着岸 1 隻目は接岸出来る

が, 2 隻日に な ると, 残 り接岸幅に ゆ とりが少な

く, 着岸 しに く い施設である｡

自動車で言えば路側駐車の 際, 前後 に駐車され

て い る狭 い ス ペ ー ス に 車を入 れる の と同様, 難 し

い 操船技術を要す る｡

④読みづら い 入 出力プリ ン タ
ー

頭首工 の 主要機器な どの異常, ゲ
ー

ト の動作,

停止 , 開度, 異常, 矢作川本川の 水位異常等が発

生した場合 は, そ の時刻, 内容 をプ リ ン タ
ー が記

録す るが, 使用文字は英 ･ 数字 の み, 従 っ て読 み

辛い表現である｡

例

07/1 2 09 : 5 3 ※ D O U S A S T A R T ※0 1 - 04

1 0

( 7 月1 2 日 9 時5 3 分 動作 ス タ
ー

ト 洪水吐

4 号 開度10 c m)

07/ 12 09 : 5 3 ※ D O U S A T EI S I ※0 1 - 0 4

9

( 7 月12 日 9 時5 3 分 動作 停止 洪水吐 4 号

開度 9 c 皿)

19 8 0 ( S 55) 年度設置時点でも, パ ソ コ ン はす

で に, 日本語D O S を使用 して い た時代で ある｡ こ
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の分野に お けるメ
ー カ ー サ イ ド の 汎用化が い か に

遅れ て い たか , ある い は旧式タイ プの シ ス テ ム を

買わ されたか の どち らか と云 える ｡

⑤1 時間遅れ の ロ ギ ン グプリ ン タ ー

矢作川水系で午前 9 時か ら翌日 の 9 時まで の 1

時間 ごと の デ
ー タ を 1 日 の 日報と して い る｡ しか

し, 今使用して い る ロ ギ ン グプリ ン タ
ー は1 0 時 よ

り ス タ
ー ト して い る

｡
そ の た め正規の 記録 は手書

き で日報 を毎日作成 して い る｡ 変更す る に も コ ン

ピ ュ ー タ の プ ロ グラ ム を変更 しなくて はな らず,

国営事業で採用 した コ ン ピ ュ ー タ は古く
,
プ ロ グ

ラ ム変更も作成者 しか変更で きず, 費用 もかか る

と い うメ ー カ の説明である｡ こ の こ とは後か ら監

視施設 を追加す る場合も同 じである｡ 国営事業区

間外の監視施設を後で取り込 んだ場合は別なス ペ

ー

ス に取 り込 み, デ ー タ はや はり手書きである｡

せ っ かくの 高価な機械 は役に立 っ て い な い 現状で

ある｡

⑥遡上 しな い魚道

頭首工の 魚道は左岸と右岸に設 けられて い る｡

左岸 は施設整備事業で60 m 延長 (総延長1 3 5 m )

し, 流水 に届く よう に改善 した｡ しか し, 本川水

位調整の た め の放流 は, 中央の洪水吐ゲ ー トか ら

開き, 微調整用ゲ ー ト は右岸に あ る土砂吐ゲ ー ト

の上 にある フ ラ ッ プゲ ー ト に よ り行 っ て い る ｡ さ

ら に悪 い こ と に頭首工直下流右岸 に豊田市の 下水

が入 っ て い る平常時0 . 5 Ⅰぜ/ s ～ 1 . 0 1ぜ/ s の 流量の あ

る河川が流入 して い る｡ そ の ため河川流量の少な

い 時 ( ア ユ の遡上期と田植え期の用水需要期 と重

なる) は どうしても流心は右岸に よ り, 魚 も右岸

魚道を遡ぽ り, 明治用水沈砂池か ら取入陸道 (延

長77 m ) を遡ぽらな けれ ばならな い の で
,
どう し

て も下流 へ 逃げ, 遡 上す る魚がすく な い ようで あ

る｡ せ っ かく改善された左岸魚道が利用されな い ｡

更 に魚道勾配が1/1 0 で流速が速い (0 . 5 m / s) 欠点

が ある ｡

明治時代 に つ くられた 旧堰堤の 魚道は, 施設の

中央に つ く られ , 勾配も1 /20 であ っ た こ と は興味

深い ｡

(卦使用され な い 自動制御装置

前述の シ ス テ ム の構成 とその機能で宿介 した よ

うに自動制御シ ス テ ム も目的の
一

つ で ある｡ 自動

制御が採用され て い る の は, 河川水位 を調整する

頭首工 の洪水吐ゲ
ー

トと , 明治用水 へ の取入調整

水門である｡ 構造的に はゲ
ー ト動作の

一

定 の 不動

作時間を設定すれ ばよ い訳で あるが , 流量が
一

定

量な らば可能と思われ るが, 河川流量, 農業用水

流量 は天候に よ り大きく変動す るため, 不動作時

間が短ければゲ
ー ト と頻繁に動作 し, 長 けれ ば調

整流量が多く実用に ならず結局使用されな い状況

である｡

⑧警報装置の増設

近年, レ ジ ャ ー の ア ウ トドア化に よ り, 頭首工

下流の河原や川の中 へ 4 W D 華 や カヌ
ー の 乗 り入

れ, ア ユ 釣り等, 水 に親 しむ人が増 え, 現在の警

報施設では, 音 が聞 こ えず川か ら出てくれ な い状

況 に ある｡

下流地点 に遠方操作で放流警報 を伝 える ことが

出来る施設の増設が望まれ る｡

音 は, 付近住民が迷惑す るの で出力に は限界が

ある｡ 光ある い は, 文字情報を考 える ことも これ

か らは必要 と思わ れる｡

⑨監視用I T V の カ ラ ー

化

現在導入され て い るI T V ( 工業用テ レ ビ) は,

モ ノ ク ロ で頭首工 の 上下流をモ ニ タ
ー して い草が ,

今
一

つ 解像度に欠ける ｡ 新規更新時に はカラ
ー

化

が必要と思う｡

6 今後の方針

明治用水頭首工 は前述の とおり主水源の 明治用

水 と矢作川本川の管理と
一 元的に行 っ て い る｡ 矢

作川水系の 新し い取水施設は愛知県が管理 し, 将

来 は水系
一

元管理 の空気もあり, その 手始め に今

年度( H 5 年) か ら各取水施設の水管理情報 を愛知

県の地方事務所内に監視施設を設置す る事業も着

手され る｡

近年 の水管理施設 は電子部品を多用 した高度 な

施設で , メ ン テ ナ ス の費用も大変であり, 土地改

良区が管理するのはきび し い状況である｡ しか し,

水 を使う者が直接取水施設を管理す る ことは, 水

源 ( ダム等) に も関心が強く水管理上大きなメ リ

ッ トで ある こ とを自負してお り, 今後も こ の 方針

を貫く所存である｡
.
しか し, 電子部晶の在庫年数

が短く , 部品が な い ため に施設更新を早めなくて

はならな い の で , 更新事業計画 を確立 し, そ れ ま

で に必要な現部品確保 を痛感 して い る｡ 今後国営

事業等で施設を造成す る場合, 電気メ
ー カ ー と こ

の 点をよく留意 して い た だく と共 に更新事業の 採

¶ 5 1 - 水 と 土 第 95 号 19 9 3



択 に は格別の 配慮をお願 い した い ｡

こ の 水管理 シ ス テ ム を12 年使用 して みて大きな

効果 を発揮 した の は, 本地域の 水需要の 増大に よ

り生 じて きた渇水時で ある ｡ 渇水時の対応として

は, 決 められ た節水量に より, 配水可能な地区ブ

ロ ッ ク を決め, ブ ロ ッ ク毎に時間給水を行う香水

制を取 っ て い る｡ そ し て
, 断水 ブ ロ ッ ク で も, 管

路内の 空気混入 を防ぐた め, バ ル ブ開度は開 い て

おく の で, 流量計で水配分の状況が監視 でき, 送

水時間 ロ ス の な い 管水路方式との 相乗効果と あ い

ま っ て
,
こ の 時の効果は大き い ｡ また , 本 シ ス テ

ム は
, 支線水路が 開水路を前提 に流量制御 を考え

られ て い るが, 支線水路が管水路方式で は流量制

御は非常時の みの使用で, 逆 に水位監視が重要視

され る｡ 現 シ ス テ ム で はデ ー タ処理 (記録) も流

量の みで
,
水位変動はデ

ー タ処理されて い な い状

況である｡ さ ら に , 水管理制御 シ ス テム は, 国営

事業区間のみで は効果が発揮されず, 県営や 団体

営事業クラ ス まで の水系 レ ベ ル まで
一

環 した シ ス

テ ム で統
一

す る こ と に よ り, は じめ て 大きな効果

を発揮するも の で ある ｡ 本地域でも こ の 点を強く

要望したが認 められず, 土地改良施設維持管理適

正化事業で, 別 に公社 ( N T T ) 線 を使 っ て水位監

視 シ ス テ ム を追加 したが, グラ フ ィ ッ ク パ ネ ル や

コ ン ピ ュ ー タ ー

に も組み入れで きず, シ ス テ ム の

一

貫性 に欠ける ｡

今後はある程度 の水系 レ ベ ル まで の
一

貫性ある

シ ス テ ム 導入 を希望す る｡

最後 に こ れら大規模な水管理制御 シ ス テ ム のメ

ンテナ ス に は多額 な費用を要し, 前述 の ように渇

水時 に大き な効果が発揮 できる こ とを鑑み, 流域

全体の利水に大きく貢献 してお り, ま た, 農民受

益者負担 に よる維持管理 は非常 に厳 しい状況に あ

る の で, 行政の管理費助成を強く強く要望す る次

第で ある ｡

引用文献

矢作川総合事業誌 ( 東海農政局)

東海農政局明治用水管理 シ ス テ ム ( 東海農政局

矢作川総合農業水利事業所
･ ㈱ 日立製作所)
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【報 文】

新川河口排水機場の 維持管理 ･ 補修に つ い て
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Ⅰ は じめに

｢越後の 西蒲原平野+ は, 今 日日本有数の穀倉地

帯と して知られて い るが, 元来 この地域 は水鳥の

たむ ろす る湖沼窪地の多 い低湿地 であ り, 出水期

には河川は氾濫 し濁流は耕地に侵入 し
一

面 の泥沼

と化 し農作物等に被害を与 え ｢ 三年 に
一

作+ と言

われ, 農家は塗炭の苦 しみ を度重ね てきた地域で

あ っ た ｡

戦後よ り, 国営新川 1 , 2 期事業および鎧潟干

拓を基幹 に附帯県営か ん排, 地盤沈下対策, 湛水

防除, ほ場整備, 農道整備事業等各種土地改良事

業が行なわれ , 土地改良施設数は膨大か つ 多種多

様である ｡

現在国営西蒲排水農業水利事業お よび附帯県営

事業 によ る分散排水 と いう中小河川並 み の 抜本対

策に よる排水改良が行 なわ れてお り, 完 了お よび

進行中の事業も含め ると総事業費2 4 00 億円余の 巨

額なもの とな っ て い る
｡

こ の よう に土地改良施設の改修 , 増大, 大規模,

高度化が進む中で, 施設 の管理 に対す る課題 も山

積 してお り, す で に ｢ 管理 の時代+ に 入 っ て い る

と言 っ て も過言で はな い ｡

本稿 で は, 国営造成施設県管理施設である新川

河口排水機場を中心 に管理 の実態及び管理上 の 問

題点, 今後の 課題に つ い て紹介する ものである｡

ⅠⅠ 概要

ⅠⅠ- 1 西蒲原地域の概要

西蒲原 は, 新潟平野の 中央部に位置し地域の西

* 新潟 県巻農地事務 所

次
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南部 は, 大河津分水路, 東南部 は信濃川と中之 口

川に , 北西部は日本海に 囲まれた地域で新潟市の

一

部 と燕市の 2 市及び西蒲原郡 の 5 町6 村 に また

がる総面積4 30 平方キ ロ メ
ー ト ル の 区域で そ の う

ち耕地面積は水田2 0 , 20 0 ヘ ク タ
ー

ル , 畑2 , 80 0 ヘ ク

タ
ー

ル である｡

地形 は, 南部か ら地域の 中心部に ある鎧潟 (現

在国営事業に より干拓) まで , 1 /2 , 0 00 の 勾配で傾

斜 して お り, 鎧潟以北 は, 1/6 , 00 0
～ 1 /10

,
0 0 0 の 緩

勾配で北 に傾斜 して い る｡ 耕地 の標高は, 高 い所

で海抜1 3 メ
ー ト ル程度, 低位部で は 0 メ

ー ト ル( 最

低- 1 . 9 メ ー ト ル) 地帯が80 平方キ ロ メ
ー ト ル に も

達して い る｡

西蒲原の 用排水状況 をみると, 用水は信濃川,

中之 口川, 西川の 3 河川 に大半が依存 して い るが ,

西川下流部で は, か ん が い用水 は不足す るた め新

川の水を西川に揚水 して再利用 して い る現状で あ

る ｡

排水 に つ い ては, 大半が新川か ら日本海に排水

され て い るが , 西部 の 矢川水系 は樋 首山ト ンネ ル

か ら日本海 に , 東部 の
一

部地域で は排水機に よ り

中之 口川 に排除して い る｡

ⅠⅠ一 2 河 口排水機場新設の背景

西蒲原地域の 排水は戦後, 国営
･

県営
･ 団体営

等の 各種土地改良事業 によ り, 新川右岸機場外十

数箇所の排水機場が設置され地域内の 排水が完備

したた め西蒲原は日本有数の穀倉地帯とな っ た ｡

しか し, 1 96 5 年頃か ら新潟市を中心と した水溶

性天然ガ ス採取に よる地盤沈下が顕著に なり, そ

の最大累計沈下量は 2 メ
ー

ト ル以上 にも達 した｡

こ の た め新川 沿線 の既設排水ポ ンプ揚程不足とな

り, 計画排水量を排除する こ とが出来なく な っ た ｡

一 5 3 - 水 と 土 第 95 号 19 9 3



写真 - 1 機 場 全 景

こ の ような ことか ら新川沿線の既設ポ ン プの機

能低下 を補う こと を目的と して, 新川第 2 期農業

水利事業が1 9 67 年 に着工 され, 新川河口排水機場

は1 9 71 年 1 月 に運転 を開始 した｡

ⅠⅠⅠ 主な施設の概要

ⅠⅠⅠ- 1 主 ポ ン プ

主ポ ン プの仕様諸元 は以下の通りである｡

型 式 : 横軸円筒型可動翼軸流ポ ン プ

台 数 : 6 台

称呼口径 : 4 20 0 m m

計画排水量 : 4 0 Ⅰぜ/ s e c/ 台

計画全揚程 : 2 . 6 m

ポ ン プ回転数 : 68 r p m

ポ ン プ最高効率 : 9 0 .1 %

電 動 機 : 開放管風型か ご型誘導電動機

9 9 0 r p m (50 H z¶6 極)

1
,
30 0 K W

歯車減速装置 : 2 段遊星型歯車減速機

主ポ ン プは, 横軸円筒型の軸流ポ ンプであり,

磯場土木構造と
一

体 とな っ て い る｡ ポ ン プ外胴は

回転部分 の分解 ･ 組立 に必要な羽根車ケ
ー

シ ン グ

お よび吸込 ケ
ー

シ ン グの
一

部 を分割可能な構造と

し, そ の 他 の大部分は コ ン クリ ー ト と
一

体 に埋設

された鋼板製溶接構造で ある｡

ⅠⅠⅠ一 2 歯車減速装置

本ポ ンプ は非常に低速か つ高 ト ル ク ( 回転力)

を要求され るが , 馬区動電動機は原動機室内に 収容

され るため, 外形寸法の小さ い 出来るだ け高速型

が要求され る｡ こ の た め減速装置に は, 大 きな減

速比が得 られ る遊星歯車機構を 2 段 に用い た減速
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写莫 -

2 羽 根 車 部 分

装置 を採用 した ｡

ⅢⅠ- 3 除塵装置

本装置は機場の 吸込側水路に設置され, ポ ン プ

運転 に支障を与え るような ゴ ミの流入を防止す る

た め の も の で ある｡

設備 の計画諸元および内容は次の とお りで ある｡

計画諸元

計画洪水量

水 位

上流側角落 ゲート

ロW L ▽ ＋ 0
.
6 00

: 2 4 0Ⅰぜ/ s

: 平時 ＋0
. 6 0 m

門茸≠ク レーン

背面 ジ フク レーン

背 板

上部フ レーム

宙

Q

▽ ＋ 1 .5 0 0軍ン

N W L ▽- 0 .60 0

Q

魚
レーキ
(4 ケ)

ス ク リ
ー

ン

底部ス ク
リーン.

▽- 6 .3 00

戯

/

75
勺

くっ

くっ

卜 ■

⊂>

(: >

･ 廿
▽- 7 .0 00

洪水時

ゴミの流下量 : 洪水時

設備内容

自動 バ
ー

ス ク リ ー ン

ベ ル ト ･ コ ン ベ ヤ

可搬式 ベ ル ト ･ コ ン ベ ア

角落 しゲ
ー ト 上下流

分)

門型ク レ ー ン

ニ次クリ ー ン

ⅠⅠⅠ- 4 附帯設備

1 ) 管理事務所 R C 2 階建

建築面積

延面積

2 ) 自然排水水樋門 総幅

- 0 . 6 0 m

約50 Ⅰぜ/ s

12 基

1 基

1 基

各1 2 門 ( 扉体は 2 門

1 基

1 2 面

(
⊥

部3 階) P H 付

1
,
1 64 . 51ぱ

2
,
6 66

. 6 Ⅰぜ

6 2 . 2 m

ゲ ー

ト純径間 2 6 m

高 さ 5 . 0 皿

鋼製 ロ ー ラ ー ゲ ー ト 2 門

3 ) 地中送電線 特高圧 60 旺V 5 0 日z

延長 2
,
43 7 m

4 ) 新川水系排水制御装置 1 式

自重カバ
ー

ス クリーン

エ プ ロ ン コ ン ペ ヤ

1 000
く>
く= l

亡q

N

く>

寸
く n

亡
l
つ

下流働角落ゲート

′
‾‾

∴十2
.
2｡｡

3 6｡｡⊥d
下部フ レーム

▽- 7 .000

2 2()0 0

国- 3 除 塵 装 置 据 付 図
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写真- 3 除 塵 機 全 景

河口排水機場 の完成に 伴 い , 地区内の主要用

排水施設を中央 (河口排水機場) に お い て集中

管理す るも の である｡

施設は, 電 子計算機, 無線装置等により, 中

央遠隔監視計測による最適制御に必要な情報の

収集と活用 , 中央遠隔制御 を含めた各施設に対

す る指令系統の
一 元化等 を行 い , 排水業務の合

理化, 災害予防と安全性の確保をはか るも の で

ある
｡

5 ) 塵芥処理施設 鉄骨鉄筋 コ ン クリ
ー

ト 4 階建

建築面積 52 2 . 2 Ⅰぱ

写真- 4 塵 芥 処 理 施 設

中 央 管 理 所

(制 御 指 令 の 判 断)

細
川

世
g

中
空
養
蚕

(

渡
且

喪
廣

』

エ

⊃

綽
N

エ

害
毒
寸

)

注)

現在実施中である国営事業に よ り, 昨年度よ

り ｢西蒲原排水管理制御シ ス テ ム 検討委貞会+

を発足 し新た な シ ス テ ム の検討 を行 っ て い る ｡

ⅠⅤ 管理の 現状

ⅠⅤ- 1 管理体制

本機場は国営造成施設県管理事業と して県が新

川河口排水機場管理規程 を設け, こ れ に基づ い て

管理 を行 っ て い る｡

ま た運転, 操作, 保守点検作業に つ い て は土地

改良区に委託 して お り, 委託作業内容は, 焼却場

5 名, 除塵作業 3 名, 保守点検作業 4 名, 中央管

理所の電子計算機械等の保守業務 7 人 で あ り 3 交

替24 時間体制である ｡

な お 緊急時に備 えて緊急連絡系統図を作成し場

内に備 えてある｡

管理体制は図- 6 の と おりである｡

ⅠⅤ
.
- 2 年間管理費

機場の 管理費は表 - 1 に示 すように年々増加 し

て い る電力料金は3 ,0 00
～ 4

,
0 0 0 万円程度である｡

ま た設備の経年劣化に より要修理 , 塗装 ヶ 所は

年々 多くな っ て い る｡ し か し予算の制約もあり十

分な対応が出来な い 状況である ｡
こ の た め緊急度

の高い も の や危険度の高い も の 等か ら順次整備を

行な っ て い る｡ した が っ て塗装や小修理が後回し

となり表- 2 に 示 す ように修理件数は6 0 年11 7 件,

61 年9 4 件出来たものが H 3 年4 1 件, Ⅲ 4 年68 件 し

か修理
.
で きな い状況で ある ｡

な お 土地改良区の実質負担割合(人件費を含む)

は平成 3 年度で3 3 . 9 % と な り1 0 ア ー ル 当 り に換算

する と2 62 円の 負担とな る｡

機 場 状 態 の 伝 送

( N T Tこ 有線 回線)

監 視
･

計 測 情 報 の 伝 送

施 設 管 理 所
( シ ス テ ム の 保守管理)

(4 00 M H z 肴 UII F 無線回線)

保 守 管 理 情 報 の 伝 送

( 1 5 0 M Ⅲ z 帯口H F 無線回線)

排 水 機 場 揚 水 機 場
用 水 樋 管

囲- 4 新川 水系排水制御 シ ス テ ム 概念図
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庶務係

土地 改良財産係
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図- 6 国営造成施設県営管 理体制
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表- 1 排水 機場管理費 の 年度別推移 単位千円

5 6 5 7 5 8 5 9 6 0 6 1 6 2 6 3 H l 2 3 4

施 設管理 費 13 1 , 25 5 14 4 , 25 5 154 , 76 3 15 9 , 26 3 17 6 ,4 6 2 1 86 ,4 3 9 190 ,4 27 194 ,
6 7 6 1 9 1

,
6 06 2 20

,
6 68 2 30

,
8 52 2 07

,
7 38

整備費 8 9
,
31 2 10 3

,
21 9 114

,
09 5 12 2

,
24 9 13 2 ,6 1 9 1 53 ,

2 3 1 156
,
5 49 160

,
8 5 1 1 57

,
8 46 187

,
9 29 196

,
6 2 1 1 72

,
2 76

電力料 4 1
,
94 3 4 1

, 03 6 40 ,
66 8 3 7

,
01 4 4 3

,
8 4 3 33

,
2 08 3 3

,
8 78 33

,
8 2 5 33

,
7 39 32

,
7 39 34

,
2 3 1 35

,
4 6 2

管理 諸費 ･ 地方事務員 1 2
,
65 6 1 4

,
02 1 1 5

,
12 5 1 5

,
59 8 1 7

,
40 9 18 ,4 5 1 1 9 ,0 0 5 19 ,

41 9 19
,
10 7 22

,
168 18

,
189 16

,
9 3 8

合計 14 3
,
91 1 15 8

,
27 6 16 9

,
88 8 17 4

,
86 1 19 3

,
87 1 2 04

,
8 9 0 2 0 9 ,4 3 2 2 14 , 09 5 2 10 ,

71 3 2 42
.
8 36 2 49

,
0 4 1 2 2･4 ,

6 7 0

整備費の う ち

イ) 塗装菅 5
,
85 8 1 2

,
78 8 14

,
45 0 1

,
21 4 81 9 1

,
96 5 16

,
6 8 7 38 7 0

ロ) 修理 費 5 6
,
13 0 6 9

,
49 6 78

,
43 7 8 9

,
13 7 10 3

,
18 6 9 7 , 38 3 110 ,

9 0 8 8 3
,
01 6 100

,
82 9

表 - 2 修≡哩件数

年度 室内 室外 計

S 51 5 4 2 2 7 6

5 2 4 7 3 3 8 0

6 0 4 7 7 0 1 1 7

6 1 5 1 4 3 9 4

H 3 2 2 1 9 4 1

4 2 9 3 9 6 8

ⅠⅤ- 3 保守点検作業

機場の運転操作等の作業は土地改良区に委託 し

て い る
｡

委託内容は次 の とおり (抜粋)

1 . 機 械設備等 を良好な状態に保 つ ため原則と し

て下記の基準 によ り保守点検作業を行なう｡

1 ) 毎 日 1 回実施す る日常点検

①チ ェ ッ ク リ ス ト に よる点検 表 - 3

②点検項目表 によ る点検 表- 4

2 ) 毎月 1 回実施す る定期点検

①主ポ ン プ の 管理運転

通水に よる土砂の 堆積防止 , ゲ
ー シ ングの

腐食防止 , ポ ン プ機器の 異常確認等の た め

月 1 回 テ ス ト運転 を実施 して い る
｡ 各 ポ ン

プ 1 台 に つ き3 0 分程度行な っ て い る｡

②主ポ ンプ設備 月例点検

③葦角操作用圧油装置 〃

④潤滑油ポ ン プ設備 〃

⑤ ロ ー ラ ー ゲ ー ト設備 〃

⑥給水装置 〃

⑦排水装置

⑧受変電設備

⑨配電設備

⑩自然排水樋門

⑪自家発電機設備

〃

〃

〃

〃

〃

表 - 3 新 川河 口排水機場チ ェ ッ クリ ス ト

設 備 名 点 検 項 目 結 果

主 ポ ン プ

運転 中の 音響及び 振動

主軸 グラ ン ド漏水 ･ パ
ッ キン グ摩耗

油流継 電器動作

各部 の 漏油 ･ パ
ッ キン グ摩耗

吐 出用主軸受ス ラス ト軸受状態

潤滑 油循 環の 適否

巽角調整機 構の 点検

軍 角 操 作 用
圧 油 装 置

回転 中の 音響及び 振動

庄油 ポ ン プの 漏油点検

庄油 ポ ン プの 吐出圧力点検

空気圧縮器 装置

運転 中の 音響及び 振動

各部 の 漏 気
･

漏油点検

空気槽
.
ドレ

ー

ン 抜操作

除塵器 空気室 ドレーン 抜操作

除塵器冷 却水量確 認

潤 滑 油 装 置

回転 中の 音響及び 振動

潤滑油 ポ ン プの 漏油点検

潤滑油 ポ ン プの 吐出圧力点検

表- 4 新 川河 口排水機場点検項目表

設 備 名 点 検 項 目 結 果

主 ポ ン プ

運転 中の 音響及 び振 動

各部の 漏水
･ パ

ッ キ ン グ摩耗

各部の 編曲
･ パ ッ キ ン グ摩耗

巽 角 操 作 用

庄 油 装 置

回転 中の 音響及 び1辰動

庄曲 ポン プ の漏 油点検

吐 出圧 力の 点検

潤 滑 油 装 置

回転中の 音響及び振 動

潤 骨油 ポ ン プの 漏油点検

出吐圧 力の 点検

給 水 装 置

回転 中の 音響及び 振動

吐 出圧 力の 点検

グラ ン ド漏水
･ パ ッ キン 摩耗

ゴ先 浄 装 置

回転 中の 音響及び 振動

軸受温 度点検

吐 出圧 力

グラ ン ド漏水 ･ パ ッ キン グ摩耗

原 水 装 置

回転中の 音響及び 振動

吐出圧力

グラ ン ド漏水
･ パ

ッ キン グ摩耗
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⑫除塵設備 月例点検

⑬移動式除塵設備 〃

⑭換気, 冷暖房設備 〃

3 ) 随時実施するもの

①日常点検及び定期点検等で発見さ れた所の

小修理

②故障警報等に よる復旧及び修理

③所内清掃及び作業工具類の管理

④油脂類の 在庫管理

2
. 機械設備の 運転中は機器の異音, 振動, 加熱

異臭, 変色等の点検を行な い , 故障の 発生防止

に努める こと ｡

3
. 機 械設備の 予備品等の保管状況に つ い て定期

的に点検を行ない , 保有量及び劣化損傷の有無

に 注意す る こと ｡

ⅠⅤ- ヰ塵芥の処理

排水能力2 40 Ⅰぜ/ s の 大排水機場で あるが自

然排水門を有し運転日数は多くな い が市街地

を流れ る河川であるためポ ン プ運転時の塵芥

発生量は非常に多 い ｡

場内 に設置 した焼却場は常時 5 人体制で塵

芥の処理 を行な っ て い る｡ 可燃物, 不燃物の

処理は場内の ス ペ ー ス で乾燥 し, 焼却場で焼

却し残灰は新潟市の 処分場に 運搬して い る ｡

鉄屑, 缶類 はまとめて鉄屑業者 に出 して い る｡

塵芥 の 運搬量は表 - 5 に 示す とお り年間3
,

0 00 ～ 4
,
0 0 0 rげ程度であるが , か ん が い期間中

に約60 % と集中 して発生して い る ｡ 塵芥 の 作

業が農繁期 に多く, しか も突発的な作業 であ

るた め臨時の作業員の確保も容易で はな い ｡

ⅠⅤ- 5 土砂 の 渡漢

除塵機の能力低下防止等の ため の 除塵機前

の堆積土砂 を毎年70 0 m
3

程 度渡深 を行な っ て

い る
｡

竣深土砂 は場内に 設けた 1 時置場に仮置 し

乾燥させてか ら翌年これ を捨場 に運搬して処

理 を して い る ｡

最近は近く に捨場の確保が 困難 に なり遠距

離運搬を余儀な くされて い る状況 であ る｡ 施

工時期は悪臭があるため秋に渡潔 して い る｡

Ⅴ 施設の補修

主な■整備補修の経過は表- 6 に 示 す とお りで あ

る｡ 詳細 は以下の通 りで ある ｡

Ⅴ- 1 主ポ ン プ

主ポ ンプ は全て可動巽タイ プであり, 排水量 を

巽角制御 に よ っ て調節して い る ｡ 経年の劣化 によ

り S 5 2 年度よ りS 57 年度まで毎年 1 台現場でケ
ー

シ ン グの補修お よび, 塗装を行 な っ て きた ｡ ( 写真

- 5 ) しか し, S 5 6 年度, 可動軍機構の動作不良,

特 に起動渋滞が目立 っ てきた ｡
こ の ため S 5 8 年度

より毎年 1 台 6 年サイ ク ル で現場補修, 塗装 の ほ

か , 工場 に持込みポ ン プ及び減速機の分解整備を

行な っ て きた｡ ( 写真 - 6 )

更 に S 63 年度よ り毎年 1 台表 - 7 に示すよう腐

食が著 し い ため現場補修 ･ 塗装 ･ 工場持込 によ る

分解整備の ほか更に, シ ャ フ トカ バ
ー

, グラ ン ド

カ バ ー の取換えも行な っ て い る ｡

Ⅴ一 2 減速機

主電動機 が9 90 r p m で 回転 して い るの で主ポ ン

プ の回転 を6 8 r p m に減速させ て) ) る ｡ 各機器とも

運転開始以来4
,
0 0 0 時間前後に達して い る ｡ S 5 0 年

に 3 号機 の 太陽歯車
,
S 6 3 年 に 6 号機 ,

H 4 年 に

4 号機の遊星歯車の欠損事故を起 して い る｡ 整備

表
-

5 塵芥 の 処理量 単位 m
3

月

年度
4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 12 1 2 3 計

S 6 3 2 3 8 3 9 2 7 0 3 8 2 0 4 1 9 2 1 9 1 3 5 2 5 4 2 9 2 1 2 2 9 0 8 4 3
,
7 6 8

‡I l 2 0 1 3 8 9 5 1 3 8 0 1 5 0 6 2 1 1 1 4 7 2 4 5 1 5 7 1 8 4 1 7 2 1 1 3 3
,
6 3 9

2 2 0 9 3 1 1 5 2 0 4 6 5 4 9 5 1 4 7 1 9 3 2 7 8 2 8 4 1 3 5 1 2 7 1 5 1 3
,
3 1 5

3 1 8 9 3 2 8 4 5 9 6 6 7 4 2 8 2 7 2 4 9 3 2 0 2 1 9 9 2 3 9 1 0 4 1 1 0 3
,
6 9 0

4 2 1 1 3 9 4 5 7 8 4 6 0 4 4 8 1 0 5 1 3 8 2 1 0 2 2 9 7 0 1 4 1 1 5 1 3 , 1 3 5

合 計 1
,
0 4 8 1

,
8 1 4 2

,
2 7 3 3

,
2 1 3 2

,
2 9 6 9 5 4 1

,
1 0 6 1 , 1 8 9 1

,
1 6 1 7 5 0 6 3 4 6 0 9 1 7

,
5 4 7

平 均 21 0 3 6 3 5 5 5 6 4 3 4 5 9 1 9 1 2 2 1 2 3 8 2 3 2 1 5 0 1 2 7 1 2 2
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表 -

6 整備補修 の 履歴簿 単位 : 千 円

-

中
ロ

1

い

片
付

什

灘
∽

示

血
T

-

漂
Y

〕

施設の

名称等

設置

年度

設置

数量

' 整備補修
内容

補修

.
サイ ク ル

年度 昭和5 7 年度 昭和5 8 年度 昭和5 9 年度 昭和 60 年度 昭和6 1 年寛 昭和 62 年度 昭和6 3 年寛 平成元年度 平成2 年度 平成3 年度 平成4 年度

排水機 4 5 6 台 賀角制御

機構整備

年

12

金額 1 3
,
9 8 4 2 0 , 7 4 0 1 8 , 72 7 2 4 , 6 6 4 23

,
5 1 3 3 9

,
5 5 2 45

, 4 2 3 4 6 , 7 6 Z 5 8
,
7 川

実 N O
. 3

N O
. 1

N O. 4 N O
.
5 N O

. 6
N O
. 2

N O
. 3

N O

.
1 N O

.
4

施
ラジア ルスラス ト 左記に 左記に 左記に 左記 に 左記 に 左記 に 左記に 左記に

の

内
容

軸受

羽根 ボス

点検

同じ 同じ 同 じ 同 じ

グラン ドか ヾ + 取換
シャフトカ′ ←一取換

同じ
/ /

減速機 2 台

含む価格

同じ
//

減速機 1 台

含む価格

同 じ
//

減速機 1 台

含む価格

同 じ
//

減速機 1 台

含む 価格
排水機 4 5 6 台 ライナー

浸触部補

6 金額 8 ,2 5 6 9 , 1 5 9 9 , 1 6 5 1 0
,
79 2 1 1

,
8 0 3 1 2

,
1 0 0 13

, 0 0 0 排水機に含 排水機に含 排水機に含 排水機に含

実 N O
,
6 N O

.
3 N O

.
1 N O

.
4 N O

.
5 N O

. 2
N O
, 6

N O
. 2

N O

.
3 N O

.
1 N O 4

全 面塗装 施 浸聴部修寿善 浸触部修樺 左記に 左記に 左記に 左記に 左記に 左記に 左記に 左記に 左記に
の

内
容

全面塗装
8 0 9 m

g

ス リーロンジン 1〔0 缶
タールエポキシ18 缶

エ ポ キシ充懐
3 2 0 皿

J

エ ポキシ塗装
80 9 m

∋

同じ 同じ 同じ 同 じ 同じ 同じ 同 じ 同 じ 同 じ

減速機 4 5 6 工場持込

分解修ヨ里

1 2 金額 3 , 4 5 7 4
,
59 4 4

,
6 4 1 1 7 , 00 0 排水機に含 排水機に含 排水機に含 排水磯 に合

実 N O
.
3 N O

.
1 N O

.
4 N O

. 6
N O

.
2 N O
.
5 N O
.
3 N O

.
1 N O

.
4

施 歯車点検 歯車点検 歯車点検 歯車点検 歯車点検 歯車点検 歯車点検 歯車点検
の

内 軸受メ タ ル 軸受メ タル 軸受メ タル 軸受メ タル 軸受メ タ ル 軸受メ タ ル 軸受メタル 軸受メ タル

容
パ
ッ キ ン 交換 パ

ワ キン 交換 パ
ッ キ ン 交換 パ

ッ キ ン 交換 パ
ッ キ ン 交換 パ､ 7 キ ン 交換 パ

ッ キ ン 交換 パ
ヮ
キ ン 交換

( 工 場) ( 工 場) ( 工場) ( 工 場) ( 工 場) ( 工 場) ( 工 場) ( エ場)

電動機 4 5 6 台 分解点検

整備

年

6

金額 5
,
00 8 5

,
0 9 1 5

,
1 9 0 4

, 60 0 9 , 88 8 5
,
3 5 6 5

,
9 7 4

実 N O. 1 N O
,
4 N O

.
5 N O

. 6
N O
.2
N O
. 3

N O

,
1 N O

.
4

魔 真空乾煉 真空乾燥 真空乾燥 真空乾燥 真空乾燥 真空乾燥 真空乾燥
の

内
ワ ニ ス処】聖 ワ ニ ス 処理 ワ ニ ス 処理 ワ

ニ
ス処理 ワ ニ ス処一哩 ワ ニ ス 処理 ワ ニ ス処理

容 工 場持込み 工 場持込み 工場持込み 工 場持込み 工 場持込み 工 場持込み 工 場持込み

除塵機 4 5 一式 修ヨ聖 5 金額 76 0 1
,
80 0 2

,
2 0 0 1 0 ,

Z 3 7 2 0
,
0 85

実
施
の

内
容

チェ ン か ヾ一-一式
ス テ ン レ ス 鋼に

交換3 基

二 次ス クリーン
取替4 枚
N O.ト 1
N O.ト 2

二次ス ク リーン
取替4 枚

N O.2- 1
N O.2- 2

歩廊整備
二次ス ク リーン
取替4 枚

N o , 3 - 1
N o

,
3 - 2

除重機操作盤

整備

除塵機 45 一式 塗装 5 金額 2 ,7 0 0 6 , 9 2 8 - 2 2 ,6 1 0 1 0
,
6 00 9

ゝ0 6 4

実
魔
の

内
容

自動ス クリーン
れ 上部4 基

N O.5､ 1.
5- 2

N O.6- 1.
6- 2

自動ス クリーン
水上部 6 基
N O.2-1.

2-2
N O.3-1.

3- 2
■!N O.4-1.4-

2

水中都 1 基

自動ス ク リーン
水上恕2 基
N O,1- 1.

ト2

N O.6- 1, 6-
2

水中葡2 基
N O
.1- 1, ト2

i先浄配管

一式更新
自動ス クリ ー

ン

水上部2 基
N O
.2- 1.
2- 2

水中部2 基

N O,2- 1.
2- 2

ロ ケ

ゲート
4 5 12 門 修理 6 金額 7 ,3 9 0 4 , 0 6 0 1 , 0 0 0 3

,
75 0 7

.
0 0 6 18

,
8 3 7

実
施
の

内
容

シリン ク
し

一口 ッ F
交換 3 本

I R
.
4 A.4 B

パ ッ キン 交換

工 場持込

シリン グ一口 ッド
交換 1 本

2 A

パ ッ キン 交換

工 場持込

.
シリンク

し

一ロ ッド
交換 1 本
3 A

パ ッキ ン交換

工 場持込

シリン グ一口 ツ F
交換 2 本
1 A
.
6 A

パ ッ キン 交換

工場持込

シリンダーロ ッ ド
交換 4 本

1 B.4
A
.4
B

G 8

パ ッ キン 交換

工 場持込



写真- 5 ケ
ー

シ ン グ内部 (貝殻 の 付着状況)

は主ポ ンプ と同時に行な っ て い る ｡ 整備状況は表

- 7 の と お りで ある ｡

Ⅴ - 3 電動機

1
,
30 0 K W の 大型誘導電動機で強制空気冷却方

式 を採用 して い る｡ こ の冷却には外気 を導入 して

い るが外気 に は塩分が多量に含まれて い るため電

動機内部の発錆 , 絶縁 の 劣化を招 い て い る
｡ 電気

事故防止, 軸受摩耗 による機械事故の 防止等のた

めポ ン プと同じように毎年 1 台 6 年サイク ル で工

場持込みに よる分解整備 を行 な っ て い る｡ 整備内

容 は絶縁再処理 ,
コ イ ル絶縁診断, 潤滑油の交換

等である｡

Ⅴ- 4 除塵機

除塵機の下部 は常時海中に, 上部は潮風 に さら

されて い るため腐食の進行が極め て速い ｡ 鉄板,

鉄骨等の部材が補修不能となる前に処理する必要

写真- 6 ポ ン プ の 軸 受 の 分解整備中

がある ｡ H 3 年度に点検調査, 塗装を行な っ た と

きの結果は表- 8 に 示 すとお りで ある ｡

前衛 ス クリ ー ン
,
レ ー キ チ ェ ー ン

, 背板 の腐食

が特に激し い ｡ な か で も前衛ス ク リ ー

ン はス クリ

ー

ン部分が ボ ロ ボ ロ となり塗装が不能に近く早期

に取換 える必要が生じて い る ｡ ( 写真- 7 )

ⅤⅠ 今後の課題

1
. 焼却場, 除塵機1 2 基, 角落 しゲ ー ト1 8枚 は海

水潮風の影響で腐食が激 しく ,
設置2 3年 である

が老朽化が目立 っ て い る｡ な か で も除塵機 は表

- 8 に 示 すようにス クリ
ー

ン; レ ー キ等水没部

分の腐食が激 しく , 部分的な修理 やは対応が困

難と思わ れる ｡

こ の た め, 近 い将来焼却場 , 除塵磯, 角落しゲ

ー ト を更新す る必要が ある ｡

表 -

1 主 ポ ン プ の 点検整備
一

覧 表

H 4 年度調査
部品名 (材質) 現 状 所 見 部品名 ( 材質) 現 状 所 見

羽根 羽 根付根 部分 に つ い て 液 継続使用可 能 グラ ン ドカ バ ー 腐食が著 しく進 行して い 毎年の 整備で新規取 換え
(S C S 13) 体浸透凍傷試験 及 び外観

目視 検査 の結果異常無し

(S S4 1) る 実施中

実角制御装置 特 に異 常は見 受けられ な
い

清掃後継続使用 可能

羽 榎ボス 外面の 腐食及び欠損有り 毎年の 腐食状況を前回分 ス イ コ ミ ライナー 腐食薗所は部分 的で は有 現行の 補修法で近 い うち
( S C 4 6) と比較し様子を充分 チ ェ (S S4 1) るが広範囲に 渡り発生 し に大事に至 る危険性は少

ッ ク し順次交換が 必要 て い る ない が
, 毎年腐食の進行

状 況を前回分 と比較 し様
子 をチ ェ ッ クして い く こ

とが必要

シャ フト (S F5 0) 軸受摺動部異 常無し接 液
部全面腐食有り

同 上

ス リープ グ ラ ン ドパ ッ キン との 摺 弊耗(ま今後も進行が予測 スイ コ ミケ ー

シ ン グ 同 上 同 上
(S ロS3 04) 動部分 に摩 耗が 見受けら

れ るが継続使用 に は支障
ない

され る為, 摩 耗状 況の 推

移を見 て交換 の 計 画が必

要

( S 41)
ハ ネグル マ ケーシ ング
( S C 46/ S U S 30 4)

同 上 同 上

事由受メ タル 特 に異 常 は見 受 けられ な 摺 動鹿 部分 の修正後 , 忍 ガイ ドケーシ ン グ 同 上 同 上
ス ラス トパ ッ ト

( W J 2)

が
, 摺動耽部分の 修正が
必 要

統使用 可能 ( S C 46)

ハ キ ダシ ケ }

シ ング

( S S 41)

同 上 同 上
ス タフィ ン グポ ･

ブ タス

(F C3 0)

グ ラン ドパ ッ キン の 組 込

部分 に腐食が見受け られ

るが継続使 用に は支障な
い

腐食は今後も進 行が 予測
され る為, 腐食状況 の 推
移をみ て交換 の 計画が必

要

ハ キ ダシ ライ ナー
(S S 41)

同 上 同 上

遊 星歯車減速機 4 号機の 第2 段遊星歯車
の 歯の一部 が欠 損 して い

製作時より約2 5年経過し

てお り＼ 動力伝達部品 のシ ャ フ トカ バー 腐食が著 しく進行して 毎年の 整 備で新規取換
( S S 41) い る え実施中 た 更新 が必要

ー 6 1 - 水 と 土 第 95 号 19 9 3



表 - 8 自動除塵磯調査 一 覧表

部品名 (材質) 現 状 所 見 部品名 (寺オ質) 現 状

前衛ス タリーン
(S S 4 1)

流人 の 裏側曲面堵に腐食

欠環箇所が 多く , 全体 に

薄くをっ ても･ - る

早期 に交換が 必要

主 ス クリーン
(S §41)

ス タ リ ー

ン バ
ー

の 円形頚

部正面に激 しい 凹凸の 腐

食は見られる腐食は浸水

部の みに生 じてお り洩水

部全 長の 約80
- 90 % に渡

っ てし ヽる

ス クリーン バ ーの円形東
部は本除塵磯 の 特長 の 1
つ でもあ る日詰り 防止の

役目 をして い る為 , 早期
に 原形復旧が 必要

背 板
(S S 4 1)

全体に腐食が激 しく横厚

も篠く な っ て おり一部穴
の あい てい る所 もあ る又

両側の 水切 概部分は最 も

腐食が激 しく , ほ とんど

の 箇所で 穴あ き状 態にな

っ て い る

Ⅲ 3 年 度調査

所 見

早期に 変換が 必要

レーキ ー

(S S 4 1)

レt キ爪の王折面形状 で リ
ブ を中心 とした両 サイ ド

及び 先端部が 囁食 摩耗し

薄くなっ て い る

強 度の 低下 による変形破
損も考え られ る為 , 早 期

に変換が 必要

レーキチ ェ
ー ン

チ ェ ーンS ロS 50
ローラS C M 3-

ローラの つ ば都力首席食に
よ り, やせ細 り又 ケース
へ 当 っ て動かな い 箇所も
多 い ロ ー ラの ピン とブ ッ

シ ュ が寮耗 し, ガ タが大

きく7 ～ 10 程 度ずれ る

早 期 に 変換が 必要

上部 フ レ ー ム

(S S 41)

背板との 取 合都及 びガイ

ド レ
ー

ルが収 ま っ てい る

部分 の 席食が激しい また ,

上部両側の 駆動軸 テ一夕
ア ッ プ 枠部分 も腐食が激

しい

上 部部材の うち畳 も重要

な箇所で あり , 腐食の 著

し い 部分 が多く早期 に変
換 が 一路要

写真一丁 前衛 ス クリー ン の腐食状況

これ らの費用合計で概算3 0億 円程度が見込まれ

る
｡

2
. 先 に述 べ た羊うに予算の制約もあり塗装や小

修理が後回しとなり除塵機や角落 しゲ ー ト はほ

とん ど修理, 塗装を行な っ て い な い状況である｡

今後 , 更新する まで の間の対応と して除塵機12

基, 角落 しゲ ー ト18 枚は早急に修理, 塗装を実

施する必要がある｡ こ れ らの費用合計で , 2 億

4 千万円程度が必要である｡

ⅤⅠⅠ おわ りに

以上が新川河口排水機場 の管理概要で ある ｡ 土

地改良施設の管理 は, 農業用施設本来の機能に加

え, 地域住民の 生命, 財産 を守ると い う防災面ま

た都市化, 浪住化が進む申で市町村, 住民の高 い

ニ
ー ズ に対応して, 農村の緑や水辺の景観 へ の 寄

与ゝ さ らには, 住居環境保全施設としての機能ま

た, 用排水路数等の他目的高度利用が求め られて

い る｡

そ の中にあ っ て本地域( 西蒲原土地改良区管内)

に お ける用排水機場施設数は4 86 施設と多く, また

年間維持管理費 は用排水路を含めンると, 1 4億 円余

(平成 4 年度) とな っ て お り土地改良区運営 を圧

迫 し つ つ ある｡

新川河口排水磯場の施設面 をみても, 建設後2 3

年目 を迎 えて おり, 改良を要す る施設が急増 して

来て い る｡ ポ ン プ本体を含め更新計画を真剣に考

える段階に来て い る, と同時に, 施設設薪の 更新

は受益者に対 して は, 事業費の負担増と い う問題

に つ なが る｡

平成 3 年度よ り, 維持管理事業に対 して も地方

財政措置が図 られたが , 市町村分に つ い ては特別

交付税とな っ て い るた め, 普通交付税措置等更な

る拡充が頚く望まれる｡ ( 市町村 に対 して は非農地

排水負担金徴収有り)

また更新事業に対しても効率補助の事業制度創

設が望まれ , 更 ら に は電気, 機械施設は 一 般土木

施設 に比べ , 建設費及び維持管理費とも割り高で

あり, 耐用年数も短 い ｡ 従 っ て共用開始 と同時に

更新 に向けた資金計画 へ の制度化, ま た そ の基金

へ の助成措置等が図られる よう, 事業制度の創設

が望 まれ ると こ ろで ある ｡
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【報 文】

両 総 用 水 と 揚 水 機 場 管 理

林 敬
*

( T a k a shi E A Y A S ⅢⅠ)
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1
.

一 般概況

両総用水 の受益地 は, 千葉県の 北東部に位置 し

佐原市 を中心と した利根川沿岸低地帯の
一

部 と,

香取郡栗山川沿岸及び匝瑳 ･ 山武 ･ 長生 3 郡 の 九

十九里沿岸耕地で , 4 市1 2 町 2 村 にまたが り, 約

2 0
,
0 00 h a を有して い る ｡

昔 より千葉県の北部利 楓l卜沿岸佐原市近郊 は,

低湿地の ため に毎年水禍 の恐威を受け, 九十九里

浜沿岸の耕地 は, 広大な土地と温暖な気象に 恵ま

れなが ら確たる用水源がなく ,
一

度早天が来る と,

水 田 は荒野と化 し, 農民 の 努力も
一

瞬 に して水泡

に帰す と い う実情で あ っ た ｡
こ の た め, 当時 の農

民 は早水害の暴威 に大変苦 しみ
,
又, い た る所で

俄烈な水争 い が絶 えなか っ た と い わ れて い る
｡ 特

に九十九里浜沿岸
一

帯の昭和 8 年, 9 年の 早魅に

続く昭和1 5 年 の大早魅の被害が激甚であ っ た こ と

から, 下総, 上総 の 両国に またが る用排水改良実

施計画, い わ ゆる｢両総用水事業+ を樹立 し, 県･

地 元共 々 国 へ 陳情 した結果, 第 二次世界大戦の最

中に拘らず, 農林省も本事業の必要性を認め, 国

営事業と して実施する こ と に決定 した ｡

昭和1 8年 7 月1 2 日起工式を行 い , 戦時中の 資材,

労働力不足 に困窮 しなが らも, 工事 を着工 した ｡

当時と して は, 日本で初め て の 大規模農業土木

事業で あり, 本事業の成杏は将来の 日本の農業土

木を左右す るとさえ云われ , 従事す る関係者 は責

務 を痛感 し, 立派な完成 を目途に職務に あた っ た ｡

一

時期, 終戦直後の悪性イ ン フ レ に伴う事業費

の増嵩, 資材難等諸々 の悪条件に より, 事業 の 中

* 千葉県両総用水管理事務所
* * 両紙用水 第一機場
* * * 両総用水第二 機場

大 塚 智
* *

伊 藤 力 行
* * *

(S at o r u O t u k a) ( C bi k a y u k i I T O )

次

4
. 問題点 と今後の維持管理 … ･ … ‥ = = ‥ … … ‥ ‥ ‥

6 9

5
.
お わ り に ‥ ･ ･ … ‥ … … ‥ ･ … … ‥ … ･ ･ … … ･ … ‥ = …

7 1

断も あ っ た が, 佐原市か ら
一

宮町まで水路延長7 4

k m の 両総用水事業が , 総事業費60 億 5 千万円で昭

和4 0 年 に完成 した ｡

昭和40 年代以降, 千葉県の 発展は目ざま し い も

の があり, 各種用水型企業の 進出, ま た人 口急増

に よ り水需要が増 えてきて い る｡

こ の た め北部幹線を共同利用す る ｢ 房総導水路

事業+ が, 昭和45 年 よ り着工 した ｡ 工業用水 7 Ⅱf/

S と 上水道用水1 . 4 Ⅰぜ/ s , 併 せ て8 . 4 Ⅰぜ/ s を利根川よ

り取水 し, 各 々 へ 配水す る計画で ある｡

そ して, 第
一

揚水機場に ◎9 00 m / m の ポ ン プ 2

台を増設し, 昭和5 2 年 より暫定通水が始ま っ た ｡

揚水機場 を含めた通水の ため の施設の管理 に つ

い て は, 暫定管理協定を千葉県と水資源開発公団

で結び, 千葉県が農水管理 と併せ て 供用区間の管

理 を実施 して い る｡

2 . 揚水機場の概要

当地区は
"

一 般概況
”

で述 べ たと お り 3 ケ所の

揚水機場が設置され て い る｡

第
一

揚水機場 は, 佐原市岩ケ崎地先 に所在 し,

利根川より第
一

導水路を経て揚水 して い る
｡ 又,

同機場 は房総導水路事業と共用してお り, 非か ん

が い期 にお い て も, 現在, 3 Ⅰぜ/ s の 揚水 を行 い , 都

市用水と して供給して い る ｡ 都市用水専用の桟場

も, 隣接設置されて おり, 運転管理 に つ い て は当

管理事務所 で行 っ て い る｡

第 二 揚水機場 は山武郡横芝町小堤地先 に所在 し,

二 級河川栗山川よ り第二導水路 を経て揚水 して い

る｡

第 三揚水機場は茂原市大登地先に所在 し, 第 二

揚水機場か ら送水された南部幹線よ り揚水 して西

部幹線 へ と送水 して い る ｡
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図- 1 施 設位置図

揚水ポ ンプ は, 第
一

, 第 二揚水機場共, 横軸両

吸込 み渦巻ポ ン プ に な っ て い るが, 第
一

揚水機場

の ポ ン プは昭和2 4 年 に 設置され, 吸水管がポ ンプ

1 台 に つ き 2 本とな っ て い る｡ ま た羽根車は鋳鉄

を使用 して い る｡

第 二揚水機場の ポ ンプ は, 昭和2 7 年 に設置され

た も の で, 当時 こ の よう な大型ポ ン プ に なる と,

吸込管を左右 2 本 に す る こ とが
一

般的で あ っ たが ,

これ を 1 本 に し, 又, 吐出管も 4 台 の ポ ンプで 2

本 に集約された ｡
さ ら に吸込み実揚程が4 . 9 3 m と

高 い に もかかわ らず, 36 5 r p m と い う高速回転 とし

た ことな ど, ポ ン プ の 制作に と っ て 画期的な製品

で あ っ た ｡ 羽根車の材質に つ い て も, 青銅鋳物に

太平 洋

凡 例

0 揚 水 機 場

両 紙 用 水

栗山川利用区間

市 町 村 界

房 捉 導 水 路

変わ っ て い る ｡

次 に第
一

, 第 二揚水機場のポ ンプ設備の諸元を

表- 2 に 示 す ｡

3
. 維持管理 の状況

① 管理組織の体制

維持管理 に つ い て は条例に より県が管理 して お

り, 指定技術者が 1 名づ つ 配置されて い る ｡ ま た

改良区職員が補助作業に従事 して い る｡

( 図- 2 参照)

② 運転管理

揚水機場の 運転は毎年 3 月中旬 に受電 し, 水路

清掃, 並 び に点検のため の揚水 を行 っ て い る ｡
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表 - 1 主な施設

用排 の 別 施設 の名称 ポ ン プ形式 規模及 び延長 揚 (通) 水量 揚程 支配面積

排水 利根川沿岸 (佐 原市付近) 耕 地 の 湛水被害 の 除去 1
,
7 8 5 b a

利 根川樋門場 (用 排水兼用) 自然排水 Q = 4 9 m
3

/
′

s

第
一

排 水機場 斜流 ポン プ ◎1 , 5 0 0 m / m 2 台

◎1
,
2 0 0 m / m 2 台

1 5 . 3 2 Ⅰげ/ S 4 . 8 m

4 . 9 m

1
,
7 1 0 h a

第 二排 水機場 軸流 ポ ン プ ◎6 00 m / m l 台 0 . 6 8 m
8 / S 3 . 5 m 7 5 h a

大 須賀排水路 土水路 L = 4
,
0 00 m 4 9 . 0‾0 T n 急

用水 利根川沿岸及 び九十九里平野地域 の用水補給 1 9
,
1 1 0 b a

第
一

揚 水機場 渦巻 ポ ン プ ◎1
,
2 0 0 m / m 5 台 14 . 4 7 m

8

/ S 2 2 . 5 m 1 9
,
1 1 0 b a

北 部 幹線 L = 8
,
6 0 9 m 導水路 990 m 開渠 3 , 2 1 4 m

隠遁 3 , 5 2 2 m サイ ホ ン 88 3 m

河川利用 栗山川 ( 2 級 河川) L = 1 8
,
8 9 8 m

第 二揚 水機場 渦巻 ポ ン プ ◎ 1 , 2 0 0 m / m 4 台 11 . 7 0 m ゾ S 2 2 . O m 1 3
,
3 7 9 b a

南 部幹線 L =

3 9 , 8 0 2 m 導水路 1 , 0 0 0 m 開渠2 1 , 7 6 8 m

隊通 14
,
4 9 2 m サイ ホ ン 2 , 2 0 5 m

水路橋 33 7 m

第三揚水機場 斜流ポ ン プ ◎4 00 m / m l 台

◎3 0 0 m / m 2 台

0 . 6 5 皿
3

/ S 1 0 . 5 m 7 8 8 血a

西 部幹線 L = 6
,
5 2 4 m 導水路 1

,
2 1 2 m 隊 道 3 , 9 0 0 m

サ イ ホ ン 1
,
4 1 2 m

昭和5 0 年代前半まで は苗代用水の需要が多か っ

た ため , 3 月 上旬 に受電 して いた が, 昭和50 年代

後半 に機械植 えとなり, そ れ以後, 代掻き期か ら

本格送水するように な っ た ｡ こ こ数年 は施設の老

朽化が著し い た め, そ の施設の状態 を早期に確認

す る意味で 1 週間程度受電時期を早めて い る｡

揚水終了 は気象状態に よ り多少変化す るが , 毎

年 8 月中旬とな っ て い る ｡

濠漑期間中の作業は施設の操作, 点検手入 れ ,

写真- 1 両 総第 一 用水機場

小修理 な どが主な用務である ｡ 非漂漑期間中は点

検整備 , 大規模修理 な どを行 っ て い る ｡

特 に多忙な時期は運転開始前の準備作業, 試運

転調整で ある ｡

運転操作 に関す る全体的な流れ を説明す ると,

揚水時期が迫る 2 月 に 用水管理委員会を開き, 揚

水開始期 日を決定 し, そ れ に基づき試運転時期 を

決め慶事用電力を受電す る｡

通水開始に あた っ て 蛛, 関係機関に連絡 し試運

転 を行い , 各機器の状態を確認 し, 本格通水 へ 移

行す る｡ 試験通水終了か ら本格通水 まで に は 1 週

間程度余裕 を見てい るた め, 異常箇所 に つ い て は

この間に対処して い る ｡

運転 に つ い て はワ ン マ ン コ ン ト ロ
ー

ル と な っ て

い るた め通常の 運転, 停止操作は マ ス タ
ー

ス イ ッ

チ の 操作の みで , 必要な
一

連 の動作 は電気回時に

よ り自動的に行わ れる｡ 運転操作の補助と して改

良区職員が2 4 時間体制で詰めて い る ｡

揚水終了時期 は土地改良区と打ち合わせ の上,

受電停止 を行う｡
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表 - 2 第 一 揚水機場概要

ポ ン プ

番号

用

途

ポ ン プ形式 口 径

m m

全揚程

m

揚水量

m l
/ m i n

出 力

k w

製 造年 備 考

1

農

業

用

雨吸込渦巻 1
,
2 0 0 2 2 . 5 1 7 3 . 6 4 8 5 0 S 3 8 年 S 5 5 年 電動機巻替え

S 6 1 年 ポ ン プ シ ャ フ ト交換

2 両 吸込渦巻 1
,
2 0 0 2 2 , 5 1 7 3 . 6 4 1

,
0 0 0 S 2 8 年 S 5 2 年 電動機巻替え

S 60 年 ポ ン プ シ ャ フ ト交換

3 両 吸込渦巻 1
,
2 0 0 2 2

. 5 1 7 3 . 6 4 1
,
0 0 0 S 2 5 年 S 5 1 年 電動機巻替え

Ⅲ 3 年 ポ ン プ シ ャ フ ト交換

4 両打及込渦巻 1
,
2 0 0 2 2 . 5 1 7 3 . 6 4 8 5 0 S 3 8 年 S 5 6 年 電動機巻替え

S 63 年 ポ ン プ シ ャ フ ト交換

5 両P及込渦巻 1
,
2 0 0 2 2 . 5 1 7 3 . 6 4 1

,
0 0 0 S 2 5 年 S 5 2 年電動機巻替え

S 52 年消耗部品交換

6

都
市
用

両I吸込渦巻 9 00 2 3 . 0 1 8 0 . 0 9 0 0 S 5 3 年 S 6 4 年 ス リ ー プ交換

7 両q及込渦巻 9 00 2 3 . 0 1 8 0 . 0 9 0 0 S 5 3 年 H 2 年ス リ ー プ 交換

第 二揚水機場概要

ポン プ

番号

用

途

ボ ン 7
Q

形式 口 径

m m

全揚 程

m

揚水 量

m ゾm i n

出 力

k w

製 造年 備 考

1

農

業

用

両吸込渦巻 1
,
2 0 0 2 2 . 0 1 7 5 . 5 1

,
0 0 0 S 2 7 年 S 5 6 年 電動機交換

S 5 8 年 ポ ン プ シ ャ フ ト交換

2 両 吸込渦巻 1
,
2 0 0 2 1 . 5 1 7 5 . 5 8 5 0 S 3 9 年 H 4 年 電動機巻替え

S 6 2 年 ポ ン プ シ ャ フ ト交換

3 両 吸込渦巻 1
,
2 0 0 2 2 . 0 1 7 5 . 5 1

,
0 0 0 S 3 0 年 S 5 7 年 電動機交換

S 5 8 年ポ ン プ シ ャ フ ト交換

4 両F及込 渦巻 1
,
2 0 0
.
2 1 .･5 1 7 5 . 5 8 5 0 S 3 9 年 H 5 年 電動機巻替え予定

S 6 2 年 ポ ン プ シ ャ フ ト交換

児島林部耕地課

房

総

導

水

路

建

設

所

水

資

源

開

発

公

団

両総用水管理 事務所

両総 土 地改良区

両総第一揚水機場一

両総 第二 揚水機場

両結 第三揚水機 場

両総 第一排 水機 場-

… 県 1 人
県 1 人: 改良 区3 人

改 良区3 人:

両総 第二排 水機 場--=---------=--

図【2 管 理 系統
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図一3 第
一

揚 水機場平面図

③ 定期点検整備, 補修関係

揚水機 を長期的, か つ 安全に使用して行くた め

に は, 機器 の 定期点検整備は不可決の も の で あ る｡

昭和41 年 に管理が千葉県に委託され本格的な管

理時代に 入 っ た
｡

主要機器の定期点検整備に つ い て は, 整備計画

を作 っ て い るが, 必ず しも計画 どうり に は進まな

い の で , 毎年見直しを して い る ｡ 主要機器の定期

点検整備サイ ク ル は下記 を目安と して い る｡

(む 分解を伴う整備

主ポ ン プ 5 年

- 67 -

主電動機

軸受開放点検

油遮断器

屋外特高断路器等

油圧制水弁

逆止弁

焼却炉

8 ～ 1 0 年

3 ～ 4 年

5 ～ 7 年( 開閉頻度 に よる)

7 年

4 年

5 ～ 7 年

3 ～ 5 年

⑨ 軽整備

主ポ ンプグ ラ ン ド パ ッ キ ン交換 毎年

軸受け油交換■ 3 年

主変圧器油ガス 分析 3 ～ 5 年

水 と 土 第 95 号 1 9 9 3
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図- 4 第二 揚水機場平面図

補助機械類は, 油脂, フ ィ ル タ ー な ど消耗品交

換 を除き , 点検で の異常が な い 限り分解整備は

お こな っ て い な い ｡

(9 法定点検

天井ク レ ー ン 性能検査及び自主整備 2 年毎

電気保安規定に よ る定期点検測定 毎年

消防法に よる定期点検 毎年

④ 日常巡視点検

可能な限り毎日
一

通 り
一

巡 す る｡ ( 記録 はしな

い) こ の場合異常 を認 めた事項 は, 可能な限り

即対応処するか応急処置 を施す ｡

記録す る点検 は屋外電気設備, 屋内電気設備,

ポ ン プ関係機器, 補助機械, 直流電源関係に分

割 し, 月 1 回点検記録す る ｡

㊤ 施設改善の経緯

設備の修繕, 改善な どに つ い て主な事項 を記

す と, 第
一

揚水機場は房総導水路事業と共用施

設に
ノ
な っ た た め

, 昭和5 1 年 から昭和52 年 にか け

て受変電設備 , 配電盤, 操作盤, 監視盤等 を大

- 6 8 -

幅改修 して い る｡

第 二揚水機場は昭和3 9 年 に主ポ ン プ 4 台の設

置が完了 し, 運転制御方式をワ ン マ ン コ ン ト ロ

ー

ル に改造 した ｡ 受電設備も昭和2 7 年よ り こ の

年まで は, 1
,
5 00 K V A 単相変圧器 2 台によ るⅤ

結線方式の6 0 K V 受電であ っ た が , 1 , 5 00Ⅰ( V A

単相変圧器 1 台が増設され, 全機運転可能な設

備とな っ た ｡

昭和5 5 年 に 受 電設備 の 改造 を行 い , 5 , 0 00

K V A 三相変圧器 1 台と した｡

昭和5 6 年 に 1 号機用電動機, 昭和57 年 に 3 号

機用電動機の交換 を行 っ た ｡
い ずれ も絶縁劣化

の た め交換 したも の で ある｡

昭和5 8 年 に 1 号ポ ン プならび に 3 号ポ ンプ の

シ ャ フ ト交換 を実施 した ｡ グラ ン ド ス リ ー プ内

面側に水が侵入 し, シ ャ フ ト が部分的に腐食 し

たた め交換 した ものである｡

昭和61 年 に 2 回線受電 と し, そ れまで は, 漕

漑期 にお ける停電で, 揚水の
一

時停止を余儀な
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くされたが解消された ｡
こ れ か らの基幹 となる

揚水機場は, 調整池を設置す ると共に 2 回線受

電が望ま しい と考える｡ ま た こ の年, 経年劣化

に よ る吐出鋼管の 肉厚減少が , 確認された ため,

パ イ プイ ン パ イ プ工法に よ り交換 を行 っ た ｡ 地

下配管部分 に 1 ラ ン ク小さ い 管を引き い れ, 補

修 した ものである｡ こ れ に より水撃作用を検討

した と こ ろ緩閉逆止弁の 機能が失われ ても, 吐

出管に対 して 安全と の 結論が 出た ｡

昭和62 年 に 2 号ポ ン プと 4 号ポ ン プの シ ャ フ

ト の交換 を実施 した ｡
1 号, 3 号同様に グラ ン

ド ス リ
ー ブ組み付 け部の腐食が発生 して い たた

め
, 取替 えしたもので ある｡

平成 に入 っ て 2 号電動機の 巻替え, 制御 回路

の継電器を全部交換した｡ 制御回路の継電器は,

長年の使用に よ り, コ ア に残留磁気の発生と復

帰 バ ネの
"

へ た り
' '

が 生 じ, 制御回路の 不調が

頻繁に 生じた ため で ある｡

平成 4 年の定期点検整備にお い て, 1 号ポ ン

プ逆止弁軸受けボ ス の割損が発見されたた め,

平成 5 年自閉式逆止弁に取替 える ことと した ｡

4 号電動機に つ い て も平成 5 年 に巻香 えす る

予定である｡ 修繕費は老朽が進 んだ こともあ っ

て昭和5 4 年辺りか ら多くな っ て い る｡

④ 保守上 の留意事項

運転開始前, 休止時, 休 止期間中それぞれ に

留意 して い る事項 としては下記の とおりである｡

(多 運転開始前

絶縁抵抗測定

制御回路動作確認

各種 ド レ
ー

ン バ ル ブ な どの閉鎖

各機器の 試運転 ･ 給油 ･ 給脂

電気機械設備の清掃

直流電源装置の 点検手入

⑤ 運転休止時

絶縁抵抗測定

各種 ド レ ー ン バ ル ブ類開放

電動機の 絶縁劣化 を防 ぐため の ス ペ
ー

ス ヒ
ー タ

電源投入

不要な電源の開放

錆発生の 懸念の ある部分の防錆処置

ポ ンプ グラ ン ドの 手入 れ

軸受 け油の
一

部 をド レ ー ン プ ラグより抜く

(9 運転休止期間中

メタ ル軸受 け部の 油切れ
･ 錆び発生防止

補助磯械類 を月 1 回程度運転

直流電源装置の点検手入れ

⑤ 維持管理費

③で述 べ た定期点検整備補修等に要 した, 最近

1 0 カ年 の 経費は 7 億3 2 百万円で あり, 年平均 にす

ると7 3 百万円とな るが , 年度 に よりかなりの バ ラ

ツキがある｡

整備補修費に つ い て は, 県
･ 土 地改良区が , 各々

50 パ
ー

セ ン トづ つ 負担 して い る｡

運転経費 として の電力料金に つ い て は, 降雨量

に大き く左右され るが ,
1 0 カ年間の 年平均 をとれ

ば, 85 百万円とな っ て い る｡ 過去1 0 カ年 の各年に

お ける電力料金と雨量の関係 は, 図一 5 の とお り

で ある ｡

4
. 問題点と今後の維持管理

① 問題点

現在の施設は, 老朽化に よる傷みが激 しく , 河

川は水質の悪化, ゴ ミ等の
一

部不法投棄によ り,

機器類の消耗及び故障が多発 し, そ の安全性に 不

安が感 じられる ｡
な お ゴ ミ の処理 に つ い て古ま焼却

設備を設置 し処分を行 っ て い る ｡

機器類に つ い て, 危険性の あるもの はその都度

補修なり取替 えを行い , 主 な機 掛こ対 しては 5 年
～ 7 年 の周期で点検整備を実施 し, 安全性 を確保

して い るが, こ れ に も限界が あり全体施設に つ い

て は見直 し更新が迫られて い る ｡

細部 に つ い て多少触れ ると, 第
一

揚水機場に つ

い て は, 房総導水路事業参入時に 改修等を実施 し

て い るので, 第 二揚水機場に つ い て述 べ る｡

④ 直流制御回路の 地絡故障が発生 した場合,

直流制御回路に お い て制御電源回路が 区分され

て い な い ため , 故障点の発見に手間 どり復旧が

敏速に 出来な い ｡ 区分す るには盤の交換, 制御

ケ ー ブ ル の 張替えな どが必要であり, 単年度対

応が 困難である｡ ま た , 直近 に 見直 し事業計画

がある こ とな どの ため ,
そ の まま使用 して い る｡

(砂 油圧制水弁にお い て , 弁体 とケ
ー

シ ング側

案内面が摩耗 し開閉が困難に な っ て きて い る ｡

こ れ に つ い て は, 弁本体そのも の を交換する し

か な い が, 交換の場合は電動とな るた め, 電気

関係も大幅な改造 を伴い , 費用面と単年度対応

の困難性, 見直 し事業計画等の 整合性を考慮し,
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応急処置と して電動 バ イ パ ス 弁を取り付け, 始

動時 に バ イ パ ス弁か ら吐 出管 へ 送水 し, ポ ン プ

吐出圧と吐出管側の 背圧をある程度 バ ラ ン ス さ

せ て対処 して い るが, か な り の 不安が ある ｡

㊤ 主ポ ンプ分解点検整備時の 試運転調整 にお
い て 余水吐が な い こ と

, 調整池 を持 っ て い な い

こ と な どに よ り, 本格揚水の開始間際に行なわ

ざる を得な い ｡ 現在設置 して あるポ ンプ は ス ラ

ス トボ ー ル ベ ア リ ン グ部の予圧調整 を, カ ッ ト

ア ン ドトライ 方式で行うため, 時間がかか り実

施時期の 調整に苦慮 して い る ｡ 本格揚水が始ま

つ て調整する ことも多 い ｡

現施設で良い と思われ る の は, 轍封水と して

井戸水を使用して い るため , 故障が非常に 少な

い こ とである ｡

② 維持管理費の節減対策

運転経費の節減対策と して
, 電力料金の 占める

割合が大きい た め, 石油 シ ョ ッ ク後 の 電力料高騰

を契機と し, 毎年 6 月15 日 ～ 6 月30 日の間, 統
一

中干 し期間を設 け, こ の 間電力契約 を解約し, 基

本料金を節減する こ とと した ｡
これ に よ り, 現在

約12 0 万 円節約で きて い る ｡

具体的な休止時期の決定は天候, 稲 の成育状況

品種 な どで異 なるため, 土地改良区及び農業改良

普及所の意見 を聞き決定して い る｡

更 に進相 コ ン デ ン サ ー の設備容量不足 により,

力率が8 3 % 程度で あ っ たが, 昭和53 年前後に両揚

70

ハ

U

血

00

8 0 0

60 0

40 0

2 0 0

雨

旦

水機 場共, 進 相 コ ン デ ン サ ー を交換 し力 率 を

91 ～ 9 2 % に向上させた ｡
こ の こ とも基本料金の節

減に寄与 して い る ｡

ま た, 房総導水路 と施設の
一

部 を共用する こ と

に より, 維持管理費等の経費が節減され て い る｡

③ 今後の 維持管理

農業用水 は営農形態や天候等に よ っ て も水需要

が大きく左右さ れるも の で あり,
一

方工業用水 は

企業の生産工程, 生産数量等に よ り左右され, 上

水 も人 口 の増減 に より需要は暫時変化す るも の で

あ る｡

こ れ らを調整 し, よ り無駄なく公平安全に水 を

配分す る に は シ ス テ ム の 導入 は不可欠で ある｡

具体的な シ ス テ ム 構成と して は, 総合管理所に

お い て集中監視制御シ ス テ ム を導入す る ｡

こ れ らの シ ス テ ム 化 に より, 維持管理 の 合理化

と, 併 せて経費の 節減が 図られ る｡

④ 管理面か らみた建設時留意事項

維持管理 と建設は密接な関係が ある事は言う ま

で もな い ｡ 施設 の建設にあた っ て は, 操作が簡単

で ある こと, 保守が容易で ある こと, 経済的であ

る こ と, 保全性が高い こ と, そ して施設の重要性

を P R 出来る こ とが必要である｡

現在両総用水路に つ い て, 千葉県で は, 小学 4

年生の社会科の 副読本と して , ｢ 水の はな し+ に紹

介され て い る
｡
そ の た め小学生をは じめ多くの見
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学者が毎年訪れて い る｡

今後 の施設建設にはそう した配慮も含め, 見学

でき る ス ペ ー ス を確保す る ことも大切である｡

建設 に あた っ て の具体的な留意事項 は次のとお

りで ある
｡

(垂 揚水量の調節をす るた め回転数制御が 出来

るもの を1 ～ 2 台設置す る｡

(抄 農業用施設は休止期間が 6 カ月程度あるの

で , 不連続使用にも耐 え得る機器 を採用す る ｡

(ら 電気機器に つ い て は, 初期投資が多くても

長期的か つ 総合的に見た場合, 低損失機器を採

用した ほうが結果的に 有利な場合がある｡

④ 点検整備, 手入 れが最小限で済む物を採用

す る｡

㊤ 運転制御回路に お い て は連動制御 , イ ン タ
ー ロ ッ ク な どは必要であるが , 余 り複雑になる

と操作性や補修等で マ イナ ス面が大きくなるた

め, 十分検討する必要がある｡

(丑 停電対策と しては受電方式を 2 回線受電と

す る｡ こ の場合, 農業用施設にお い て は短時間

･の 停電は許容され るため, 本線 ･ 予備線の停電

切替え方式で十分と考 えられ る｡ ま た , 調整池

を設置 し, ピ
ー ク需要 を補完し, 契約最大電力

の低下を図り電力料金の 節約をする ｡

写真 - 2 第
一

揚 水機場内全景

5
. お わ り に

両総用水 に つ い て は
, 昭和1 8 年着工 し, 昭和4 0

年 に完成 して い るが, 建設当時は終戦直後で世の

中も混乱 し, 建設資材や労働力の不足 と言う状況

の 基に , 現在 に較 べ資材の品質面や施工管理に つ

t ゝて も著 しく劣 っ て い た ｡

こ の ため, 施設築造後3 0
～ 40 年経 つ 中で , 施設

の 老朽化が著 しく, ポ ン プの 敵陣, 開水路の漏水

随道陥没等大き な事故が起こ っ て い る｡

揚水機場 に つ い て は, 専門職員が常駐し施設管

理 を行 っ て い るが , 水路 に つ い て は, 延長が長い

だ け に , 地震等の災害 には非常に 弱い 面をも っ て

い る｡

こ の ため, 県や地元受益者も重大事態の発生に

危機感を強め , 農林水産省に対 し, 国営事業と し

て の再整備 を要望した ｡ こ の結果, 国の直轄調査

が昭和59 年か ら 6 年間, 全体実施設計が平成 2 年

か ら 3 年間実施され, 平成 5 年度よ り着工 の運び

とな っ た ｡

し か し, 受益面積や受益者数, ま た事業規模が

大き い こと等に より,
一

括採択を行 っ て事業化を

進める こと に は, 解決 しな ければな らな い 問題も

多い こ とが判明した ｡

こ の た め, 今回着エ とな っ た事業は, 両総用水

施設の中で特に老朽化が著 しい施設で, 同意を省

略 して実施でき る ｢施設更新事業+ に よ り, 第
⊥

排水機場, 北部幹線下流の 3 k m 区間, 第 二揚水機

場, 南部幹線上流区間13 k m を ｢ 国営両総土地改良

事業+ と して実施予定である ｡

総事業費と して は2 6 0 億円(平成 4 年度単価) 工

期は平成12 年 の 8 年間を見込んで い る ｡

ま た残り の施設 に つ い て も, 今後 どの程度機能

維持がで きるか不安で あり, 早急 に懸案事項を詰

めて , 事業化 を要望 して行きた い ｡

千葉県と して は, 県営事業 として実施 した施設

古手つ い て も, 同様 に老朽化が進んで おり, 国営事

業の計画樹立と合わせた形で計画策定作業 をすす

めて い る｡ 進捗率と しては8 0 パ ー セ ン ト に な っ て

い る ｡ 今後国営事業の進捗に併せ て末端整備の事

業化 を図 っ て参 りた い ｡

い ずれ に しても ｢国営両総土地改良事業+ は農

業の み ならず地域産業の大動脈 となる事業で あり

21 世紀に跨がる大事業で あると考えられる ｡

農林水産省が発表 した ｢新政策+ 等を念頭に t )

れ な が ら, 効率的 ･ 安定的な経営体が農業生産の

大宗 を担う農業構造を確立す るた め, 今後 の 地域

農業のあり方, 発展方向を十分検討 し, 主役で あ

る受益者との話 し合 い を大切にし, 事業の効果を

最大限生かせ る方向で , 本施設の有効利用を図 っ

て行きた い ｡
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【報 文】

香川用水地区の水路施設管理に つ い て
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は じめ に

香川用水 は国内屈指の大河で あり四国三郎と異

名を持 つ吉野川か ら, そ の 豊富な水源 を流域変更

して香川県の 農業用水 ･ 都市用水と して年間 2 億

4
,
7 0 0 万Ⅰぜの水を導水す る計画である｡ 昭和50 年 か

ら本格通水 を開始 して以 来, 年毎に通水量を増加

しなが ら
, 今年の 平成 5 年で通水19 年目を迎え,

そ の間, 吉野川か ら香川県 へ 導水された水量は,

既 に約2 8 億 血 に達し, 香川県の 農業の近代化, 産

業経済の発展 , 及び県民福祉の 向上 に大きく貢献

して い ると こ ろで ある｡

水路施設の管理 は, 農業用水と都市用水の共用

区間に つ い て は昭和50 年 か ら水資源開発公団が,

ま た, 農業用水専用区間に つ い ては昭和5 6 年 から
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国 よ り管理委託を受けて い る香川用水土地改良区

が
, そ れ奉れ担当して い るが , 緊密な連携の もと

に適切な施設の維持管理 はもとよ り, 円滑な配水

管理 を行 っ て い る｡

しか しなが ら
, 香川用水は通水開始か ら約1 9 年

が経過 し, 施設 (特 に コ ン ク リ ー ト構造物) の
一

部 に老朽化に 伴う劣化等が進んで い る と こ ろもあ

り, そ の対応 をどう進めるかが問題に な っ て きて

い る｡ こ の ような状況から, 香川用水事業の概要,

施設の維持管理の 現状, 及 び管理上 の 問題点と課

題等に つ い て述 べ る｡

1 . 事業の概要

香川県は四国の東北 に位置 し, 瀬戸内海 に面し

た総面積1
,
8 80 k m

2

の 狭 い地域で はあるが, 内海特有

太字 = 結合開発関連施設
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の温暖な気候と平坦 な地形が農業経営に 適してお

り, 古くから拓けた と こ ろであり, 県総面積に対

す る耕地率 は2 2 . 6 % と全国平均の14 . 2 % を大きく

上回 っ て い る ｡
しか し 一

方で は, 降水量が少なく

年間1
,
2 00 m m 程 度と全国平均値の 約64 % と い う寡

雨地帯であり, ま た , 河川も地勢的条件か ら河道

が急勾配で短く, 流水が利用 しにく い こ とも相 ま
さ ぬ き ひ で

っ て常習的水不足, ｢ 讃岐 日照り+ に悩まされてき

た｡ そ の こ とを現代 に伝えて い るのが , 満濃池に

代表され る, 約 1 万 6 千個 に 及ぶた め池であり,

こ の た め池の数 は兵庫県, 広島県に次い で全国牙

3 位で , た め池密度は全国牙 1 位で ある ｡
ま た ,

昭和3 0 年代まで存続して い た ｢線香水+ 等 に代表

され る厳 し い水利慣行があ っ たが ,
こ れ らの こと

が当該地域の用水の貧困を物語 っ て い る ｡

一 方,

産業 の発展 , 民生 の 向上によ り, 農業用水のみな

らず都市用水も そ の需要は増加の
一

途 をた どり,

そ の対応 を必要とされた ｡ こ う した状況の解決策

として具体化をみたのが, 吉野川総合開発計画で

あり, そ の
一

環 と しての香川用水事業で ある ｡
さ め うら

吉野川総合開発計画は, 早明浦ダム を中核とす

る内容である｡ 吉野川上流 は年間3 ,00 0 m m 以 上 の降

水量があ る水資源の 豊富な地域であるが , 早明浦

地点に有効貯水量 2 億8 , 90 0 万 血 の 貯水池 を築造

し, そ の容量を利用 して年間 8 億6 , 3 00 万 血 の 新規

利水 を開発 し, こ れ を四国四県に供給するも の で

欠如り

l

伸

;謂
芳ノ

取水

錐 血 県

伊

甲田

多 よ 都

十

電≡≡D
ロ ー ･ ･･････ 一
口
･ ･ ･ ･ - ･･･ ･･ ･ ･ 一

ll

苛も

あり, 併 せ て洪水調節 , 発電等を行うものである｡

香川用水は, 早明浦ダム に よ っ て新た に水資源

開発された利水量のうち約29 % に相当する年間 2

億4 , 7 00 万 血 の 用水を, 池 田ダム を通 して香川県に

導水す るも の であ り, そ の内訳 と しては農水が年

間1 億50 0 万血 , 上水が年間9 ,84 0 万 出そ して工水

が年間4 ,3 60 万 血 の 取水計画である｡ こ の よう に香

川用水は , 農水 の みでなく上水, 工水 をも供給す

る多目的用水で あり, 香川県内の 山間部と島しょ

部 を除くほと ん ど県下
一

円 に配水され 県全域が

そ の恩恵を受けて い る ｡

2
. 施設の概要

早明浦ダム に水源措置が なされ, 池 田ダム の堰

上 げに よ り取水された用水は, 阿讃山脈を貫通す

る 8 k m の 導水ト ン ネ ル を通じて, 香川県に導水さ

れ, ト ン ネ ル下口 に ある東西分水工 に よ っ て東部

幹線水路7 4k m , 西部幹線水路1 3 k m に 分水され, さ

ら に東部幹線水路を約 5 k m 流下 した神田チ ェ ッ ク

施設で 高瀬支線水路11 k m が 分岐 してお り, 水路総

延長は全長1 06 k n で ある｡

事業 の施行は, 共用区間水路に つ い て は水資源

開発公団が昭和4 3 年10 月 に着工 し, 4 7kl n の 水路を

昭和50 年 3 月 に完成 し, 農業専用区間水路に つ い

て は農林水産省が昭和4 3 年1 0 月 に着工 し, 59 k m の

水路を昭和5 6 年 3 月 に 完成 して い る｡
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表
-

1 香川 用水供給計画

用水区分 配 分 水 量 僕 絵 対 象 付 記

農業用水

年間 1 億5 00 万 m
3

夏 期最大11 . 3 m
3

/ 秒 , 平均8 . O m
3

/ 秒
冬 期最大 1 . 5 m

3

/ 秒 , 平均1 . O m
3

/ 秒

5 市3 1 町

田 25
,
0 5 1 h a

畑(樹 園地) 5 , 6 3 2 h a

計 30
,
6 8 3 h a

水 道用水
年間9

,
8 4 0 万 m

8

5 市19 町及 び 香川県(五色台簡水)
給 水普及率98 %
1 日 1 人 当り最大

給水量約58 0 且
平 均3 . 1 2 m

3

/ 秒 給水人 口 86 万人

工業用水
年間4

,
3 6 0 万 m

8

平 均1 . 3 8 m
3

/ 秒
坂 出, 丸亀 地区及 び高校地区

表 -

2 施 設の 概要

区 分 共用専用別 区間および通水量 延長 実 施 区 分 総事業費

幹

支

線

水

路

取水施設 共 用 池田 ～ 通水 量 15 . 8 m
3

/ s 1 ケ 所 水資源開発公団 水公団
148 億 円

農水省

130 億 円

導水幹線 共 用 池田 ～ 財 田 通水量 15 . 8 m
3

/ s 約 8 k m 水 資源開発公団

東部幹線 共 用 財田 ～ 古 川 通水量 14 .
3 ～ 6 . 6 m

3

/ s 約3 5 k m 水 資源開発公団

専用(農) 古川 ～ 宮奥池 通水量 6 .
6

一
- 0 . 2 m

3

/ s 約3 9 k m 国 (農 水省)

西 部幹線 専用(農) 財 田 ～ 井 関 通水量 1 . 5 ～ 1 . O m
8

/ s 約10 k m 国 (農 水省)

和 田支線 専用(農) 井関 ～ 姥懐池 通水量 0 . 3 5 m
8

/ s 約 3 k m 国 (農 水省)

高瀬支線 共 用 神田 ～ 二 宮 通水量 2 . 5 m
3

/ s 約 4 k m 水 資源開発公団

専用(農) 二 宮 ～ 満水 池 通水量 1 . 3 3
～

0 . 5 m
3

/ s 約 7 k m 国 (農 水省)

香川用水の水路施設の特徴 と しては , 幹線水路

が平野部の南側丘陵地に沿 っ て東西に配置さ れ,

自然流下方式で送水す る最も経済的な位置を選定

したた め, 共用区間水路に お い て ト ンネ ル, サイ

ホ ン等 の埋設型水路が全体の約80 % を占め, 開水

路は約2 0 % と少な い ｡

さ て
, 取水工 に お ける取水方法と して は, 吉 野

川 の 池田 ダム の堰上 げ水位に よ る自然流入方式で

あり, こ の堰上 げ水位は変動巾が あるため, ア ビ

オ ゲ ー ト に より下流の静水池の水位が
一

定 に なる

よう に調節し, 電磁流量計によ り取水量 を測定し

なが ら, バ タ フ ライ バ ル ブの開閉に より調整す る｡

ま た, 水路管理 は ゴ ミと の闘 い であると言われ る

ほ ど
, 除塵対策は重要で あり, 取水工 に お い て は

まず, 流入部前面に フ ロ ー テ ィ ン グス クリ ー

ン に

よ り浮遊 ゴ ミや油類の 流入 を防ぎ, 次 に 固定式 バ

ー

ス ク リ ー

ン ( 格子間隔 @ 1 5 0 m m) に よ り大型 の ゴ

ミや流木等の流入 を防止す る｡ 更 に それ でも流入

した ゴ ミ は, ア ユ の迷入防止 を兼ねた クリ ンプネ

ツ ト ( 網目 @ 1 0 m m) を取 り付けた トラ ベ リ ングス

クリ ー

ン に よ り除去する ｡

次 に幹線水路の流量調整の仕組 は次の とおりで

ある｡ 香川用水は共用区間 (公団管理区間) に お

い て68 ヶ 所 の 分水工があり, こ れ らの分水工の流

量 は需要に応 じて変更させて い るた め, 分水後の

幹線水路 の流量も変動す る こと に なる｡ ま た, 分

水工 は定水頭に よ り安定分水する形式を基本と し

て い る｡ こ の た め, 幹線水路の水位を安定させ る

目的で水位調節堰 ( チ ェ ッ ク) を1 3 基 ( 手動式チ

ェ ッ ク 6 基, 自動形チ ェ ッ ク 7 基) 設置して い る ｡

手動形チ ェ ッ ク は設計水路断面が変化す る地点で,

しか も流量を任意に調整する地点に設けて い る｡
一

方, 自動形チ ェ ッ ク は流量調整 は無く, 水位 の

保持の み を必要とする地点に設 けて お り, 上流水

位を
一

定 に す る方式と して アミ ルゲ ー

ト 6 ヶ 所,

下流水位 を
一

定 に する方式と してア ビオゲ ー ト1

ケ 所設置 して い る｡
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図- 3 取 水 工 設 備 概 要 図

3
. 管理体制及 び管理組織

水資源開発公団の管理範囲は
,
公団常事業と し

て施行 した取水工 ･ 導水 ト ンネ ル を含む共用区間

の4 7 k m で ある ｡ 農水省が国営農業水利事業と して

施行 した農業専用区間の5 9k m に つ い て は, 香川用

水土地改良区が国か ら管理委託 を受けて管理 し て

い る ｡ 即 ち,
一 水 系の 水路であるにもかかわ らず,

維持管理 は 二 元化され て い る｡ しか しなが ら
, 水

管理の
一

貫性を図るた め, 共用区間の主要管理機

能を公団管理所 (仲多度郡琴平町内) に集中し,

香川用水土地改良区中央管理所 ( 高松市内) に対

しては共用区間の情報を転送す る等の 緊密な連絡

調整を行 い るか ら,
一

体 的な管理 が実施され て い

る｡

なお , 取水管理上 の協議及び配水量の 調整な ど

は , 図- 4 の 組織 に基づ い て 行わ れ て い る
｡

な お , 早明浦ダム 及び池田ダム は, 水資源開発

公団池田総合管理所で管理 して い る
｡

4 . 水管理制御 シス テ ム と配水管理

香川用水の取水計画は
,
吉野川か らの流域変更

で あり, 即 ち水源 を全面的に早明浦ダム に依存し

ており, 四国 の水事情及び事業発足の経緯等か ら

も特に厳正 な取水管理 を必要とされ る｡
一

方, 導

- 7 5

水後に つ い て も, 用水 の適正 な配分ができ るよう

に 公平な水管理が必要である ｡ 特 に農水 に つ い て

は共用区間, 及び農業専用区間を合せ た水路延長

が1 06 k m に も及び, 約 3 万 1 千 ヘ ク タ ー ル の広大な

農地を対象に約1 80 ヶ 所 の分水工があ り, ま た都市

用水 に つ い て は共用水路区間に 4 ヶ所の分水工が

あるた め, 適 正 な配水と同時に合理 的な水管理が

要求され る｡ こ の た め, 水資源開発公団は農水,

上水及びエ水の 3 部門 の水利権 を
一

括 して取得 し

てお り, 取水の調整としては常に的確に把握して ,

ユ
ー

ザ ー 間の調整, 水源ダム の 管理者と密接な連

絡調整等を行 っ て い る ｡ 即 ち, 香川用水の広範囲

の施設を総合的に管理 し, 用水 の適正 な配水 を図

る見地から, 近代的な集中管理 シ ス テ ム を導入 し

て い る｡ 香川用水の集中管理 シ ス テ ム は, 長大な

幹線用水路に お ける シ ス テ ム としては全国の こ の

種 シ ス テ ム の先駆 をなすも の で, 昭和5 5 年度農業

土木学会上野賞を受賞 して い る ｡

香川用水は, そ の事業実施の 経緯か ら 二 元管理

の 形とな っ て い る が集中管理 シ ス テ ム を採用す る

こ と に よ り共用区間の 必要な情報 を, 農業専用区

間を管理 す る香川用水土地改良区 ヘ デ ー タ伝送装

置を介 して転送し, 両者 の 密接な連携によ る実質

上の
一

元管理 を可能と して い る｡

従来, 水路 の 管理 と い う と取水工 から下流 へ の
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図- 4 香川 用水管理組織

通水, 分水 に つ い て は監視員の パ ト ロ
ー

ル と操作

に頼 っ て い る場合が多か っ た た め,

①水資源の有効利用が行われず無効水が多 い ｡

②誤操作に よる施設の故障, こ れ に伴う下流で

の 災害の発生｡

③合理的な配水が伴わ な い こ と に よる受益者の

不信 ｡

④管理費 の増大に 伴う管理密度の低下｡

等 の問題が生じかねな い ｡ ま た, 近年 の管理費に

占める人件費の割合い が年々上昇 してお り, 管理

運営に支障を生ずる ことが予想され, 省力化及び

限られ た水 を有効に か つ 平等に利用 す る上 か らも

施設の集中管理が適切な手段と考え られ る｡ そ こ

で, 長大水路の 水管理 に遠方監視 ( テ レ メ
ー

タ) ,

遠方制御 ( テ レ コ ン) 等 の 電気的手段 を導入 して

集中管理 を行うとす る場合, 管理制御の レ ベ ル を

ど こ に置くかと い う ことが重要な検討事項となる ｡

香川用水で は, こ の レ ベ ル の 決定に あた り, 施

設 の 機能及び維持管理 に要す る投資額に 重点を置

き, 次 の ような遠方監視制御設備と して い る｡

本 シ ス テ ム は, 水路の監視及び制御を主とす る

香川用 水管理

運 営 協議 会

水 資 源 開 発

公 団

中 国 四 国
農 政 局

四 国 通 商
産 業 局

香 川 ′県

香 川 用 水

土 地 改 良 区

学 識 者

も の で
, 次 の基本機能を自動的に集配信可能とな

る シ ス テ ム を構築 して い る｡

①水路施設の 監視 ･

計測デ
ー タ の収集, 配信

②水文 ･ 水利デ
ー タ の収集及び諸量の計算

(卦収集 ･ 処 理デ ー タ の表示, 記録, 保存

④主要施設の遠方操作, 制御

(参異常状態の検出と処理

⑥関係機関との デ ー タ交換

以上 の 基本機能を満足させ るため , 図- 5 に 示 す

ように 管理所装置, 取水工装置, 被制御局装置,

観測局装置, 中継局装置及び傍受装置に より構成

さ れ, シ ス テ ム構成と しては, 制御 シ ス テ ム , 監

視計測 シ ス テ ム及びデ ー タ処理 シ ス テ ム の 3 つ の

サ ブ シ ス テ ム に分類され る｡

香川用水で は, こ の装置群に よ り水文情報 (水

_位, 開度, 流
量等) を各子局に 集信し, 中継局 を

経由して水路状態 を管理所 へ 無線伝送 して い る ｡

な お, こ の 監視計測情報の収集に つ い て, 取水工

は連続監視 を行 っ て い るが , 子局 に つ い て はポ
ー

リ ン グ方式に より 5 分毎た監視計測情報を収集 し,

管理上 の重要度に より, 表示 また は記録 して い る｡
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こ のような管理 を行うた め, 取水工 か ら管理所及

び管理所か ら大麻山中継局に は多重回線を, そ の

他 の 区間は復信回線 を使用 して い る ｡ な お , 管理

所と現地の 連絡は車載無線及び携帯無線に より常

時連絡可能と して い る ｡

ま た, 管理所 に お い て は定時及び任意に監視計

測情報の収集を行い , 各種水利情報の 計算処理 を

行 っ て総合監視監, C R T 及びタイ プライ タ
ー

に

表示 と記録 を行う ととも に , 無線回線 を使用 して

次の遠方制御を可能と して い る｡

①取水工の取水 バ ル ブ, 非常用ゲ ー ト及び予備

電源

②東西分水工, 綾川チ ェ ッ クゲ ー

ト , 西部
･ 中

部 ･ 綾川 ･ 東部上工水分水エ バ ル ブ の操作

③中継局予備電源の操作及び無線機の切替動作

これ ら の 制御操作時に は操作記録 を残し, さ ら

に シ ス テ ム運用中に異常が発生 した場合に は可視

可聴の警報 を発 して操作員 に報告する ととも に ,

警報記録 を作成す る｡

共用水路区間4 7 k m に お ける幹線水路の 流況把握

と して は, 9 地点 に11 基 の 幹線流量計 (超音波流

量計) を約 8 血間隔に配置 し, 測定 した流量 はテ

レ メ ー タ装置に よ っ て管理所内総合表示盤及びC

R T デ ィ ス プ レ イ に デ ジタ ル表示 , 記録し, 適 正

な幹線水路流下量及び配水 を確認 して い る ｡

農業用水の分水工 (共用水路区間) は, 6 4 ヶ 所

あり, ほ と ん どが幹線水路分水後, た め池に
一 旦

配水され た上で , 各 ため池の 水掛か りの 在来の配

水慣行に基づ い て各圃場 へ 配水されて い るが , そ

のうちテ レ メ ー タ に よ っ で情報収集が出来るのは,

1 7 ケ 所 (0 . 3 Ⅲf/ s 以 上 の分水工及び重要分水工)

で, 全体分水量の88 % が把握で きるように な っ て

お り, 分水工 の 操作は パ ト ロ ー ル 車 に よ る人為的

な現地の機側操作 ( ス パ
ー

リ ングメ
ー

タ等 の読み

によ り, ゲ ー ト開度を調整す る｡) に よ っ て行われ

て い る｡ な お , 分水工 の 管理範囲 は, 分水槽に接

続す る第 2 ゲ
ー ト ま でである

｡ ( 農業専用水路区間

にお けるテ レ メ
ー タ対象は, 0 . 1 Ⅰぜ/ s 以上 , 把握率

は8 3 % で あ る ｡)

池 田 ダム か ら の 香川用水 の 取水パ タ
ー

ン は,

図- 6 の香川 用水導水計画図の とおり である｡

農水は既存の た め池を水源と して使用す る こと

は勿論の こと, 調整池と して の機能 を活用する計

画に な っ て お り, 取水は安定効率的で, 水路断面

が効率的な経済断面に な っ て い る ほか, 配水調整

の し易 い設計 とな っ て い る ｡ 農業用水分水工 (共

用水路区間) の配水操作 は, 年間 の取水計画の 中

で, 月 は じめ及び半句毎に香川用水土地改良区か
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ら提出され る必要水量 に従 っ て配水予定表 を作成

し行 っ て い る｡

都市用水は, 年間 コ ン ス タ ン トな取水計画に な

つ て い るが , 月 は じめ に県水道局か ら提出され る

需要量 に従 っ て配水 して い る
｡ 分水工 は 4 ヶ所で

あり, 公団 の操作室で遠方監視制御で きるよう に

な っ て い るが , 分水後の導水路が パイ プライ ン の

た め, 各浄水場内の 着水井の ゲ
ー

ト操作に よ っ て

配水調整が なされて い る｡

香川用水の取水実績 は, 昭和5 0 年 か ら本格管理

を開始 して以来, 着実 に伸びてお り
,
平成 5 年度

9 月末までで , 既 に約2 8 億血 に 達す るが , 平成 4

年度 の取水実績は次の とお りである
｡

①農業用水 (計画3 0 , 68 3 h a , 年間10 5 , 00 0 千 血)

は, 2 4 , 0 85 h a ( 計画 の7 8 % ) に対 し年間9 3 , 50 0

千 m
3

( 計画 の8 9 % ) 取水 した ｡

②水道用水 (計画年間9 8 , 4 00 千 血) は, 年間75 ,

80 0 千Ⅱf ( 計画 の77 % ) 取水 した｡

③工業用水 (計画年間4 3
,
60 0 千 血) は, 年間15 ,

30 0 千血 ( 計画 の35 % ) 取水 した｡

ま た
, 香川県の水需要に 占める香川用水の供給

割合 ( 昭和6 2 年) は, 農業用水の 約2 5 % , 水道用

水の約53 % , 工 業用水の 約 8 % であり, 香川県の

重要なライ フ ライ ン を担 っ て い る ｡

5 . 管理 上 の 問題 点及 び対応

(丑渇水対策

香川用水が通水開始 して から1 9 年の 間 に取水制

限を受 けた年は 8 カ 年 に及び, 発生頻度は約 2 年

に 1 回の 割合で ある ｡ 早明浦ダム の利水容量 は,

昭和2 0 年中期から1 0 年間の デ
ー タ を もと に計画さ

- 78

れ て い るが, 最近年の世界的異常気象の た めか,

早明浦ダム の 渇水に伴う取水制限が頻発 して い る ｡

こ の た め, 香川県内に お い て も, 渇水対策を講

じる必要が ある と考えると こ ろで ある ｡

(参取水工 の ゴミ対策

取水工 の除塵設備は, フ ロ
ー テ ィ ングス ク リ

ー

ン , バ
ー ス ク リ ー ン 及び トラ ベ リ ン グス ク リ ー ン

の 3 段階のも の である｡

特 にトラ ベ リ ン グス クリ ー

γは鮎の迷入防止を

目的と して @ 10 m m の 網 ( ク リ ン プ ネ ッ ト) を使用

して い るた め, 取水工 に流入 してくる塵芥の ほと

ん どを処理す る機構 とな っ て い る｡

ま た, 吉野川は平常時に は全く と言 っ ても い い

程, 塵芥が少な い が , い ざ出水 に なると多量の流

木等の 塵芥が流入 して く る｡

そ の た め, 吉野川出水時に は バ
ー

ス ク リ ー

ン に

掛か っ た流木等の 塵芥を, 危険を伴い ながら人力

に より搬出して い る こ と, 及 び トラ ベ リ ングス ク

リ ー ン に 多量 の落葉等の塵芥がタ リ ン プネ ッ ト に

付着 し, 機械 の除塵能力を過去 に何度も脅か して

きた こと等の問題があ っ た ｡ 対策 としては, バ
ー

ス ク リ ー

ン の除塵 を動力に よる レ
ー キ式の除塵機

に より行うこ とが望まれ る｡ ま た, ト ラ ベ リ ン グ

ス クリ ー

ン の 対策と しては, 過去 に網枠フ レ
ー

ム

等部材の補強, 機械 2 門 の 同時運転 , 回転速度の

能力ア ッ プ等を実施 し,
一

応 の成果を上 げて い る

と こ ろで あるが今
一

つ 課題が ある｡ 取水位は E L .

8 7
,
5 00 ～ E L . 9 4

,
0 00 の 計画とな っ て い るが , トラ

ベ リ ングス タ リ ー

㌣の
ハ ウ ス の床版がE L ･ 91

,
00 0

の 高 さで設置され て い る｡ そ の床版 に は塵芥排出

路が あり, 吉野川の水位が こ こまで達す ると, 排

水 と 土 第 95 号 19 9 3



水路が水没 し, 多量の塵芥があると, トラ ベ リ ン

グス ク リ ー

ン の運転が不能とな り, 取水も ス ト ッ

プせ ざる を得な い ｡ 対策をソ フ ト面 (操作の 運用,

自 己水源の活用等) , ハ
ー ド面 ( 機械改良等) か ら

検討 して い ると こ ろである｡

③高瀬支線の渇水対策

高瀬支線 に つ い て は共用水路区間約 4 k m , 農業

専用区間約 7 k m の P C 管施工 の パ イプ ライ ンであ

り, 香川用水で は, 特 に漏水の発生が多 い ｡ そ の

原因と して は, (丑施工不良, (卦ウ ォ ー タ ー ハ ン マ

ー

, ③基盤の 不等沈下 によ る管体移動, ④ジ ョ イ

ン ト ゴ ム リ ン グ の 劣化等が考えられる ｡

公団が管理 して い る高瀬支線共用水路区間は,

下流 に西部浄水場を控えて い るため, 非潅漑期に

通水 を止 める の は約20 時間が限度であり, こ の 間

に お い て漏水の補修を行う必要が ある
｡
こ の こ と

から補修方法は自ずと時間的制約を受 け, 漏水止

め内面 バ ン ド に よる工法を主と して採用 して い る｡

作業 は水需要の少な い夜間とな るため, 管路内

の排水充水の水操作及び漏水補修工事は危険を伴

い
, 細 心 の 注意を要す る緊張の連続 となり , 作業

を担当する者の労苦は計り知れな い も の が ある ｡

ま た , 漏水箇所の発見は非常に難 しく , 管路内貯

留水が排水され る に伴 い , 逆 に管路内に漏水が流

入 してくる箇所を発見するか ,
ジ ョ イ ン ト部 の 土

砂の洗われ具合に よ っ て発見す るか で あり, 作業

員の経験と勘 に頼る部分が多 い ｡

公団が管理 して い る共用区間では, ま だ数 ヶ 所

の漏水と思われ る湧水 ヶ所が発見されて お り, 今

後 にお い て計画的な対策を必要と して い る ｡

内面 バ ン ド に よ る補修工法も鋼製 バ ン ドを使用

するた め錆の発生の 問題, 粗度係数増大化の 懸念

等があり, 検討 を要す る点も多々 あり, 新 しい 対

策工法
,
も しく は補修工事に必要な時間を確保で

きるよう にす る対策 (代替水源の確保等) が必要

と考えられ る｡

④施設の 老朽化と対応

公団に よる共用区間の 管理が 開始され て以来,

約1 9 年 を経過す るが , こ の 間, 管 理 は順調に運営

され てきたが, 施設 の
一

部 に は老朽化が進んで い

る と こ ろがあ り, 或 い は水路周辺の環境変化もあ

り, ま た , 当初 に予想されなか っ た ア ル カリ骨材

反応 と考えられ る原因で コ ン ク リ ー ト施設に ひび

割れ現象も見られ る等, 施設 の 安全性及び水の安

定供給が危惧され る状況に な っ て い る｡

昭和5 0 年の 中頃か ら塩害に よる早期劣化を生じ

た コ ン ク リ ー ト構造物が話題とな り, ま た ,
昭和

5 0 年代後半に はア ルカ リ骨材反応 に よる コ ン ク リ

ー ト構造物の早期劣化が新たな社会閉塞と して取

り上 げられ るように な っ た
｡

香川用水共用区間に お い て も, こ れ ら の状況 を

踏ま え目視 によ る調査 を行 っ たと こ ろ, 水路施設

の各所に ひび割れが発生 して い る こ とが判明 し,

そ こ で特 に ひび割れ の多 い 岩瀬チ ェ ッ ク ( 水位調

整施設) に つ い て原因究明の た め の調査を昭和61

年度 に実施 したと こ ろ, ひ び割れ はア ル カ リ骨材

反応が主原因である と考えられ, 今后更に 劣化は

進行 し, 塩分含む こ とか ら鉄筋の 発錆に まで至 る

ことが考 えられ, 早期 の 補修が望 まれ る ことが判

明した｡ こ の こ と に よ り, 昭和62 , 6 3 年度 に ひび

割れ部分 に エ ポキ シ樹脂を注入する等の補修方法

を岩瀬チ ェ ッ ク に採用 し, そ の後 , 平成元年度か

ら 3 年度にか けて 大林チ ェ ッ ク, 神 田チ ェ ッ ク,

二 宮チ ェ ッ ク及び東西分水工 に つ い て も同様の補

修工事を緊急対策 と して実施 した ｡
こ れ ら の対策

は, 常 に重要な施設に対 して の 実施 であり, 水位

を下 げて施工 でき る範囲の み の も の であり, あく

までも応急手当である
｡
次 に

, 平成 2 年度 に開水

路部分の 全区間を対象に通水 しなが ら出来る範囲

に お い て目視調査 を実施した｡ そ の 結果は, 約 5

割強 の と こ ろで何が しか の ひび割れが ある ことが

判明 し, ま た , 水路 の摩耗が ほとん ど の と ころで

見 られ た｡ 従 っ て , こ の ような簡便な調査でなく,

本格的な調査を行 い抜本的な対策を確立す る こと

が重要な こととな り, 平成 4 年度から 3 カ 年をか

け て ｢ 水資源開発公団造成施設機能調査+ を実施

して い ると ころである｡

本調査は公 団が管理 して い る地区に つ い て, 老

朽化とか予期 しな か っ た自然条件の 変化等 によ り,

施設 の機能維持や安全性の確保又 は円滑な水利用

等に著 し い 支障の ある場合に所要の 調査を総合的

に実施 し, その実態及び原因を明らか にす るとと

も に , 整備計画を取りま とめる こと を目的として

昭和61 年度 か ら豊川用水地区, そ して群馬用水地

区と実施 して い る ｡ 平成 4 年度 か ら調査を実施す

る本地区に お い て は, 目視可能な部分 にア ル カリ

骨材反応と考えられ るひび割れ の多発, 構造物の

老朽化
,
破損等が見られる こと, ま た, ト ン ネ ル
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及びサイ ホ ン部 に お い て は管理開始以来, 都市用

水 を含 む水絵供上の 必要性から水路の通水 を止 め,

断水して点検 を行う ことが 出来なか っ た た め, ア

ル カ リ骨材反応等の影響も不明である こ と等の理

由か ら, 本格的な調査 を早急に行う必要が あ っ た

が
, 本調査の実施 に当た っ て は, 都市用水 に対 し

て 関係者に理解と協力を戴き, た め池等の代替水

源 を確保し, 水 を供給す るため の 方策を講 じた上

で幹線水路の通水 を止 めて調査 (空水調査) を行

うも の である
｡

本調査の実施方法は, 水路全体 を対象とす るが ,

空水調査を行う こ とは, 管 理 に与える影響か ら制

限があり, ト ン ネ ル ･ サイ ホ ン ･ 開水路の 各工程

毎 に水路延長の 2 割程度を目安 に行 い , 水路全体

を推測す る方法で行うもの である｡ 空水調査は,

現在の と ころ, 西部浄水場 に代替水源がな い こ と

か ら通水を止 める ことができな い こ とから , 神 田

チ ェ ッ ク下流か ら公団管理区間終点まで を対象と

して , 水需要の 少な い非かんが い期 (1 1月頃) に

実施す る ことと して い る｡

平成 4 年度 は, 大林チ ェ ッ ク から公団管理 区間

終点まで の 空水調査等 を主体 に実施 した ｡ 平成 5

年度は, 神 田チ ェ ッ ク か ら大林チ ェ ッ ク ま で の空

水調査等 を主体 に実施する予定で ある ｡ 平成 6 年

度 は, 本調査の最終年度であり, 整備計画の取り

ま とめを主に 行う予定である｡

な お, 農業専用水路区間に つ い て は, 調査を既

に終了 し, 幹線水路の ひび割れ補修工事等を施行

す べ く国営造成土地改良施設整備事業を平成 5 年

度から 4 カ年か けて実施す る こと にな っ て い る ｡

6
. 今後の課題

空水調査は, た め池管理者等か ら上水の代替水

源と して協力 して戴く こ と に より可能とな っ た ｡

こ の代替水源の協力 は今後に お い て危機管理 の観

点からもかな り有効であると考え られ る｡ 当面,

本調査の 結果を受 けて, 水路 の補修等の整備計画

を平成 6 年度までに検討す る こと になるが , 補修

工事に つ い て も, た め池等を上水の代替水源と し

て協力 して戴く ことで対応する こ とが 出来るが,

代替水源の 協力水量と,の 絡みで工事期間等に つ い

て かな り の制限が伴 い , 工事進捗に つ い て十分に

検討す る ことが必要と考えられ る｡

ま た , 補修等の 事業で大規模化す ると ,

一

般管

理事業では ユ
ー ザ ー の 負担が突出 し, 特 に農業関

係 は近年の米作の 価格低迷等農業情勢が厳し い な

かで農家経営を圧迫する こ ととなり, 負担軽減を

図るため , 実情 に合 っ た新た な事業制度の創設等,

管理 の 時代 にふ さわ し い対応が望まれて い る｡

当初 の事業計画の段階か ら, 地域の重要なライ

フ ライ ン施設と なる ことが位置づけられて い るの

である か ら, 施設 の点検時は勿論の こと, 施設が

老朽化したとき , ま た は, 事故等不測の事態が発

生 した時の対応策を配慮 した施設設置が必要であ

る こ とを維持管理 に従事する立場から痛感す るも

の である｡

こ の 対策と して , 都市用水専用の調整池の 建設

が理想で あり, ま た , 通水の安全度を高め るた め

に 水路の 二連化( も しく は, バ イ パ ス 水路の併設)

も有効で ある ｡

将来計画と して の 社会
･

経済状況の変化, 土地

利用実態の変化, 農業面で の栽培様式
･

水管理実

態の 変化等を把握分析 し つ つ , 恒久対策 をどう考

えて い くか今後の 重要な課題である｡ 農林水産省

では, 水資源開発公団造成施設機能調査と並行 し

て国営土地改良事業地区調査｢香川二期用水+ ( H

4 ～ H 8 ) が 実施され ており, 香川用水の 抜本的

な見直しの計画が進められて い る｡

お わ りに

香川用水の管理 に つ い て概要を述 べ た の である

が, 昭和5 0 年 に本格管理 を開始 し, 試行錯誤 を重

ねなが ら, よ り適正 な管理を目指す ように 努めて

きたと こ ろで ある ｡ し か し, 施設面をみると, 約

20 年 を経て , 改良 ･ 更新を要する施設が多くな っ

て来て い る｡ 施設 ･ 設備 の更新 は, 利水者 に と っ

て は管理費の負担増 と い う問題 に つ なが り, 管理

の合理化
･

省力化, 管理 ロ ス の軽減と い っ た点を

十分認識し, 関係者の 理解と協力 を仰ぎなが ら施

設の適正な管理 を行う よう今後と も努力 して い く

所存である｡
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. 地 区 及 び施設の概要
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西2 2k m ･

南北1 0k m の 間 に展開す る畑地 を中心に 1

市 3 町が関係す る農地3 ,0 42 h a を受益地と して い

る
｡ ( 図- 1 ) 当地区で は昭和2 7 年 8 月宮崎県が策

定 した ｢綾川総合開発計画+ の
一

環 と して 国営か

んが い 排水事業を基幹と し
,
こ れ に付帯する各種

事業を併せ て表- 1 の よう に農業基盤の整備が実

施され, 今 日で は宮崎県下に お ける重要な農業地

域の
一

つ と な っ て い る ｡
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地 区の 水源は, 県営発電と農林省の共同事業と

して費用を分担造成 し, 接続する基幹的水路等が

国営かんが い排水事業 に より昭和3 3 年度着工され ,

昭和4 5 年度をも っ て完工 を見た ｡

国営以 外の付帯関連事業は, 当初県営か んが い

排水事業が昭和40 年度 に着工 された
｡
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表 - 1 綾 川地区土地改良事業総括表

事 項

事業名
事業費(千円) 受益面積(h a) 事 業 量 10 a 当事業費(円) 工事期間

国 営 事 業 2
,
5 1 9

,
00 9

A = 3
,
0 42 .1

畑か ん 2 , 0 4 4 . 6

開 田 12 3
.
1

古 田 87 4 .
4

導 水 路 且 = 1 9
,
8 7 0 m

幹線水路 且 = 3 1
,
58 6 m

流量計測装置 1 式
82

,
80 0 S 3 3 ～ S 4 5

県営か んが い 排水事業 264
,
90 6

A = 1
,
9 6 5

畑 かん 1 , 6 9 0 . 0

開 田 12 3
.
1

古 田 15 1 . 9

幹線水路 旦 = 5
,
3 6 4 .9 m

支線水路 且 = 1 7
,
9 64 . 6 m

揚 水 機 15 カ所
13

,
5 00 S 3 6 ～ S 4 6

県 営 圃場 整 備 事 業 1
,
0 1 3

,
44 9 A = 1

,
6 5 5 .7

畑 地 1
,
4 19 . 4 h a

開 田 12 3 . 1 h a

古 田 10 8
.
2 h a

用水路 旦 = 19 6 , 0 0 0 m

6 1
,
0 00 S 4 1 ～ S 4 7

そ
の

他
の

事

業

構 造 改 善 事 業 98
,
10 4 A = 1

,
8 1 8 .7 ス プ リ ン ク ラ

ー 購入814 セ ッ ト 5 ,
4 00 S 4 2 ～ S 4 5

// ( 錦原) 38
,
0 00 A = 1 8 6 . 6

揚水機 1 カ所

用水路 且 = 2 1 , 7 6 0 m
2 0

,
3 00 S 4 3

団 体 営 畑 地

か ん が い 事 業
57

,
2 7 2 A = 1 0 5

. 0
ス プリ ン ク ラ ー

9 4 セ ッ ト

用 水路 且 = 2 3
,
3 8 6 m

5 4
,
5 0 0 S 4 5

一県 単 事 業
21

,
3 9 9 A = 1 2 4

.
5 用 水路 且 = 1 0

,
6 8 6
.
5 m 1 7

,
0 0 0 S 4 4

～

S 4 7

合 計 4
,
0 1 2

,
1 3 9 用 水路 且 = 3 2 6

,
6 1 8 m

が 導入され
, 総合的に地区内農業基盤の整備 を行

う ことと な っ た｡ 併行 して
一

部整備工事, 補完工

事等 を各種の補助事業を活用 しなが ら実施 し, 昭

和47 年度 まで に第
一

次の 整備 を完結した｡

そ の後畑地かんが い 営農の進展に伴い , さ ら に

い く つ か の基盤投資の 必要が生 じた ｡
.
特 に整形さ

れ大区画化した畑地の 排水の問題 は大きな比重を

占め, 昭和46 年度か ら, 地区内に ほぼ全域に わた

り, 農地保全事業が実施される こ ととな っ た ｡ ま

た道路舗装の重要性も痛感されるよう に なり, 農

地保全関連農道舗装事業が これ と併せ行なわれた ｡

( 表¶ 2 ) こ の ほ か
一

部で は, 農業構造改善事業の

一

環 と して , 畑地の高度利用 に伴う連作障害を防

止す るた め, 線虫な ど畑地湛水 に よる防除を可能

とす る基盤の改良が行わ れた ｡

こ の報文の対象である, 地区内パイ プライ ン の

配置 は (図- 2 ) の とお り広範な受益地に分布し

て い る ｡

こ れ ら の 事業に よ っ て整備された施設の うち ,

特 に繊細微妙な遠隔操作計測関係機器を始め, い

く つ か の も の が運用段階にお い て落雷そ の 他種々

の原因に よ る支障の ため更新追加され た｡ そ の う

ち主要なもの は, 昭和5 0 年度からの国営造成施設

整備事業 によ るものと, 昭和6 2年度お よび平成 3

年度に 実施され た土地改良施設修繕保全事業によ

表- 2 綾川 地区内県営農地保全事業等
一 覧

県営基幹農道舗装

地 区名 市町 村名 受益面 積 総事業費 排水路 関連農道 工 期

竹 田 国富町 7 7 256
,
00 0 9

,
09 0 6

,
32 2 4 6- 5 1

薩摩庶 国富町 58 34 6
,
00 0 9

,
990 3

,
4 4 9 4 7- 53

高田療 国富町 80 2 5 5
,
0 0 0 7

,
4 62 3

,
69 1 4 7- 53

三財療 西都市 300 56 9
,
0 0 0 2 7

,
369 4

,
9 36 4 8- 5 4

六 つ 野 国富町 1 2 3 35 6
,
0 00 13

,
150 1

,
6 5 4 4 8- 5 4

高尾 国富町 87 2 51
,
000 8

,
085 1

,
92 6 4 8- 5 4

尾立 綾町 80 2 55
,
00 0 10

,
657 4

,
777 4 8- 5 5

薩摩 2 期 国富町 4 4 1 8 1
,
000 5

,
855 2

,
1 2 8 4 8- 5 5

法 華岳 国富町 9 5 263
,
000 7

,
03 5 2 , 050 49- 56

長固庶 佐土原町 77 577
,
000 1 6

,
31 3 0 4 9- 55

三財2 期 西都市 43 6 4
,
000 3

,
4 96 0 4 9- 53

長園療 2 期 西都市 1 33 369
,
000 19

,
91 8 2

,
627 50- 55

飯 盛 国富町 85 18 5
,
000 1

,
2 30 2 , 1 00 5 1- 55

農道舗装

六野億 国富町 2 00 83
,
4 00 3

,
557 49- 5 3

合計 14 件 1
,
4 8 2 4

,
010

,
400 139

,
650 39

,
21 7 46- 5 6

る も の で ある ｡
こ の 内容に つ い て は別項 に記載す

る ｡

2
. 管理体制, 組織

綾川地区内施設の管理団体 は, 綾川総合土地改

良区で ある｡ ( 図
⊥ 3 ) に そ の 組織構造 を示す ｡ 国

営造成施設 を主とす る施設の 運用と維持に関する

主要事項 は, 理事会の補助機関と して設置された
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図- 3 綾川 結′合土地改良区組織図

｢ 管理委員会+ に お い て協議決定される ｡
ま た図

に示す各地区担当理事14 名 が, 施設維持管理や賦

課金徴収な ど具体的活動を地区毎に分担 して い る ｡

施設 の利用は, 工事の進展に つ れ , 昭和4 0 年 よ

り順次末端整備が完了 した水系から実施 され , 昭

和49 年 6 月 1 日付けで, 国営施設全体の 管理受託

が行なわれた ｡

県営事業の着手に対応 して , 地区内各ブ ロ ッ ク

毎 に順次設立され た単位土地改良区は, 合併統合

を重ね なが ら今日の体制 にまとま っ て い る｡ そ の

間 の経緯 を併せ , 各構成土地改良区の役職員の 内

訳 を (表 - 3 ) に 示す ｡

3 . 管理 の実施内容

平成 5 年度の綾川地区管理委貞会 で の議題は次

の と お りであ っ た ｡
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表 -

3 土 地改良区 の沿革 およ び現状

改 良 区 名 設 立年月 日 認可番号 組合員数 理事 監事 総代 受益面積
備 考

(事務局職員)

綾川第一土 地改良区 S 40.
1 2
.
2 3 2 9 3 8 1 1 9 3 4 3

h a

5 7 9 . 0

S 4 4 . 9 . 1

合併

綾川第 二 土 地 改良区 S 40 .
2

. 8 2 9 4 1 8 7 5 2 8 8 . 3 仝

綾川 第三 土 地 改良区 S 4 1 . 2 ,2 5 2 9 8 3 6 2 7 2 3 7 2 0 2 . 4 仝

綾川第 四土 地 改良区 S 4 1 . 1 . 9 2 9 5 5 2 1 7 3 3 3 3 1 7 . 7 仝
.

綾 川 土 地 改 良 区 S 44 . 9 . 1 3 3 5 1
,
9 9 3 1 4 ‾ 3 6 0 1 ,

1 8 8
.
2
S 4 7 . 5 . 1

総ノ合に 吸 収 合併

綾川総合土 地 改良区 S 46. 4 .1 5 3 4 4 3
,
4 5 9 1 9 5 6 5 1

,
9 4 1 . 1

国営施設管 理 の た め

設立

合 併 S 4 7 . 5 . 1 / / 3
,
7 9 6 15 5 7 4 2

,
3 5 4 . 3
綾川土 地 改良区を吸

収 合併

現 在 H 4 . 4 . 1 // 3
,
9 4 9 1 4 3 6 9 2

,
8 1 5 (男 2 , 女 1 )

関

係

土

地

改

良

区

三財原

土 地 改良区
S 4 1 . 2 . 8 2 9 6 5 8 0 8 2 4 4 3 2 2 . 6

国営施設以外の 管理

(男 1 )

長 囲原

土 地 改良区
S 41 . 2
.
8 2 9 7 2 3 0 6 2 1 2 6

.
5
仝

(女 1 )

佐土 原
土 地 改良区

S 4 1 . 8 .1 6 3 0 7 5 1 6 10 3 3 0 3 0 5 . 0
仝

(男 1 )

綾町

土 地 改良区
S 28 . 8 . 2 2 1 1 6 3 7 9 1 0 2 6 0 1 7 6. 3

綾町 全 域 の 維 持管理

(女 1 , 男1 )

①平成 5 年度国営管理費及び施設整備事業の 負

担金 に つ い て

②綾川農業用水取水実績に つ い て

③国営事業綾川地区施設管理状況に つ い て

④そ の 他

(1)地区の 水利用の特徴

施設の利用は取水 に始まる｡ 当地区は県企業局

が所管運営す る治水兼用ダム , 及 び発電用水 との

共用施設 を水源と して取水 して い る ｡ 特 に農業用

水の分水 に つ い て は, 気象変動等に より, 年 に よ

っ て所要水量 の変動が ある｡ 利水 は競合するた め,

年々 の分水協議にお い て は, 相 互 に主張が相反す

る場面が見られた｡

ま た地区は, 9 カ所 の 団地か ら構成されるが,

それ ぞれ の 団地の営農形態に違い があり, 年 々 の

取水条件の 変化も多様で ある｡

(2)施設 の 点検整備の概要

国営綾川地区の施設管理規程に
.
は, 施設 の 巡視

点検に お ける主要項目を, 次 の ように示 して い る｡

1 . 高い 盛土箇所の 法面の亀裂 , 法漏れ, 漏水

2
. 高い 切土箇所の 法面の亀裂 , 法漏れ, 漏水

3 . 水路壁お よび接合部の異常

4
.
ゲ ー

ト バ ル ブ等の 機能の異常

5
. 管水路 の漏水

6
. 水路内の 土砂等の堆積

7 . 構造物の 沈下

8
. 塗装また は腐蝕の状況

9 . 無断引水およ び施設の無断使用

1 0 . その他保全上異常と認め られ るも の

こ れらの項目に準 じて綾川総合土地改良区で は,

定期的に ( 2 月, 11 月各 5 日間程度) 理事 2 名が

管路に 沿 っ て点検 を行 っ て い る ｡

ま た, 遠隔計測制御設備に つ い て は, 専門業者

に外注 し, 年 3 回 の 定期点検を行うこ とと して い

る
｡ ( 表- 4 )

地区内の利水状況 は管理事務所 にお い て集中的

に記録制御され る｡ 管理事務所 は土地改良区事務

所か ら約 卯 皿離れ た位置に あり, 職員は常駐 して

い な い ｡ 平成 4 年の管理事務所 へ の勤務 回数は4 3

回 であ っ た ｡ 平均す ると 8 ～ 9 日 に 1 回事務所 へ

職員が 出向くと い う体制である｡

こ れ に加 えて県の土地改良管理指導セ ン タ ー

に

よ る地区の総合的定期診断指導を, 年1 回 6 月頃

に実施 して い る ｡

表 - 5 - 1 , 2 , 3 に 示 す とおり, 昭和54 年度

から平成 4 年度まで の1 4 年間に, 地区内で は年平

均10 0 カ所 の 補修工事 を毎年土地改良施設維持管

理適正化事業及び改良区単独事業に よ っ て実施 し
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表- 4 計 測制御設備点検業務対象機碁内訳表

項 目
現 場

T M / T C
中 央

T M / T C
事務所

発信器 変換器 指示計 調節計 記録計 積算計 指示討 変換患 調節計 記録計 積算計 演算器 設定器 ロガー 才旨示計 詞節計 設定器

1 農業分水エ バ タ弁開度 ○ ⊂) ○

S A S 2 0

○ ⊂) ○

S A S2 0

2 //

.取 水 i蒐 量 ○ ○ ○ ○ ○ ⊂) ○ ○ ○

3 /′ B B V 閲 度 ○ ⊂) ⊂) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 錦療 分 水弁闊度 ⊂) ○ ○ ⊂) (⊃ ○

5 / / 分 水 流 量 ○ ○ ○ ○ ⊂) ○ ⊂)

6 森 永 分水弁開度 ⊂) ⊂〕 ○

S A S l O

○ ○ ○ノ
7 / / 分 水 流 量 ⊂) ⊂) ⊂) ○

8 高田原 分 7k 弁聞直 ⊂) ○ ○ C) ○ (⊃

9 / / 分 水 流 量 ○ (⊃ ○ ○

1 0 法 ケ岳 1 号 開 渠 水 位 ○ ○ ○ ○

1 1 川上療 分 水弁閲度 ⊂) ⊂) ○
S A S l O

○ ○ ○

1 2 / / 分 7k i蒐 量 ○ ○ ○ ○ ○

1 3 ′ト豆 野原 分 水弁開度 ⊂) ⊂) ○
S A S l O

⊂) ○ ⊂)

1 4 / / 分 水 流 量 ⊂) ○ ○ ○

1 5 上の 原調整池 水 位 ⊂) C〉 ⊂) N T C C〉 (⊃ ○ ○

1 6 薩摩原 分水弁開度 ○ ⊂)

S A S l O

⊂〕 ⊂) ⊂)

1 7 / / 分 水 流 量 ⊂) ○ (⊃ ○

1 8 岩郷原 分水弁開 度 C･ ⊂〕 ⊂) ⊂) ○ ⊂) ○

19 / / 分 水 i充 量 ⊂) ○ ○ ○

20 長園原調整地 流 人 流 量 ⊂)

N T C

○ ⊂) ○

21 / / E B V 開 度 ⊂) ○ ⊂) ⊂) ○ ⊂) ○ ○ (⊃

22 / ′ 水 位 ⊂) ○ ⊂) (⊃ ○ ○ ⊂)

23 // i寵 出 流 量 ○ ○ ⊂) ○

表- 5 -

1 綾川 地区施設管理補修総括表

単位 : 千 円

忘深
適正化事業 改良区単独 合 計

数量 補修費 数量 補修費 数量 補修費

国 営 64 8 3 , 3 6 2 6 4 8 3
,
3 6 2

児 営 551 1 8
,
92 8 7 9 7 2 3

,
3 2 0 1

,
3 4 8 42

, 2 4 8

合 計 615 1 0 2
,
2 9 0 7 9 7 23

,
3 2 0 1 ,

4 1 2 1 2 5
,
6 1 0

自S 5 4 年度至 平成 4 年度14 年間

表一 5 - 2 綾川 地区 土地改良施設維持管理適正化事業年度別実績表
単位 : 千 円

課
昭和.
54 5 5 5 6 57 5 8 5 9 60 61

数量 事業費 数量 事業費 数量 事業費 数量 事業費 数量 事業費 数量 事業費 数量 事業費 数量 事業費

国 営 6 3
,
5 2 0 7 2

,
5 9 8 7 3

,
5 6 9 3 9 15 6 4

,
8 3 6 5 2

,
5 4 8

県 営 32 1
,
5 3 0 4 2 3

,
0 0 0 7 3 1

,
8 2 8 6 4 1

,
1 5 0 1 0 3 1 ,

6 0 0 9 0 2
,
8 3 2 7 2 1

,
6 3 0

合 計 32 1
,
5 3 0 4 2 3 , 0 0 0 7 9 5 , 3 4 8 7 1 3

,
7 4 8 1 1 0 5

,
1 6 9 9 3 3

,
7 4 7 7 8 6

,
4 6 6 5 2

,
5 4 8

課
昭和.
6 2 6 3 平成 . 元 2 3 4 合計

数量 事業費 数量 事業費 数量 事業費 数量 事業費 数量 事業費 数量 事業費 数量 事業費 数量 事業費

国 営 5 8
,
7 9 8 1 3

,
9 6 5 6 8 , 7 6 6 3 3 , 1 9 4 1 0 2 4 5･ 1 4 , 2 3 3 6 4 83 ,3 6 2

県 営 20 2
,
4 6 0 1 6 3 3 0 1 7 1 , 0 0 5 7 4 3 3 1 5 1

,
1 3 0 5 5 1 18 , 9 2 8

合 計 25 1 1 , 2 5 8 1 7 4
,
2 9 5 2 3 9

,
7 7 1 1 0 3

,
6 2 7 2 5 1

,
1 5 4 5 14

,
2 3 3 0 0 6 1 5 10 2

,
2 90
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表一5 - 3 綾 川地区堤営造成施設補修調書総括表

地 区 名
補 修
期 間

適正 化事業 改良区 単独 合計

数 量 補 修 膏 数 量 補 修 費 数量 補 修 章

高 田 原 S 弘 一 Ⅲ3 70 1
,
839

,
90 5 4 1 1

,
2 02 ,062 1 1 1 3 ,04 1 ,967

宮 原 // 55 1
,
5 4 2

,
2 7 0 3 1 1 ,3 27 ,5 09 86 2 ,869 ,779

飯 盛 原 // 35 94 5
,
88 0 32 9 5 1 , 1 49 67 1 ,89 7 ,029

法 ケ 岳 / / 38 1
, 03 1 ,
2 1 5 19 7 4 5 , 7 0 4 57 1 ,7 76 ,91 9

森 永 / / 5 5 1
,
666

,
90 5 2 3 9 1 8

,6 20 78 2 ,5 8 5 , 5 2 5

川 上 原 / / 7 1 9 0
,
36 0 2 3 1 3

,
8 4 0 9 5 0 4 , 200

岩 郷 原 / / 13 3 1 6
,
5 15 3 7 4 ,693 16 39 1

,
2 08

薩 摩 原 / / 10 1 3
,
00 9

,
560 3 1 1

,38 4 ,663 132 4
,
39 4

,
2 2 3

六 野 原 // 1 17 3
,
88 3

,
690 59 1 ,92 3 ,634 1 76 5

,
807

,
324

八木佐野 / / 18 50 2 ,600 2 11 7 ,5 00 2 0 620
,
100

小 計 509 14
,
9 2 8

,900 2 43 8 ,9 59 , 374 752 2 3
,
888

,
2 7 4

錦 原 S 62
- H 3 28 7 4 2

,
2 06 28 7 4 2

,
2 06

三 財 原 47 ～ 3 238 4
,
754

,
618 238 4

,
754

,
6 18

長 園 原58～3 5 5 1
,
083

,
555 5 5 1

,
08 3

,
5 55

佐 土 原 // 4 2 4 ,000 , 000 234 7
,
781

,
041 2 7 6 1 1

,
781

,
0 4 1

小 計 4 2 4 ,000 , 00 0 5 5 4 1 4
,
361

,
4 20 5 96 1 8

,
361

,
4 20

合 計 5 51 1 8 ,928 , 900 7 97 2 3
,
32 0

,
794 1 3 4 8 4 2

,
2 4 9

,
6 94

て い る｡

そ のうち国営造成施設に係わるも の は総合土地

改良区で, また関連事業 による施設 に係わるも の

は, 主 と して各地区土地改良区で対応処置 して い

る
｡

4
. 維持管理の費用 に つ い て

実施済み補助事業の 負担金償還 をはじめ, 毎年

の 補修工事の 経費, 維持運営の費用等は, 受益面

積割りに よる農家 へ の賦課金によ っ て調達される ｡

こ の 他特別 に, 国営造成施設に つ い て は次 の よう

な賦課基準が設けられて い る｡

｢ 国営綾川農業水利事業 に よ っ て造成さ れた施

設 に係るも の に つ い ては1/2 を面積割に , 残 り1/2

を施設延長割とす る｡

施設延長割 は, 地区毎の施設の延長及び口径の

割合 を基準と して
, 当該地区内の農用地 に対 して

地積割とする ｡+ ⇒ 平成 5 年度 の地区別負担状況は

表 - 7 の よ う に な っ て い る
｡

綾川総合土地改良区の 予算の 概要を平成 5 年度

に つ い て 見れば, 予算は共通費 ･ 国営管理費 ･ 施

設整備事業負担金の 3 項目に分かれ , 収 入面では

賦課金 ･ 補助金か らなり, 支出面で は

○共通費

役員, 総代経費

職員経費

表- 6 地 区別負担割合

地 区別

a

積 数

b = a X 2 8 7

施 設 執
C

受益面積

b ÷ C = d

施 設割

e

面積割

d 十 e

鹿課 金

国 富 2 0 ,8 77 5 , 9 91 ,
69 9 1

,
162
.
32 515 666 1

,
1 8 1 円

三 財 7 , 4 79 2 , 1 4 6 , 4 7 3 319.
90 670 666 1

,
336

長 園 3 ,3 52 9 62
,
0 2 4 1 2 5
.
97 7 63 666 1

,
429

佐土 原 1 6 ,0 1 4 4 , 596 ,0 1 8 3 2 8 .88 1
,
39 7 666 2

,
063

錦 原 1 , 105 3 1 7
,
13 5 1 7 2 . 4 4 1 8 3 666 8 49

合 計 4 8 ,8 27 14 ,0 13 ,3 4 9 2 ,
1 09
.
51

平均
1

,
3 30

事務費

賦課金徴収費

○国営管理費

電力料

維持管理費

維持管理適正化事業

拠出金

共用施設負担金

修繕保全事業は償還金

賦課金徴収費

○施設整備事業負担金

県負担金

賦課金徴収費

等の項目が あり, そ の 支出総額 は約6 7 , 0 00 千円と

な っ て い る
｡

5
. 補完 工 事等に つ い て

当地区に お ける管路建設事業は, 昭和30 年代 か

ら40 年代前半の , 当時まだ農業用パ イプ ライ ン に

関す る技術蓄積 の少な い 時期に実施された ｡ こ の

た め, 国営施設の 所定工事は昭和45 年度 に完了 を

見たが , 分水施設の作動不良, 計測機器等の落雷

被災な ど, 思 わ ぬ故障
･

不備等が
一

部 に 発生 し地

元の 不安の材料が少なくなか っ た ｡

こ の た め, 当地区で は, こ の 時期に創設され た

国営造成施設整備事業の制度発足と同時 に, 事業

の採択を受け施設機能の充実を図 っ た｡

そ の 後も, 先 に見た ように , 毎年, 比較的軽微

な施設の 補修整備の 必要は生 じて い るが , 中で も

集中的に補完工事 を行 っ た の は, 昭和62 年度と ,

平成 3 年度 に おける土地改良施設修繕保全事業に

よるも の で ある｡

以下両事業に よる工事内容に つ い て概観する ｡

(1)国営造成施設整備事業

こ の事業は昭和50 年度か ら昭和5 5 年度 の間, 総
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表一丁 国営造成施設整備事業の実施内容

種目

全体 全体

施行年度事業費 事業量

工事費

農業分水工

3 98
,
0 5 3

,
0 0 0

2 3
,
1 1 3

,
0 0 0 バ タ フ ライ バ ル ブ¢140 0 m m ｡ H B V ¢12 0 0 m m 改造 53 .

上 の 原調整池 56
,
6 3 0

,
0 0 0 Ⅴ = 4 0 0 0 m

3

5 1 .

棟木 7 号隠遁 19
,
8 5 0

,
0 0 0 幌型鋼管 L = 6 0 m

｡ グ ラ ウ ト補強 L = 3 4 0 m 5 0
,
5 1 .

流量 計測装置

雑工事

測量及試験費

用地買収補償

そ の 他

計

1 38
,
3 5 0

,
0 0 0

1 6 0
,
1 1 0

,
0 0 0

4 4
,
5 5 0 , 0 0 0

1 1
,
3 6 0

,
0 0 0

5 0 7
,
0 0 0

,
0 0 0

遠 方監視制御 1 式｡ 流 量計測装置 1 式 50
,
5 1

,
5 2 .

5 0 ～ 5 5 .

5 0
～

5 5 .

5 0 ～ 5 5 .

5 0
～

5 5 .

(伝 送機器
･ 超 音波流量計12 台)

管 路補修, 減圧弁設置 2 件, 隠遁補修

電動蝶型弁改造 , 他雑 工事

測量設計, 農業 分水水 理検討,

グラ ウト試験工事

事業費 5 億円で実施され た ｡ ( 表 , 7 ) 先 に も触れ

たよう に , パ イ プ ライ ン技術の熟度が まだ低か っ

た時期 の施工であ っ た こ と に起因す ると思われ る

予想外の 故障等の施設機能 を阻害す る要因を解消

し, 施設 の完全度を確保するた め, 多様な工事を

行 っ た ｡ 管理施設に つ い て も, 中央管理 セ ン タ ー

及び各子局の計測装置の調整整備 を行 い , 的確 な

分水量把握, 管理業務の合理化お よび施設の 有効

利用 を可能と した ｡

工事誌 に よると, こ の事業で対処した事項 は下

記のとお りである ｡

①水供給時間遅滞 に伴う水供給不足および過剰

の発生

(参導水トン ネ ル の ク ラ ッ クと漏水発生

③幹線水路の エ ア ー ハ ン マ ー ･ ウオ ー タ ー

ハ ン

マ ー

に よ る管破損

④その 他の原因に よる管破損

(参流量計測装置によ る水管理の問題

⑥水管理施設の雪害

(診通常に おける施設の維持管理

⑧非常時にお ける施設の 管理

こ の う ち管路破損の 要因検討 にお い て は, 主 と

して, 負圧 ･ 水撃圧 に起因す るも の と考えられ る

と して次のような項目がと り上 げられて い る
｡

①本地区管水路の大半がP C 管, 石綿管を用 い て

い るが, 高圧管路 にお ける管種選定の問題

②起伏の大き い管路にお ける送水, 断水の繰 り

返 し時の操作ミス

③設定流量 と末端使用水量 の無規制 に よる負圧 ,

水撃圧の発生

一 87

④継 ぎ手不良, 掘削断面不足等施工上 の 問題

⑤軟弱地盤に お ける不等沈下に よる継手部損傷

⑥構造物取付部, お よび道路横断部に お ける管

種, 管継手構造

⑦管路屈曲部の
一

点集中角度曲り

⑧起伏 の大き い 管路 における空気弁等の 配置

施設整備事業完了時の 反省と して ,
エ事誌 に は,

次 の ような記述が見 られ る｡

｢ 現在各地で, 実施中ある い は計画中の地区の 参

考と して述 べ ると,

(丑制水弁室, 空気弁室の広さの 問題 と ハ ン ド ル

操作の容易性

②各弁室 へ の 雨水の侵入防止(蓋の構造と設置)

③各操作施設の維持, 管理用道路の 必要性

④埋設管 ･ 施設の位置名称等表示の 必要性と,

用地の永久確保

以上 ,
こ れ ら は施設完成後実際に使用 して分か る

ことが多 い が
,
当初の設計か ら施工 を通 じて ,

や

はり使用管理する立場に立 っ た , 細 か い 配慮が必

要である ｡ +

(2)土地改良施設修繕保全事業

こ の 事業の創設 に先立ち, 管 理受託後, 土地改

良区では, 管理上種々 の困難 を重ね なが ら, 何 ら

か の改善策 を講ずる必要に迫られて い た
｡ 当初中

央管理所に は常時 1 名が駐在 し, 機器 の監視制御

を行う こと とな っ て い た が , 経費面
･

職員能力活

用面か ら負担過剰で ある こ とが 明らか となり, 改

善策が模索された ｡ そ の 結果昭和6 2 年度 お よび ,

平成 3 年度 に
,
表- 8 , 9 に 示 す施設 の補強充実

を改良区営 にて実施す る こ ととな っ た ｡
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表
-

8 昭和62 年度修繕保全事業

種 別 金 額 備 考

Ⅰ工 事菅 93 ,00 0 ,000

雷 書対策等農薬分水 工計装設備 8
,
53 3

,
500

テ レメータ テレ コ ン 装置 12 ,75 5 ,800 自家用ケーブ ル からN T T へ

分 局制御盤更新 9
.
5 2 0

,
000 子 局老朽化

中央管理 室機能改善 2 9 ,06 1 ,500 老朽化計器等取 除 き更新

水 位計更新 2 ,29 5
,
000 伝送 は光ケ ー ブ ル へ

超音波流量計 改造 47 6
,
000 信 号 レ ベ ル 変更

事務所監視制御装置 3
,
0 17

,
500 管理室機能を土 改事務所へ

長 園原調 整地制御設備 3
,
4 15

,
000 流入量制 御⇒ 池 水位制 御へ

雑費等小 計 68 ,80 5
,
000

材料菅 2
,
48 4

,
000

労務費 3
,
2 70

,
000

現 場管理 費他 18
,
4 41

,
080

ⅠⅠ測 武
･ 工 雑等 2

,
0 0 0 ,00 0

事業費 95
,
00 0 ,000

表 - g 平 成 3 年産土地改良施設修繕保全事業

工事 内容 数量

電気計測装置取替

8 カ所

8 カ所

超音波流量計

(計測制御器)

変換器盤類

電気計装工事 1 式

試運転調整費 1 式

事業費 金額(千 円)

純 工事費 81
,
0 0 0

測 量試験費 3
,
5 0 0

工 事雑費 2
,
5 0 0

計 87
,
O q O

6 .
パ イ プライ ン補修工事の概要

最近1 2 年間に, 綾川総合土地改良区が行 っ た ,

国営施設の補修工事64 件 に つ い て , 対策工法別に

分類す ると表 - 1 0 の よ う に な る｡ そ の半数以上の

3 4 件 を占める バ ン ド工法の
一

例 を図と写真にて示

す ｡ 図- 4 , 写真- 1 , 2 , 路線別で は六野原導

水路14 件, 六野長園原幹線 (佐土原区間) 1 9件 の

2 区間で半数を占める ｡
こ のうち六野原導水路 は

表 一

川 国営造成施設補修工(工 法別)

工 法 名 件数

①P C 管等から鋼管 へ 取替 工 法 12

②鋼管溶接工法 9

③ バ ン ド工法 3 4

④B O メ ジ コ ン 工 法 2

(参パ ッ キン 取 り替工法 3

⑥Y ス リ ー ブ ジ ョ イ ン ト工法 2

⑦ フラ ン ジ取替工法 1

況状障故

ス

ラ

ス

ト

漏れ
/

B P ¢12 0 0 %

補修 工法

ヽ

鋼板製ノ

ル タ ル
＼
モ

図 - 4 バ ン ド工 法

ヾン ド

写真 - 1 漏水状況 E P ¢12 0 0 E 4 . 6 . 1 2 発生

ー 88 -

写真 - 2 同上 補修後
バ ン ド工法
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1 2

1 10

1 0 0

9 0

B

別)

レ･
べ
こ/ レ

3

9 1 0

凡 例

きざ悠ぎ邦もを百皇灘毒2Ⅶ
S I
〉
¢10【10 L

=

2 24. 85 m

き岩威習貼諾聖凱3 m

きざ慮摺吉扁聖詑㌢

き芸避笥品詔男詣1 m

き岩威闇品記空訟15 ｡
きざ描写号品記藷 ｡2 ｡
P C 低 1 少100 0 L = 3 2. 3 2 m

きざ爵胃管品宗だ空指

きざ威習臨詔望臥 90 ｡
S P ¢川 08 L

ニ= ユ75
.
45 印 P C 低 1 ≠1 0 00 L = 4 4. 76 血

きE竜王法皇≡隻i㌘写2 1丘.5 3 m きざ府警独話聖宇艶
_
42 m

0 空気弁

ロ 制水弁

△ 分水弁

0 排泥弁

硬施設整備事業

く⊃
(: >

く= )

くっ
く>

くっ

く1⊃

国 一

5 六 ッ 野原導水路縦断図

図- 5 の断図に見るように起伏が多く, 下流支配

区域が長大であるこ と に関係 して い る の で はな い

かと考えられる ｡
また ( 佐土原区間) は長因原調

整池 を自由水面と した落差3 0 m の 被圧区間にあり,

管路の疲労が窺われ る｡

管路破損の月別の 発生件数 をみ ると最も発生頻

度の高い の は 4 月の1 1 件, 5 , 6 月 は最も少なく

計 3 件, 7 ～ 1 1 月 は比較的 に多く平均月6 . 6 件,

12 ～ 3 月 は各月 4 件で比較的に少な い ｡ 特に 4 月

の水利用は活発で, 昼夜 の使用量差が大きし) ｡

参考まで に, 最近の 1 事例に つ い て報告する ｡

○平成 4 年 9 月2 7 日発生事故の場合

こ の事例 は, 最近で は補修に最も多くの時間と

経費を要した事故である｡ こ の事故の 2 日前, 本

件発生箇所下流3 ,3 00 m 付近で P C ¢9 00 m / m の パ

ッ キ ン部 の 大量漏水 (老朽疲労 ･ 施 工不良 ･ バ ク

テ リア食害 いずれ か不明) が あり, そ の地点近接

上流の幹線制永弁を閉塞し, 漏水 に よる周辺 へ の

被害を抑止す る ことと した ｡ 本件事例 はそ の補修

計画も立たな い うちに, サ イ フ ォ ン最深部のア ン

カ ー ブロ ッ ク上流側P C 短管 (¢1 0 00 m / 皿) が破裂

した も の である ｡ ( 写真一 3 , 4 , 5 , 6 )

原因は特定で きな い が, 2 日前 の大量漏水で こ

の 部位に負圧が生じ, 制水と同時に昇圧 に よ っ て■

破裂 へ の段階が進 んだので はな いか と推察され る ｡

く
=
〉

くっ

く= 〉

ト

写 真- 3 別 .9 . 2 7 六野原導水路 P C 卓10 00 破裂現場

- 89 -

写真 - 4 同前 (清掃後破片 2 個 は鋼線 で

つ なが っ て い る ｡)
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写責 - 5 補修状況 P C 短管を鋼管 にとり替え ｡

写裏 - 6 同前 (発掘前の 現場状況)■

近住の農家の証言に よると, そ
■
の農家の用水源で

ある小漢流沿い の井川 (戸) の水量が , そ の時期

異常 に多く な っ て い た と言う ｡

事故は午前 5 時頃発生 し, 大量 の水が洗掘 し
_
た

土砂 を伴 い , 下位郡谷沿い の 農家 2 戸の庭先 を走

り, 住居床下等 へ 侵入堆積 した ｡ 改良区職貞が連

絡を受け, 現地 に 入 っ た のは約 1 時間後であ っ た ｡

現場 は事務所か ら10k m ほ ど離れてお り, 職員 の住

居も同距離に ある｡ そ の 間上流端にある上の 原調

整地 の貯留水約4 ,00 0 Ⅰ刑ま破裂放流開始後50 分間

で, ほ ぼ全量流去 に至 っ た ｡ ま た補修工事 は検討

の結果, 鋼管 に取 り替える こ とと し, 直 ち に資材

調達の手配を行 っ たが , 完 了まで に17 日間とエ費

5 60 万円を要し, その間, 関係面積1 ,1 8 7b a が 利水

不能と な っ た ｡ 特 に関係面積甲中に 駄 目向灘沿

岸砂丘地 にお ける園芸 ハ ウ地帯22 0h a が 含まれて

お り, そ の影響は大 なるも の があ っ た ｡ 補修工事

は 2 日前に発生 した事故の補修も並行 して行われ ,

10 月1 3 日 をも っ て完了 した ｡

図- 6 は, 上 の 原調整池水位と , 管理所 に近 い

上流部導水路にお ける , こ の事故前後のテ レ メ
ー

タ
ー

を子よ る水位変化の記録であり, 約50 分間の 急

激な漏水状況が読み とれ る｡

7
. 今後の課題な ど

(丑施設の管理維持のた めには, そ の 中心に人が

ある
｡ 受益者の需要を掌握 し, 適切に対応でき る

人材が確保さ れて い な ければなら な い ｡ 人 はい つ

ま でも
.
若くな い ｡ 人事更新が円滑に行わ れるよう

な シ ス テ ム , 人が安心 して仕事に従事し, 老後が

迎えられる条件の整備が必要である ｡

ま た人材の 質的向上 , 特に多方面の技術力の 充

実の可能な体制が望まれ る｡ 当地区で は長 い 間,

限 られた専従職貞 1 名 の経験と勘 に依存 して, 維

持管理 に当た っ て きた ｡ 幸 い に, 平成 5 年 4 月新

た に若い男性職員を,
一

員 に加えるこ とが できた ｡

念頗 の 要員確保で あ っ た ｡

研修, 待遇等多くの困難が ある ｡ 改良区にお け

る人材確保維持は , 全国的課題で はなか ろうか ｡

単独 の 改良区で専任職員を保有す
‾
るこ とは, 運営

上苦 しい ｡ 技術者の育成配置等の支援対策をぜひ

公的機関でも配慮願い た い と い うのが , 当土地改

ケ 岳7 任

＼
の ヽ一p 整

'

水任上

＼

24 1 2 3
1含
4 5 6 1 0 11 旦7

.
13
8 9

1 3

‾‾
-

- -･ - - - - 一一七J･ ～ - ･ -･････ - --･ -･･･ - 一 一LI- -･･･ ･ ､ -･･･ 一 - - - 一 -

･ - 1 J
- -

平成4 年9 月27 日

図 - 6 漏 水 記 録
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良区の願い である｡ 県土連等との人的交流も考え

られ る｡

②長大な管路で は, 故障補修等に より断水 した

場合 ,
そ の充水に 多く の人員と時間を臨時的に必

要とする ｡ 改良区で の 要貞養成も大事であるが ,

関係 の 技術者保有機関の協力連携が望まれ る｡
一

改 良区内だ けでは進展しな い課題で ある｡

③営農の 変化 ･ 流動性, 気象 の 変動等に伴う水

利用の変動が ある
｡ 言うま で もなく , 水 は多種多

様 な使 い 前があり, 使われ方を見せ る｡ 水 の多様

な可能性 に関す る関係者相互 の 理解の高まる こと

が望まれ る｡ 当地 区畑台地に お い て, は じ めて水

が使われ始めたとき , 意外 に も小学校の 児童が美

しく清潔に な っ た と言われた ｡ 受益者の心の 満足

は単 に農業生産 を通ずる水の効用か らだ けで なく,

意外な ル ー ト か らも得られるようで ある｡

④事故は施設利用上 の ち ょ っ と した ボタ ン の 掛

け違 い に よ っ て生ずる ｡ 人 々 に施設の有用 さ と共

に そ の 弱さ に つ い て も, 理解を常に喚起 し, 活 用

させ る態勢作りが必要と考えられる ｡

当地区の パイ プライ ン施設に発生 した支障の 原

因の多くは
, 前述 したように建設に 当時の農業用

パ イ プライ ン技術が , ま だ成熟の域に 達し て い な

か っ た こ と に よ るも の と考えら｡ しか し, 現在 の

計画設計技術 は, 施設管理 に対す る配慮が十分行

き届 い て い ると, はた して言 い きれるであろうか,

施設の安全性や経済性な ど に重心が置かれ , 管理

へ の配慮が置き去り に される こ とはな い だ ろうか｡

今
一

度点検が必要であ ると思う｡

⑤今 まで に多くの 補修工事が加 えられたが表-

1 0 に 示 した ように , 対策工法は バ ン ド工法の ごと

く, 工事 の容易さや見た 目の 安心感から, 可擁性

の な い 固定構造物 に頼る傾向にある
｡
基盤の変動

は事故の 原因の
一 つ か も しれな い , 自由度の低下

が憂慮され る｡

⑥管路の損傷に よ り, 大量 の水が排水シ ス テ ム

の な い広が り の 中 へ放出され る｡ こ の た め多くの

場合, 周辺 に被害が派生 した ｡ 被害を最小限に留

めるため に は, 管路自体が自動的に 流量変動 を察

知し, 流下を制止 させるような安全装置が開発さ

れ, 適当な区間毎に設置され る ことが望まれ る｡

⑦当地区内で, 2 5 年間程度使用 された, 石綿管

の継手に生ずる故障に ある
一

定 の傾向があり, パ

イ プメ ー カ ー に 調査検討 を俵頼 した｡ そ の 結果,

生 ゴ ム 使用の も の に バ ク テリア に よる食害が見ら

れる との 報告 を受 けて い る｡ 意外な伏兵である｡

8
. おわ りに

当地区の営農は計画時点か らす ると, 文字 どお

り飛躍的な変貌を遂 げて い る｡ 我 が国農業全体 と

しても, 変化 に著 しい ものが あるが
, 当地区は パ

イ プライ ン を背景に , そ の ような変化発展の先駆

とな りなが ら今日を見て い る｡ こ の よう に有用 な

営農基盤の造成に寄与された多く の 人 々 の御苦労

モこ, 改 めて感謝の思い を深くす るものである｡

計画時の農家に は大きな不安があ っ た｡ 4 0 年 を

経過 し, 事業 の効用 は当然の こと とし て地域 に行

き渡 っ て い る｡ 施設の維持管理に は今後とも種々

の困難が生ずる こともあろう
｡ 今後 とも国県を始

め多くの関係者の協力と援助を得なが ら, 施設 の

よ り豊かな活用に努めて行きた い も の で ある｡
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1
. は じ め に

近年農業用水利施設 は大規模化 し, 施設及び施

設の操作が地域に及ぼす影響は大きく なり, 操作

は複雑化 ･ 高度化 して い る｡
一

方 , 農業水利施設

の 管理 は, 従来農村集落 と土地改良区等の団体が

中心とな っ て 行 っ て きた
｡
しか し

, 専業農家の 減

少や混住化等に より農村集落毎の水管理組織が弱

体化 し, 管 理 に か かる労力の節減が望 まれ て い る ｡

大規模な用水系では, 少人数 で高度な操作を行

うた め に昭和4 0 年代から次第に集中監視制御を含

む水管理 シ ス テ ム が導入され てき て い る｡ ま た,

ダ ム等では安全に洪水 を流下させるた め に遠方監

視 を含むシ ス テ ム が導入 されて い る｡

こ れ ら の シ ス テーム を使 っ て管理職貞が流量等の

多数の デ ー タ を基 に判断し, 複数の施設を適宜 に

遠方また は遠隔操作す るには経験が必要で ある ｡

大規模な農業水利施設 を国や県な どの 公的機関が

管理す る地区が次第に増加 して い る｡ 職員が数年

で転勤する こ とを考 える と短期間に操作技術 を修

得す る ことが必要である｡

こ の た め, 洪水, 渇水, 頻繁な需要変動等各種

の水利水文現象を発生させ, 遠方及び遠隔制御 シ

ス テ ム の操作訓練を行う装置が必要と考え, 実機

型 と パ ソ コ ン型の 2 つ の タ イ プを開発 した ｡

2
. 操作訓練装置の 必要性

ダ ム の洪水時操作 で は多量の デ
ー タ ( 雨量, 流

量等) よ り現在の 状況 を把握し, 短時間のうち に

放流量 の決定等の判断を行 い , 各ダム の 操作規程

に基づ い て警報や ゲ
ー

ト操作等を行わ なければな

* 農業工 学研究所農村整備部

堀 川 直 紀
*

( N a o ki B O R I E A W A )

4
.

パ ソ コ ン 型装置
… ‥ ‥ ‥ … ･ … ･ … … ‥ ‥ … ･ … ‥ …

9 5

5
. 訓練の 流れ とプ ロ グ ラ ム の概要

･ … ･ … ･ … … …

9 7

6
.
お わ り に … … … ･ … ･ ‥ ‥ ･ … … … = ∴ ‥ ‥ … ‥ ‥ … ･9 9

ら な い
｡
こ の ため に は判断能力を養 い , 反射的に

操作 を行 なう能力 を高める ことが望まれる ｡

洪水, 特 に大規模な洪水は頻繁に は生 じな い ｡

建設後1 0 年以上経過 した農業用ダム にお い て操作

規程で規定される洪水の発生の頻度分布 を図 1 に

示 す｡ 操作 に習熟す るにはある程度の期間が必要

で ある
｡

地区数
0 5 1 0 1 5 20 2 5

過去 に無 し

数年に 1 回

年に 1 , 2 回

年に 3 - 5 回

年 に 6 回以上

周一1 農 業用 ダム に お ける洪水頻度

用水路系の ゲ ー ト操作 は
一

般 に操作頻度が高 い

の で通常の水管理 の中で操作の習熟が可能である ｡

しか し, 遠方制御可能なチ ェ ッ ク ゲ
ー

ト を含む長

大水路や幹線水路が 開水路で支線が管水路の水路

系で は高度な操作が要求され , 習熟 に は長 い期間

が必要とされ る｡ ま た, 安全管理 の 面か らは遠方

監視の値から溢水等の事故発生を判断し, 遠方制

御 に より的確 に対応する ことが重要で あるが, 事

故の頻度は低 い の で こ の経験を積む に は期間が必

要となる｡

以上 の こ と か ら, 短期間に操作技術 を修得させ

る装置が必要で ある｡

まず, 訓練 に は実際の 集中監視制御 シ ス テ ム に

近 い外観 を持 つ 装置が望まし い ｡ こ れ を実機型訓

練装置と呼び, こ れ を開発す る｡ しか し, 実機型
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装置は大き く
, 設置で きる場所が限られ , 費用も

か かる欠点が ある｡

こ の ため, パ ソ コ ン で稼働す る小型の訓練装置

をパ ソ コ ン型訓練装置 として併せ て開発す る｡

3
. 実機型装置

(1)概要

実機型訓練装置の機器構成 は,
･

操作卓に対応す る操作卓模型

･ グ ラ フ ィ ッ ク パネ ル に対応するプ ロ ジ ェ ク タ
ー と ス クリ ー ン

･ プ リ ン タ

･ 上記の機器を制御 し, 数値計算 を行う計算機

とす る｡ 模式図を図 - 2 , 実際に製作した シ ス テ

ム の概要 を写真- 1 に 示す ｡
コ ン ピ ュ ー タ上でプ

ロ グラ ム が稼働しシ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を実行させ る ｡

操作卓模型上 の スイ ッ チでゲ ー トの操作等を行

うと, そ の情報が コ ン ピ ュ
ー タ へ 送 られ , 流量の

増加 ･ 減少等の 現象が数値モ デル で計算され る｡

計算結果は実際の操作と同じようにグラ フ ィ ッ ク

パ ネ ル の代わり となる ス クリ
ー

ン に プ ロ ジ ェ ク タ

ー で映写される ｡

操作卓模型 の ボ タ ン の配置や表示部分の 表示 内

容はそれ ぞれ実際の 操作卓及び グラフ ィ ッ ク パ ネ

ル と同様 の機能 を持 つ ｡ ま た, 操作時の 反応も実

際の 反応を再現する こ とやぎ必要である｡

農業水利施設の水管理 を訓練す るため の 実機型

装置の 製作例は無 い ｡ 範囲を広く水管理 にと ると,

田 匡ヨ

監ヨ

監掌1
ス ク リーン

プ リ ン タ ー
田 四 国

⊂= = = = 】

プ ロ ジ ェ ク ター

[二]

｢ ニ

■ ■ヽ t くレI l l
t = R :: エコ ∈⊂コ: コl " ヽ ヽヽ

ニニ 1 l t 】= 亡 I I

操作 卓模 型

図 - 2 実機 型訓練装置模式図

写真- 1 実機型訓練装置外観
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ダム の 洪水時操作 に関す る装置 ( シ ミ ュ レ
ー

タ)

に つ い て は既 に実用化され , 建設省建設大学校 ,

㈱電源開発
,
電力会社等で使用されて い る｡ 洪水

時の操作は短時間で状況 を判断 し, 判断を下す こ

とから操作の 習熟が特 に重要である ｡
こ の ため

,

ダ ム の洪水操作訓練を指向した装置 は マ ン マ シ ン

イ ン タ フ ェ ー ス を重視 した構成とな っ て い る｡

実機型訓練装置の検討課程を以下に 示す ｡

(2)構成 の検討

実記型訓練装置の構成と して次の 3 つ の 案を検

討 し, 汎用性と経済性を考慮 して第 3 案 を採用し

た ｡

(∋第 1 案

操作訓練は実際の操作に使用す る機器で訓練を

行う ことが理想的である｡ こ の た め, 中央管理所

の操作卓, グラ フ ィ ッ ク パ ネ ル を利用 して訓練を

行う ことが考えられる ｡

監視制御 シ ス テ ム で は通常, 操作卓や グラ フ ィ

ッ ク パ ネ ル等はテ レ コ ン テ レ メ ー タ親局装置と バ

ス で接続されて い る｡ 模擬操作 を行う場合に は,

親局装置の代わ り に数値計算を行う コ ン ピ ュ
ー

タ

に切り換え る｡

こ の方法で は操作訓練 を行 っ て い る間, ゲ ー ト

や バ ル ブな ど遠方 ･ 遠隔制御対象施設の手動操作

を行う ことが できず, 同時に遠方監視 も行えな い ｡

よ っ て, 長時間シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン は時期 に よ っ て

は不可能で, 事故 ( 開水路 にお ける急激な水位の

上昇等) の認知が遅れる可能性が ある ｡
こ の こ と

よ り, 重要な施設を含む集中監視制御 シ ス テ ム で;

そ の 内部に模擬操作を行うシ ス テ ム を構築す る こ

と は困難と判断した ｡

②第 2 案

実際の集中監視制御シ ス テ ム と同じ外見を持 つ

装置 を全く別個 に作製す る ことが考えられ る｡

こ れ は, 実際の シ ス テム とは独立 に模擬操作が

行え, 第1 案で想定され る問題 は生じな い ｡
しか

し, 実際の操作卓やグ ラ フ ィ ッ ク パ ネ ル と同じ装

置の製作 に は高い費用を要 し, 装置自体も大きく

なる
｡ ま た ,

一 つ 一 つ の集中監視制御シ ス テ ム に

対応 して訓練装置を製作す るので不経済である ｡

③第 3 案

実際の集中監視制御 シ ス テム に似て お り, 汎用

的に使用でき る装置を開発す る ことが考えられる ｡

9 4

こ れ はグラ フ ィ ッ ク パ ネ ル の 代わり に プ ロ ジ ェ ク

タ
ー

, 複数 の 操作卓に代用で きる操作卓模型及び

コ ン ピ ュ ー

タ よ り構成され る｡

グ ラ フ ィ ッ ク パ ネ ル の代用と しては実際の グラ

フ ィ ッ ク パ ネ ル と同様に 各種デジタ ル表示器, ラ

ン プ
,
パ ネ ル より構成させ る ことが望 まし い ｡ し

か し
,
こ れ まで は多額の費用が必要と なる｡ ダム

の 洪水操作に必要なグラ フ ィ ッ ク パ ネ ル の 表示対

象は比較的固定されて い る｡ す な わち, 流域内数

地点の雨量 ･

水位
･ 流量, ダムの貯水位 ･ 貯水量 ･

流入量 ･ 放流量 ･ ゲ ー ト開度, 下流の 水位 ･ 流 量

等で ある｡ こ の た め, こ れ らを表すデジタ ル表示

器 を1 0
/
) 20 個 を準備すれ ば汎用的なグ ラ フ ィ ッ ク

パ ネ ル は作製され る｡
一

方, 用水路の 水管理 を含

んだ グラ フ ィ ッ ク パ ネ ル は複雑であり, 表示器 の

戸数や位置は予測できな い ｡
こ の ため, 機械的な

グラ フ ィ ッ ク パ ネ ル を組み込まず, プ ロ ジ ュ ク ク

ー で映写する方法を採用 した ｡

(3) 操作卓模型

各地で設置され て い る操作卓に対 して汎用的に

使用で きる操作卓模型 を考える｡ 大規模な地区で
`

は多く の デ ー タ を取扱 い , それ に対応 して操作卓

も大き くなる ｡
こ れ に対応す ると操作卓模型の盤

面 はか なり広くな り, ス イ ッ チ な どの部品も多く,

配線も複雑と なる｡ そ の ため , 1 組 の ス イ ッ チ及

び表示器等 を対象施設を切 り替えでき るもの と- し

た ｡ 実際 に使用され て い.る操作卓に お
い て も制御

対象が多い場合は こ の 方式が採用されて い る｡

具体的な制御方式は対象施設と制御対象を選定

した後 , 制御 モ ー ド を選択す る｡ 制御 モ ー ド に は

自動と手動が採用され て い る｡ 手動を選択 した場

合, 開 ･

閉
･

停 の制御を行う ｡ 自動を選択 した場

合, デ ジタ ル ス イ ッ チで値を入力す る｡ こ の御こ,
設定, 起動, 停止 のボタ ンが続く ｡ 自動 ･ 手動と

も他の制御対象に移る場合 は復帰を押 して , 現荏

の制御対象を閉鎖す る｡

操作卓に は ス イ ッ チ の他ラ ン プがある ｡
こ れ は,

制御や デジタ ル表示の ように切 り替えて表示す る

ことは適切 で なく, 常 に表示 され て い ることが望

ま し い ｡ し か し,
一

般 に数が多 い の で操作卓模型

上 に構成でき な い ｡ そ こ で , 必要最小限の ラ ン プ

を操作卓模型に設置 し, そ の他 に つ い て は別途 コ

ン ピ ュ ー タ の デ ィ ス プ レ ー な どに表示す る
｡
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一

般的 な集中監視制御 シ ス テ ム に お ける操作卓

とテ レ メ ー タ親局及び子局の 関係を図- 3 に示す ｡

最近の 遠方監視制御装置は図の様に マ イク ロ プ ロ

セ ッ サ を使用 して こ れらの処理 をソ フ トウ ェ ア で

行うと共に , 計画値の 工学単位変換な どを行 っ て

い る
｡

操作卓 中央処理 装置 ( 親局)

S I / 0

ボ タ ン ス イ ッ チ [亘】

デ ジタ ル ス イ1 ソ テ 匹 駈】
`

ラ ン プ [至可

デ ジタ ル 表示器 国

アナ ロ グ表示器 ⑦

グ ラフ ィ ッ ク パネル

ジ タル表示器

D I C

D O C

D O q

A O C

D O C

伝送路

[ コ
子馬

P : プ ロ セ ッ サ

M : メ モリ

S I / 0 : シ リア ル 入 出力器

D I C : デ ジ タル 人力器

D O C : デ ジ タル 出力器

A O C : ア ナ ロ グ 出力変換器

図- 3 実際 の T C/ T M の 概要

操作卓か ら の入 力はデ ジタ ル入力装置を通過 し

てT M / T C の親局装置の バ ス に入 る｡ こ こ で プ ロ

セ ッ サ の 制御を受けて シ リア ル ポ ー トか ら伝送路

を通 っ て子局 へ シ リア ル通信され る｡

子局か らの デ ー タ は シ リア ル通信され , 親局装

置に達す る｡ こ れ は シ リア ル ポ
ー トで パ ラ レ ル信

号となり, プ ロ セ ッ サ の 制御また は処理 を受 け,

デ ジタ ルまた はアナ ロ グ出力装置 を通 っ て操作卓

や グラ フ ィ ッ ク パ ネ ル に表示 され る｡

操作卓模型の機能は図- 4 に 示 され るも の とし

操作卓模型に組み込む ｡
つ ま り

,
操作卓模型 は機

能と して操作卓と親局装置の
一

部 を兼ね る｡

4
.
パ ソ コ ン型装置

(1)概要

実機型訓練装置で はグラ フ ィ ッ ク パ ネ ル表示 の

代用と して プ ロ ジ ュ ク タ
ー を使用して い る｡ グ ラ

フ ィ ッ ク パ ネ ル の表示 は実際に は コ ン ピ ュ
ー

タの

デ ィ ス プ レ ー に 表示され るも の をプ ロ ジ ェ ク タ ー

操作卓模型

ボ タ ン

デ ジ タ ル 入力器

ラン プ

デ ジ タ ル表示 器

アナ ロ グ表示 器

□

= フ
皿

⊂コ

⊂= コ

⑦

D I C

D O C

D O C

A O C

≡[
信号伝送路

ン ミ ュ レー
シ ョ ンプ ロ

グ ラム

計算機

プ ロ ジ ェ ク ター

デ ジタ ル 表示

0/

C

C

C

-
▲

↑
1

0

0

P

M

S

D

D

A

7
0

ロ セ ヮサ

メ モ リ

シ リア ル 入 出力器

デ ジ タル 入 力器

デ ジ タル 出力器

アナロ グ出力変換器

図- 4 操作卓模型 の 位置 づ け

に転送す る｡ こ れ を更 に
一

歩進めて操作卓もディ

ス プ レ ー

に 表示 し, パ ソ コ ン の みで稼働す る訓練

装置 を作成した｡ す な わ ち, 操作卓模型 の ボタ ン

ス イ ッ チ を押下す る代わ り に , パ ソ コ ン の デ ィ ス

プ レ ー 上 に操作卓の盤面を表示 させ, そ の ボタ ン

ス イ ッ チ を マ ウ ス で選択する｡ こ の 装置は パ ソ コ

ン ( マ ウス を含む) と シ ミ ュ レ ー シ ョ ン プ ロ グラ

ム か ら構成され る｡ パ ソ コ ン は こ れ を備えて い る

管理所も多く , ま た安価で ある ことか ら訓練装置

導入 に伴う新た な設備投資は押え られ る｡ シ ミ ュ

レ
ー

シ ョ ン プ ロ グラ ム は汎用性を重視して作成 し,

デ
ー タ の 入 れ替え に よ り各地区に適用でき る｡

実際 の操作訓練では, プ ロ グ ラ ム を稼働させ る

と , グ ラ フ ィ ッ ク パ ネ ル の 表 示 が現れ る ( 図-

5 ) ｡ 画面 の 右上 に は模擬操作上 の時間が表示 され

る ｡ 画面 の 最下段に はメ ニ ュ
ー バ

ー

ー が 表示され ,

白抜き で [操作卓] [ そ の他] [終了] 等の ボタ ン

が現れ る｡ 画面上に は マ ウス カ
ー ソ ル と呼ばれる

矢印が表示され る｡ マ ウス に より これ を移動させ,

選択 した い メ ニ ュ
ー ボ タ ン の 上に持 っ てく る｡ マ

ウ ス の左側の ボタ ン ( 通常 マ ウ ス に は左右 2 つ の

ボ タ ン がある) を押すとそ の メ ニ ュ ー が 選択され

る ｡

[操作卓] を選択す ると操作卓の 盤面が表れる ｡

表 示 された ボタ ン を マ ウス で選択 し操作を行う｡
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日 1 4 蒔 田 分 8 秒

1 . 1 1

1 7 5 4. g 3
1 4 3. 4 4

膠

匝 辱萱司巨頭四 囲室頭頭 囲 匪至司 [琴ヨ

周一5 グラ フ ィ ッ ク パ ネ ル 表示

以上 の様 に 決定した構成の検討経過 を以下に示

す ｡

(2)操作卓の代用

操作卓の代わ り に操作入力を得る方法と して は

パ ソ コ ン に接続されて い るキ
ー ボ ー ド を使用する

方法, デ ィ ス プ レ
ー 上 ま た は別の 場所に操作卓の

盤面図を表示させ 選択す る方法がある｡

前者はキ ー ボ ー ド上 の各キ
ー

に 操作卓の ボ タ ン

に対応さ せ る方法で ある｡ 例 えば,

[ 8 ] → [ 手動]

[ U ] → [ 開]

[ J ] → [停 止ト

[ N ] → [閉]

等の よう に割 り当て ｢ U + の キ
ー を押す と [ 開]

の ボタ ン を押下した と パ ソ コ ン が認識す るように

プ ロ グラ ム を組む｡ こ の 方法では比較的プ ロ グラ

ム が簡単であ り, 単純な シ ス テ ム で はある程度運

用で きる ｡ しか し, 中規模以上 の 操作卓の代用に

はボタ ンと キ ー

の 問の対応の 明示が困難である ｡

後者の方法は, コ ン ピ ュ
ー タ の ディ ス プ レ

ー ま

た は特殊な入 力ボ
ー

ド等 に操作卓の盤面 を表示 し,

そ れ を指, ペ ン, マ ウ ス の矢印等で選択す る こと

によ り, 操作卓の代用七 する ｡ こ の 方法で はプ ロ

グラム は複雑とな るが , 実際の 操作卓の 盤面と同

じ盤面構成 を再現で きる こ と, 切 り替 え に より大

規模 な操作卓 に も対応でき , そ の場合 に特に物理

的な処理を必要と しな い利点が ある ｡
こ のた め,

操作卓の代用と しては後者が望ま し い ｡

こ の とき の 入力方法と しては, 指 入力, ペ ン入

力, マ ウ ス 入力がある ｡ 指入力は銀行の自動引出

機等に採用され て い る方法で, 特殊 なデ ィ ス プ レ

一

に 各種の表示が描かれ , そ れ をボタ ン を押す感

覚で指 で触ると選択され る｡ ペ ン 入力はディ ス プ

レ
ー ま た はタブ レ ッ ト に操作卓盤面が表示 され,

そ れ を特殊な ペ ン で触り認識させ る｡ マ ウ ス は入

力機器の
一

つ で平面上 で移動させ るとそれ に対応

してディ ス プ レ ー 上 で 矢印 ( マ ウ ス カ
ー ソ ル) が

移動し, こ の 矢印に よりボタ ン を選択す る｡ 指 ま

た は ペ ン 入力 は か なり実際の 操作と近 い状況が再

現さ れるが, 通常は パ ソ コ ン のほか に特殊な機器

の 設置が必要で ある ｡
一

方, マ ウ ス は操作が若干

難 しい が, 安価でほとん どの パ ソ コ ン で利用でき

る｡ こ れ を考慮 して マ ウ ス方式 を選択す る ｡

(3)画面表示方法

ディ ス プ レ
ー 上 に グラ フ ィ ッ ク パ ネ ル と操作卓

盤面 を表示 する ｡ デ ィ ス プ レ
ー 上 に表示でき る量

は パ ソ コ ン, ソ フ ト ウ ェ ア ,
デ ィ ス プ レ

ー

に 依存

す るが ,
グラ フ ィ ッ ク パ ネ ル及び操作卓の盤面構

成か ら考 える と,
一

つ の デ ィ ス プ レ
ー

上 に グラ フ

ィ ッ ク パ ネ ル表示 と操作卓盤面表示を同時に描画

させ る こと は狭すぎて
一

般 に は困難で ある｡

グ ラフイ･ ツ ク パ ネ ル と操作卓 を同時に表示させ

る必要が なければ,
一

つ の ディ ス プ レ ー を使用し,

操作卓表示 とディ ス プ レ
ー

表 示 と に切り替 えて使

用す る｡ ま た, 同時 に表示 させ なければ模擬操作

を有効に行 えな い の であれ ば, な んらか の 方法を

考えなければならな い ｡

操作卓盤面表とグラ フ ィ ッ ク パ ネ ル を同時に表

示 させ るた め に は, 次 の方法が考 えられ る｡

①2 個 の デ ィ ス プ レ ー を使用する ｡

②表示量が大き い シ ス テ ム を使用す る｡

①は 2 個 の ディ ス プ レ
ー に操作卓とグラ フ ィ ッ

ク パ ネ ル の それぞれ を表示 させ る方法である ｡ 通

常, 1 台 の パ ソ コ ン は 1 種類 の画面表示しか
一

度

に 出力でき な い ため (描画自体は通常数種類同時

に可能である) , 2 個 のデ ィ ス プ レ
ー の 使用はすな

わ ち 2 台の パ ソ コ ン の使用となる ｡ 2 台 の パ ソ コ

ン の 双方 で シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン ソ フ トウ ェ ア ( 操作

卓用と グラフ ィ ッ ク パ ネ ル 用) を稼働させ, 操作

卓代用の パ ソ コ ン で ボタ ン の入力の代用とな る マ

ウ ス 入力を行う｡ 2 台 の パ ソ コ ン は通信回線で結

び( R S 2 3 2 C ま た はL A N 等) 入力情報はグラ フ ィ ッ

ク パ ネ ル代用の パ ソ コ ン に 送られ , こ こ で水理水

文状況が再現され ,
そ の 結果をディ ス プ レ

ー に 表
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示す る｡ こ の 方法に よるとグラ フ ィ ッ ク パ ネ ル を

見なが ら操作 を行う シ ミ ュ レ ー シ ョ ン が実行で き

るが, パ ソ コ ン が 2 台必要とな る｡

②は表示量 が大き い シ ス テ ム を使用 して 一

つ の

デ ィ ス プ レ
ー

に 操作卓盤面とグラフ ィ ッ ク パ ネ ル

の両方を
一

度 に表示する方法であ る｡ 現在
一

般的

である の は4 0 0 ×6 4 0 ド ッ ト表示か4 80 ×6 40 ド ッ ト

表示 であるが , 子こ数年来7 60 ×11 8 0 ド ッ ト表示等
が可能とな っ て きて い る

｡
しか し, 現時点では こ

の ような環境を利用でき る パ ソ コ ン を導入 して い

る地区は少なく, ソ フ トウ ェ ア開発も困難である ｡

グラ フ ィ ッ ク パ ネ ル と操作卓の同時表示 に は,

切 り替え表示 の場合より費用がかか る｡ 模擬操作

を考えれ ば同時表示が望ま し い ｡ しか し, 費用 の

面も あわせ て考慮 して, まず切り替え表示す る訓

練装置 ( プ ロ グラ ム) を開発 した ｡ 但 し, こ の と

き操作卓 とグラ フ ィ ッ ク パ ネ ル表示 は短時間に切

り替わる必要が ある ｡

(4)使用 コ ン ピ ュ ー タ に よ る問題点

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン プ ロ グラ ム の動作環境と して

は ワ ー ク ス テ ー

シ ョ ン 等の U N I X 系の マ シ ン が望

ま し い が , 現場 へ の導入 を考慮 して パ ソ コ ン で作

成 した ｡ 多 く の パ ソ コ ン ではオ ペ レ ー

シ ョ ン シ ス

テ ム として M S - D O S が 採用されて い る｡ こ の ため

い く つ か問題点が生 じる｡

①ス イ ッ チ入力 へ の 反応の遅れ

ワ ー ク ス テ ー

シ ョ ン の オ ペ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム

である U N I X は同時処理 が で き る の に 対 して,

M S r D O S は 同時処理が できな い ｡ プ ロ グラ ム は操

作入力と数値計算を同時に実行する必要が ある｡

同時処理ができ な い ため
,
コ ン ピ ュ ー

タ の 能力に

よ っ て は操作入力に対す る反応が遅くな る｡

②数値モ デ ル の精度の低下

M S - D O S で は使用でき るメ モ リ に 制限がある｡

そ こ で
, 非定常流 モ デ ル とし て ダイナ ミ ッ ク モ デ

ル でなく, キ ネ マ テ ィ ツ ク モ デル を使用 した
｡

一

般 的 に キネ マ テ ィ ツ ク モ デ ルで は, せ き 上 げな ど

の 現象を計算でき な い ｡

しか し最近, パ ソ コ ン で稼働す るオ ペ レ ー

シ ョ

ン シ ス テ ム も大き なメ モ リ を管理 でき るも のが あ

る ｡ こ れ らを選 べ ばメ モ リ に つ い て の 問題 は解消

される ｡ 計算速度 も最近早い も の が あり, 機種 に

よ っ て は対応可能で ある｡

5
. 訓練の流れと プ ロ グラ ム の概要

(1)操作訓練の流れ

操作訓練の流れ を, 図- 6 に 示 す ｡

(彰

(参

⑨

(彰

⑥

⑤

条 件設 定

対象とす る降雨及 び 流況 , 時間尺度 , 配水

計画 , 貯水 目標値等の 訓 練の 条 件設定 を行な

つ ｡

表示

各地点の 水位 , 流量 , ゲート開度等をス ク
リーン に表示又 はプ リ ンターに 出力する ｡

操作
ス ク リーン に 表示 され た各 地点の 水位, 流

量等を判 断し. 操作卓よ り操作を行う ｡

計算

条件設定と操作結果 に 基づ き , 計 算モ デル

の シ ミ ュ レーシ ョ ンプ ロ グ ラム で計算を行 い ,

各 地点 の 水位, 流量等 を算出する ｡

N o

Y e s

シ ミ ュ レーシ ョ ン終 了時閉 に

達したか ?

終 了

時間毎の 水 位 ･ 流量や操作内容 を出力する ｡

図 -

6 訓 練 の フ ロ ー

(彰指導教官が訓練条件 を設定す る｡

具体的に は使用デ ー タ を選択し, 時間尺度を定

め, 被訓練者に操作上 の指示 を与える｡

こ の設定に基づ い て, プ ロ グラム は, 記憶装置

から選択されたデ ー タ を取り出し, 数値 モ デ ル に

係数 を与 えるととも に , 時間尺度 で定められた シ

ミ ュ レ ー

シ ョ ン 時間 に合うように, 数値 モ デ ル の

実行 を制御す る｡

②プ ロ グ ラム の表示部が , 各種デ ー タ を表示 させ

る ｡

ゲ ー ト及 び バ ル ブ の 開度デ ー タ は, 操作入力部

か ら, 水位及 び流量デ ー タ は数値モ デ ルか ら,
_
ま

た, 雨量 デ ー タ等 の時系列デ
ー タ は記憶装置から

受 け取る｡ デ
ー タ に よ っ て, ス ク リ

ー

ン 又 はプリ

ンタ に分けて表示又 は出力させ る｡

③被訓練者は, 指導教官が設定した条件ま･た は,

操作規程等に基づ い て , 操作 を行う ｡

具体的な操作は, そ の 時点の 内容を見て判断し,

操作卓模型または操作卓表示 よ り行う｡ 操作入力
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部は, 操作卓から の 入力を受けて対応する数値モ

デ ル ( ダ ム , 水路等) を判断して , ゲ
ー ト開度 の

変更等の 指示 を送 る｡

④河道及び用水路の 断面, 勾配等の デ ー タ を基 に

作成 した数値モ デ ル を計算 し, 水理状況を再現す

る
｡ 指導教官が選択 した時系列デ

ー

タ と操作入力

部から の 指示 に よ っ て計算を行 い , 計算値 を表示

部と操作入力部に 引き渡す ｡ 計算速度は, プ ロ グ

ラ ム に よ っ て , 制御され る｡

⑤被訓練者計算結果の 表示値を見なが ら, 指導教

官に よ っ て指示 された数値を満たすように , 設定

された操作期間に つ い て ② ～ ④を繰り返す ｡

⑥終了 ととも に, 操作訓練を行 っ て い る間 に記憶

装置に保存されて い た研修生の操作内容と操作結

果が出力され る｡ ダム洪水時操作の訓練操作結果

を図- 7 に 示 す
｡

( m )
1 7 2

貯

水

位
1 70

1 68

＼
･ヽ . 一

■

･
′

予備放流

､

＼‾
＼

･ - … 流入量
- ･ 一 貯水位
一 放流量

肯時満水任

( m ゾs)

0 0

流

入

量

0

0

0

0 1 0 2 0 3 0 40 (b r )
経 過 時 間

図一丁 孟l伯東操作 の 結果例

(2) プ ロ グラ ム 内容

操作訓練装置の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン プ ロ グラ ム は

次の部分よ り構成される ｡

①操作入力部分 (実機型)

操作入力部 は操作卓模型 と計算期間デ
ー

タ の 入

出力 を行う｡ 操作状況の情報 は, 操作卓模型を出

る時点で シ リア ル デ ー タ の 形と なり, R S 2 32 C の

ケ ー ブ ル を通 っ て計算機に達す る｡

操作卓模型 か らは こ のデ
ー

タ が切れ 目無く送ら

れ て来る ｡ そ こ で, 操作部では操作卓模型か ら入

力 したデ
ー タか ら 1 つ 1 つ の デ ー タ の まとま りを

識別 し, 操作デ
ー タ を取り出す ｡ 次 に , 実際 に操

作が行われて い るか を確認 し, 操作が行われて い

なければ, デ
ー

タ を捨てて操作卓模型か ら の デ
ー

タの 入力を再度行う｡ 操作が行われて い れ ば操作

状況をデ ー タ化し計算部 に送る｡

な お,
一

般 の操作卓で は スイ ッ チ を押す と関連

す るラ ンプの点灯, チ ャ イ ム や ブザ ー が鳴動が生

じる｡
一

般 に は こ れらの応答はリ レ ⊥ に よ っ て行

われ て い るが, 操作卓模型で は汎用性 をもた せる

た め に リ レ ー は 基本的に使用 しな い ｡ こ れ ら の現

象は操作入力部が操作卓模型に指示 を送信す る こ

とによ っ て 生 じる｡

また , 数値 モ デ ル で流量等が算出され ると こ の

値 は操作入力部で通信用デ
ー タ に変換され

,
操作

卓模型 に送られ る｡ こ れ に デ ジタ ル表示が行われ

る ｡

(塾操作入力部 ( パ ソ コ ン型)

パ ソ コ ン 型訓練装置で は, 操作卓の代わ り に マ

ウ ス 入力を使用す る｡ こ の た め, 操作入 力を行う

時期は操作卓盤面図をデ ィ ス プ レ ー に 描画す る｡

マ ウス 入力 で押下され たボタ ン を判断 し, そ の情

報 を計算部 ( 数値モ デ ル) に送付する ｡∨

③計算部

計算部は数値モ デ ル に より, 操作 に対応 して各

種水理状況を計算す る｡ 操作卓模型で操作が行わ

れる と, そ の情報 は通 っ て数値モ デル に達す る｡

計算結果は表示部 に送られ刻々 の値が グラ フ ィ ッ

ク パ ネ ル に表示され る
｡

④表示部

表示部で はグラ フ ィ ッ ク パ ネ ル に対応す る画像

を作成 し, デ ィ ス プ レ
ー ま た は ス ク リ ー ン に映写

す るプ ロ ジ ェ ク タ ー に 送る｡

関連地区が大きな集中監視制御シ ス テ ム で はグ

ラ フ ィ ッ ク パ ネ ル は大きく, プ ロ ジ ェ ク タやデ ィ

ス プ レ ー に は表示 でき な い こ とがある
｡
そ の場合,

表示部で はグラ フ ィ ッ ク パ ネ ル の表示を部品に分

けて作成す る｡ 流 量 , 取水量な どの 表示値は , 制

御部か らデ
ー タが送られ ると更新され る｡

(3)数値 モ デ ル

訓練操作の 結果生 じる水理現象を計画す るため

の 数値モ デル は, 用水路や河川を対象とす る水路

モ デル , ゲ
ー トモ デル等 に 分けて構築され て い る ｡

数値モ デル の
一

例 を図- 8 に 示 す｡

(む水路

主要な河川及び用水路で は不定流計算を行 っ て ,

ダム の 放流操作 に対す る下流河川流量 の 変化や取

水操作に対する用水路流量の 変化を表現す る｡ ゲ

ー ト等 の扱 い が比較的容易である ことか ら計算は

差分化 して行う方法と した ｡ 即 ち, 水路 を複数の
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図- 8 水 理 モ デ ル の 例

ブ ロ ッ ク に分 け, そ の ブ ロ ッ ク毎に水位 と流量 を

求める｡

本来ならば計算はダイ ナ ミ ッ クウ エ ー ブ ( 水位

勾配に よ っ て計算す る ことが望ま し い ｡ 即 ち, 背

水な どを表現す る) で行うのが適当であるが , パ

ソ コ ン の計算能力の限界か らキ ネ マ テ ィ ツ ク ウ ェ

ー ブ ( 水路勾配 に よ っ て流速 を決める｡ つ ま り,

部分的に みれば等流と して扱う ｡ こ の た め, 背水

な どを表現できな い ｡) と して扱う｡ ま た, 断面形

状 は計算速度を短縮させ るため に台形水路 とし て

扱う｡ こ の様 に水路 モ デル はか なり簡略化して作

製 したた め, 基礎デ ー タ を実用上問題が無い よう

に変形して使用する ｡

(参ダム ･

貯水池

ダム の モ デ ル で は流入量 ･ 放流量 ･ 取水量 な ど

から 一

定時間毎に水収支計算を行 い , 貯水量 を求

める
｡ 次 に貯水位貯水量曲線か ら貯水位 を求める｡

③ゲ ー ト ･ バ ル ブ

ダム ･ 頭首工 ･ 分水工 の ゲ ー トや バ ル ブ の 通過

流量 は, 簡略化 した公式を使 っ て開度と上下流水

位か ら求め る｡

④自動制御 ･ 設定値制御

手動制御の他, 自動制御や認定値制御 を行 える｡
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今 の と こ ろゲ
ー ト ･ バ ル ブ に対 して設定流量制御

Ⅰ型, 設定水位制御Ⅰ型 を行 える｡ ま た, 揚水機

場で は吐水槽水位で台数制御 として い る
｡

⑤設定流量等

雨量やダム流入量 を時系列と して境界条件 に与

える｡ こ れ に は過去の デ
ー タ を用 い , 特定 の状況

(渇水や洪水等) を作 り出 し, そ れ に対応 した模

擬操作 を行う｡

ダム へ の流入量 , 残流域の流出量, 支線用水路

にお ける需要量等は時間毎に設定する ｡
こ の た め,

洪水時の操作, 小出水の操作, 急 に パ イ プライ ン

の 地区で用水需要が増大 した とき の操作等を設定

して訓練を行う｡

6 . おわ りに

短期間に操作の 経験を管理職貞が積める装置を

作製 した ｡ 今後, 訓練操作結果 を評価する機構の

実装や, 数値 モ デ ル の 精度の向上 を行う予定で あ

る｡ 最後 に, 操作卓模型 の設計 ･

製作 に 当た られ

た三菱電機株式会社, 試作装置の対象地区と して

ご協力 い ただ い た近畿農政局を はじめとする関係

者の方々 に 深く感謝の 意を表 します
｡
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【報 文】

農業集落排水施設の維持管理

目

1
. 農業集落排水施設 の維持管理一総論-

･ … … ･ ･

1 0 0

2
. 維持管理体制 ‥ ‥ ‥ ‥

1 0 1

3
.
汚水処理施設 の維持管理 … ･ ･ … … … ‥ … = … ･ ‥ 1 0 1

様 々 な施設が そう であ るように , 農業集落排水

施設に お い ても , 仕様 に 基づ い て正 しく使用する

と とも に , 異常 の早期発見に努め, 異常を認めた

場合 に はその原因を つ きと め, 直 ち に適切な措置

を講ずるな ど, 絶 えずそ の装置の持 つ 機能を十分

に発揮させ るた め技術上及び運営上 の適切な管理

が不可欠である ｡

本文で は, 農業集落排水施設の維持管理 に つ い

て , そ の広範な内容と現状 をいく つ か の 調査結果

も紹介しなが ら報告す る｡

1 . 農 業集落排水施設 の維持管理
一

総論
-

(1)事業の経過と今後の展望

農業集落排水施設 ( 以下 ｢集落排水施設+ と言

う) の整備が農村総合整備モ デ ル事業の
一 工程と

して制度化されてか ら2 0 年 が経過し, 平成 5 年度

現在で は, 事業実施市町村数は全国の 約 3 割の9 00

市町村, 採択処理区数は2 0 00 処 理 区を上 回り, す

で に7 00 余 りの処理 区が供用 を開始 して い る｡

集落排水施設の整備 に対す る要望は益々 増加 し

てお り
, 第 4 次土地改良長期計画で は, 平成 5 年

度 か ら14 年度まで の 10 年間 に3 0 , 00 0 集落( 3 集落/

処理 区とす ると10 , 0 0 0 処理 区) を整備する こ とと

して い る
｡
した が っ て こ れ まで以上 の ペ ー ス で の

維

持

管

理

集

落

排

水

施

設

の

* (社) 日本農業集落排水協会

下 舞 寿 郎
*

(T o sh ir o u S 王皿 M O M A l)

次

4
. 管路施設 の維持管理

‥ … … … … ･ … ‥ … … … ･ …

1 0 4

5 . 運 営管理 … … … … … … = … ‥ … … … ･ … ‥ … … =

1 0 5

6
.
お わ り に … = … … ･ ･ ･ ･ … ‥ … ‥ … ･ … … … ･ … ‥ ‥ ‥ 1 0 7

事業の進捗が予想され, 事業実施地区の増加とと

も に併用処理区も増加 し, 数年内に は数千の処理

施設が稼働す るものと思われ る｡

(2) 施設 の建設 と維持管理

集落排水技術 は, 土木
･ 建築

, 機械
･ 電気, 生

物
･

化学等多様な分野の技術の複合で あり, こ れ

ら技術に より施設全体の機能が十分発揮され るも

の とな っ て い る
｡
汚水処理技術 は生物処理 に依存

するも の が多く, 公共用水域に お ける生活雑排水

の適切な処理が重視 され るなかで , 施設設置後の

適切な維持管理 を必要とす る｡

施設は, 維持管理 の容易性等も考慮 して建設さ

れ るが, い く らすば らし い 施設 を建設しても, 適

正 な維持管理が行わ れな けれ ば施設の 汚水浄化機

能 は発揮されな い ｡ しか も, 施設 の建設 は数年 で

完了す るもの の , 施設の機能 は将来にわた り永続

的に維持されな けれ ばならな い
｡
こ の た め

, 適切

な維持管理体制, 管理仕様に基づき運転管理 を行

うととも に健全な運営管理 を行うこ とが不可欠で

ある｡

(3)集落排水施設の維持管理 とは

集落排水施設の維持管理 は, 施設の 運営管理も

含めて次の ように分類され る｡

冨嘉
点検‾‾
｢ =還悪書芸

水質管理

安全衛生管】理

更新 ･ 改良

特 別会計 の 管理

財産管理

1 ;
使用料徴収

維 持管理 費 の 支出

起債 の 償還等

台帳 管理 等

啓蒙 ･ 普及活動等 一 地元 管理 組合等へ の

指 導等

図 - 1 集落排水施設 の 維持管理
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集落排水施設 で は, こ れ ら維持管理作業が い く

つ か の 作業主体に分担されて実施さ れるため, 各

作業主体の役割 を明確に すると とも に , 連絡体制

を確立 して おく ことが重要である｡

2
. 維持管理体制

(1)維持管理体制

個々の集落排水施設は , 計画処 理人 口が 概ね

1 0 00 程度以下と, 比較的小規模 であ る ことか ら,

専門技術者を施設に常駐 させ るよう な維持管理体

制を組む こ とは経済的に困難な場合が多 い ｡

ま た, 集落排水事業 は計画から維持管理 まで住

民参加に よ る水質環境, 生活環境の改善を進め る

ことと して い る
｡
こ の ような ことか ら, 維持管理

業務のうち巡回に よる保守点検業務 (巡回管理)

は専門業者が, 日常管理 は管理組合等(集落住民)

が行 い , 施設 の運営管理 を事業主体が行うと いう

維持管理体制が と られ る場合が多 い ｡

浄化槽管理者

(事業主体 : 市町村)

業務委託

維持管理専門業者

(保 守点検業者)

(清掃業者)

管 理 組合等

(住民)

周一2 維持管 理体制 (例)

(2)住民参加と地域の 活性化

集落排水施設の維持管理 に集落住民ん 妄加す る

こと は, 集落排水施設を自分達の 身近な施設 とし

てとら えるよ‾う に な り, 施設の汚水処理機能の 発

揮, 維持 と言う面だ けで なく地域の 活性化な ど に

も好影響 を及ぼ して い る例が 多くみ られる｡ 具体

的に は, 次 の ような影響が みられる ｡

①日常管理や処理場内の 草取りな ど共同作業 を通

して, 施設 に対する理解が深まると とも に , 住民

の ふ れ合 い や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 活性化, 地域

連帯意識の 醸成に も つ なが る｡

②ス クリ ー ン し漬 の 除去作業を経験す る こと に よ

り不注意な ゴ ミの排出が抑制される な ど家庭で の

排水に 注意が払われ るよう に なる
｡

③施設 へ の 理解が高ま る こ と に よ り, 汚泥 の 農地

還元 へ の 協力も得られ安く なる｡

④施設の 維持管理 ･ 運営 に対する理解が高ま る こ

と に よ り, つ なぎ込みが促進された り; 雨水排水

の誤接合の防止 が図れ る｡

(3)維持管理資格

集落排水施設は, 浄化槽法の 適用 を受ける の で ,

維持管理 も こ の法規制 を遵守 して行わ なけれ ばな

らな い ｡ 浄化槽法で は, 以下 の ような維持管理 に

関する資格者等が規定 され て い る ｡

(彰浄化槽管理者

浄化槽管理者と は, 当該浄化槽の所有者, 占有

者そ の他 の 者であり当該浄化槽の管理 に つ い て権

限を有す る者である ｡ した が っ て , 集落排水汚水

処理施設で は, 事業主体の市町村長が浄化槽管理

者で あり管理責任 を負う ｡

②浄化槽管理士

浄化槽管理士 は, 浄化槽の保守点検に関 して 必

要な知識及び技能 を持 っ て い る者 で , 浄化槽管理

士試験に合格したか, 厚生大臣が認定 した講習会

の 課程 を終了 した者である｡ 保守点検業務 を事業

主体 (管理者以外が行う場合) が直接実施する場

合, 保守点検業者が業務受託 して実施す る場合 な

ど何れ に して も浄化槽管理士 を設置しなければな

らな い
｡

③浄化槽清掃業者

汚水処理施設の清掃 は, 事業主体自身が汚泥の

農地還元 を行う場合 を除き,
一

般的 に は清掃業者

に受託す るケ
ー

ス が大部分である｡ 清掃業者は,

清掃等 に関 して必要な知識及び技術を持 っ て い る

も の で, 汚泥 の収集
･ 運搬 ･ 処分を行 っ て い る

一

般廃棄物処理業者が許可を得て い る ことが多い ｡

④技術管理者

計画処理人口が5 01 人 以 上 の汚水処理施設 に お

い て は, 保守点検及び清掃の技術上 の業務 を統括

する者 として技術管理者を設置す る ことと な っ て

い る｡

3
. 汚 水処理施設の維持管理

汚水処理施設の 維持管理 は, 施設構造 ･ 機能,

機器設備の取り扱 い方法等 を熟知 したう え, 浄化

槽法, 維持管理要領書や｢J A R U S 型 農業集落排水

処理施設維持管理 マ ニ ュ ア ル+ (J A R U S 型農業集

落排水処理施設の 場合) 等 に基づ い て行わ れる｡

(1)維持管理作業の 内容

①保守点検作業
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保守点検作業 は, 汚水処理施設の機器等の点検,

調整また は これ ら に伴う修理 をす る作業で あり,

日常管理 と巡回管理 に分けられ る｡

表 -

1 汚水処 理 施設 の保守点検作業

汚水処 理 施設の 保守点検作業

日

常

空な

ア , 安全確 認

･ 臭気の 発生 ･ 異常音 の 発生
･

点検蓋の 密閉, 施錠の 有 無の確 認等

イ
,
ス ク リーン 壇 (毛髪, 残 梓, 布等) の 除去

′

自

理
ウ
, 動力制御盤 や警報 ラ ン プ の 点灯等 施設の 異常の 有無の

確 認

エ
,
施 設敷地内 の 掃除

巡

回

管

理

ア , 汚水処理 施設全体の 保守 点検及び これに 伴う補修
･ 各種機 器の 点検

,
補修 等

イ, 点検結果 ( 流人 状況 の 把握 を含 む) に基づ い た運転調

整
･

汚水計量槽の 移送水量 の 調整
･ ば っ 気槽の ば っ 気量 の調整
･

仮 送水量の 調整 等

ウ
, 汚水処理 施設 内に生 じた汚泥 の 移送 ( 汚泥管理)

･ 嫌気性 ろ床槽の 汚泥蓄積状況 の 把握 及び 移送
･ 接 触材 の 逆洗

, 嫌気 ろ床 の洗 浄の 実施, はく離汚泥

の 移送

･ 回分槽の 汚泥濃 度の 管理 ( 汚泥 の 引き抜 き量の調 整)
墜
7 :｢

エ
, 汚泥 の 系外搬 出 (清掃) 時期 の判 断及び 指示

･

沈澱分離槽, 汚泥貯留槽等か ら汚泥 の 系外搬 出時期

の 判断 等

日常管理作業は, 特 に専門的な知識, 技術 を必

要と しな い 軽作業及び異常の早期発見を行う も の

で あり, 異常を発見 した場合に は速や か に施設管

理者また は保守点検業者に連絡す る こ ととな る｡

巡 回管理作業は, 主と して浄化槽管理 士 の 資格

を有す る者が , 専門的な知識
,
技術 に基づき実施

す るも の である｡

②清掃

清掃は, 保守点検と並んで集落排水施設の機能

を常時正常に 維持す るため の 作業であり, 生物処

理槽内に生 じた汚泥, ス カ ム等を引き出し, そ の

引き出し後の槽内の汚泥等の 調整並 び に こ れ ら に

伴う単位装置及び付属機器類 の洗浄, 清掃等を行

う作業で ある｡

(卦水質管理

現場水質検査は室内水質検査等の結果か ら, 水

質状況 を把握する こ とにより, 施設 の稼働状況,

負荷状態を的確に判断 し, 処 理機能が十分 に発揮

さ れるよう にす る
｡

ま た, 浄化槽法 に基づ き毎年 1 回実施 しな けれ

ばならな い 検査や, 水質汚濁防止法または瀬戸 内

海環境保全特別措置法 に基づ き汚濁負荷量 の総量

規制が行わ れ て い る地域お け るC O D 汚濁負荷量

の 測定等も ある｡

検査項目に は, 水温 , 透視度 , p H , B O D , S S ,

C O D 等が ある ｡

④安全衛生管理

汚水処理施設 と いう特殊性か ら, 維持管理作業

を行う専門業者や集落住民の 他, 施設 の 訪問者等

の 安全衛生に留意す る必要がある｡ 具体的に は,

次 の ようなも の が あげられ, 注意書き の 掲示 , 落

下防止対策, 作業
･

清掃時の 手洗い ･ 洗浄 ･ 消毒

等の 衛生対策等が必要とな る｡

･ 点検 口蓋 の 密閉 ･ 施錠の確認

･ 電子設備等の 点検時の安全性

･ 機械設備等の 運転時の安全性

･ 処 理水槽
･ 汚泥貯留槽等での 転落防止

･ ガ ス 発生, 酸欠対策, 各室の換気

･ 薬品等の取扱 い 時の安全性 等

(2)保守点検作業の 実施状況

(∋維持管理体制

日常管理 は, 市町村 (管理主体) から管理組合

等 へ の 委託が約5 0 % と最も多が , 市町村が直接行

っ て い た り, 巡回管理 を併せ て専門業者 へ 委託さ

れ て い る場合もある ｡

巡 回管理 は, 専門業者 へ の委託が8 0 % 弱 と最も

多く, こ の ほか市町村が直接行 っ て い るケ
ー

ス も

2 0 % 弱ある ｡

①
9 %

①さ

7 .4 %

②

50 .3 %

(勤

6 1 . 7 %

巡回

管理

(む

1 8 . 3 %

日 常

管理

④

(彰

2 7 . 3 %

ー 1 0 2 -

凡 例 (委託) ( 委託)

(丑 管理 主体一→ 管 理 組合等 → 業者

(委託)

② 管理 主体 → 管 理組合 等

(委託)

③ 管理 主体 → 業者

④ 管理 主体

(注) 日 常管 理 に つ い て は40 6 処】里区の ,

巡 回管 理 に つ い て は4 10 処 理 区の 構成比で ある｡

(｢ 平成 3 年 度農業集落排水整備検討調査+)

図 - 3
.
維 持管理体制 の 実態
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②保守点検作業の頻度

日常管理 は, 施設規模 に よ っ て も異な っ て く る

が∴多 い と こ ろで は毎 日, 少 な い と こ ろで も週 1

回程度の頻度で行わ れて い る｡

巡 回管理 の頻度は, J A R U S U 型汚水処理施設で

は表 - 2 の と お りそ の最低限の回数が示され て い

る
｡ 当協会の調査に よると, ほ と ん どの施設で表-

2 に 示 す回数以上 の 回数の巡回管理が行われて い

る
｡

表 - 2 J A R U S 型施 設 の 巡回管理回数

J A R U S 型式 5 00 人以下 501 人以上

J A R U S- Ⅰ 1 回以上 / 月 1 回以上 / 2 週

1 回以上 / 2 週

J A R U S-ⅠⅠ 1 回以上 / 2 過

J A R U S-ⅠⅠⅠ 1 回以上 / 2 過

J A R U S-ⅠⅤ 1 回以上 / 2 週 1 回以上 / 2 過

1 回以上 / 週

J A R U S- Ⅴ 1 回以 上 / 月

J A R U S- Ⅹ Ⅰ 1 回以 上 / 週

J A R U S- ⅩⅠⅠ 1 回以 上 / 週 1 回以上 / 週

(参水質検査

水質検査の 実施状況は, 検査項目によ り異な っ

て お り, B O D , S S は検査頻度が高く , 約 8 割 の地

区は 1 回 / 2 ヵ 月以上実施 して い る｡ T - N ( 総

窒素) , T - P ( 総 リ ン) , C O D の 水質検査は, 主

に こ れ ら の水質規制が ある地域 にお い て実施さ れ

て い る ｡

0

(

‖
V

6

5

実
施
処
理

区
数

B O D S S 大腸菌 T - N T - P C O D P Il

検査項 目

団2 回/ 月 田1 回/月 閻1 回/2 月 固1 回/3月 □1 回/4 月 ■1 回/6 月以上

図 - 4 水 質検査実施状況

( 日 本 農業集落排水協会圃査)

集落排水施設の計画処理水質の基準 は, B O D 2 0

喝/ 1 , S S 50 m g/ 1 で あり, 県条例等で これ より厳

し い水質規制がある場合に は, そ れ を計画処理水

質と して い る｡

処 理水質の実態を農業集落排水整備検討調査結

果 (農水省実施, 以下 ｢整備検討調査+ と い う)

で みる と, 図- 5 に 示 す ように , B O D lO m g/ 1 程

度, S S 8 mg/ 1 程度と基準を下回 っ て お り, 集落排

水施設の水質浄化機能が十分発揮されて い る こと

がわ かる
｡

(3)汚泥 の 処分状況

集落排水施設では, 図- 6 に 示 すよう な汚泥処

理が なされ て い る
｡

平成 2 年度 に汚泥処分 を行 っ た処理 区のうち,

農地還元 を直接行 っ て い る地区は, 2 5 % で , 施用

先は畑が約 8 割と最も多く, 施用形態 で は脱水ケ

ー キ ( 脱水汚泥) が約 6 割 , 液肥が約 3 割, 残 り

が コ ン ポ ス トとな っ て い る ｡

(4)補修, 修繕状況

集落排水施設は
, 様 々 な機器 で構成され て お り,

こ れ ら機器の異常が処理水質に す ぐに影響 してく

る の で , 日頃の 適切な保守点検と異常の早期発見

が必要であり, 異常が発見され た場合 の迅速な補

修 , 修繕が重要で ある｡ 当協会の調査 によ ると,

送風機類, ポ ン プ類 の補修修繕 の発生頻度が高く,

供用 年数の増加と とも に発生頻度が高くな っ て い

る｡

(3)維持管理上 の主要な課題

以下 に, 現在, 汚水処理施設 を維持管理 するう

えで の 主な課題と思われ るも の を示す ｡

①適切な運転管理

処理水質の 実態か ら判断す ると, 集落排水施設

の適正 な運転管理が窺われ るが , 最初 の 施設で供

用間も な い集落排水施設を有す る市町村も多く,

中に は, 不十分な汚泥管理等か ら
一

時的な処理水

質の悪化が生 じた事例もあり, 市町村に お ける維

持管理技術 の 向上 と適切な運転管理 の継続的な実

施が必要 である｡

②適切な補修改良

近年, 供用1 0 年 を経過す る施設も増加 してお り,

施設機器の 老朽化や処理人 口の増加等に伴う機能

不足な どが生 じて い る施設もみ られる ｡ 日頃から

適切な保守点検 を行う ととも に , 補修改良の 必要

性を適切 に判断 し, 計画的に 実施 して い く こ とが

必要である
｡

③複数施設の統合管理

市町村 に よ っ て は, 既 に数処理 区の供用を開始

して い る と ころもあり, ま た, 近 い将来そ の よう

な状況 にな る市町村も多くなる と思わ れる ｡
こ の

ような複数処理 区の 汚水処理施設, 管路施設の 管

理 を省力的, 経済的に適切に維持管理
･ 運営 して
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(｢ 平成 3 年度農業集落排水整備検討調査+)

天
日

液
肥
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① ! ③

機
械

脱 水

(彰

[車重∃[亘垂室∃[亘垂垂∃

水 田

畑

樹園地 ･

その 他

l

甲
; ④

農地 還元

図- 6 汚泥 処 理 の 現状

⑤

し尿処理施設

脱水 ケーキ

液肥 82 . 9 % 1 6. 8 %

2 4 .9 % 7 4 ,1 %

56 .0 % 8 .7 % 35 .3 %

コ ン ポス ト

1
,
055 m ‡

9
,
75 1 m 8

1
,
1 3 1 m 8

0 10 20 3 0 4 0 50 6 0 7 0 創) 9 0 1 00 %

図 一

丁 施用形態別施用量 の構成 ( 地 目別)

(｢平 成 3 年度農業集落排水整嘩検討調査+)

い く こ とが今後重要とな っ て くる ｡
こ れ に対処す

るた め に は, 処 理区数に応 じた管理体制, 集中監

視施設等の 導入 が考 えられ , こ れ ら技術の 向上が

望まれると こ ろである ｡

④汚泥の農地還元

集落排水施設 で は, 発生汚泥 の農地還元を推進

して い るが , 現状で は約 3 割程度の地区で実施さ

れて い る に すぎな い ｡ 様 々 な廃棄物処理で問題が

発生 して い る中, 発生汚泥の農地還元 は, 農村地

域の 特質を生か した最適な廃棄物処理 方法で ある

ととも に , 維持管理費用 の低減 , 資源 の リサイ ク

ル と い う面からも有効な方法で あり, 今後 の更な

る普及が強く望 まれ る｡ こ の た め に は, 汚泥 の取

扱 い 性を高める等の ため の脱水施設や コ ン ポ ス ト

施設等を複数処理区で有効 に活用 し, 経済的に運

営して い く こ とが必要に な っ て くるもの と思わ れ,

こ れ ら に関す る技術の向上 , 技術開発が望まれる

と こ ろである｡

4
. 管 路施設の維持管理

(1) 維持管理作業の 内容

管路施設の維持管理の 目的は, 次 の通りである｡

(む管路施設の所要機能の 確保

(勤管路施設の保全

(卦管路施設 によ る事故の 防止等

これ ら目的を果たすため に , 汚水処理施設と同

様に①保守点検, ②清掃, ③安全対策, ④補修 ･

改良等の維持管理作業が行われる ｡

①保守点検作業

保守点検作業は, 汚水処理施設と同様に 日常管

理 と巡回管理 に分 けられ る｡
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表- 3 管 路施設 の 保守点検作業及び安全対策

保守点検作業及び安 全対策

日

常
管
理

ア

イ

ウ

エ

安全確認

管埋 設位革付近 の 地表面 沈下 の 有無 の 確認

中継ポ ンプ施設 の 警報ラ ンプ の 点灯等の 異常の 有無の 確認

私 ます, 宅地 内配 管等の 点検及 び こ れに 伴う清掃 等

ア , 安 全確認
･

マ ン ホール 蓋の 密閉 , 足掛け金物等の 腐食等の 点検

巡

回

管

王里

イ , 管路
･ 地盤沈下 , 地 震等に よる損傷
･ 沈澱物の 堆積状況 の 点検

り
, 中継ポ ンプ施設

･ ボ ン 7
0

槽の 沈澱物 の 堆積状況 の 点検
･ ポ ンプ , 電 気設備の 点検

,
補修

エ
,

マ ン ホール
･ 沈澱物の 堆積状況 の 点検

オ , 公共 ます及び取 付管
･ 損傷 , 沈澱物 の 堆積及び 詰まり状 況の 点検

カ
, 不 明水の 浸入防止 対策

･ 不 明水対 策調査

清掃 ･ 補 修

時期 の 判 断

(参清掃

管路施設で は, 汚水中に混入 した土砂等が堆積

し, 通水部を閉塞させ る ことがある の で, 保守点

検結果も踏まえなが ら定期的また は適時に 清掃を

行わ な けれ ばならな い ｡ 集落排水施設の管渠は,

口径が20 0 m m 前後 と小さ い ため , 特殊 ノ ズ ル から水

を強力 に噴射させ て洗浄す る高圧洗浄が
一

般的で

ある｡

③補修 ･

改良

保守点検, 清掃等に より管路施設の 損傷も しく

は機能低下等が発見され た場合 は, こ れ を速や か

に補修, 改良しな けれをまならなし) ｡

特 に , 不明水の浸入 は, 汚水処理施設の機能に

影響を与 えるた けでなく , 維持管理費の増加 に も

つ ながる の で適切な補修 ･ 改良が必要となる
｡

(2) 維持管理 の 実態

管路施設 にお い ては, 汚水処理施設に比 べ る と

十分な保守点検が行われて い な い ようである｡ 整

備検討調査結果でみ ると, 管路 ･ マ ン ホ ー ル で は,

約 3 割, 中継ポ ン プ施設でも約 5 割 の地区で しか

実施され て い な い状況である｡

(3)維持管理上 の主要な課題

以下に, 現在, 管路施設を維持管理 するう えで

の主な課題 と思われる もの を示 す｡

①計画的な清掃の実施

集落排水施設では, 現在の と ころ供用年数が短

い施設が多 い こ ともあり, 管路 の清掃実摩は少な

い が, 今後 は, 管渠内の沈澱物の堆積状況の把握

と各地区に適 した清掃計画に基づ く清掃の 実施が

望まれ ると ころであ る｡

②不明水対策

管路内に雨水や地下水な どの不明水の浸入が懸

念される地区が でてきて い る｡ 不明水浸入 の 発生

後の対策 は, こ の原因, 浸入 ヶ所 を特定する の に

多くの労力 と期間が必要となり; 調査費, 補修費

等の経費も相当額必要とな る｡ した が っ て, 不明

水浸水を防止す る対策と して は, 適切な設計, 施

工, 維持管理が最も重要であり, こ れ らを徹底す

る必要が ある｡

③中継ポン プ施設の適切な管理

平坦 な地域で処理 区規模が大きくな っ た り, 起

伏 の ある処理 区で は
,
中継ポ ンプ施設数が多くな

る傾向がある｡ ま た
,
汚水処理施設と同様に

一

市

町村内の 処理区が多く なると管理す べ き中継 ポ ン

プ数も多くな っ て くる｡ 特 に こ の ような地域で は,

日頃から定期的な保守点検を励行す るととも に,

異常時を含めた通報 シ ス テ ム 等 の管理方法, 管 理

体制 を確立 しておく ことが必要で ある ｡

5
. 運営管理

集落排水施設の維持管理 は, 施設 の運転管理 な

ど施設の機能を維持す る技術的な管理作業の ほか ,

こ れ ら管理作業に必要な経費等の収入
･ 支出を管

理す る会計運営や施設の財産管理等の運営管理が

必要である｡

集落排水施設の維持管理 にお い て は, 維持管理

作業ととも に こ の運営管理が健全に行わ れる こ と

が非常に重要で ある｡

(1)特別会計の 運営

農業集落排水事業は ｢公営企業+ として位置づ

けられ てお り, 下水道事業債 を利用す る市町村(事

業主体) は, 特別会計 をもうけて経理 を行うとと

も に , 歳入 ･ 歳出 の バ ラ ン ス を確保 しな けれ ばな

らな い ｡

(丑歳入 と歳出

特別会計の歳入歳出費目を例示 すると表- 4 の

よ う に なる｡

(診維持管理費
･

施設 の維持管理費は, 処理 区の規模, 供用率(計

画処理人 口 に対する供用人口の 割合) 等 によ り異

な っ て く る
｡
平成 2 年度供用地区の 1 処理区あた

り平均維持管理費 は, 4 , 4 33 千円/ 年 で, そ の う ち

約 8 割 を汚水処理施設の運転経費が 占めて い る｡

- 1 0 5 【- 水 と土 第 95 号 19 9 3



表一4 特 別会計維持管理関係歳入歳出項目

歳 入 歳 出

ア , 使用量 (分担 金) ア , 維持管理費

イ
, 一般合 計繰 入金 ･

保守点検等委託 菅
･ 地 方交付税措置分

･ 電 気量等需 要費

経 常経菅 (維持 管理 費) ･ 材 料費等

投資的蓋至費 ( 資本費) ･ 改良 , 改 築費
･ その 他 イ , 資本曹 (公 債菅)

ウ
, 臥 児補助 金

･ 下 水道事業債 , 過疎債等の

･ 改 築事業等補助 金 元 利償還 費

エ
, 雑収 入他 ウ , 総務費

･ 貯 金利 子等 ･ 職員給与 , 事務菅他

汚水処理施設の運転経費の う ち大きな割合を占

めて い るの は, 動力費 (電気料) , 技術点検費 (委

託料) , 汚泥処分費である ｡

図 ｢ 8 で は汚泥処分費は, 平均で運転経費の1 3

% 程度であるが , 供用率の 高 い 処理区や し尿処理

施設で の処分単価の高 い処理区で は 2 ～ 3 書的こ及

んで い る
｡

管路施設の清掃費, 施設の補修修繕費は, 現在

で は平均で維持管理費の 1 割程度と な っ て い る が,

今後各施設の供用年数の 増加ととも に これら の 割

合が大きくなる ことが予想される ｡

(参資本費 (公債費)

市町村 は, 建設事業費の市町村負担分の ほとん

どを下水道債等の起債で まかな っ て おり, そ の額

は県費補助剤合等によ っ て異な るが ,
一

般 的 に は

事業費の 2
～ 3 割程度が多い ｡

こ の起債の 元利償

還額のうち, 下水道債では5 0 % , 過疎債で は70 % ,

辺 地債で は80 % が交付税措置され るが, そ れ でも

特別会計歳出の 大きな割合 を占めて い る｡

水道 料金
2 1

処J聖施設
運転経 費

管路
･

中継
ポ ン プ施 設
運 転経費

補修 ･

修繕 費

そ の 他

④使用料

集落排水施設は, 公営企業と して の性質上 , 運

営に必要な経費は利用者か ら の使用料で賄う こ と

が原則とな っ て い る ｡ しか しなが ら, 資本費まで

含めると相当額の使用料 となるため, 施設 の維持

管理費程度 を使用料の対象経費と して い る場合が

多い ｡ 平成 2 年度の 4 人家族の場合の平均使用料

は, 2 , 9 00 円/ 月程度と な っ て い る ｡

(2)特別会計の収支予測

集落排水施設の整備は,
一

市町村でも数処理 区

の整備を行う場合が多く, 全て の処理 区の整備 を

完了す る に は, 相当 の期間と費用が必要となると

とも に , 施設 の 維持管理にも相当の費用を要する ｡

した が っ て, 特別会計の長期的な収支予測を行い ,

建設事業費の受益者負担観, 使用料 を適切に設定

す る ことが , 特別会計の健全な運営, ひ い て は市

町村財政負担の軽減とい う面から重要で ある ｡

収支予測に_
当た っ て は, 将来 の 施設の補修

･

改

良費, 管路施設の清掃費な ど現在で はあま り計上

されて い な
`
い 経費 に つ い て も適切に計上す る必要

がある｡

(3) 財産管理, 啓蒙普及活動等

①施設台帳等の 情報の管理運用

集落排水施設を適正 に管理 して行くた め に は,

そ の施設の状況を常 に把握 しておく必要があり,

施設台帳, 施設 の完成図書, 保守点検
･ 清掃 の 記

録, 使用中請書な ど様々 な資料
･ 情報を管理運用

して い く こ とが重要である｡

現状で は, こ れ ら情報の管理運用が十分 に なさ

水質 消耗品
_
･

薬品費 検査菅

動力費 1 , 20 8 9 95 18 5 46 9 18 8 4 87

技術点検贅 汚泥処分費

計 3 , 5 53 千円/年

動力費

73

補修 ･

修繕 費

3 25

清掃 費

9 1 4 7

積立分 3 44

そ の 他

計 2 11 千 円/年

計 6 99 千円/年

(注) 四冶五入 の た め 明 細 と合計が一致 し か
､ 場合 が ある 0

図 - 8 1 処理 区当たり維持管理費用 の 内訳

(｢ 平成 3 年 度農業集落排水整備検討調査+)
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特 別会計 の 収支予測 (例)

れ て い る とは言 い難く, 処理 区数が多くなる と管

理 す べ き情報量も多くな る の で, 日頃から資料の

整理等 をき ちんと行うととも に , 担当職員の 交代

等に も備 え容易な管理運用方法 ･ 体制を確立 して

おく ことが望ま し い
｡

②啓蒙普及活動

集落排水施設の 維持管理 に お い て は, 使用者(住

民) が使用上 の決ま りを遵守 し, 日常管理 に参加

す る こ とが , 施設の機能を十分 に発揮させ , 施設

の健全な運営を行う上で重要 にな っ て くる ｡

特 に, 宅地内設備か らの雨水の 浸入が不明水の

原因とな っ て い る ケ
ー

ス も多 い ので ,
住民の理解

と協力が不可欠である｡ 事業主体 (市町村) に あ

っ て は, こ の ような住民と
一

体 とな っ た維持管理

が行 えるよう日頃か ら啓蒙普及活動を行うこ とも

必要で ある｡

6
.
おわ りに

農業集落排水技術は, 農業土木分野 で は歴史の

浅 い技術であり, 現在, 様々 な研究が進められて

い ると こ ろである｡
一

方, 数年内に 数千処理区の

施設が稼働す ると い う状況は, は じめて体験する

こ とであり, そ こ に は こ れ まで に 経験 した こと の

な い事態が発生す る こと も予想され る｡ 今後 は,

言うまでもなく維持管理 の実態を常に把握 しなが

ら, 維持管理技術の 向上 に努める こ とが必要であ

る｡ 農業集落排水技術に 関す る研究が, ( 社) 日本

農業集落排水協会はもとよ り̀, こ れ まで以上 に広

く行わ れる こ とを希望 して 本文を終わ りた い ｡
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投 稿 規 定

1 原稿には次 の 事項を記した
｢
投稿票+ を添えて下記に送付する こ と

東京都港区新橋 5 - 34 - 3 農業土木会館内, 農業土 木技術研 究会

2 ｢ 投稿票+

(D 表■ 題

② 本文枚数, 図 枚数, 表 枚数 , 写真枚数

③ 氏名, 勤務先
,
職名

④ 連絡先 ( T E L )

⑤ 別刷希望数

⑥ 内容紹介 ( 2 00 字以 内)

3 1 回 の 原稿の長 さは原則として図
,
写真

,
表 を含め 研究会原稿用紙(2 4 2 字) 60 枚まで とする ｡

4 原稿は なる べ く当会規定の 原稿規定用 紙を用 い( 請求次 第送付) , 漢字は当用漢字, 仮名 づ か い は

現代仮名づか い を使用
,
術語は学会編

,
農業土木標準用語事典に準じられた い ｡

数字はア ラ ビア数

字 ( 3 単位 ご とに , を入れ る) を使用 の こ と

5 写真, 図 表 は ヨ コ 7 c m X タ テ 5 c m 大 を 24 2 字分 として計算し, そ れ ぞれ本文中の そう入個 所を欄

外に指定 し, 写真, 図, ∵表 は別に添付する ｡ ( 原稿中に入 れな い)

6 原 図 の 大きさ は特に制限は な い が
,
B 4 判 ぐら い ま でが好ま し い ｡

原 図 はト レ ー サ ー が 判断に迷

わ な い よう
,
は っ き
_
りして い て, ま ぎ らわし い と こ ろは注記をさ れた い ｡

7 文 字は明確に書き
,
特 に数式や 記号な どのうち ,

大文字と小文字, ロ
ー

マ 字 とギリ シ ャ 文字, 下

ツ キ
,
上 ツ キ

,
な ど で区別の まぎらわ し い もの は鉛筆で注記して おく こと ,

た とえば

C
,
K
,
0
,
P
,
S
,
U
,
Ⅴ
,
W

,
Ⅹ,

0 ( オ
ー

) と 0 ( ゼ ロ)

γ( ア
ー

ル) と γ( ガ ン マ
ー

)

w ( ダブ リ ュ
ー

) と 山( オ メ ガ)

1( イ チ) と‖ ェ ル)

E ( イ
ー

) と 亡( イ プ シ ロ ン)

Z の 大文字と小文字

α( ェ ー ) と α( ア ル フ ァ)

ん( ケイ) と 方( カ ッ パ)

∬( エ ッ ク ス) と ズ( カイ)

g( ジ
ー

) と9(
.
キ ュ

ー

)

即( ブイ) と u( ウ プ シ ロ ン)

な ど

8 分数式は 2 行な い し 3 行にと り余裕をもたせ て書く こ と

数字は -

マ ス に 二 つ ま でとする こ と

9 数表 とそれを グラ フに したもの と の併載はさけ
,
ど ち らか にする こ と

10 本文中に引用 した文献は原典をその まま掲げる場合は引用文 に
『

』 を付し引用 文献を

本文中に記載する ｡ 孫引き の場創 ま
,
番号を付し ､ 末 尾に原著者名 : 原著論文表 題 , 雑誌名, 巻 :

頁
～ 頁

. 年号, 又 は
"

引 用者氏名, 年
･

号よ り引用
〃

と 明示する こ と ｡

1 1 投稿 の 採否, 掲載順は編集委月会に
一 任する こ と

12 掲載 の 分は稿料を呈す｡

13 別刷は , 実費を著者が負担する
｡
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農業土木技術研究会入会の手引

1 . 入 会 手 続

① 入会申込み は研究会事務局 へ 直接又 は職場連絡員 へ 申込ん で 下 き い ｡ 申込 書は任意ですが , 氏

名, 所属を明示下さ い ｡

② 入会申込み は い つ で も結構ですが, 年度途中の場合の 会費は 会誌の 在庫状況に より決 定 さ れ ま

す｡

③ 入会申込み と同時に会費を納入 して い ただきます｡

2 . 金手の納入方法

① 年会費は 2 , 3 0 0 円 です｡ 入会以後ほ 毎年 6 月末ま で に
一

括 して納入 して い ただきます｡

3 . よ業土木技術研究会の活地 内容

① 撥閑誌 ｢ 水 と土+ の発行
…

‥ ヰ 4 回 ( 季刊)

② 研修会の開催
…

… 年 1 甲 ( 通常 は毎年 2 ～ 3 月 頃)

4 ･ 機関誌 ｢ 水と土+ の位置づけと歴史

① ｢ 水 と土+ は会員相互 の技術交流の 場 です ｡ 益 々 広域化複雑化 して い く土地 改良事業の 中で 各 々

の事業所等が実施 して い る多方面に わた っ て の調査, 研究, 施工内容は貴重な組織的財産です｡ こ

れ ら の情報を交換 し合 っ て 技術の発展を 図りた いも の です｡

② ｢ 水 と土+ の 歴 史

(農業土木技術研究会は 以下 の 歴史をも っ て お り組織の 技術が継続され て い ます｡ )

･ S 2 8年 ‥ ‥ = … コ ン ク リ ー

ト ダ ム 研究会の発足

『コ ン ク リ ー

ト ダ ム』 の 発刊

S 31 年 ‥ … ‥ = フ ォ ル ダム を含め て ダ ム 研究会に 拡大

『土と コ ン ク リ ー ト』 に 変更

S 3 6年 … ･ … ･ ･ 水 路研究会の発足

『水路』 の 発刊

S 4 5 年 … ･ ･ … ･ 両 研究会の合併

農業土木技術研究会の発足 -

『水 と土』

入 会 申 込 書

私は 農業土木技術研究会 に入会 します｡

氏 名 :

所 属 :

平成
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回 恒]
農業土木技術研究会役員名簿 (平成5年度)

会 長

副 会 長

事理

内藤 克美

上 田 一美

志村 博康

岡本 芳郎

近藤 膠英

江頭 輝

〃 的場 春信

〝 川尻裕 一

郎

〃 嶋田 誠

ノ/ 古賀 清司

〃 風間 彰

〃 坂根 勇

〃 中島 菅生

〃 北村 純 一

〃 伊東 久弓爾

〃 塚原 真市

監 事 金蔵 速義

ノ/ 池田 実

常任顧問 黒沢 正敏

〃 中川 稔

顧 問 岡部 三郎

貞

事
貞

長

事
員

〃

〃

〃

〃

鱒

牌
鮨
〃

〃

〃

新

鮮
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

霜
鳥

常
編

総

幹
編

須藤良太郎

梶木 又 三

福田 仁志

福沢 達
一

江頭 輝

三 好 英幸

米山 元結

中野 実

小泉 健

久郷 徳毒

高橋 徹

瀬戸 太郎

親泊 安次

村岡 宏

高 田 進

馬場 範雪

加藤 公平

川村 文洋

馬淵 誠司

水資源開発公団理事

構造改善局建設部長

日本大学農獣医学部教授

構造改善局設計課長

ノ/ 水利課長

〃 首席農業土木専門官

関東農政局建設部長

農業工学研究所長

北海道開発庁農林水産課長

茨城県農地局長

水資源開発公団第二 工 務部長

田)土 地改良建設協会専務理事

㈲農業土木事業協会専務理事

㈱三宿 コ ン サ ル タ ン ツ常務取締役

西松建設㈱常務取締役

大豊建設㈱専務取締役

関東農政局設計課長

㈱ 日本農業土木 コ ン サ ル タ ン ツ

副社長

構造改善局次長

全国農業土木技術連盟委員長

参議院議員

ノ/

全国土 地改良事業団体連合会会長

東京大学名誉教授

㈱農業土木会館代表取締役

構造改善局設計課

〃 事業計画課

〃 設計課

〃 整理課

〃 設計課

全国農業土木技術連盟総務部長

構造改善局地域計画課

〃 資源課

〃 事業計画課

〃 施工 企画調整室

〃 水利課

〃 〃

〃 総合整備推進室

〃 開発課

〃 〃

次

孝

肇

八

雄

雄

司

祐

一

幹

智

保

隆

田

地

治

森

藤

崎

本

荘

吉

丹

稲

加

尾

室

事
員

〃

〃

鱒
〃

〃

〃

〃

幹
編

- 11 0 】

ノ/ 防災課

関東農政局設計課

農業工学研究所水工部

国土庁調整課

水資源公団第 2 工 務部設計課

農用地整備公団業務部業務課

脚 日本農業土木総合研究所

賛 助 会 員

㈱ 荏原製作所

㈱ 大 林 組

㈱ 熊 谷 組

佐 藤 工 業 ㈱

㈱三祐 コ ン サ ル タ ン ツ

大 成 建 設 ㈱

玉野総合 コ ン サ ル タ ン ト㈱

太陽 コ ン サ ル タ ン ツ㈱

㈱電業社機械製作所

㈱ 酉島製作所

西 松 建 設 ㈱

日 本 技 研 ㈱

㈱ 日本水エ コ ン サ ル タ ン ト

㈱ 日本農業土木 コ ン サ ル タ ン ツ

脚 日本農業土木総合研究所

㈱ 間 組

㈱ 日立 製作所

F e 石灰工 業技術研究所

㈱ 青 木 建 設

㈱ 奥 村 組

勝 村 建 設 ㈱

株 木 建 設 ㈱

㈱ 栗本鉄 工所

三幸建設工業㈱

住 友 建 設 ㈱

住友金属工業㈱

大 豊 建 設 ㈱

㈱ 竹 中 土 木

田 中 建 設 ㈱

日石合樹製品㈱

前田建設工業㈱

三 井 建 設 ㈱

｡

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

秒

和

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

拙

3

8

4

1

1
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㈱ アイ ･
エ ヌ ･

エ
ー

アイ サ ワ 工 業㈱

青 葉 工 業 ㈱

旭 コ ン ク リ ー ト工 業㈱

旭測量設計 ㈱

ア ジア プ ラ ン ニ ン グ㈱

茨城県農業土木研究会

上 田建設㈱

㈱ ウオ ー

タ
ー ･

エ ン ジ ニ ア リ ン グ

梅林建設㈱

エ ス ケ
一 産業㈱

㈱ 大 本 組

大野建設 コ ンサ ル タ ン ト㈱

神奈川県農業土木建設協会

技研興業㈱

岐阜県土木用 ブ ロ ッ ク工 業組合

㈱ ク ボ タ 建設

㈱ ク ボ タ ( 大阪)

㈱ ク ボ タ ( 東京)

㈱ 古 賀 組

㈱ 後 藤 組

小林建設工業㈱

五 洋 建 設 ㈱

佐 藤 企 業 ㈱

㈱ 佐 藤 組

㈱ 塩 谷 組

昭 栄 建 設 ㈱ ･

新光 コ ン サ ル タ ン ツ ㈱

須 崎 工 業 ㈱

世紀東急工業㈱

大成建設㈱ 四国支店

大和設備工事㈱

高 橋 建 設 ㈱

高 弥 建 設 ㈱

㈱ 田原製作所

中国四国農政局土地改良技術事務所

㈱ チ ェ リ ー

コ ン サ ル タ ン ツ

中 央 開 発 ㈱

東 急 建 設 ㈱

東 邦 技 術 ㈱

東洋測量設計㈱

㈱土木測幕セ ン タ ー

中川 ヒ ュ ー ム 管工 業㈱

日兼特殊工業㈱

日本国土開発㈱

日本大学生産 工学部図書館

日本 ヒ ュ ー ム 管㈱

口

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

口

〃

〃

〃

1

1

日本 プ レ ス コ ン ク リ ー

ト㈱

日 本 鋪 道 ㈱

西日本調査設計㈱

福井県土地改良事業団体連合会

福岡県農林建設企業体岩崎建設㈱

㈱ 婦 中 興 業

古郡建設㈱

㈱ 豊 蔵 組

北海道土地改良事業団体連合会

㈲北海道農業近代化 コ ン サ ル タ ン ト

堀 内 建 設 ㈱

前 田 製 管 ㈱

前 沢 工 業 ㈱

真 柄 建 設 ㈱

㈱ 舛 ノ 内 組

丸 伊 工 業 ㈱

丸 か 建 設 ㈱

㈱丸島ア クア シ ス テム

丸誠重工業㈱東京支社

水資源開発公団

水資源開発公団沼田総合管理所

〃 三 重用水管理所

宮 本 建 設 ㈱

ミ サ ワ ･ ホ ー

バ ス㈱

㈱水建設 コ ン サ ル タ ン ト

山崎 ヒ ュ
ー

ム 管㈱

菱 和 建 設 ㈱

若鈴 コ ン サ ル タ ン ツ㈱

( アイ ウ エ オ 慣) 計 107 社

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

秒

m

5

1
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農業土木技術研究会会員数

地方名

通 常 会 員
地方名

通 常 会 員

県
農水省
関 係畠琵等 学校 個人 法人 外国 県 農

水省
関 係謂等 学校 個人 法人 外国

北海道 99 3 1 7 2 1 8 2 6
近

畿

滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫

37

4 2
1 7
3 1

5

4 4

8

1

2

1

5

5
4

1

4

3

5

3
束

北

青 森
岩 手

4 1

6 3
3 7

3 5 1 5

1

1 4

宮 城
秋 田
山 形
福 島

53

1 1 6

2 7

5 9

6 8

5

4

3 5

5

1
1

1 9

6
1

1

奈 良
和歌山

44

3 3

2 7

3

4

小計 2 0 4 8 7 3 1 6 柑

小計 3 5 g 1 8 4 1 5 g 3 1

中

鳥 取
島 根
岡 山

24

6 6

9 3

6
6

4 3 5

2

5
4

6

4

1

5
関

東

茨 城 77 4 0 1 1 3 1 2

栃 木 78 2 1 1 2
国

四

広 島 49 1 0 1 2

2 8 1 7 7

2

口 5 4 8 1

埼 玉 57 2 1 9 1 9 徳 島 17 6
2

1

3 2 1 4 1 0 2 0 l 41 5 4

東 京 3 1 6 3

1 0
1 4

7 8

1

1 1 2 0 愛 媛 85 1 5 5 4
神奈川
山 梨
長 野
静 岡

28

3 6

5 3
8 1

4

2

1 9

1

6

国
高 知 49 5 1 1

小計 4 7 8 1 廿4 8 2 3 2 3

九

州

福 岡
佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島
沖 縄

38

3 5

4 2

2 0

4 5
2 1

8 5

2 4

1 8
5

7

3 4

3
11

12

1 9

2 6

6

3

7

1

4

1 4

3

1
3

1

小計 4 丁3 3 0 ロ 1 1 丁 2 2 g g

北

陸

新 潟
富 山
石 川
福 井

66

5 3

4 2
4 0

60

6

5 7
8

3

1

1

3
3

8

1

小計 20 1 1 31 5 1 5

小計 3 1 0 1 0 g 3 5 1 2 2 2
東

海

岐 阜
愛 知
三 重

22

1 4 8

1 1

1 6

1 0 8 3 1

2

2

1

1

7
1 1

5

合 計 2 , 3 0 5 1
.
3 5 6 2 3 2 9 9 2 58 7 3 9 1 7

総 合 計 5
′
O q 6 名小計 ‖= 1 2 4 3 3 4 2 3

編 集 後 記

最近 , 富山和子著 ｢ 日本の米+ が 中公新書か ら出版

され た ｡ 今話題 の ｢ 吉野 ヶ 里 は何故滅びた か+ か ら始
まり

,
｢ 環境 と日本農業+ に 至 るま で 分 か りやすく幅広

い 土地改良事業と米 の歴史の 内容 で あ っ た｡ その中で ,

日本列島は ｢ 奈良時代 の条理制+ , ｢ 江戸時代の治水 と

開田+ によ り過去 二 回 に わた る大改良がなされ
,
そ れ

は常 に米 を生産す る た め の も の で あ っ た こ と
,
日本 の

地形 ･ 気 候 等を巧 み に利用 した整備内容 ,
しか も水利

周 の利害関係 をうまく調整する高度の技術 が存在し て
い た こ とを伝 えて い る｡

日頃, 我 々 が触れ る コ ン ク リ ー ト技術や コ ン ビ ュ ー

タ ー を導入 した水管理 シ ス テ ム 等 に 代表され る近代技

術革新 は, 先人 達が長き にわたり貯蓄した知恵 と経験

をどれほ ど反映したも の に な っ て い る だ ろ うか ｡

そして
, 第 三 回 目の 日本列島大改造を土地改良事業

に よ っ て
, 今 , 歴 史 的な礎 をも と に して我々 農業土木

が手がけて い る こ と を意識 して い る 人は果たして何人
い るだ ろう か

｡

こう 思う と, 決 して 派手な仕事で はな い 土地改良事

業が実 に ｢ ロ マ ン と夢 に満ちた歴史的な仕事+ に見 え
てく る こ とが改 め て よくわか る

｡

今まさ に ｢ 歴史 を学 ぽう+ と叫 びた い ｡

( 水利課補助第1 係長 馬場範雪)
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